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第1章 緒 論 

1.1 プロジェクトの背景 

セネガル国（以下「セ」国）の貧困削減戦略（DSRP、2006～2010）においては、2005 年時点

で人口の半数以上（57％）が貧困下にあるとしており、貧困削減のため、「富の創出」、「基本的な

社会サービスへのアクセス」、「脆弱者層の保護とリスク管理」、「グッドガバナンス」を 4 本柱に

打ち立てている。「富の創出」を達成するためには、特に農村部における農業以外の雇用機会の拡

大が重要とされており、農産品の加工等を含む手工業セクターは、重要セクターの一つに位置づ

けられている。「手工業セクター開発戦略文書」では、雇用創出、収入向上、流通活性化の実現が

急務として、生産・販売ラインの強化、金融・技術の支援の拡大、生産者組織化等を優先課題に

掲げている。これら課題の改善を目的として、2008 年に「セ」国手工業・観光・民間企業・イン

フォーマルセクター関係省手工業局より我が国に対し、「農村零細事業強化・起業家育成支援」に

係る技術協力プロジェクト要請が提出された。 

他方、我が国は 2005 年 12 月の第 6 回 WTO 閣僚会合において開発と自由貿易の好循環を目指

した支援イニシアティブを掲げ、地場資源の活用とコミュニティのエンパワーメントを掲げて大

分県で始められた取り組み「一村一品運動」の推進を念頭に置いた途上国に対する支援を表明し

た。2008 年 5 月に横浜で開催された「第 4 回アフリカ開発会議（TICAD IV）」において提唱され

た「横浜行動計画」においても、アフリカにおける一村一品運動の推進が掲げられ、我が国はTICAD 

IV フォローアップとしてアフリカ 12 カ国における一村一品運動の支援を表明している。 

上記背景の下、「セ」国において 2007 年 7 月に JICA は「地場産業振興プロジェクト形成調査」

を実施した結果、「セ」国側の要請を踏まえて一村一品運動を念頭に置いた協力を計画することと

なった。 

先述プロジェクト形成調査の提言を踏まえ、2010 年 6-7 月に詳細計画策定調査を実施した結果、

カオラック州とファティック州を対象に一村一品運動の定着と推進を目指す協力を実施すること

とし、プロジェクト内容（PDM）、実施工程表（PO）、プロジェクト実施フロー及び一村一品ガイ

ドラインについて、「セ」国手工業・観光・民間企業・インフォーマルセクター関係省手工業局長

と合意した。数次にわたる協議を経て、2010 年 11 月には、上述内容を含んだ「一村一品運動を

通じた地場産業振興プロジェクト」に関する協議議事録（以下「R/D」）が交わされた。 

一村一品運動は、日本の大分県を発祥とし、下記の三つの原則からなる理念の下、地域の価値

ある資源・文化・技術を発見、活用し、地域住民の主体的な取り組みにより特産品を生み出すプ

ロセスを通じて地域開発、地域振興を図る運動である。 

［一村一品運動の三つの原則］ 

1) ローカルにしてグローバル 

地域の文化と香りを持ちながら、全国、世界に通用する「モノ」をつくる。 

2) 自主自立・創意工夫 

何を一村一品に選び、育てていくかは地域住民が決め、創意工夫を重ね、磨きをかけてい

く。行政は、技術支援やマーケティングなど側面から支援する。 
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3) 人づくり 

先見性のある地域リーダー、何事にもチャレンジする創造力に富んだ人材を育てる。 

このように、一村一品運動は、農村部における人づくりを核に、所得向上、就業機会の拡大、

地域住民のエンパワーメントといった農村開発に必要な要素を含んでおり、農村部での貧困削減

に大きな貢献をすると期待できる。さらに、モノづくりを通して、農村経済の多様化、収入向上、

農村工業や中小零細企業の振興への効果の発現も期待される。セネガルにおいて一村一品運動を

推進することは、セネガルが直面する喫緊の問題に対する有効な対策を提供する可能性が高いこ

とにおいて、その導入の意義は大きいと考えられる。 

モノづくりを通しての人材育成、これは発展的持続性の確保において不可欠である。「セ」国の

一村一品プロジェクトにおいては、自助努力をベースにしつつ、一村一品の三つの原則に立脚し

た公正な選考によって①良質な製品の探索、②製品と生産のさらなる改善、③製品の販路拡大、

そして④このような成功事例の生産者へのフィードバックという仕組みを作り上げ、この一連の

活動を通して人材の育成に努めた。 

1.2 プロジェクトの目的 

(1) 上位目標 

一村一品運動を通じて地域資源を活用した一村一品生産者の所得が向上する。 

(2) プロジェクト目標 

対象州において、生産者グループによる地域資源を活用した所得創出活動を促進するための

一村一品運動モデルが機能する。 

(3) 成果 

1. 一村一品運動の対象州における実施体制が構築される。 

2. 一村一品グループの選定システムが構築され、機能する。 

3. 一村一品グループの能力強化支援体制が構築され、機能する。 

4. 一村一品グループのマーケティング活動が促進される。 

(4) 活動 

【一村一品運動の対象州における実施体制が構築される】 

1-1 一村一品中央委員会を設立する 

1-2  一村一品州委員会を各対象州で設立する 

1-3  一村一品ガイドラインの策定並びに改訂を行う 

【一村一品グループの選定システムが構築され、機能する】 

2-1 一村一品委員会メンバーを対象とした一村一品ガイドラインに関するワークショップ

を行う 

2-2 一村一品グループの応募条件並びに審査基準を策定する 

2-3 生産者グループに対し一村一品運動のプロモーション活動を行う 

2-4 展示会/ワークショップを通じ、一村一品候補産品の審査を行う 

2-5 生産者グループに対し一村一品候補産品に関するフィードバックを行う 
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2-6 一村一品グループ選定システムの見直しを行う 

【一村一品グループの能力強化支援体制が構築され、機能する】 

3-1 一村一品グループの診断を行う 

3-2 ビジネスサービスプロバイダーの選定を行い、各一村一品グループの支援計画を策定す

る 

3-3 一村一品グループの事業活動改善のために必要な支援を行う 

3-4 一村一品グループのモニタリングとフォローアップを行う 

3-5 一村一品グループの支援体制の見直しを行う 

【一村一品グループのマーケティング活動が促進される】 

4-1 一村一品グループに対しマーケティング支援を行う 

4-2 一村一品候補製品の展示会/ワークショップを通じ、生産者グループと市場関係者との

結びつきを強化する 

4-3 一村一品運動並びに産品のプロモーションキャンペーンを行う 

1.3 プロジェクト対象地域と支援対象グループ 

(1) 対象地域 

本プロジェクト対象地域は、カオラック州並びにファティック州である。これらの州は、州

手工業会議所があること、一村一品の市場ともなり得る首都ダカールからのアクセスが良いこ

と、両州が隣接しており知見共有や協力関係構築が可能であること、さらに一村一品の候補と

なりうる地域特有の製品も豊富であること、などが主な理由である。 

(2) 支援対象 

本プロジェクトの支援対象は、何らかの製品を生産している生産者の中から選考された「一

村一品グループ」である。一村一品グループには、コミュニティにおける生産者グループ、GIE

（経済利益グループ）、企業法人（零細企業）、協同組合、協会が含まれる。個人の生産者は支

援対象には含まない。このレポートでは、コミュニティにおける生産者グループ、GIE（経済利

益グループ）、企業法人（零細企業）、協同組合、協会などを「生産者グループ」として総称す

る。 

なお、本プロジェクトでは、第 1 次、第 2 次そして、第 3 次の 3 段階の選考システムを設け、

OVOP 製品を、優良 OVOP、OVOP、そして OVOP 候補の 3 つのステータスに分け、生産者グ

ループに対してはそれぞれのステータスに応じた支援を行った。 
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第2章 プロジェクトの実施体制とスケジュール 

2.1 全体作業工程 

本プロジェクトは、2011 年 3 月から 2014 年 4 月までの約 38 ヶ月間に亘って実施された。本プ

ロジェクトに係る業務工程は、2011 年 3 月上旬に業務を開始し、2014 年 4 月下旬に終了した。 

（１） 第 1 年次：2011 年 3 月～2012 年 2 月 

（２） 第 2 年次：2012 年 4 月～2013 年 7 月 

（３） 第 3 年次：2013 年 10 月～2014 年 4 月 

この間、以下のとおり主たる支援活動を年次ごとに繰り返しながらプロジェクトを展開した。 

(1) 第1年次 

本プロジェクトにおいては、一村一品運動のモデル構築を目指した活動を 3 年間にわたり繰り

返し実施した。それによって①一村一品運動の実施体制、②一村一品グループの選定システム、

③一村一品グループの能力強化支援体制、④一村一品グループのマーケティング活動の 4 点を検

証しつつ整備し、「セ」国における一村一品運動モデルの機能確立を目指した。 

＜事前準備に関する業務＞（国内作業含む） 

ア. 業務実施の予備的検討とインセプションレポート案の作成 

イ. インセプションレポート素案の概要説明並びにキックオフセミナーの開催 

＜一村一品運動の実施体制の構築に関する業務＞ 

ア. 一村一品中央委員会の設立 

イ. 一村一品州委員会の設立 

ウ. 一村一品ガイドラインの策定及び改訂 

＜一村一品グループの選定システム構築のための業務＞ 

ア. 一村一品ガイドラインに関するワークショップ実施 

イ. 一村一品グループの応募条件・審査基準の策定 

ウ. 一村一品運動のプロモーション活動 

エ. 展示会の開催及び一村一品候補製品の審査 

オ. 生産者グループに対するフィードバック 

＜一村一品グループの能力強化支援体制構築に関する業務＞ 

ア. 一村一品グループの診断 

イ. ビジネスサービスプロバイダーの選定及び支援計画の策定 

ウ. 一村一品グループの事業活動改善のための支援 

＜一村一品グループのマーケティング活動促進に関する業務＞ 

ア. 一村一品グループに対するマーケティング支援 

イ. 一村一品ギャラリーの開設と運営 
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(2) 第2年次 

第 1 年次の「事前準備に関する業務」並びに「一村一品運動の実施機関設立に関する業務」の

ア～ウを除く、全ての業務を実施した。また、併せて第 2 年次には以下の業務も追随して行い、

第 1 年次のレビューを元に、より効果的なフローへと改善を進め、一村一品運動の活動サイクル

の確立を目指した。 

＜一村一品グループの能力強化支援体制構築に関する業務＞ 

ア. 一村一品グループのモニタリングとフォローアップの実施 

イ. 一村一品グループの支援体制のレビュー 

(3) 第3年次 

基本的に第 2 年次の作業を継続して行った。なお、3 年間のプロジェクトの最終年次として、

特にプロジェクト終了後にも継続的に活動するための重要な鍵となりうるマーケティング（販路

確立）、並び実施要領としてのガイドライン改訂に注力し、「セ」国における一村一品運動のモデ

ルの確立を目指した。また、最終年次として以下の業務も合わせて実施した。 

＜成果確認並びに事後整理に関する業務＞ 

ア. プロジェクト事業完了報告書の作成 

イ. 成果発表セミナーの開催 

ウ. 全国地場産業インベントリー調査の実施 

プロジェクト実施期間中における活動の概要を図 2.1-1 に示す。プロジェクトは、図 2.1-1 のと

おり、一村一品プロジェクトの実施体制の構築、ベースライン調査の後に、主たるプロジェクト

活動である一村一品の選考、一村一品生産者グループの能力開発、そしてモニタリングと評価の

一連のプロセスをサイクルとし、これをプロジェクト期間中に 2 回繰り返すことで活動を展開し

た。第 1 サイクルは、2011 年 9 月から、第 2 サイクルは、2012 年 7 月からそれぞれ開始した。 

この間、第 1 サイクルで得られた知見や教訓を基に、改良を加えて第 2 サイクルを遂行し、さ

らに第 3 サイクル以降は、「セ」国側が独自に実施するとの想定で、OVOP ガイドラインを改訂し、

また手工業局に対しては、体系的かつ効果的な技術移転を行った。 
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図 2.1-1  プロジェクト業務フロー 

出典：プロジェクトチーム 
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2.2 JICA 専門家 

2011 年 4 月以降、JICA は専門家 8 名から構成されるプロジェクトチームを派遣した。プロジェ

クト期間における要員派遣実績は下表および次ページのとおりである。 

表 2.2-1  プロジェクトチームの要員配置と派遣期間 
氏名 担当分野 年次 派遣期間 

尾形 佳彦 
総括/一村一品振興（制度

運営） 

1 
2011 年 4 月 11 日～6 月 15 日 
2011 年 11 月 21 日～2011 年 12 月 23 日 
2012 年 1 月 7 日～2012 年 2 月 1 日 

2 
2012 年 4 月 24 日～6 月 15 日 
2012 年 11 月 9 日～12 月 13 日 
2013 年 3 月 23 日～6 月 14 日 

3 
2013 年 10 月 8 日～12 月 9 日 
2014 年 2 月 3 日～3 月 16 日 

藤岡 理香 

副業務主任/一村一品振興 
（制度構築） 

1 
2011 年 4 月 11 日～6 月 18 日 
2011 年 8 月 24 日～10 月 12 日 
2011 年 11 月 24 日～2012 年 1 月 22 日 

一村一品振興 
（制度構築） 

2 
2012 年 5 月 24 日～6 月 22 日 
2012 年 9 月 12 日～10 月 11 日 
2013 年 4 月 23 日～5 月 22 日 

ラリス カルヤナ デバシリ 零細企業経営 I 

1 
2011 年 5 月 1 日～6 月 29 日 
2011 年 10 月 23 日～12 月 21 日 

2 
2012 年 5 月 1 日～6 月 29 日 
2012 年 8 月 17 日～12 月 21 日 
2013 年 1 月 30 日～3 月 15 日 

3 2014 年 1 月 14 日～2 月 27 日 

谷口 雅彦 

零細企業経営 II/広報/ 
バリューチェーン構築 

1 
2011 年 5 月 16 日～6 月 30 日 
2011 年 8 月 10 日～10 月 15 日 
2011 年 11 月 28 日～3 月 16 日 

副業務主任/ 
零細企業経営 II/広報/ 
バリューチェーン構築 

2 

2012 年 5 月 28 日～8 月 8 日 
2012 年 8 月 27 日～10 月 25 日 
2013 年 1 月 9 日～3 月 1 日 
2013 年 6 月 16 日～7 月 18 日 

3 2014 年 1 月 13 日～2 月 26 日 

清水 麻由 マーケティング 

1 2011 年 8 月 15 日～12 月 12 日  

2 

2012 年 7 月 17 日～8 月 30 日 
2012 年 10 月 1 日～11 月 3 日 
2013 年 1 月 15 日～3 月 8 日 
2013 年 4 月 16 日～6 月 17 日 

3 
2013 年 10 月 8 日～12 月 27 日 
2014 年 1 月 20 日～3 月 5 日 

北澤 肯 
マーケティング II/フェア

トレード 

1 2011 年 11 月 13 日～2012 年 2 月 1 日 

2 
2012 年 5 月 2 日～6 月 19 日 
2012 年 11 月 7 日～12 月 21 日 
2013 年 5 月 31 日～7 月 10 日 

3 2013 年 10 月 28 日～12 月 26 日 
丸山 英樹 業務調整/広報補助 1 2011 年 4 月 11 日～6 月 9 日 

椎本 ゆかり 
業務調整 /地場産業振興 /
広報 II 

3 
2013 年 10 月 8 日～12 月 27 日 
2014 年 1 月 28 日～3 月 13 日 

出典：プロジェクトチーム
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図 2.2-1  プロジェクトチームの要員計画 

出典：プロジェクトチーム
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2.3 セネガル側実施機関とカウンターパート 

本プロジェクトの監督機関は、「セ」国職業訓練・研修・手工業省であった。事務局は手工業局

に配置され、同局及び対象州の手工業会議所から要員が配備された。 

本プロジェクトの実施期間中、監督機関は、職業訓練及び手工業省から通商産業・手工業省、

そして職業訓練・研修・手工業省へと変更となった。他方、事務局が設置された手工業局は一貫

して本プロジェクトのカウンターパート機関で、主要な要員の変更は無かった。 

項目 実績 

カウンターパート配置 以下のカウンターパートが配置された。 

手工業局：計 5 名 

- プロジェクトコーディネーター 

- チーフカウンターパート 

- プロモーション・マーケティング・広報担当 

- 財務・ブティック OVOP 運営担当 

- プロモーション・ブティック OVOP 運営副担当 

手工業会議所：計 2 名 

- カオラック州 OVOP プロジェクト担当 

- ファティック州 OVOP プロジェクト担当 

計 7 名 

出典：プロジェクトチーム 

2.4 一村一品（OVOP）プロジェクトの実施体制 

セネガルにおける OVOP プロジェクトの実施体制の一環として、一村一品中央委員会、および

一村一品州委員会を設立した。また、プロジェクトの戦略に関する決定を行う組織として、一村

一品事務局が手工業局内に設立され、一村一品運動に関する政策・総合的な方針、および実施計

画の策定、一村一品運動運営予算の策定、一村一品ガイドラインの作成、プロジェクト全般の実

施と評価などの業務を担当した。 

図 2.4-1 に本プロジェクトの実施体制を示す。 
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OVOP SECRETARIAT 

 [Policy / plan setting and 
management] 

 Consultation 
 
 

Supervision 
JICA PROJECT TEAM 

(set up in the Direction of Craft 
Industry) 

 

Consultation                         

OVOP NATIONAL COMMITTEE 

[National level collaboration] 
 
 

   Technical collaboration 

OVOP REGIONAL COMMITTEES 

[Regional level collaboration] 

Chair: Direction of Craft Industry 
Chair: Governor’s Offices 

Secretariat: Chambers of Craft 
Industry  

 
 
 
 
 
 

                                           
              

 
  

 

     OVOP 
producers 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

           Technical support               
           Feedback                  

    
                       

 

図 2.4-1  プロジェクト実施体制 

出典：プロジェクトチーム 

これらの組織は、同プロジェクト期間においてはセネガルにおける一村一品運動をプロジェク

トチームと協調して実施し、将来的にはセネガル全土への一村一品運動普及を促進することが求

められていた。 

2.5 OVOP 合同調整委員会 

セネガルにおける OVOP プロジェクトの実施体制の一環として設立された一村一品中央委員会

のメンバーに、対象 2 州の手工業会議所のセクレタリージェネラル、プロジェクトチーム代表、

並びに JICA セネガル事務所の担当者を加えて OVOP 合同調整委員会を編成した。プロジェクト

のモニタリングと情報の共有、実施に係る重要な議題が合同調整委員会で協議された。これまで

に開催された合同調整委員会は下表のとおりであり、議事録を付属資料-1 として添付する。 

表 2.5-1  合同調整委員会開催記録 
開催日 主な議題 

2011 年 5 月 30 日 ・第一回一村一品中央委員会会議の開催  

2012 年 10 月 19 日 ・Progress Report 2 の説明及び内容に関する協議 

・中央委員会メンバーと今後の連携強化に向けた協議 

2012 年 12 月 6 日 ・中間レビュー結果及び今後に向けての提言説明及び意見交換 

2013 年 6 月 7 日 ・OVOP ガイドライン Ver.3 への改訂ポイントの説明 

2013 年 12 月 5 日 ・終了時評価調査結果の説明及び提言説明及び意見交換 

2014 年 2 月 27 日 ・プロジェクト事業完了報告書における説明及び内容に関する協議 

出典：プロジェクトチーム 
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2.6 供与機材の実績 

1.3 に述べたとおり、本プロジェクトでは、選考によって優良 OVOP、OVOP、そして OVOP 候

補の 3 つのステータスに分け、生産者グループに対してはそれぞれのステータスに応じた支援を

行った。支援項目の内、資機材提供や個別の生産改善に関する技術研修については、優良 OVOP

生産者に対してのみ、実施することと定めた。本プロジェクトの一般機材供与機材費は、11,595,580

円であった。優良 OVOP グループ及びブティック OVOP への機材供与は 5,779,850 円であり、供

与機材の総額は合わせて 17,375,430 円であった。下表に、優良 OVOP 生産者への資機材提供と個

別支援の内容を示す。 

表 2.6-1  優良 OVOP 生産者への支援内容 

製品 GIE 名 支援内容 
支援総額 
(FCFA) 

第 1 年次に選ばれた優良 OVOP 生産者への支援 
皮なめし GIE des Tanneuses de 

Gossas 
貯水タンク、コンクリート製たらい、植林トレ

ーニング 
2,730,000 

ビサップジュース 
シロップ 

GIE Sine Zénith ガラス張り冷蔵庫、店舗装飾、生産性向上のた

めの消耗品 
2,430,000 

貝加工 GIE Gnassemane ボート、収穫用ケース、ライフジャケット 2,550,000 
マングローブ蜂蜜 GIE Mboga Yiff 養蜂箱、作業着、巣礎の型枠、養蜂トレーニン

グ 
2,390,000 

カシュナッツ GIE Bokk Diom ソーラーパネル、オーブン、ロースト機 4,400,000 
オーガニック 
ビサップ 

GIE Q.AB.COO 砂塵防止機能のついた乾燥台およびビサップ

収穫のための専用はさみ 
2,200,000 

ピーナッツペースト GIE Wack Ngouna II 作業机、粉砕機、皮むき機 1,950,000 
シリアル加工 GIE Takku Ligguey 作業机、自動ふるい機、皮むき機 2,075,000 
ヨーグルト Association DIRFEL 冷蔵庫、発電機、パッケージの新デザイン、販

売促進用の自転車 
1,810,000 

製塩 GIE Entente des 
Producteurs de Sel 

モーターポンプ付き塩精製機、粉砕機 4,000,000 

第 2 年次に選ばれた優良 OVOP 生産者への支援 
貝加工 GIE Ngodane 小型ボート、船外機、プラスティックボックス 1,610,000 
シャツ製縫 GIE Sope Nabi 刺しゅう用ミシン、3 本縒糸ミシン 1,200,000 
ジュート鞄 GIE Espace Beaute 

Yogora 
染色用窯、皮革つぎ合わせ用ミシン、アクセサ

リー縫付用キット 
947,000 

ジンジャーシロップ Union Communale 
Femmes FGNE 

粉砕機、冷凍庫、糖度計（pH 計付）、発電機（粉

砕機、陳列用冷蔵庫用スタンバイ機）、消火器 
2,975,000 

ビサップシロップ GIE/Association UGAO ガスコンロ、冷凍庫、100 リッターアイスボッ

クス、厚手鍋 
950,000 

ビサップティー GIE KATAMA 粉砕機、三輪自転車 2,250,000 
モリンガパウダー GIE Badoc Pressing 粉砕機、乾燥用棚、電子秤、1000 リッタータン

ク 
2,167,500 

消毒殺菌用石鹸 GIE Dan Doole Sibassor 撹拌機、作業テーブル、ガスコンロ、乾燥棚、

プラスチック樽、石鹸生産トレーニング 
2,813,000 

ピーナッツバター GIPA 選別機、撹拌機 1,500,000 
ミレット粉 
（クスクス） 

GIE Jappo Ligueye 粉砕機、脱穀機、ガスコンロ 1,750,000 

出典：プロジェクトチーム 

また、カウンターパートへの供与機材を以下に示す。 
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表 2.6-2  カウンターパートへの供与機材 

出典：プロジェクトチーム 

2.7 現地業務費の実績 

本プロジェクトの現地業務費は、資機材を含め、計 83,779,000 円（2014 年 3 月末時点）であった。

各年次の内訳は下表のとおりである。 

表 2.7-1  現地業務費実績 

 2011 年度 2012 年度 2013 年度 計 

現地業務費 20,031,000 円 52,204,000 円 11,544,000 円* 83,779,000 円 

*2013 年度の現地業務費は契約金額 

出典：プロジェクトチーム 

2.8 セネガル側の予算措置 

セネガル側の 3 年間の予算措置は、下表のとおりである。 

表 2.8-1  セネガル側の 3 年間の予算措置 

費用項目 金額（FCFA） 

車両（2 台） 40,000,000 

消耗品 30,000,000 

車両燃料 15,000,000 

維持管理 15,000,000 

交通費等 15,000,000 

その他（FIDAK 出展、FRA 認証費用等） 15,000,000 

計 130,000,000 

出典：プロジェクトチーム 

  

資機材名 機材到着日・確認日 設置場所 利用・管理状況 
事務用パソコン（デスクトッ

プ） 

2011 年 6 月 23 日, 
2011 年 12 月 27 日 

手工業局事務所、手工業会議所事

務所 
使用中・良好 

出張･ワークショップ等移動

用パソコン（ノート） 

2011 年 6 月 23 日, 
2011 年 12 月 27 日 

手工業局事務所、手工業会議所事

務所 
使用中・良好 

プレゼンテーション等発表

用プロジェクター 

2011 年 6 月 23 日 手工業局事務所 使用中・良好 

資料作成用プリンター 2011 年 6 月 23 日 手工業局事務所、手工業会議所事

務所 
使用中・良好 

資料作成用コピー機 2011 年 6 月 23 日, 
2011 年 12 月 27 日 

手工業局事務所、手工業会議所事

務所 
使用中・良好 

各対象州委員会連絡用ファ

クシミリ 

2011 年 6 月 23 日 手工業会議所事務所 使用中・良好 

ワークショップ・モニタリン

グ等記録用デジタルカメラ 

2011 年 6 月 23 日, 
2011 年 12 月 27 日 

手工業局事務所、手工業会議所事

務所 
使用中・良好 

商品保管用冷蔵庫 2012 年 8 月 7 日 手工業会議所事務所 使用中・良好 
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手工業局、ファティック州手工業会議所、カオラック州手工業会議所内に、それぞれプロジェ

クト事務所が設置された。それぞれの事務所の電気、水道代は手工業局の負担であった。 

2.9 主たる研修 

カウンターパートである手工業局及び手工業会議所の職員は 2011 年度の JICA 課題別研修「ア

フリカ地域産業振興（一村一品）（Community Capacity and Rural Development - Focusing on One 

Village One Product - for African Country）」を始めとする各種研修に参加してきた。カウンターパー

トがこれまでに受講した主たる研修は下表のとおりである。 

これらの研修を通して、手工業局及び手工業会議所のカウンターパートの能力強化が図られた。

なお、生産者グループに対する能力強化のための研修活動は、プロジェクトの活動の一環として

実施した。その内容に関しては、4.4 節で述べる。 

表 2.9-1  カウンターパートが受講した主たる研修一覧 

研修名 開催国 期間 

“Community Capacity and Rural Development-Focusing 
on One Village One Product – for African Countries.” 

日本 2008 年 3 月 24 日～4 月 13 日 

Community Capacity and Rural Development for African 
Countries-Focusing on One Village One Product 

日本  2010 年 4 月 5 日～4 月 23 日 

Supporting regional development by utilizing local 
resources in Africa 

日本 2010 年 11 月 16 日～12 月 19 日 

2nd African Regional OVOP Seminar in Kenya : focused 
on packaging 

ケニア 2012 年 2 月 6 日～2 月 10 日 

“Community Capacity and rural Development- Focused 
on One Village One Product- for African Countries (B)”  

日本 2012 年 3 月 28 日～4 月 15 日 

“Supporting Regional Development by Utilizing local 
resources in Africa” 

日本 2012 年 5 月 28 日～6 月 30 日 

 “Community Capacity and Rural 
Development-Focusing on One Village One Product – for 
African Countries.” 

日本 
 

2013 年 3 月 27 日～4 月 12 日 
 

出典：カウンターパートへのヒアリングを基にプロジェクトチーム作成 
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第3章 プロジェクトの成果と目標の達成度 

3.1 PDM とその改訂内容 

初版の PDM においては、目標値が設定されていない、あるいは内容が明確・具体的ではない指

標があった。中間評価の前の時点で、これらの指標に対して改訂を行った。改訂内容の一覧表は

以下のとおりである。改訂された PDM は、2012 年 12 月 6 日の中間評価に係る JCC で承認を得た。 

表 3.1-1  PDM 変更内容対比表 

オリジナル 改訂版 

上位目標の指標 

1. 一村一品製品の売上利益がプロジェクト終了時より
XX%増加する。 

2. 一村一品生産者の所得がプロジェクト終了時より

XX%増加する。 

1. OVOP 製品として製品認定された生産者グループ
（OVOP グループ及び優良 OVOP）の同製品を通じた売
上高が中間評価時より 10%増加する。 

2. OVOP 製品として製品認定された生産者グループ

（OVOP グループ及び優良 OVOP）の所得が中間評価時

より 10%増加する。 

プロジェクト目標の指標 

1. X 以上のグループが一村一品グループとして認定さ
れ、支援される。 

2. 各一村一品グループの事業活動（生産、経営、マー
ケティング/販売、組織運営/開発）が改善される。 

3. X%以上の一村一品生産者がプロジェクトへの参加
に満足する。 

4. 一村一品製品の出荷数が X%増加する。 

 

1. 毎年30以上の生産者グループがOVOP製品生産者グ
ループ（OVOP グループ及び優良 OVOP）グループと
して認定され、支援される。 

2. 各 OVOP 製品生産者グループ（OVOP グループ及び
優良 OVOP）の事業活動（生産、経営、マーケティン
グ/販売、組織運営/開発）が改善される。 

3. 80%以上の OVOP 製品生産者グループ（OVOP グルー
プ及び優良 OVOP）がプロジェクトへの参加に満足す
る。 

4. OVOP 製品として製品認定された生産者グループ
（OVOP グループ及び優良 OVOP）の同製品の生産量
が 10%増加する。 

5. 対象州において毎年一村一品運動のフローが実施さ
れる。 

成果の指標 

2.1 X 回以上の一村一品プロモーションワークショップ
が各対象州において開催され、X 人以上の生産者が
参加する。 

2.2各対象州において毎年 X件以上の応募書類が提出さ
れる。 

2.3 一村一品製品候補の展示会/ワークショップが各対
象州で X 回以上開催される。 

3.3 X%以上の一村一品グループが技術支援並びにワー
クショップコースに満足する。 

 
4.3 一村一品産品の対象マーケットが拡大する。 

2.1 各対象州で毎年一村一品プロモーションセミナーが
開催される。 

 

2.2 各対象州において毎年 50 件以上の応募書類が提出
される。 

2.3 一村一品製品候補の展示会/ワークショップが各対
象州で 1 年に 1 回以上開催される。 

3.3 80%以上の OVOP グループ及び優良 OVOP が技術支
援並びにワークショップコースに満足する。 

4.3 一村一品産品のマーケットが拡大する。 

出典：プロジェクトチーム 

3.2 プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標の達成度は以下のとおりである。なお、セネガルにおける OVOP 運動では、

選考された OVOP 製品は、優良 OVOP、OVOP、そして OVOP 候補の 3 カテゴリーがある。 
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(1) 成果の達成度 

成果 1：一村一品運動の実施体制が構築される。 

指標 結果 
1-1 一村一品中央委員会並びに

州委員会が設立される。 
- 一村一品中央委員会が 2011 年 5 月に設立された。中央委員会の会合は

約半年に 1 回開催され、委員会メンバーにプロジェクトの情報が共有

されている。 
- ファティック州 OVOP 委員会、カオラック州 OVOP 委員会が、それぞ

れ州手工業会議所を事務局として 2011 年 6 月に設立された。両州とも

委員会はプロジェクトの決定機関ではなく、OVOP プログラムのプラ

ットフォームとして存在している。 
1-2 一村一品中央委員会並びに

州委員会の役割が一村一品

ガイドラインで規定され

る。 

- 「一村一品ガイドライン（OVOP Programme Operation Guidelines）」の

第 1 版が 2011 年 8 月に作成された。 
- 第 1 サイクルの活動を踏まえてガイドラインの見直しが行われ、2012

年 10 月に第 2 版が作成された。 
- 第 2 サイクルの活動を踏まえて更にガイドラインの見直しが行われ、

2013 年 5 月に第 3 版が作成された。 
- 終了時評価調査の結果を受け、最終的なガイドラインの見直しが行わ

れ、2014 年 2 月に第 4 版（最終版）が作成された。 
- ガイドラインの第 2 章において、一村一品事務局、一村一品中央委員

会、一村一品州委員会の役割が規定されている。それぞれの役割は、

プロジェクトの開始当初に規定された内容から現状に則して見直さ

れ、一村一品中央委員会及び州委員会の役割は軽減され、一方で一村

一品事務局（手工業局）が OVOP プログラムの実質的な運営を担うこ

とで、ガイドライン第 3 版作成の際に内容が改訂された。 
出典：JICA 終了時評価調査チームのデータを基に加筆 

成果 2：一村一品グループの選定システムが構築され、機能する。 

指標 結果 
2-1 各対象州で毎年一村一品プ

ロモーションセミナーが開

催される。 

第 1 サイクル・第 2 サイクル時に、ファティック州・カオラック州で開催

された OVOP プロモーションセミナーの回数と参加者数は以下のとおり。 
サイクル 対象州 開催数 参加者数 

第 1 サイクル ファティック州 1 50 名 
カオラック州 1 50 名 

第 2 サイクル ファティック州 3 計 201 名 
カオラック州 3 計 215 名 

計 8 516 名 
注：第 1 サイクルではプロモーションセミナーへの参加自体を OVOP 選

定の一次選考とし、参加を事前登録制にしていたため、参加者数を各州

50 名に限定していた。 
2-2 各対象州において毎年 50件

以上の応募書類が提出され

る。 

第 1 サイクル・第 2 サイクル時に、ファティック州・カオラック州で提出

された OVOP プログラムへの応募書類件数は、以下のとおり。 
サイクル 対象州 応募書類件数 

第 1 サイクル ファティック州 101 
カオラック州 68 

第 2 サイクル ファティック州 84 
カオラック州 64 

計 317 
注：第 1 サイクルの応募書類件数には個人事業者からの応募も含まれる。 
上記のとおり、各州で 50 件以上の応募書類件数があった。 

2-3 一村一品製品候補の展示会

／ワークショップが各対象

州で 1 年に 1 回以上開催さ

れる。 

- 第 1 サイクルでは、2011 年 12 月 23-25 日に、ファティック州・カオラ

ック州でそれぞれ州展示会が開催され、OVOP 製品及び候補製品の計

60 品が出品された。展示会の開会式に各州の知事・副知事が出席した。 
- 第 2 サイクルでは、州展示会の開催が両州政府により延期を余儀なく

され、結局開催はできなかった。 

出典：JICA 終了時評価調査チーム 
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成果 3：一村一品グループの能力強化支援体制が構築され、機能する。 

指標 結果 
3-1 各一村一品グループの支援

計画が診断結果に基づき策

定される。 

- 第 1 サイクルでは、2011 年 11 月に手工業局、州手工業会議所、JICA
専門家（製品によっては関係機関の技術者も）が優良 OVOP グループ

に対して生産診断を実施し、2011 年 12 月に診断結果に基づいた各グル

ープへの支援計画案を策定した。 
- 第 2 サイクルでは、各 OVOP 製品生産者自身がまずアクションプラン

を作成し、その後、手工業局、州手工業会議所、JICA 専門家が生産現

場での診断結果を基に各アクションプランのリストの中から妥当性の

高い計画を採用した。 
3-2 技術支援並びにワークショ

ップコースが回数・期間・

内容・対象者等の点におい

て計画通り実施される。 

第 1 サイクルで実施されたワークショップの内容は、以下のとおり。 
ワークショップ

名 
実施時期・ 

期間 
対象者 参加者数 

マーケティング

研修 
2011 年 12 月 
（3 日間） 

優良 OVOP
グループ 

各グループ 1 名、

計 10 名 
SWOT 分析研修 2011 年 12 月 

（2 日間） 
同上 各グループ 3 名、

計 30 名 
ビジネスプラン

研修 
2012 年 5-6 月 
（12 日間） 

同上 各グループ 3 名、

計 30 名 
アクションプラ

ン研修 
2012 年 6 月 
（3 日間） 

同上 各グループ 3 名、

計 30 名 
ビジネスプラン

研修 
2012 年 6-8 月 
（10 日間） 

OVOP グル

ープ、候補

グループ 

各グループ 2 名、

計 100 名 

 
第 2 サイクルで実施されたワークショップの内容は、以下のとおり。 
ワークショップ

名 
実施時期・ 

期間 
対象者 参加者数 

ビジネスプラン

研修（OVOP 二次

選考） 

2012 年 9-10 月 
（10 日間） 

全 OVOP
候補 

各グループ 2 名、

計 120 名 

アクションプラ

ン研修（OVOP 三

次選考） 

2013 年 2 月 
（8 日間） 

OVOP グ

ループ 
各グループ 2 名、

計 60 名 

マーケティング

研修 
2012 年 12 月 
（10 日間） 

同上 各グループ 1 名、

計 30 名 
 
上記に加えて、第 1・第 2 サイクルの OVOP 製品生産者を対象に、以下の

ワークショップが実施された。 
ワークショッ

プ名 
実施時期・ 

期間 
対象者 参加者数 

モニタリング

研修・ブックキ

ーピング研修

（同時実施） 

2013 年 5 月 
（4 日間） 

第 1 サイクルの

優良 OVOP、第 2
サイクルの優良

OVOP・OVOP 

各グループ 2 名、

計 80 名 

モニタリング

研修・ブックキ

ーピング研修

（同時実施） 

2013 年 6 月 
（2 日間） 
2013 年 8 月 
（1 日間） 
2013 年 9 月 
（1 日間） 

同上 同上 

フィードバッ

クワークショ

ップ 

2013 年 7 月 
（1 日間） 

第 2 サイクルの

優 良 OVOP ・

OVOP・OVOP 候

補 

各グループ 1 名 
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上記のワークショップとは別に、第 1・第 2 サイクルとも技術支援として、

優良 OVOP グループには機材提供及び個別技術指導が行われ、OVOP グ

ループには FRA 認証の取得支援や簡易な生産・品質改善指導など、優良

OVOP に比べて費用を抑えた技術支援が行われた。プロジェクトで FRA
認証の申請を支援した件数は、第 1 サイクル 8 件、第 2 サイクル 17 件。

現在までに取得された件数は、第 1 サイクル 5 件、第 2 サイクル 9 件。 
 

3-3 80％以上の OVOP 製品生産

者グループ（OVOP グルー

プ及び優良 OVOP）が技術

支援並びにワークショップ

コースに満足する。 

- 各ワークショップ実施後のアンケート結果によると、ワークショップ

の運営面、内容面、講師面において、ほとんどの参加者が「満足・普

通・不満足」の 3 段階で「満足」の結果を示した。 
- 第 2 サイクルの優良 OVOP グループへのインタビューによると、彼ら

の多くは以前、他ドナーやセネガル政府のプロジェクトによるワーク

ショップを受けたことがあるが、プロジェクトで提供された各種ワー

クショップは、マネジメントスキルやマーケティングの視点、ブック

キーピングについての内容が充実しており、実践的な点が特によかっ

たと全員が回答した。また、各生産者による民間のビジネスサービス

プロバイダーである研修トレーナーに対する評価も非常に高かった。 
 

3-4 OVOP 製品生産者グループ

（OVOP グループ及び優良

OVOP）のモニタリングとフ

ォローアップがモニタリン

グ・評価フォーマットを使

用して定期的に実施され

る。 

- 2013 年 5 月に「モニタリング・フィードバックマニュアル」が作成さ

れた。同マニュアルにはモニタリング・評価フォーマット、記帳用フ

ォーマットが添付され、各 OVOP 製品生産者は記帳用フォーマットに

従って記録を付けている。同マニュアルは 2014 年 2 月に最終化され、

「一村一品ガイドライン」最終版の添付資料に掲載された。 
- 同マニュアルに従って、州手工業会議所がモニタリング研修、ブック

キーピング研修、フィードバックワークショップの場や生産者への直

接訪問によって OVOP 製品生産者に対する定期的なモニタリング活動

を行っている。 
- ブティック OVOP を通じたモニタリング活動として、生産者がブティ

ック OVOP に商品を納入する際の品質チェック、商品販売時に購入者

から寄せられたコメントの生産者へのフィードバックを行っている。 
 

出典：JICA 終了時評価調査チームのデータを基に加筆 

成果４：一村一品グループのマーケティング活動が促進される。 

指標 結果 
4-1 展示会／ワークショップに

参加するバイヤーの数が増

加する。 

- 毎年 11～12 月にダカールで開催される国際展示会（FIDAK）には、2011
年、2012 年、2013 年の 3 回連続で OVOP 製品用のブースが設置され、

各商品が出品されている。FIDAK の OVOP ブースへの来場者数は、2011
年約 3,500 人、2012 年約 4,500 人、2013 年約 6,500 人、出展者数は、2011
年 8 グループ、2012 年 30 グループ、2013 年 17 グループ 

4-2 一村一品製品の商談の数が

増加する。 
- 上記 FIDAK への出品やブティック OVOP での販売、紹介パンフレット

の「HISTORIES」、プロジェクトのウェブサイト等を通して、各 OVOP
製品への問い合わせが増え、商談数は増加している。第 1 サイクルの

OVOP 製品生産者の新規顧客獲得件数は 8 件、第 2 サイクルの OVOP
製品生産者の新規顧客獲得件数は 25 件。 

4-3 一村一品製品のマーケット

が拡大する。 
- ブティック OVOP での販売により、ダカール市内に OVOP 製品の販売

拠点ができた。ブティック OVOP の開店時から 2013 年 10 月末までの

販売実績は、販売数が 13,569 個、売上高が 10,575,300FCFA。ブティッ

ク OVOP はプロジェクト終了後、少なくとも 2014 年の 1 年間は手工業

局が引き続き運営する予定。 
- 第 1 サイクルの OVOP グループ及び優良 OVOP グループへの質問票で

は、40 グループ中 35 グループが OVOP 製品として選定された後、販

売先が増加したと回答した。 
- 第 2 サイクルの優良 OVOP グループへのインタビューによると、多く

のグループが OVOP 製品として選定された後、国内・海外を含め販売

先・受注量が増加したと回答した。 
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- 海外への販路拡大の例として、日本のファンケル社が OVOP 製品の塩

とプロポリスに関心を持ち、ファンケル社によるこれらの原料の成分

分析試験を経て、塩は 2013 年 5 月からファンケル社の商品として日本

で販売されている。プロポリスは 2013 年 11 月に日本で開催された機

能性食品（蜂製品）の研究会で紹介され、商品化が決まれば販売され

ることになる。 
出典：JICA 終了時評価調査チームのデータを基に加筆 

(2) プロジェクト目標の達成度 

次に、プロジェクト目標達成状況について記載する。終了時評価調査時には、プロジェクト

終了時にはプロジェクト目標は達成される見込みであることが確認された。上記成果が達成さ

れたことから、プロジェクト目標は達成されたと判断される。以下に、終了時評価調査時の指

標と結果を記載する。 

プロジェクト目標：地域資源を活用した生産者グループによる所得創出活動を促進するため

の一村一品運動モデルが構築される。 

表 3.1-2  プロジェクト目標の達成状況 
指標 結果 

1. 毎年 30 以上の生産者グルー

プが OVOP 製品生産者グル

ープ（OVOP グループ及び優

良 OVOP）として認定され、

支援される。 

第 1・第 2 サイクルで認定・支援された OVOP 製品生産者（優良 OVOP
グループ及び OVOP グループ）の数は、以下のとおり。 
第 1 サイクル ファティック州 優良 OVOP 5 

OVOP 15 
カオラック州 優良 OVOP 5 

OVOP 15 
計 40 

第 2 サイクル ファティック州 優良 OVOP 5 
OVOP 10 

カオラック州 優良 OVOP 5 
OVOP 10 

計 30 
上記のとおり、第 1 サイクルでは各州 20、計 40、第 2 サイクルでは各州

15、計 30 の OVOP 製品生産者が認定・支援された。 
 

2. 各 OVOP 製品生産者グルー

プ（OVOP グループ及び優良

OVOP）の事業活動（生産、

経営、マーケティング/販売、

組織運営/開発）が改善され

る。 

【生産】 
各 OVOP 製品のうち、機材投入及び店舗改装等によって生産キャパシテ

ィが向上し、データが入手できた 39 製品中、36 製品の生産量が増加した。

また、製品の品質向上に関し、食品の FRA 認証取得、ブティック OVOP
からのフィードバックによる改善が行われている。 
【経営】 
- OVOP 製品生産者はマネジメント研修（ビジネスプラン及びアクショ

ンプラン研修）によって事業計画を作成し、計画に基づいて経営する

視点を持つようになった。また、モニタリング研修及びブックキーピ

ング研修を通して継続して記録を付けることの重要性を認識し、ビジ

ネスプランやアクションプラン作成の意義も理解するようになった。 
- OVOP 製品生産者は、所属する連合の仲間や同じ商品を作っている周

りの生産者に対して、プロジェクトで提供された機材を貸したり（使

用料を徴収するなど有料で貸している場合もある）、研修で学んだノウ

ハウを教えたりして、彼ら自身がビジネスサービスプロバイダーにな

っている。 
【マーケティング／販売】 
ブティック OVOP によりダカールでの販売拠点を獲得、マーケティング

研修により地元で独自に販路を新規開拓、商品の品質が上がったことによ

る新規販路の獲得、周辺国や日本への販路開拓実現などの例がある。 
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【組織運営／開発】 
- マーケティングに成功している OVOP 製品生産者は業務の繁忙度が増

え、グループ内の活動が活性化した。また、ブティック OVOP からの

商品のフィードバックを受け、製品品質の安定化に配慮する意識が確

実に高まっている。 
- きちんと記帳することによって、会計収支が透明になっただけでなく、

どの商品が一番売れているかなどの情報も各グループのメンバーに伝

わるようになり、グループ内で共有する情報が増え、組織運営の透明

性に繋がっている。 
3. 80%以上の OVOP 製品生産

者グループ（OVOP グループ

及び優良 OVOP）がプロジェ

クトへの参加に満足する。 

- 第 2 サイクルの優良 OVOP グループへのインタビューによると、全員

が OVOP プロジェクトに参加したことに満足しており、次回もまた応

募したいと回答している。プロジェクトで提供された支援のうち、特

にワークショップと販路が広がったことがよかったと回答している。 
- 多くの OVOP 製品生産者は他ドナーやセネガル政府によるプロジェク

トの支援を受けているが、本プロジェクトの利点は、OVOP 製品に選

ばれたことで商品やグループの知名度が上がり、目に見えるブランデ

ィング効果があることやそれが実際に販売数増加に繋がっているこ

と、ブティック OVOP での販売や FIDAK での出品等によりローカルマ

ーケット以外の販路拡大に貢献していることなどが、満足度が高い要

因となっている。 
4. OVOP 製品として製品認定

された生産者グループ

（OVOP グループ及び優良

OVOP）の同製品の生産量が

10%増加する。 

第 1・第 2 サイクルにおける OVOP 製品の生産量の平均伸び率は、以下の

とおり。 

サイクル OVOP 製品 
生産量の 
平均伸び率 

第 1 サイクル 優良 OVOP 製品 61% 
(2011/2012 年比) 

79% 
(2011/2013 年比) 

第 2 サイクル 優良 OVOP 製品 28% 
OVOP 製品 16% 

注：第 1 サイクルは 2011 年 1～12 月期、2012 年 1～12 月期、2013 年 1～
10 月期の比較、第 2 サイクルは 2012 年 1～12 月期と 2013 年 1～10 月期

との比較。第 1 サイクルの OVOP 製品のデータは集められていない。 
上記のとおり、第 1・第 2 サイクルとも、また優良 OVOP ・OVOP 製品と

も、生産量の平均伸び率は 10%以上増加している。 
5. 対象州において毎年一村一

品運動のフローが実施され

る。 

- ファティック州、カオラック州において、プロモーションセミナーの

開催、OVOP 製品の選定、展示会への出品、OVOP 製品生産者に対す

るワークショップや技術支援の実施等、一連の OVOP 活動の第 1・第 2
サイクルが実施された。 

出典：JICA 終了時評価調査チーム 
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第4章 活動実績 

第 4 章では、3 年間の本プロジェクト期間中において実施した主な活動の概要を記載する。 

4.1 OVOP 実施体制の確立 

「一村一品運動（OVOP）の理念を理解し、OVOP 運動の推進、普及をセネガル側が独自にで

きること」を 3 年後（プロジェクト終了時）の有るべき姿として据え、それを念頭に置いて実施

体制の構築に臨んだ。その達成のために、①各専門家からカウンターパートへの技術移転を通じ

ての能力の向上、②OVOP 運動をより円滑に遂行するためのガイドラインの整備、そして③活動

を通じての経験とスキルの蓄積に注力してプロジェクトを実施した。その活動は、正に OVOP 運

動の理念である人づくりと自主独立、創意工夫に拠った活動であった。以下に、OVOP 実施体制

の確立に係る活動について教訓を交えながら記述する。 

4.1.1 一村一品事務局 

(1) 業務内容 

一村一品中央委員会、および一村一品州委員会の設立に先立ち、セネガルにおける OVOP プ

ロジェクトの戦略に関する決定を行う組織として、一村一品事務局を手工業局内に設立した。

一村一品事務局は、一村一品運動に関する政策・総合的な方針、実施計画の策定、一村一品運

動運営予算の策定、一村一品ガイドラインの作成・レビュー、OVOP 製品にかかるデータ収集、

プログラム全般の実施と評価などの業務を担当する OVOP プロジェクト実施体制の要である。 

(2) 一村一品事務局のメンバー 

OVOP の活動は、(1)選考方法の構築と実施、(2) 選定された生産者のビジネス能力の向上、(3) 

選定された製品のマーケティング支援、(4) OVOP の広報と普及、の 4 点に大別できる。しかし、

これらの活動はそれぞれが密接に結びついていることから、完全に切り分けることはできない。

そのため、活動を分類し、それぞれに対して、手工業局と JICA 専門家の担当者を定め、各作業

チーム内で活動内容を協議・実施しながら能力強化を図ることとした。 

作業チーム内では、高い頻度で協議を繰り返しながら、能力強化とオーナーシップの醸成を

進めた。プロジェクトチームは、各作業チームでの会議において、今後起こりうる様々な状況

を想定しながら手工業局の担当者に質問を投げかけ、同担当者が主体的に考え、決断する手続

きをとった。 

上記の作業チームにおける協議とは別に、全体の進捗管理と手工業局の能力強化の成果を確

認することを目的として、原則として週 1 回の定例会議を開催することとした。同会議では、

各作業チームの手工業局担当者が全員に対して、先週の活動と協議すべき課題を説明する形式

をとり、同会議への参加者全員による協議と承認を経て、各作業チームが活動を実施した。 

(3) 一村一品事務局体制の変遷 

プロジェクト初年度である 2011 年には、セネガルにとって初めての OVOP の実施を通じて、

関係者が OVOP への理解を深めることが求められていた。限られた時間内に所定の成果を上げ

つつ、一村一品事務局である手工業局に対して技術移転を図るため、2011 年は特にプロジェク

トチームが主体となりつつ、随時、手工業局・手工業会議所と情報を共有し、活動を共にする
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ことによりセネガル OVOP プログラムを確立してきた。 

2011 年の活動を通じて、一村一品事務局である手工業局は OVOP のコンセプトについて理解

を深めつつ、セネガルで推進すべき OVOP について考える素地を備えるに至った。手工業局は、

OVOP プログラムの実施を通して、今後も継続的に実施・発展させ、将来的にはセネガル全国

を対象としたプログラムにしたいという強い希望を持つようになった。 

これらを受け、プロジェクト 2 年目となる 2012 年以降は、プロジェクトの成果の「持続性」

に配慮し、手工業局の本格的な能力強化とともに、手工業局のイニシアティブによる OVOP の

運営とオーナーシップの醸成を図った。具体的には、活動や意思決定の主体を手工業局に移行

すること、CP の出張旅費等の局側予算負担分の増加とそのための予算要求措置といった技術、

財務両面での貢献を通じて OVOP プログラムに対するオーナーシップと持続性の強化を行った。 

4.1.2 一村一品中央委員会 

プロジェクト形成段階に手工業局の作成したリストに基づき、また JICA セネガル事務所との協

議を通じて、構成メンバーを選定した上で一村一品中央委員会を組織した。一村一品中央委員会

会議は第一回が 2011 年 5 月 30 日に、第二回が 2011 年 9 月 15 日に開催された。会議議事録は付

属資料-1 に記載したとおりである。第一回会議では、一村一品事務局およびプロジェクトチーム

がプロジェクトの概要ならびにキックオフセミナー・一村一品ガイドラインワークショップ開催

概要に関する説明を行った。第二回会議では、6 月、7 月、8 月のプロジェクトの活動に関する報

告と、10 月に予定していた一村一品選考の概要説明を行った。 

一村一品中央委員会は、セネガルにおける一村一品運動実施の実務を担当する。OVOP プロジ

ェクトに関係する機関が構成員となり、次の 4 分野において一村一品グループを支援することが

求められていた。 

(a) グループ運営・企業経営 

(b) 農業生産・食品加工 

(c) 手工芸 

(d) マーケティング 

(1) 業務内容 

具体的な業務内容は以下のとおりである。 

• OVOPに関連する情報交換 

• プロジェクト活動改善のための助言 
• 技術分野の訓練を含む、一村一品事務局からの要請に基づく一村一品グループへの技

術支援 
• その他、一村一品事務局からの要請に基づく業務 

(2) 一村一品中央委員会のメンバー 

一村一品中央委員会のメンバーは以下のとおりである。 

• 手工業局 (議長) 
• 手工業会議所全国組合 (UNCM) 
• セネガル農業研究所 (ISRA) 
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• 水産局 
• 食品技術院 (ITA) 
• 水・森林局 
• 地方自治体局 
• 畜産局 
• 関連研究・支援機関 

4.1.3 一村一品州委員会 

ファティックとカオラックでそれぞれ設立された一村一品州委員会のメンバーのリストは、両

州手工業会議所より、手工業局を通じてプロジェクトチームに提出された。両州では、関連組織

間で以前から OVOP プロジェクトに関する協議が行われており、プロジェクトチームの到着に先

立ち、手工業会議所がこれらのリストを作成していた。一村一品州委員会のメンバーは、ファテ

ィック州、およびカオラック州で開催したキックオフセミナーの席で承認された。 

(1) 業務内容 

一村一品州委員会は、州レベルでのプロジェクト実施を担当する。具体的な業務内容は以下

のとおりであった。 

• 当該州における一村一品運動にかかる情報交換 

• 当該州における一村一品運動の活動改善のための助言 

• 当該州における技術分野の訓練を含む、一村一品事務局からの要請に基づく一村一品

グループへの技術支援 

• その他、当該州における一村一品事務局からの要請に基づく業務 

(2) 一村一品州委員会のメンバー 

また、一村一品州委員会のメンバーは以下のとおりであった。 
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表 4.1-1  一村一品州委員会のメンバー 

ファティック州一村一品州委員会 カオラック州一村一品州委員会 

• 州政府(議長) 

• ファティック手工業会議所 (事務局) 

• 州開発機関 (ARD) 

• 国家農業村落評議機関 (ANCAR) 

• 州水産機関  

• 州水・森林部 

• 州環境部 

• 州農村評議組織 (CRCR) 

• 州農村開発局 (DRDR) 

• ファティック商工会議所 

• 州女性技術教育センター (CRETEF) 

• ファティック相互貯金信用組合 (MECAF) 

• その他関連組織 

• 州政府 (議長) 

• 手工業会議所 (副議長兼事務局) 

• 州開発機関 

• 商工・農業会議所 

• 州農村開発局 

• 州地域開発支援部 

• 州水・森林部 

• 州環境・特定事業所監督局 

• 国家農業村落評議機関州支局 

• セネガル農業研究機関州支局 

• 食品技術研究所 

• 農村部零細企業支援プロジェクト第二フェーズ

(PROMER II) 

• 農業セクター支援プログラム (PAFA) 

• カオラック市 

• その他関連組織 

出典：プロジェクトチーム 

一村一品中央委員会と一村一品州委員会、そして一村一品事務局の役割については、プロジ

ェクト開始当初から議論し、これらの組織は、セネガルにおける一村一品運動をプロジェクト

チームと協調して実施して経験と実績を蓄積し、将来的にはセネガル全土への一村一品運動普

及を促進することが求められた。しかし、一村一品中央委員会と一村一品州委員会は実質的に

は十分機能しなかった。 

これらの委員会は省庁間をまたいでの仕組作りであり、この組織運用に際しては、様々な困

難と課題に直面した。2012 年以降、プロジェクトの活動内容がより明確化し、実施体制に関す

る議論が手工業局と各委員会の構成組織との間で活発に行われるようになった。その結果や、

中間評価レビューの提言を受けて、一村一品中央委員会と一村一品州委員会の役割と機能を見

直し、OVOP ガイドラインに反映させた。今後の全国展開に際しては、手工業局以外の関係す

る省庁も巻き込むような広い協力体制を構築することが肝要である。 

4.1.4 OVOP ガイドラインの策定と改訂 

OVOP ガイドラインはセネガル国において一村一品運動を実施する際の具体的手順を示すツー

ルである。ガイドラインの策定に際しては、ドラフトを手工業局および JICA セネガル事務所に提

出して、コメントを得るとともに、キックオフセミナーおよび一村一品ガイドラインワークショ

ップの席で、一村一品中央委員会および一村一品州委員会のメンバーを含む参加者からの質疑や

コメントも得た。 

なお、ガイドラインは、セネガルの現地状況や、同国一村一品運動実施に関わる機関と生産者

のニーズを考慮しながら、適宜改定を行うこととし、仏語版と英語版の 2 種類が作成された。 

ガイドライン Ver.1 の内容は、以下のとおりであった。 
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表 4.1-2  OVOP ガイドライン Ver.1 の概要 

章番号 内 容 

第 I 章  OVOP プログ

ラム概要 
第Ⅰ章では、プロジェクト実施に際する、セネガルにおける一村一品運動（OVOP
プログラム）の基本理解を促すべく、同プログラムの内容を述べている。すなわち、

(1) 「一村一品」概念の総論、(2) セネガルにおける一村一品運動、(3) 上位目標/ プ
ロジェクト目標/ 期待される成果/ 活動、(4) 対象地域と対象グループ、(5) 期間、

(6) セネガル一村一品運動の基本方針が、説明されている。 

第 II 章  実施体制 第Ⅱ章では、プロジェクト（およびセネガルにおける一村一品運動）の実施体制を

詳しく述べている。具体的には、まず、(1) 一村一品事務局の機能、(2) 一村一品

中央委員会の機能、(3) 一村一品州委員会の機能、および（4) ビジネスサービスプ

ロバイダーの機能を説明し、引き続いて、 一村一品運動の実行内容（一村一品製

品・生産者選考、能力強化、マーケティング、広報）、および、 モニタリングと評

価体制を記述している。 

  巻末資料 ガイドラインの巻末には、上記本文で記述されている（A）一村一品選考基準と書

式、（B）一村一品グループ能力強化、（C）一村一品製品マーケティング、および

（D）広報を実施する際の、具体的な手順をまとめた資料を添付している。 

出典：プロジェクトチーム 

ガイドラインの策定を通じて、その重要性が広く認識された。一村一品ガイドライン Ver.1 はバ

インダー形式に整え、2011 年 8 月に、手工業局および JICA セネガル事務所に提出された。 

2011 年の活動を通じて、様々な課題が明らかになったことを受けて、より効果的なプロジェク

トの推進のために、2012 年 5 月以降、活動内容に関するプロジェクトチームと手工業局および手

工業会議所との協議を継続的に行い、その結果を基に OVOP ガイドラインの改訂（Ver.2）を行っ

た。以下に、OVOP ガイドライン Ver.2 における主な変更点を述べる。 

表 4.1-3  OVOP ガイドライン Ver.2 の主な改訂点 

項目 改訂点 

OVOP 選考 ワークショップと選考システムを組み合わせた 3 段階の評価を行うことにより、最終的に優

良 OVOP を選定することとした。 

生産者に対する

支援 
2011 年には OVOP 全体の作業量と作業にかかる所要時間が判明しなかったこともあり、生

産者に対して明確に支援内容を伝えることができなかった。この経験を受けて、2012 年で

は事前に上記の OVOP 選考システムと併せてカテゴリー別の生産者への支援内容を表 4.1-4 
(対象生産者別の支援内容)のとおり設定し、Ver.2 にて明記するとともに、OVOP プロモーシ

ョンセミナーを通じて生産者にも説明した。 

フィードバック 2011 年にはフィードバックワークショップを通じて、選考結果を基に、全生産者に対し

て製品と生産体制を見直す機会を提供したが、これだけでは十分な効果は得られなかった。

そのため 2012 年から、以下の方法によって生産者に対するフィードバックを行うこととし、

Ver.2 にて明記した。 

・フィードバックワークショップとそのフォローアップワークショップの開催 

・選考結果のフィードバック・ブティック OVOP での販売（顧客クレーム）に関するフィ

ードバック（優良 OVOP および OVOP 生産者のみ） 

出典：プロジェクトチーム 
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表 4.1-4  対象生産者別の支援内容 

対象生産者 優良 OVOP 優良 OVOP と OVOP 優良 OVOP、OVOP、OVOP
候補 

支援内容  個別の技術サポート（機

材供与、ワークショップ

を含む） 

 ダカールでの展示会への

参加 

 ダカールでの販売スペー

スの提供 

 （必要に応じて）食品販売

基準 FRA の認証取得支援 

 専門家による生産現場視

察 

 アクションプランワーク

ショップ 

 製品と生産者を紹介する

冊子への掲載 

 フィードバックワークシ

ョップへの参加 

 パートナーシップフォー

ラムへの参加 

 関連団体とのビジネスマ

ッチング機会の提供 

 州展示会への参加 

 ビジネスプランワークシ

ョップ 

出典：プロジェクトチーム 

OVOP ガイドライン Ver.2 に則った 2012 年中の活動を通じて、手工業局ならびに手工業会議所

は、将来的に OVOP プログラムを続けていくための貴重な経験とノウハウを蓄積するとともに、

OVOP ガイドライン Ver.2 の改善すべき点が明白になった。また、中間レビュー調査団からのコ

メントを踏まえ将来的な全国への OVOP プログラムの展開を考慮し、手工業局と協議の上、ガイ

ドラインに改訂を加え、2013 年 5 月に OVOP ガイドライン Ver.3 を策定した。 

表 4.1-5  OVOP ガイドライン Ver.3 の主な改訂点 

項目 改訂点 

実施体制  現実に即して、一村一品事務局の役割を強化し、プロジェクト活動の実施責任を一村一品

事務局に集中させた。 

 一方、一村一品中央委員会は、情報共有と一村一品事務局に対する技術的アドバイスを行

うことを目的に定め、仮に技術的な支援が必要となる場合には、一村一品事務局からの要

請に応じて、各機関が個別に協力する体制とした。 

 一村一品州委員会も一村一品中央委員会と同様の機能とし、情報共有と技術的アドバイス

を目的とし、各機関からの技術支援については、一村一品事務局からの要請に基づいて実

施することとした。 

OVOP 選考 OVOP 選考は、良質な製品の発掘という側面と、行政から生産者への支援の充実という側面

を持つ。過去の選考過程を通じて、地理的な偏りへの政治的配慮や、類似した製品ばかりが

選考を通過することによるマーケティング面での問題について議論がなされてきた。 

そこで、Ver.3 では、地理的な偏りと製品の多様性に配慮した上で選考することを明記した。 

ビジネスプラ

ンとアクショ

ンプラン 

ビジネスプランとアクションプランは、それぞれ二次選考と三次選考で活用される。選考時

に評価が困難であった点を考慮し、評価シートに改善を加えた。 

出典：プロジェクトチーム 

終了時評価までの活動、及び終了時評価調査によるプロジェクトの成果確認の結果、①選考過

程において考慮すべき点、②OVOP ブランドの確立及びリーディンググループの確立、③プロジ

ェクトを通じて支援された生産者グループに対するモニタリングの継続・徹底、④ブティック

OVOP 継続のための資金確保、そして⑤FIDAK へ出展の継続、を反映させ、かつセネガル政府が

希望する将来の全国展開を視野に入れて、OVOPガイドラインのAnnexを充実させる方向でOVOP

ガイドラインの改訂を行うことが、手工業局が将来に亘って活動を継続する上で必要となること
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が明らかとなった。 

終了時評価調査団からのコメントを踏まえつつ将来的な全国への OVOP プログラムの展開を考

慮し、手工業局と協議の上、ガイドラインに改訂を加え、2014 年 2 月に OVOP ガイドライン Ver.4

を作成した。ガイドラインは活用がしやすいよう、本編では OVOP プロジェクトの全体活動カレ

ンダー及び予算に焦点を置き、それぞれの詳細な活動ステップは Annex に反映させることとした。 

表 4.1-6  OVOP ガイドライン Ver.4 の主な改訂点 

項目 改訂点 

活動カレンダ

ー 
 手工業局・手工業会議所との協議を経て、OVOP プログラムの活動期間を 1 年間で 1 サイ

クルとすることが決定し、ガイドラインに反映させた。 

 2014 年はファティック州、カオラック州で手工業局の管理下において OVOP プログラムを

実施し、そこでの経験に基づき、必要であれば手工業局が活動カレンダーを変更すること

となった。 

活動予算  プロジェクトでの活動経験に基づき活動予算を追記した。 

 全国地場産業インベントリー調査結果を手工業局と共有し、与えられた予算に応じて、活

動内容、裨益者数、対象州の数を随時変更しつつも、手工業局が継続して OVOP プログラ

ムを実施することを確認した。 

Annex  Annex は全 10 項となり、OVOP プログラムで実施する全ての活動の詳細なステップを、活

動内容ごとに記述した。 

出典：プロジェクトチーム 

4.1.5 キックオフセミナーと OVOP ガイドラインワークショップ 

手工業局との協議および JICA セネガル事務所との確認に基づき、時間、業務内容、効率性に鑑

み、プロジェクトキックオフセミナーと同日に OVOP ガイドラインワークショップを中央レベル

（ダカール）と州レベル（ファティック、カオラック）で開催した。同ワークショップ及びセミ

ナーの概要は以下のとおりである。 
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表 4.1-7  一村一品ガイドラインワークショップ/キックオフセミナーの概要 

中央レベル 

開催の目的 
 プロジェクト実施に関わる人々に一村一品ガイドラインを紹介する。 
 中央レベルで、プロジェクトを公式に開始する。 
 中央レベルでプロジェクト実施に関わる人々と関連機関のネットワークを構築する。 

開催日 2011 年 6 月 6 日 
会場 ダカール市内ホテルラディソン 

参加者 

 手工業・観光・民間企業・インフォーマルセクター関係省 テルノ・ロ大臣ほか 
 在セネガル日本大使館 小野知之一等書記官ほか 
 JICA セネガル事務所 大久保久俊所長ほか 
 手工業局 モクター・ジャハテ局長ほか 
 一村一品中央・州委員会メンバー機関職員 
 その他関係機関職員 

会場の様子 報道機関によるインタビュー OVOPロゴの投票 

州レベル 

開催の目的 
 州レベルでプロジェクト実施に関わる人々に一村一品ガイドラインを紹介する。 
 州レベルでプロジェクトを公式に開始する。 

開催日 2011 年 6 月 9 日 (ファティック州)、2011 年 6 月 10 日 (カオラック州) 
開催場所 両州の手工業会議所 

参加者 

 副州知事 
 JICA セネガル事務所 
 手工業局モクター・ジャハテ局長ほか 
 一村一品州委員会メンバー機関および関連機関職員 
 生産者 

 
セミナーに参加した関係者と生産者 

 
カウンターパートによるプロジェクト紹介 

出典：プロジェクトチーム 

全ての開催地におけるワークショップとセミナーで、(1) 手工業局(一村一品事務局)の紹介、(2) 

プロジェクトチームの紹介、(3)プロジェクト概要説明、(4) 大分における一村一品運動の説明、(5) 

ベトナムにおける地場産業プロジェクトの紹介、(6) OVOP ガイドライン(案)の説明が行われた。

その後、参加者間で活発な意見交換がなされた。 

意見交換では、一村一品事務局、一村一品中央委員会および一村一品州委員会の構成、OVOP

プロジェクトにおける支援内容（対象製品／生産者のタイプと数、支援を受ける資格など含む）、

一村一品製品と生産者の選考過程、そして関連機関からに期待される具体的業務、などが議論さ
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れた。また、参加者から、プロジェクトの効果的実施に取り組む決意を新たに表明され、関連す

る人々全ての持続的な協力の必要性が強調された。 

2012 年 10 月 17 日、OVOP ガイドライン Ver.2 ならびに同レポートを説明し、関係者と意見交

換を行うことを目的として OVOP ガイドラインワークショップならびにプログレスレポート 2 に

関する JCC 会議を開催した。開催概要は下表のとおりである。 

表 4.1-8  第 2 回 OVOP ガイドラインワークショップ/JCC 会議の開催概要 

目的 1) OVOP ガイドライン Ver.2 を中央委員会メンバーに説明すること 

2) これまでのプロジェクトの活動進捗について情報共有すること 

3) 中央委員会メンバーと今後の連携強化に向けた協議を行うこと 

開催場所 Savana Hotel（ダカール） 

開催日 2012 年 10 月 17 日 

参加者 一村一品中央委員会、手工業局（一村一品事務局）、手工業会議所、JICA セネガル事務所、プロジ

ェクトチーム 

プログラム 
 
第 1 部 OVOP ガイドラインワークショップ 

9:00-10:00 参加登録 

10:00-10:30 開会挨拶（JICA セネガル事務所、一村一品事務局） 

10:30-11:00 OVOP ガイドラインワークショップ（一村一品事務局） 

11:00-11:15 質疑応答 

11:15-11:30 コーヒーブレーク 

第 2 部プログレスレポート 2 に関する JCC 

11:30-12:00 プログレスレポート 2 の概要説明 

12:00-12:45 質疑応答 

12 :45-13 :00 閉会挨拶（一村一品事務局） 
 

出典：プロジェクトチーム 

一村一品中央委員会のメンバーは、これまでの OVOP プロジェクトの活動について評価しつつ、

①活動予算や活動スケジュールに関する情報の開示、②モニタリングを通じてのプロジェクトパ

フォーマンスの評価（数値情報としての評価）、③OVOP プロジェクトの活動に対する一村一品中

央委員会メンバーのより一層の取り込みを、今後の課題として挙げていた。 

本プロジェクトの活動を通じて得られた知見を還元するとともに、手工業局が考えるセネガル

OVOP プログラムの全国展開に向けて、以下のとおり、OVOP ナショナルセミナーを開催した。

このセミナーで、2013 年 5 月に改訂された OVOP ガイドライン Ver.3 の説明を行った。 
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表 4.1-9  OVOP ナショナルセミナーの概要 

目的 ・本プロジェクトの活動を通じて得られた知見を関係者ならびに他州の手工業会議所に還

元する 

・セネガル OVOP プログラムの全国展開に向けた準備を開始する。 

・2013 年 5 月に改訂された OVOP ガイドライン Ver.3 の説明 

開催場所 Savana Hotel (ダカール市内) 

参加者 一村一品中央委員会、各州の手工業会議所代表者、関連支援機関 

プログラム 

 

 
2013 年 5 月 29 日 

09:00 – 09:30 開会挨拶 

09:30 – 10:30 セッション 1：OVOP プログラムについて 

（一村一品運動とは、セネガル OVOP プロジェクトの戦略） 

10:30 – 10:45 コーヒーブレイク 

10:45 - 11:45 セッション 2：セネガル OVOP プロジェクトとは 

（OVOP 選考の方法、セネガル OVOP プロジェクトが重視する要素） 

11:45 – 13:00 セッション 3：セネガル OVOP プロジェクトの活動例 

（ファティック州、カオラック州での活動、OVOP 製品の紹介） 

13:00 – 13:30 セッション 4：各州の地場産業の発展に向けて 

（第 2 回 OVOP ナショナルセミナーの説明、各州への宿題） 

13:30 – 14:00 閉会挨拶 

 
 

出典：プロジェクトチーム 

上記会議では、各手工業会議所ならびに関係機関から OVOP プロジェクトのこれまでの活動の

成果に対する高い評価とともに、ファティック州、カオラック州以外の州への OVOP プログラム

の展開と活動に希望が寄せられた。 

4.2 OVOP 選考システムの構築 

本プロジェクトでは、一村一品運動の公共性、並びに支援の公平性、透明性、機会の均等、説

明責任を考慮し、選考システムを採用した。また、選考システムでは、以下の 3 段階の選考を行

った。プロジェクトでは、選考過程の各段階において生産者が競い合うことで、製品の品質の重

要性や生産体制、ビジネスプランやアクションプランの価値を生産者自らが気付き、将来におけ

る生産改善に資することを目的としていた。 
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手順 活動概要 
 

一村一品製品の発掘 

* ベースライン調査 
* 広報、キャンペーン 
* OVOP プロモーションセミナー 
* 応募 

       

一村一品製品の特定 

* 選考 

 

一次選考 
（書式と製品の審査） OVOP 候補（1 州 30 製品） 

二次選考 
（ビジネスプランの審査） OVOP（1 州 15 製品、OVOP 候補の中から選考） 

三次選考 
（アクションプランの審査

と生産現場調査の評価） 
優良 OVOP（1 州 5 製品、OVOP から選考） 

図 4.2-1  OVOP 選考システム 

4.2.1 対象地区のベースライン調査 

ファティック州、カオラック州の地場産業に関する基礎的データの収集を目的として、委託に

よりローカルコンサルタントのノウハウを活用して、地場産業ベースライン調査を実施した。収

集されたデータは、関係者に対して地場産業のより深い理解を促すとともに、一村一品製品と生

産者の選定プロセスにおける支援情報として活用した。 

(1) 調査対象の生産者 

調査対象の生産者はファティック、カオラック州で生産に従事する次の条件を満たす団体に

限定した。 

• GIE や小規模・零細企業、組合、アソシエーションなどのコミュニティレベルの生産グ

ループであり、個人の生産者は含まない。なお、年間売上が 5,000 万 FCFA を超えない生

産者グループのみを対象とする。 

注：本プロジェクトから公的な支援を受けることから、個人の生産者ではなく組織とし

た。また、「セ」国では、零細企業の条件として、年間売上額が 5,000 万 FCFA 未満であ

ることと規定されている。 

• 独自性やオリジナリティがある製品を生産しており、地域資源をできるだけ活用してい

る団体が望ましい。 

(2) サンプルの抽出方法 

各州 50 生産者グループと製品をサンプル数に定めた。各州の手工業会議所には生産者グルー

プを網羅するリストがないため、一村一品州委員会からの指示を仰ぎつつ、以下の 2 点に配慮

して調査することとした。 

• できるだけ幅広い製品が調査されること 

• 地域内に大きな偏りがないこと 

(3) 収集したデータ 

調査に用いた質問票では、広範な内容について最小限の事項を網羅するよう心がけた。全 9
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つのカテゴリーから質問票は構成されており、質問事項の概要は下表のとおりである。 

表 4.2-1  ベースライン調査の質問事項 
 カテゴリー 内容 

1 生産団体 生産団体名、住所、団体のタイプ、設立年、メンバー数、過去の支援履歴など 
2 製品 主要製品の名前とその写真、生産時期、生産年数など 
3 原料 原料名、原料の入手先、入手可能時期、原料保管庫の有無 
4 労働力 フルタイムとパートタイム労働者の人数、過去のトレーニング履歴  
5 運営資金 運営資金源、銀行口座の有無など 
6 団体の資産 生産のための施設、機材の有無 
7 マーケティング パッケージの種類、ラベルの有無と記載内容、市場情報の入手可否、販売方法など 
8 問題点とニーズ 生産上の主要な問題点、トレーニングに対するニーズ 
9 調査者のメモ 特に生産能力や立地条件、原料、機材などに関する調査者の特記事項  
出典：プロジェクトチーム 

(4) 調査結果の概要 

調査により得られた主な結果は以下のとおりであった。 

1) 製品の種類 

ベースライン調査において、ファティック州で 22 製品、カオラック州で 20 製品が調査対象

となった。しかし、このうち手工芸品はどちらの州もごくわずかしか選ばれなかった。調査し

たローカルコンサルタントによると、手工芸品の数が少ない理由は次のとおりであった。 

a) どちらの州の手工業会議所も手工芸品をあまり推薦しなかった。 

b) 手工芸品の原料は多くの場合、他の地域から持ち込んでおり、地域資源がほとんど使わ

れていない。  

c) 手工芸品の生産者は多くの場合、個人で生産している。 

d) 農産加工品に比べて、手工芸品は大きな市場への参入が難しい。 

2) マーケティングに関する支援の不足 

NGO やドナー、地方政府等の外部団体からの支援を受けたことのある生産者は全体の 74%に

のぼった。支援内容は、財務や組織強化などの一般的なトレーニング（68%）、資機材供与（45%）、

グループの運営費提供（26%）、技術的なトレーニング（20%）の順であった。一方で、マーケ

ティングに関する支援を受けたことがあると答えたのは、わずか 7 団体であった。 

3) 製品の生産時期と原料の入手時期 

約半分の生産者（43%）が 1 年を通じて生産していると回答した。このような団体は総じて

原料が年中入手可能であった。一方で、時期によって生産すると答えた残り 57 生産者には、原

料が年中入手可能な 9 生産者、そして原料保管庫を有する 19 生産者が含まれていた。生産時期

を限定せざるを得ない理由には、頻発する停電や運営資金の不足、作っても売れない製品など

の理由があると考えられる。  

4) 運営資金の入手先 

調査対象グループの運営資金源として、93%の生産者がグループ構成員からの資金提供と回

答した。一方で、マイクロファイナンスを活用している生産者はわずか 15%であった。加えて、

74 生産者が銀行もしくはそれに類するクレジット機関に口座を持っているが、定期的な資金の

取引があるのは、うち 31 生産者であった。同様に、生産者のグループから構成員に対する分配
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金を出しているケースも 28 生産者とわずかであった。 

5) グループ内で個別に行われる生産と販売 

約半数（56%）の生産者において、コアメンバーのみ、もしくは個人が別々に生産と販売を

行っていることが明らかになった。この状況では、品質や生産の管理に加えて、原料調達や販

売の際の価格交渉も難しい。 

6) 製品ラベルとそこに記載された限定的な情報 

半数以上にのぼる 52 生産者は製品ラベルがなかった。残りの 48 生産者については、85%以

上が製品名と製品の容量もしくは重量、そして生産者名を記載している。しかし、消費期限や

製品のスペックを記載している生産者はそれぞれ 65%および 48%であった。 

4.2.2 OVOP プロモーションセミナー 

(1) 第 1 サイクルの OVOP プロモーションセミナー 

第 1 サイクルは、OVOP プロモーションセミナーを選考の準備段階と位置付け、参加希望者

から応募を募り、2011 年 9 月 21 日にカオラックで、9 月 22 日にファティックでそれぞれ開催

した。本セミナー参加者については、参加希望者から事前に提出された応募書式を採点し、各

対象州上位 50 製品の生産者を参加資格者として選考した。 

なお、OVOP プロモーションセミナーは、手工業局の局長以下、カウンターパートの積極的

な参加が得られ、特にプログラムの「応募書式の記入の仕方」では、カウンターパートによる

ロールプレーが演じられた。 

当日のプログラムの概要は以下のとおりである。 

• 開会あいさつ、セミナーの概要 

• セネガル国における OVOP プロジェクト 

• 選定の手順と手法 

• 応募書式の記入の仕方（カウンターパートによるロールプレーを含む） 

• 質疑応答 

(2) 第 2 サイクルの OVOP プロモーションセミナー 

2011 年の OVOP 選考システムによる結果を踏まえ、2012 年 5 月から継続して OVOP 選考シ

ステムの改訂を図った。第 2 サイクルには、より多くの生産者に一村一品の理念を知ってもら

うことを目的として、第 2 サイクルの OVOP プロモーションセミナーは、対象 2 州の各県にて

開催され、合計 6 回実施した。 

第 2 サイクルのプロモーションセミナーの概要は以下の通りである。 
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1) セミナー概要 

表 4.2-2  第 2 サイクルのプロモーションセミナーの概要 

目的 • 一村一品の理念ならびに OVOP プロジェクトの活動について、生産者の理解を深め

る。 
• OVOP の選考システムならびに選考後の生産者に対するサポートシステムについて、

生産者の理解を深める。 
• 生産者に選考への参加を促す。 

日程および会場 日程 ファティック州 カオラック州 

7 月 31 日 
手工業会議所  
(Fatick dept.) 

手工業会議所 
(Kaolack dept.) 

8 月 1 日 
Mairie 
(Gossas dept.) 

CASEG 
(Guinguineo dept.) 

8 月 2 日 
Case-Foyer 
(Foundiounge dept.) 

Complexe culture 
(Nioro dept.) 

参加者数 ファティック州：201 名、カオラック州：215 名、合計 416 名 
（なお、第 1 年次の OVOP プロモーションセミナー2011 の参加者は、各州 50 名であっ

た。これは、プロモーションセミナーへの参加を選考の一つとし、50 名を上限として選

定したためであった） 

プログラム 時間 内容 

9:00-9:30 Registration 
9:30-10:00 Opening speech & Introduction to Promotion Seminar 
10:00-10:30 Overview of “Programme OVOP” 
10:30-11:00 Presentation of the selection process 
11:00-11:30 Questions & Answers 
11:30-12:00 Closing remarks 

プロモーション

セミナーの様子 

 
手工業局による選考説明 

 
セネガル事務所から参加したバリー氏か

らの生産者に対するメッセージ 

 
会場の様子（Gossas） 

 
会場の様子（Foundiougne） 

出典：プロジェクトチーム 

2) 2011 年と 2012 年の比較 

プロモーションセミナーは、第一サイクルでは、簡易登録用紙に基づく事前審査を行い参加

者数は各州 50 生産者に限定しており、プロモーションセミナーへの参加から選考のプロセスの

一環となっていた。第 2 サイクルでは、生産者への OVOP 運動の広報も兼ね、参加に関する事
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前審査を廃止し、希望者は、誰でも参加できることとした。 

第 1 サイクル（2011 年）で開催されたプロモーションセミナーでは、事前に登録用紙を手工

業会議所経由で配布した。実際には、2011 年 7 月～8 月に実施された地場産業ベースライン調

査を通じて、再委託先が訪問した生産者に登録用紙を配布すると共に、必要な場合には、その

場で記入方法を指導するようなケースが見られた。最終的には、ファティック州においては、

一村一品運動の理解不足等の理由で、当初参加を想定していた応募総数である 50 生産者グルー

プの登録用紙に達せず、そのため追加で登録用紙を手工業会議所とプロジェクトチームが生産

者を訪問しながら、配布することとなった。 

このような経験から、第 2 サイクル（2012 年）のプロモーションセミナーにおいても十分な

応募者数がいないことが危惧されたことから、プロモーションセミナーへの参加については、

各州 50 生産者と数を限定せず、全ての生産者に対してオープンとし、そのプロモーションセミ

ナー会場で応募用紙を配布し、説明を行った。また、第 2 サイクルについては、手工業会議所

を通じ、事前の十分な広報活動に力を入れた。その結果、2011 年の OVOP グループによる宣伝

効果等もあり、ファティック州、カオラック州合計で 416 人にものぼる生産者が参加するに至

った。また、次の点も参加者増加に影響を及ぼしている。 

① 第 1 サイクルの実績 

第 1 サイクルに選ばれた生産者グループならびに手工業局や手工業会議所の広報活動が、セ

ミナーへの参加者増加の最大の要因である。特に、第 1 サイクルで選考された生産者グループ

が近隣の生産者グループに対して口頭で伝達していたことにより、プロモーションセミナーへ

の参加前から多くの生産者グループはプロジェクトの概要について共通理解を得ていたことが

伺えた。 

② ポスターの効果 

第 2 サイクルのプロモーションセミナーではポスターを各郡に配布し、参加を決めたという

生産者も少なからずいた。プロジェクト開始当初から手工業会議所のネットワークを活用して

生産者に働きかけてきたが、ポスターによりこれまで手工業会議所と関係の薄かった生産者に

も OVOP 選考や OVOP プロモーションセミナーの開催を伝えることができた。 

3) 生産者にとってのプロモーションセミナーの意義 

多くの生産者は、近隣の OVOP 生産者から口頭で OVOP の第 1 サイクルで実施された活動の

概要を聞いているが、そもそも OVOP とは何なのか等のコンセプトが十分に伝わっている訳で

はない。ほとんどの生産者は、同プロモーションセミナーは OVOP 選考に参加するための最初

のステップと認識していた。しかし第 2 サイクルのセミナーを通じて、一村一品運動の理念で

ある生産者の自助努力、製品の独自性などについての重要性を理解した生産者がいることが確

認された。OVOP に選ばれるためには、製品の独自性が重要であることを参加者全員が少なく

とも認識できたという点で、選考応募への準備をする生産者にとって意義のあるセミナーであ

ったと判断される。 

4) 持続性に向けて 

第 2 サイクル（2012 年）のプロモーションセミナーは、事前準備においてプロジェクトチー

ムが手工業局と手工業会議所を支援したが、当日の発表や事前の生産者ならびに関係機関への
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連絡を含め、ほぼ全ての作業を手工業局と手工業会議所が実施した。また、プロモーションセ

ミナーの質疑応答においても、基本的に手工業局と手工業会議所が責任をもって回答しており、

プロジェクト終了後も主体的に活動を実施することは充分可能であると言える。 

4.2.3 OVOP 選考への応募条件・プロセスと選考基準 

(1) OVOP 選考への応募条件  

下記の通り生産拠点、生産者、製品等に係る諸条件を満たす事を要件とした。 

 製品は、地域の資源（自然、人材、文化等）を活用していること。 

 製品は、①食品あるいは飲料（加工品）、②香料、衛生用品、③織物／衣類、④手工芸品

（木材、金属、その他）等であること（1 生産者 1 製品に限る）。 

 生産拠点はファティック州あるいはカオラック州内にあること。 

 生産者は、次の諸条件を全て満たしていること： (1) セネガル国民であること、(2) GIE、

あるいは小規模／零細企業であること（年間総売上額が、5,000 万 FCFA 未満、(3) 5 人以

上のメンバー（GIE の場合）または取締役員（小規模／零細企業の場合）で編成されて

いること、そして(4) ファティック州、あるいはカオラック州の手工業会議所に登録され

ていること。 

* 応募資格の無い生産者(1) 5 人未満のメンバー（GIE の場合）または取締役員（小規模／零

細企業の場合）で構成される団体の生産者グループ、(2) 前年の優良 OVOP 生産者グループ 

条件の設定に際しては、地域の価値ある資源・文化・技術を発見、活用し、地域住民の主体

的な取り組みにより特産品を生み出すプロセスを通じて地域開発、地域振興を図るという一村

一品運動の理念を念頭に置いた。また、支援の受けにくい貧困層に裨益させるため、「セ」国の

零細企業の条件である年間売り上げの上限が5,000万FCFA未満であることを明記した。さらに、

優良 OVOP 生産者グループが他の製品で繰り返し出品することにより他の生産者グループの機

会を奪うことを防ぐために前年の優良 OVOP 生産者グループの参加資格を無しとした。 

(2) OVOP 選考のプロセスと選考基準 

現地業務開始時に一村一品製品の選考を行う場として想定していた、既存の州展覧会（ファ

ティック州展示会(FOREF)、カオラック州展示会(FOREKA)）がセネガル側の事情により 2011

年は開催されない運びとなった。この状況に鑑み、第 1 サイクルに関しては、採点者（手工業

局、手工業会議所）による書類及びサンプルの評価による選考を行うこととした。 

先述の第 1 サイクルの選考の経験を基に、第 2 サイクルでは、既存の州展覧会（FOREF、

FOREKA）に寄らない選考とすることを手工業局と確認した。また、第 1 サイクルの一次、二

次の選考方式では、生産者の「顔」が見えないことや、財務状態等が把握できないなどの点が

指摘されたことから、OVOP ガイドラインの改訂案にこれらの意見を反映させて改訂を行い、

第 2 サイクルでは、ワークショップと選考システムを組み合わせた評価を行った。第 2 サイク

ルでは 3 段階の評価により、最終的に優良 OVOP を選定することとした。選考基準の概要は下

表のとおりである。 
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表 4.2-3 選考システム（選考ステップ）の改訂ポイント（第 1・第 2 サイクルの比較） 

項目 第 1 サイクル 第 2 サイクル 

1. プロモーションセミ

ナーへの参加 
簡易登録用紙に基づく事前審査がある。

参加できるのは各州 50 生産者である。 
参加に関する事前審査はない。参加希望

者は誰でも参加できる。 

2. OVOP 候補の選考 登録用紙および製品サンプル（もしくは

写真）に基づき審査する。 

この選考会で、OVOP 候補（各州 10 生産

者）、OVOP（15 生産者）、優良 OVOP（5
生産者）が決定する。 

登録用紙および製品サンプルに基づき評

価する。各州 30 生産者が選定される。 

3. OVOP の選考 生産者が作成したビジネスプラン（事業

中期計画）に基づき評価する。各州 15
生産者が選定される。 

4. 優良 OVOP の選考 生産者が作成したアクションプラン（事

業単年度計画）および専門家による生産

現場調査の結果に基づき評価する。各州

5 生産者が選定される。 

出典：プロジェクトチーム 

第 1 サイクルの OVOP 選考に係る審査基準の策定に際しては、プロジェクトチームの作成し

た素案を基に、手工業局、手工業会議所および JICA セネガル事務所との協議を重ね、関係者の

合意形成に努めた。審査基準は、公平性、透明性、機会均等性を重視し、選考結果を数字で示

すことで合意に至った。なお、プロジェクトの実施期間および支援活動の効率性に鑑み、選考

対象は生産者ではなく製品とすることでも合意した。第 1 サイクルの選考においては、一生産

者が複数の製品の応募を行うことができ、応募製品それぞれに個別の審査を行った。しかし、

第 2 サイクルの選考と OVOP ガイドライン Ver.2 以降では、1 回の応募に際し、1 生産者につき

1 製品と定め Ver.4 に至った。 

第 1 サイクル、第 2 サイクルともに選考基準は 4 項目で、細目は第 1 サイクルの選考が 8 項

目、第 2 サイクルの選考が計 25 項目からなり、それらに照らし合わせて「ポテンシャル」を評

価した。 

表 4.2-4  第 1 サイクル第一次選考の選考基準 
項目 

（合計 100 点） 
細目 

(a) 生産ポテンシャル 
計 30 点 

1. 原材料の安定供給 2. 原材料の現地調達 3. 労働力の現地調達  

(b) 生産者ポテンシャル 
計 20 点 

1. 生産能力 

(c) 販売ポテンシャル 
計 30 点 

1. 市場性(市場の安定性) 2. 包装 3. 製造品の独自性と由来 

(d) 社会開発ポテンシャル 
計 20 点 

1. 貧困層生活向上 
 

出典：プロジェクトチーム 
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表 4.2-5  第１サイクル第二次選考の選考基準 
項目 

（100 点） 
細目 

(a) 製品ポテンシャル 
計 40 点 

1. 製品の外観 2. 製品の特徴 3. 保存性／強度 4. 原料の品質 
5. 独自性 6. ストーリー性（製品開発に至った経緯、地域特性との関係等） 
7. 包装・パッケージ 

(b) 生産者ポテンシャル 
計 25 点 

1. 原料の確保（安定供給） 2. 原料の供給地（地域資源の活用） 
3. 労働力の確保（安定供給） 4. 労働力の供給地（地域資源の活用） 
5. 地場産業との関連（製品共同開発の可能性等） 6. 運営能力 
7. 組織力 8. 資金運用・確保 9. 活動の安定度 

(c) 販売ポテンシャル 
計 25 点 

1. 市場（販売先）の安定度 2. 販売ネットワークの安定と多様性 
3. 販路 4. 生産量 5. 付加価値 6. 顧客サービス 

(d) 社会開発ポテンシャル 
計 10 点 

1. 就業条件 2. 低所得層の生活向上 3. 環境配慮 

出典：プロジェクトチーム 

第 2 サイクルの選考では、以下の三段階の選考で構成されたプロセスによる手法が採用され

た。 

第一次選考：登録用紙および製品サンプルに基づき評価する。 

第二次選考：生産者が作成したビジネスプラン（事業中期計画）に基づき評価する。 

第三次選考：生産者が作成したアクションプラン（事業単年度計画）および専門家による生

産現場調査の結果に基づき評価する。 

各選考過程の選考基準は以下のとおりである。 

第 2 サイクルの第一次選考 

表 4.2-6  選考基準（第 2 サイクルの第一次選考：登録用紙） 
項目 

（100 点） 
細目 

(a) 生産者情報 
計 20 点 

1. 正規メンバー／取締役数 2. 事業継続年数 3. ビジネスプラン策定能力 

(b) 製品情報 
計 40 点 

1. 製品のヒストリー、ストーリー性 2. 主原料の供給地（地域資源の活用） 
3. 労働の共同作業割合 4. 製品の独自性・唯一性 5. 生産量 
6. 原料の入手可能性と生産期間 

(c) 販売情報 
計 20 点 

1. 価格の適正 2. 販売記録 
3. 販路 4. 取引実績 

(d)マネージメント情報  
計 20 点 

1. 大口需要、融資の可能性 2. 自己資本 
3. 地域開発への貢献 4. 環境配慮 5. 製品開発計画 

出典：プロジェクトチーム 
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表 4.2-7  選考基準（第 2 サイクルの第一次選考：製品サンプル） 
項目 

（100 点） 
食品・飲料 香料・化粧品類 服飾品 手工芸品 

A 品質 
 

1. 味と香り 
2. 見栄え 
3. 独自性 
計 35 点 

1. 芳香 
2. 効能 
3. 見栄え 
4. 独自性 
計 35 点 

1. 見栄え 
2. 利便性 
3. 独自性 
計 55 点 

1. 見栄え 
2. 利便性 
3. 独自性 
4. 安全性 
計 55 点 

B 外観（食品・

飲料、香料・化

粧品類） 
 
基本的な要件

（服飾品、手工

芸品） 

1. パッケージ、ラベ

ルデザイン 
2. ラベルの記載情報 
3. パッケージ品質 
4. 外観、製品名の独

自性 
計 25 点 

1. パッケージ、ラベ

ルデザイン 
2. ラベルの記載情報 
3. パッケージ品質 
4. 外観、製品名の独

自性 
計 25 点 

1. 耐久性 
2. 製品情報 
計 15 点 

1. 耐久性 
2. 製品情報 
計 15 点 

C 使い勝手、消

費者本位度 
 

1. 価格適正 
2. 運搬性・利便性（国

内向け） 
3. 運搬性・利便性（海

外向け） 
計 30 点 

1. 価格適正 
2. 運搬性・利便性（国

内向け） 
3. 運搬性・利便性（海

外向け） 
計 30 点 

1. 価格適正 
2. 運搬性・利便性（国

内向け） 
3. 運搬性・利便性（海

外向け） 
計 25 点 

1. 価格適正 
2. 運搬性・利便性（国

内向け） 
3. 運搬性・利便性（海

外向け） 
計 25 点 

D 特筆すべき

独自性  
記述 
10 点 

記述 
10 点 

記述 
5 点 

記述 
5 点 

出典：プロジェクトチーム 

第 2 サイクルの第二次選考 

ビジネスプランの評価基準を以下のように定め、各州 30 名の 2 次選考対象者によって作成さ

れたビジネスプランに基づいた選考を行った。対象者たちのビジネス運営能力や潜在能力をビ

ジネスプランに基づいて評価した。ビジネスプランは、中長期を見据えた事業展開に係る青写

真であり、ビジネスにとって、ビジネス目標の明確化とその目標に向かっての展開、内的・外

的環境に由来する要因の特定、ニーズとリソースの特定、そして外部からの資金確保に不可欠

なモニタリングツールとなっている。 

表 4.2-8  選考基準（第 2 サイクルの第二次選考：ビジネスプラン） 
項目 

（100 点） 
評価視点 

(A) 生産者グループ（企業）に

関する記述 
計 8 点 

1. 生産者グループ（企業）の詳細の明記 
2. 生産者グループ（企業）リーダーの名前と連絡先の明記 
3. 事業拠点の明記 4. 事業の目標目的、達成のためのビジョンの明記 

(B) 自己診断 
計 30 点 

1. SWOT (Strengths, Weakness, Opportunities and Threats)分析 

(C) マーケット分析 
計 30 点 

1. 対象製品の評価 2. 潜在的需要、将来予測 3. 潜在消費者 
4. 市場競争力 5. 販売戦略 

(D)財務分析  
計 32 点 

1. 現況投資額 2. 投資計画 3. 今年度決算 4. 将来決算予測 
5. 運転資金需要 6. 必要資本 7. 資金調達の提案 

出典：プロジェクトチーム 

第 2 サイクルの第三次選考 

第二次選考によって選ばれた各州それぞれ 15 の OVOP 製品の生産者グループに対して、①

現場での生産者診断、②アクションプランに基づいた選考を行った。これらの評価結果を考慮

して、最終的に各州それぞれ 5 つの優良 OVOP 製品、生産者が選定された。 

生産者診断は、現場訪問による実況見分と、インタビュー書式に従って行われた現場聞き取
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り調査を基に行われた。これらの生産者診断は、別途評価シートに従って評価され、並行して

行われたアクションプランに基づいた評価と合わせて第三次選考に供した。現場訪問調査結果

を基にした選考基準の概略は以下のとおりである。 

表 4.2-9  選考基準（第 2 サイクルの第三次選考：生産者診断） 
項目 

（100 点） 
細目 

(A)一般情報 (計 12 点) 1. 組織の類型 2. 創業年 3. 登録 4. 外部からの支援 
(B) 管理と統治 (計 24 点) 1. 規定に関する知識 2. （役員、リーダー）選挙の開催 3. 会議の頻度 

4. 実質活動要員 5. 共同購入 6. 業務記録 7. 操業実績 8. 負債額 
(C) 資産とサービス (計 27 点) 1. 生産拠点 2. オーナーシップ 3. 投入資材倉庫 4. 製品の保管庫 

5. 電化 6. 給水 7. アクセスのし易さ 8. 販売方法 
(D)機械、及び設備 (計 13 点) 1. 加工用 2. マーケティング用 

3. 制御用 4. 保管用 
(E)生産 (計 15 点) 1. 加工法 2. 生産スケジュール 

3. 主原料 4. 認証取得 
(F)診断チームの評価 (計 13点) 1. 生産グループの強み 

 
出典：プロジェクトチーム 

OVOP 生産者の策定したアクションプランを評価の対象とした。ビジネスプランは、比較的

中長期的視野で策定されているのに対し、アクションプランは、1 年間のタイムフレームでの

事業計画とした。アクションプランは、ビジネスプランから活動実施への青写真であり、設定

した目標に向けての活動をより詳細に落とし込んだ内容となっている。このアクションプラン

の評価に際しては、①適切な目標の設定、②課題の設定、③責任の明確化、そして④必要資金

の算定の実現性と具体性に着目して評価した。アクションプランを基にした選考基準の概略は

以下のとおりである。 

表 4.2-10  選考基準（第 2 サイクルの第三次選考：アクションプラン） 

経営資源の必要性 選定 費用見積 
融資（資金手

当て） 
合計 

機械、設備 4 点 4 点 4 点 12 点 

人材、労働者 4 点 4 点 4 点 12 点 

原材料 4 点 4 点 4 点 12 点 

土地、及びビル 4 点 4 点 4 点 12 点 
その他 4 点 4 点 4 点 12 点 

合計 20 点 20 点 20 点 60 点 

到達目標 15 点 
課題の設定 15 点 
スケジューリング 5 点 
要員計画 5 点 
合計 100 点 

出典：プロジェクトチーム 

4.2.4 OVOP 製品の選考実施の概要 

(1) 第 1 サイクルの第一次選考 

第一サイクルは、プロモーションセミナーを選考の準備段階と位置付け、各対象州上位 50 製

品の生産者をセミナーへの参加有資格者として選考した。セミナー参加者からは、さらに詳細
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な応募用紙の提出を募り、第二次選考に進むことのできるそれぞれ 30 の製品を選考した。 

(2) 第 1 サイクルの第二次選考（最終選考） 

4.2.3 で述べたとおり、当初、選考を行う場として想定していた既存の州展覧会（FOREF、

FOREKA）が 2011 年は開催されない運びとなり、第 1 サイクルの選考では、書類及びサンプル

の評価による選考を実施した。選考は、プロモーションセミナー開催から約 1 ヶ月後、ファテ

ィック州では 2011 年 10 月 17 日と 18 日、カオラック州においては、2011 年 10 月 19 日から～

20 日に行い、各対象州でショートリストされた 50 の製品からそれぞれ 30 の製品を選考した。

選考は OVOP ガイドラインに準拠して製品毎に評価者による採点がなされた。なお、選考に際

しては、プロジェクトチームは、カウンターパート機関の自主性とオーナーシップを強化する

ことを念頭に採点には参加せず、OVOP ガイドラインに沿った選考がなされるよう全体の監理

を行った。 

なお、30 製品・生産者間の切磋琢磨を推進する目的で、優良 OVOP 5 製品、OVOP 15 製品、

OVOP 候補 10 製品に分類した。 

 
ファティック州選考での製品試食 

 
採点作業 採点に関する議論 

 
カオラックにおける採点作業 

 
カオラック州における選考応募製

品（60 製品以上） 

 
カオラック州における、包装面など

のチェック 

出典：プロジェクトチーム 

第 1 サイクルの経験を基に、第 2 サイクル以降は、既存の州展覧会（FOREF、FOREKA）に

寄らない選考とすることを手工業局と手工業会議所と確認した。 

(3) 第 2 サイクルの第一次選考 

実施概要 

両州におけるプロモーションセミナー後、第 2 サイクルの支援対象となる OVOP 候補を決定

するための第一次選考を実施した。なお、第 2 サイクルの選考では、1 生産者からの製品の提

出は 1 製品のみとしたため、「製品数＝生産者グループ数」となっている。以下、実施概要であ

る。 
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表 4.2-11  第一次選考の概要 

日時・場所 ファティック州：2012 年 8 月 22 日（於：ファティック州手工業会議所） 

カオラック州：2012 年 8 月 23 日（於：カオラック州手工業会議所） 

選考出席者・採点者  手工業局：5 名 

 ファティック手工業会議所：3 名 

 カオラック手工業会議所：3 名 

なお、プロジェクトチームはバックサポートに徹し、採点は全て上記カウンターパ

ートが主体的に実施した。 

選考方法 参加者は事前に登録用紙ならびに選考対象の製品サンプルを各手工業会議所に提

出。 

選考では、登録用紙の情報と製品サンプルの両方を評価し、その総合点で各州上位

30 製品とその生産者を選考した。 

応募者数  ファティック州 84 製品 

 カオラック州 64 製品 

出典：プロジェクトチーム 

第一次選考では、ファティック州では 84 製品、カオラック州では 64 製品が採点対象となり、

各州 30 製品、両州で合計 60 製品が OVOP 候補生産者となった。 

第 2 サイクルの第一次選考を振り返って 

採点作業は手工業局、手工業会議所が主体となり、プロジェクトチームは後方支援に徹する

体制で実施された。また第 2 サイクルの選考では役割分担を明確化した。製品を 4 つのカテゴ

リー（食品・飲料、香料・化粧品類、服飾品、手工芸品）に分け、カテゴリーごとに専任の評

価者を配置したことにより、以下のような変化が見られた。 

1) 各評価者は自分の担当するカテゴリーにおいて、必要に応じて評価結果を説明する義務を

負う。評価結果は、プロジェクトチームならびに手工業局局長が随時チェックしており、疑問

点があれば、担当官が呼び出され説明することが求められていた。この結果、各カテゴリーの

担当官は公平な審査を心掛けるに至った。 

2) 第 1 サイクルは個々の評価者の得意な分野に関係なく製品評価が行われた。第 2 サイクル

は、それぞれの評価者が得意とする分野の製品評価に専念することができたため、より適切な

評価がなされた。 

3) 第 1 サイクルは、製品をカテゴリーごとに分けなかったため、同種の製品が異なる評価者

によって採点されており、同種の製品であるにも関わらず、採点基準が一致していないケース

が見られた。第 2 サイクルは製品をカテゴリーごとに分けて同一の評価者が採点したため、同

種の製品間では、比較的公平に採点された。 

 

全製品の採点後、手工業局と手工業会議所、プロジェクトチームの間で、地域的な偏り（全

く選ばれない Department に対する配慮）や同種の製品が多数選ばれることについて議論された。

地域面、製品面で多様であるべきだとの判断が最終的に下され、得点を考慮しながらも一部の

製品が得点面で有利にありながら落選（あるいは、不利にありながら、当選）する結果となっ

た。 

第 2 サイクルの第一次選考では、選考クライテリアにかかる議論、そしてそれらの決定プロ
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セスへの巻き込み、手工業局と手工業会議所の役割の明確化、毎週のミーティングなどによる

意思疎通などが功を奏し、手工業局の OVOP に対する理解、そしてプロジェクト活動に対する

オーナーシップが高まった。 

(4) 第 2 サイクルの第二次選考 

第一次選考を通過した各州 30 製品の生産者グループに対して、ビジネスプラン研修（4.2.3、

4.4.3 参照）を実施した。研修は 10 日間で、最後の 2 日間でビジネスプランを取り纏めた。ビ

ジネスプランは、中長期を見据えた生産者グループの事業展開に係る事業目標や計画を明確化

し取り纏めたものである。ここで生産者グループによって作られたビジネスプランを基に、第

二次選考を実施し、最終的に各州 15 製品とその生産者を選定した。 

実施概要 

表 4.2-12  第二次選考の概要 

日時・場所  選考方法のブリーフィング：2012 年 10 月 18 日（於：手工業局） 

 採点と選考：2012 年 10 月 30 日、31 日（於：手工業局およびブティック OVOP） 

選考出席者・採点者  手工業局：2 名 

 手工業会議所：2 名（各州 1 名ずつ） 

 ビジネスプランの研修講師：2 名 

選考方法 ファティック州チームとカオラック州チームの 2 チームに分けた上で、事前に準備

した採点クライテリアに基づき、ビジネスプランをそれぞれの採点者が採点。3 者間

で採点結果に差異がある項目があった場合には、3 者で協議した上で、各クライテリ

アの点数を定める（表 4.2-8 参照）。 

各州の上位 15 生産者が第三次選考に進むことができる。 

出典：プロジェクトチーム 

 

審査の様子 

審査時のディスカッション 
（カオラック州採点チーム） 

ビジネスプランの審査 
（ファティック州採点チーム） 

ビジネスプランの審査 
（ファティック州採点チーム） 

出典：プロジェクトチーム 

 

第 2 サイクルの第二次選考を振り返って 

選考中、手工業局、手工業会議所メンバーから採点方法について以下のように様々な意見が

出された。 

• より多くの人々に影響のあるグループ（登録メンバーが多いなど）と、そうでないグル

ープがあった場合、コミュニティ開発により大きく影響をもたらすであろうメンバー数

の多いグループを選ぶ方が適切なのではないか。 

• 第二次選考についてはサイト訪問を行わないため、生産者グループがビジネスプランに
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書いている事実が真実であるかどうかについて確認が必要な場合がある。該当する生産

者グループについてはサイト訪問を行うことにしたほうがいいのではないか。 

• ビジネスプランはよくできており点が高いが、製品の質はそれほど良くない生産者が見

受けられるがこういったケースはどう対応するべきか（逆のケースもある）。 

• ファティック・カオラック州内における地理的分散を考慮に入れ、点数が低いところで

も 15 団体の中に挿入するべきではないか。 

これらの意見は OVOP ガイドライン Ver.3 改訂時に検討された。 

第 2 サイクルの選考では、各州のチーム内でそれぞれが各自の立場での役割を果たしており、

効果的な採点ができたと思われる。手工業局は、全体的な一貫性・整合性を確認し、手工業会

議所は、生産者を直接知っている場合が多く、ビジネスプランの記載内容と現実が乖離しすぎ

ていないかを判断する情報を採点チームに与え、ビジネスプラン研修を担当した研修講師は、

ビジネスプランの技術的な面について確認した。このように、チームの各メンバーがそれぞれ

の立場で果たすべき役割を果たしていたことが効果的かつ効率的な採点につながった。 

この第二次選考では、選考方法にかかり、プロジェクトと手工業局、手工業会議所との良い

議論の機会となった。また手工業局、手工業会議所も、より市場性の高い製品を選ぶための選

考方法や、そのクライテリアについて真剣に検討する姿勢が見られ、実り多い選考会となった。 

(5) 第 2 サイクルの第三次選考 

第二次選考を通過した各州 15 製品の生産者全員に対して、アクションプラン研修（4.2.3、4.4.3

参照）を実施した。ビジネスプランが中長期的視野で立案されているのに対し、アクションプ

ランは、ビジネスプランを基に策定された生産者グループの 1 年間の事業計画である。研修は

3 日間行い、最終日にアクションプランを策定した。生産者グループが作成したアクションプ

ランと、並行して実施した現場での生産者診断の結果を考慮した上で、最終的に各州 5 製品と

その生産者を優良 OVOP と認定した。 

表 4.2-13  第三次選考の概要 

日時・場所  生産者診断：2013 年 2 月 11 日～16 日、20 日、21 日（計 8 日間） 

 選考方法のブリーフィング：2013 年 2 月 27 日（於：手工業局） 

 採点と選考：2013 年 2 月 28 日、3 月 1 日（於：手工業局） 

選考出席者・採点者  手工業局：2 名 

 手工業会議所：2 名（各州 1 名ずつ） 

 ビジネスプランの研修講師：2 名 

選考方法 ファティック州チームとカオラック州チームの 2 チームに分けた上で、事前に準備

した採点クライテリアに基づき、アクションプランをそれぞれの採点者が採点。3 者

間で採点結果に差異がある項目があった場合には、3 者で協議した上で、各クライテ

リアの点数を定める（表 4.2-9、表 4.2-10 参照）。 

各州の上位 5 生産者のみが優良 OVOP として選ばれる。 

出典：プロジェクトチーム 

これらの選考過程の全てにおいて、手工業局と手工業会議所は主体的な役割を担った。選考

を通じて、担当者の理解は飛躍的に高まったため、今後、上記の全ての選考をセネガル政府だ

けで実施するに十分な技術的キャパシティを備えたと判断された。 
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（6） 第 1・第 2 サイクルの選考結果 

第 1 サイクルの選考結果一覧 

各州における選考結果は以下のとおりである。なお、当初の計画通り、30 製品生産者間の切

磋琢磨を推進する目的で、優良 OVOP5 製品、OVOP15 製品、OVOP 候補 10 製品に分類した。 

表 4.2-14  第 1 サイクルの選考結果一覧表 

ファティック州   

出典：プロジェクトチーム 

  

   製品 生産者グループ 県    

 
OVOP 
候補 
 

        

 
OVOP 

       

 
優良 
OVOP 
 

Cashew nuts GIE Bokk Diom Foundiounge 1   
Tanned leather GIE des Tanneuses de Gossas Gossas 2   
Bissap syrup GIE Sine Zénith Fatick  3   
Mangrove honey of Sangako GIE Mboga Yiff Foundiougne 4   
Halieutic products GIE Gnassemane  Foundiougne 5   

 Bassap-based products GIE Waag Pasile Foundiougne 6   
 Cashew nuts GIE Keur Jaraaf de 

Santamba 
Foundiougne 7   

 Cashew nuts GIE Keur Tamsir Khodia Foundiougne 8   
 Hair extension Association Régionale des 

coiffeuses de Fatick 
Fatick 9   

 Cashew nuts GIE Ber sa dara Foundiougne 10   
 Cashew nuts Fédn. des Planteurs et 

Producteurs d’Anacarde 
Foundiougne 11   

 Metal works Entreprise de Construction 
Métallique Alu  

Foundiougne 12   

 Cashew nuts GIE Drame Mapathe Foundiougne 13   
 Dried fish GIE Mbog Yaye Foundiougne 14   
 Honey GIE Youm Thiossane Foundiougne 15   
 Bissap syrup UGAO Gossas 16   
 Weaved fabric GIE Sopp Nabi Fatick 17   
 Baobab-based products GIE Mounia Guene Fatick 18   
 Cashew nuts GIE Daan Sa Doolé de 

Sokone 
Foundiougne 19   

 Halieutic product Femmes Transformartices 
Felogie de Dionewar 

Foundiougne 20   

  Soap GIE Case Populaire du Sine Fatick 21   
  Broken millet Fédération des GIE d'Unité 

de Transformation 
Gossas 22   

  Iodized salt of Fayil GIE de Fayil Fatick 23   
  Broken millet Asson. des Jeunes Femmes 

de Ndiaye Ndiaye 
Fatick 24   

  Dyed fabric GIE Bakhe Yaye Fatick 25   
  Iodized salt GIE Dial Jek Fatick 26   
  Dairy product GPF Dioubo Neranemé Fatick 27   
  Halieutic product GIE Garcal Djrinda Foundiougne 28   
  Cashew nuts GIE Takku Liguey II Foundiougne 29   
  Salt GIE Saf Sel Fatick 30   
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カオラック州 

出典：プロジェクトチーム 

 

第 2 サイクルの選考結果一覧 

各州の選考結果は以下のとおりである。OVOP 候補は第一次選考のみ通過した製品と生産者、

OVOP は第二次選考まで、優良 OVOP は第三次選考で選ばれた製品と生産者に該当する。 

   製品 生産者グループ 県    

 
OVOP 
候補 

        

 
OVOP 

       

 
優良 
OVOP 
 

Organic bissap-based 
products 

GIE Q.AB.COO Kaolack 1   

Yoghourt Association DIRFEL Kaolack 2   
Peanut paste GIE Wack Ngouna II Nioro 3   
Iodized salt GIE Entente des Producteurs 

de Sel 
Guinguineo 4   

Millet couscous GIE Takku Ligguey Kaolack 5   

 Peanut-based products GIE Bokk Ligey  Kaolack 6   
 Moringa-based products GIE Baboc Pressing 

Multiservices 
Kaolack 7   

 Bissap-based products GIE SAFNA III Kaolack 8   
 Enriched millet flour Etablissement Keur Yaye 

Aby Ndao 
Kaolack 9   

 Ground “Ratt” (local plant) GIE Katama Kaolack 10   
 Baobab juice GIE Neex Te Sell Kaolack 11   
 Bissap syrup GIE Neexna Jus Kaolack 12   
 Okra-based products Groupement de Thiamène 

Bambara 
Kaolack 13   

 Bissap syrup GIE SAFNA+ Kaolack 14   
 Neem-based soap GIE Daan Doolé de Sibassor Kaolack 15   
 Broken millet GIE Japoo Liguey Guinguineo 16   
 Tanned leather Association des dames 

maures de Sibassor 
Kaolack 17   

 Millet couscous GIE Japoo Nekk Been de 
Keur Soce 

Kaolack 18   

 Neem-based soap GIE Daan Doolé Kaolack 19   
 Garment APCK Kaolack 20   

  Fruits cocktail GIE Mossma Kaolack 21   
  Maize couscous GIE Bok Jom de 

Sarandiougary 
Kaolack 22   

  Broken millet GIE Bokk Diom Kaolack 23   
  Garment ACK Kaolack 24   
  Antiseptic soap GIE Daan Doolé de Kaolack Kaolack 25   
  Miracle oil GIE des Femmes 

Catholiques Marguértie 
Bongré 

Kaolack 26   

  Tamarind granule GIE Soxna Diarra Bousso Kaolack 27   
  Peanut-based products GIE Suxali Djiguène Yi Nioro 28   
  Peanut paste GIE EBA de Keur Ali 

Samba 
Nioro  29   

  Bissap-based products GIE Yoon-Njalik Guinguineo 30   
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これらの選考過程の全てにおいて、手工業局と手工業会議所は主体的な役割を担った。選考

を通じて、担当者の理解は飛躍的に高まり、今後、上記の全ての選考をセネガル政府だけで実

施するに十分な技術的キャパシティを備えたと判断された。 

表 4.2-15  第 2 サイクルの選考結果一覧表 

ファティック州 
   製品 生産者グループ 県    

 
OVOP 
候補 

        

 
OVOP 

       

 
優良 
OVOP 
 

Murex GIE Ngodane Foundiounge 1   

Shirt GIE Sope Nabi Fatick 2   

Jute bag GIE Espace Beauté Yagora Fatick  3   

Ginger syrup Union Communale Femmes 
FGNE 

Foundiougne 4   

Hibiscus syrup GIE / Association UGAO 
(Union des Groupments) 

Gossas 5   

 Oyster Union Locale Mounde Foundiougne 6   

 Ginger syrup GIE Waag Passil Foundiougne 7   

 Mixed salt GIE Diamano Takku Kiguey Fatick 8   

 Dress GIE Mokko Book Khalat Fatick 9   

 Hibiscus powder Fédération FED Femmes 
travailleuses Sokone 

Foundiougne 10   

 African shirt GIE Bok Liguey Fatick 11   

 Mangrove honey GIE MAS Foundiougne 12   

 Syrup of bito tree GIE Diagor Yacine Fatick 13   

 Cashew nuts Comité Reservé de Sokone Foundiougne 14   

 Millet couscous GIE Baracuda Foundiougne 15   

  Dress GIE Bokk Dole Foundiougne 16   
  Serigraphy GIE Ass Maison Fam Rurale Fatick 17   
  Roasted cashew nuts GIE Dan Sa Dole Foundiougne 18   
  Ginger syrup GIE Bakh Yaye Fatick 19   
  Roasted cashew nuts GIE Ber Sa Dara Foundiougne 20   
  Soap GIE Dabakh Malick Fatick 21   
  Dried shrimp GIE Takku Ligeey Foundiougne 22   
  Doll GIE Wa Keur Mame Diarra Fatick 23   
  Oyster GIE Mbog Yaay Foundiougne 24   
  Broken maize Union des Artisans FK Fatick 25   
  Curdled milk GIE Mame Mindiss Fatick 26   
  Wax shirt GIE Le Ndiayene Gossas 27   
  Baobab syrup GIE Mun a Gen Fatick 28   
  Peanut paste GIE Mbellokoroum Foundiougne 29   
  Broken millet Consortium des OCB Gossass 

Sankal 
Gossas 30   
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カオラック州 
   製品 生産者グループ 県    

 
OVOP 
候補 

        
 
OVOP 

       
 
優良  
OVOP 
 

Hibiscus tea GIE KATAMA Kaolack 1   
Moringa powder GIE Baboc Pressing Kaolack 2   
Antisceptic soap GIE Dan Doole Sibassor Kaolack 3   
Peanut butter GIPA  Nioro 4   
Broken millet GIE Jappo Ligueye Guinguinéo 5   

 Enriched flour EKYAND  Kaolack 6   
 Hibiscus granules GIE Sante Yalla Kaolack 7   
 Baobab cake GIE Suxali Jigeen Kaolack 8   
 Couscous GIE Diappo Nek Benn Kaolack 9   
 Lemon syrup Neexna Jus Kaolack 10   
 Okra powder GIE Benkhadi de Koylal Kaolack 11   
 Broken millet GIE BA et Soeurs Guinguinéo 12   
 Enriched flour GIE Bok Diom-Sara Kaolack 13   
 Honey soap GIE Dane Doley Kaolack 14   
 Steamed millet flour GIE Book Diam – Ngane 

Allasane 
Kaolack 15   

  Table cloth and accessories GIE Ndiané Couture Kaolack 16   
  Mango jam GIE Safna III Kaolack 17   
  Syrup of bito tree Entreprise Hamathy Kaolack 18   
  Tamarind syrup Safna + Kaolack 19   
  Pelleted millet flour GIE Etoile Maram Mboudaye Kaolack 20   
  Table and chair - map of Africa Ets Saloum Meuble S.A. Kaolack 21   
  Diambar stove GIE Mame Diarra Bousso Kaolack 22   
  Saba senegalensis (mad) syrup GIE Bok Diom 1 Kaolack 23   
  Nourou soap GIE Fyene Savonnerie Kaolack 24   
  Low-waist dress and loin cloth 

skirt 
APCK (Assocition des 
Professionnels de Couture de 
Kaolack) 

Kaolack 25   

  School bag and purse  GIE Réseau des femmes du 
CEDAF 

Nioro 26   

  Long sleeve mid-season 
clothing 

GIE PCS Kaolack 27   

  Metal bars De Kandoo Nioro 28   
  Dry carob GIE Santhiou Aliou Mbaye Kaolack 29   
  Peanut paste GIE Bokk Liggey de 

Latmingué 
Kaolack 30   

出典：プロジェクトチーム 
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4.3 OVOP プログラムによる生産者グループに対する支援 

OVOP プログラムにおける人材育成は、優良 OVOP、OVOP 及び OVOP 候補のカテゴリー別に

異なる支援内容が組まれている。支援内容は、下表のとおり、①能力開発、②マーケティング、

③広報の 3 項目で構成されている。 

表 4.3-1  対象生産者別の支援内容 
支援内容 OVOP カテゴリー 
能力開発 OVOP 候補 OVOP 優良 OVOP 

 1 ビジネスプランワークショップ ✓ ✓ ✓ 
 2 アクションプランワークショップ  ✓ ✓ 
 3 モニタリングワークショップ  ✓ ✓ 
 4 フィードバックワークショップ ✓ ✓ ✓ 
 5 個別支援（資機材含む技術支援）   ✓ 

マーケティング支援    
 1 州展示会への参加 ✓ ✓ ✓ 
 2 ダカールでの展示会（FIDAK）への参加  ✓ ✓ 
 3 マーケティングワークショップ  ✓ ✓ 
 4 ダカールでの販売スペースの提供  ✓ ✓ 
 5 FRA 認証取得支援  ✓ ✓ 

広報支援    
 1 製品と生産者の紹介する冊子への掲載  ✓ ✓ 

出典：プロジェクトチーム 

4.4 OVOP プログラムによる能力開発と製品の品質向上 

4.4.1 OVOP プログラムによる能力開発と製品の品質向上の基本方針 

セネガル OVOP は、自助努力をベースにしつつも、OVOP 理念に立脚した公正な選考によって

①良質な製品の探索、②製品と生産のさらなる改善、③製品の販路拡大、そして④このような成

功事例の生産者へのフィードバックという支援の仕組みをこれまでに作り上げてきた。 

また、能力開発と製品の品質向上の実行に際しては、費用を含め、支援のための投入が少なく、

できるだけ自助努力での改善が可能であることを念頭に、製品を選考した。選ばれた製品の販売

を通して市場・消費者に問いかけ、その結果をフィードバックすることで生産者が自分自身で製

品改善をしていく仕組みを導入・確立した。 

4.4.2 OVOP グループの診断 

OVOP グループに対する診断は、①SWOT 分析による自己診断と、②生産現場を訪問しての生

産診断の 2 つに大きく分けられる。この内、SWOT 分析による自己診断は第 1 サイクル時には優

良 OVOP にのみ実施し、第 2 サイクルの時には、ビジネスワークショップの 1 つのモジュールと

して 1 次選考を通過した全ての OVOP 生産者に対して SWOT 分析による自己診断を実施した。 

他方、生産現場を訪問しての診断は、第 1 サイクルでは優良 OVOP に対してのみ実施したが、

第 2 サイクルの時は、第二次選考を通過した全ての OVOP 生産者の生産現場を訪問した。それぞ

れの活動の概略は以下のとおりである。 

(1) 第 1 サイクル時の SWOT 分析ワークショップ 

第 1 サイクルの各優良 OVOP 生産者の初期診断として、プロジェクトチームの専門家によっ

て個別調査結果の分析結果を基にした財務状況、生産体制・能力、発展性・開発ポテンシャル

4-29 



セネガル国一村一品運動を通じた地場産業振興プロジェクト 
 
等に係る評価がなされた。この評価の結果、各生産者は自己診断の能力が低く、この能力の向

上が必要で、それによって自ら事業目標の設定や事業計画を策定する事が可能となると判断さ

れた。このような背景の下、自己診断の有効なツールである SWOT 分析を生産者に紹介し、そ

れをツールとして実際に自己診断を行えるよう教育・訓練することが有用と判断し、SWOT 分

析ワークショップを実施した。 

第 1 サイクル時の SWOT 分析ワークショップの概要は下表のとおりである。第 1 サイクルの

優良 OVOP 生産者グループは、このワークショップによって SWOT 分析を十分に理解したと判

断された。それは、優良 OVOP 生産者グループに対するビジネス・アクションプランワークシ

ョップにおいて、生産者自らが目標の設定や事業計画の策定を行うことができたことからも推

察された。 

表 4.4-1  SWOT 分析ワークショップの概要 

目的 1) 生産者が自らの組織を商業的な組織と理解すること 

2) SWOT の各要素の意味、関連性と手法を理解すること 

3) 各生産者の自己診断に SWOT を活用できるようになること 

4) 診断結果を事業計画に反映できるようになること 

開催場所 対象州の手工業会議所ミーティングルーム 

開催日 2011 年 12 月 26 日・27 日（ファティック）、28 日・29 日（カオラック） 

対象者 優良 OVOP 生産者に選ばれた各 GIE からそれぞれ 3 名ずつ 

プログラム 時間 内容 
Day 1 
10:00–11:30 Opening address and introduction of the SWOT training 
11:45–13:15 (1) Main components of SWOT analysis tool 

(2) Diagnosis of small enterprise using SWOT tool 
14:00-16:30 (3) Self-diagnosis of GIE 
Day 2 
10:00-13:15 (4) Self-diagnosis and preparation of presentation 
14:00-16:30 (5) Synthesis 

(6) Program evaluation 
(7) Closing address  

 

 

トレーナーによる SWOT の講義 

 

生産者による SWOT 分析 

 

分析結果の発表 
出典：プロジェクトチーム 

(2) 第 2 サイクル時の SWOT 分析ワークショップ 

第 2 サイクルの OVOP 選考では、上述のとおり、ビジネスプランワークショップの 1 つのモ

ジュールとして、第一次選考を通過した全ての OVOP 生産者を対象に SWOT 分析に係るワーク

ショップを実施した。 
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(3) 第 1 サイクルの生産診断  

第 1 サイクルでは、2011 年 11 月に手工業局、州手工業会議所、JICA 専門家（製品によって

は関係機関の技術者も）が優良 OVOP グループ、10 グループに対して生産診断を実施し、2011

年 12 月に診断結果に基づいた各グループへの支援計画案を策定した（支援計画案の具体的な内

容は、付属資料-2 を参照）。 

(4) 第 2 サイクルの生産診断  

第 2 サイクルでは、第二次選考を通過した全ての OVOP グループ、30 グループに対して現場

訪問による生産診断を行った。生産診断は、標準質問表を基に行われ、第三次選考に際しては、

生産診断の結果を評価基準に照らし合わせて定量的評価を行った。第 2 サイクルに実施した生

産診断の概要は以下のとおりで、優良 OVOP についてのみ取り纏めた支援計画案を付属資料-2

のとおりである。 

表 4.4-2  第 2 サイクルの生産診断の概要 

目的 1) OVOP 生産者の現場調査を通じて、分析と検証に資する以下の情報を入手すること 
生産者の現況 
企業としての安定性、持続性を評価に資する情報 
選考に資する企業情報 

2) 優良 OVOP として選ばれた際に取り纏める生産者既要報告書取り纏めのための情報の入手 

方法 生産現場を訪問し、定型の書式に従い、あらかじめ選定されたグループの代表（2 ないし 4 名）に

対してインタビューを行い、また、設備や施設の検証明によって必要な情報を入手する。 

開催日 2013 年 2 月 11～16 日、20～21 日（計 8 日間） 

調査員 手工業局（一村一品事務局）、手工業会議所、プロジェクトチーム 

出典：プロジェクトチーム 

4.4.3 OVOP グループに対するビジネス・アクションプランワークショップ 

(1) 背景 

2011 年に行われた地場産業ベースライン調査の結果や優良 OVOP 生産者の生産診断により、

対象地域の生産者グループの多くは過去に事業経営に関する様々なテーマのトレーニングを受

けているが、これらのトレーニングは支援機関がそれぞれ独自に実施したトレーニングであっ

たため、トレーニング間の関連性の乏しいことが明らかになった。また、生産者グループの事

業目標や計画を定めるビジネスプランは、プロジェクトの対象となる生産者グループにとって

も不可欠であるが、生産者グループはビジネスプラン作りに関するトレーニングを受けた経験

が無く、その必要性も認識していないことが明らかとなった。それらの結果として簡便なビジ

ネスプランも有していないことが問題点として指摘された。 

これを受け、第 2 サイクルから、第一次選考を通過した OVOP グループの全生産者グループ

に対して、ビジネスの重要な要素である中長期的な視野で事業目標や目的を定めたビジネスプ

ラン作りのためのワークショップを実施するとともに、そのワークショップの成果であるビジ

ネスプランを第二次選考に活用することを決定した。具体的には、各生産者グループが策定し

たビジネスプランを、特に自己診断、マーケット分析、財務分析の観点から評価し選考した。 

また、ビジネスプランを基に、今後 1 年間の事業計画を策定したアクションプラン研修を第

二次選考通過者に実施し、策定されたアクションプランと生産現場調査（生産診断）の結果を
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評価することによって優良 OVOP を選考（第三次選考）することとした。このアクションプラ

ンの評価に際しては、①適切な目標の設定、②課題の設定、③責任の明確化、そして④必要資

金の算定の実現性、具体性に着目して評価した。 

(2) ワークショップの内容 

ビジネスプランワークショップの概要は以下のとおりである。 

表 4.4-3  ビジネスプランワークショップの概要 

ワークショップの目的 選定された生産者グループの能力向上プログラムの一環であり、事業運営ならびに第 2
サイクルの選考において求められる簡易版のビジネスプランを生産者自身が作成でき

るよう、必要な基礎知識と技術について生産者グループをトレーニングする。 

期待される成果 同ワークショップの最終日の時点において、生産者自身がビジネスプランを作れるよう

になる。 

ワークショップの内容 

モジュール名 期間 目的 

(1) SWOT 分析 1 日 SWOT 分析の活用法を理解し、これを使って各生産者グループの組織を自己

診断する。また、これを通じて、OVOP の考え方を浸透させる。 

(2) マーケティング計

画作成 
3 日 マーケティングについての基礎理解を高め、マーケティングリサーチの方法

について理解する。また、自身の製品の市場における位置付けやマーケティ

ング戦略について考える。 

(3) 生産技術・財務計画

作成 
4 日 投資ニーズや生産に要するコストを特定し、事業を継続するために必要なメ

ンバーの業務を検討する。併せて、事業の財務計画を立案する。 

(4) ビジネスプラン作

成 
2 日 上記を踏まえて、ビジネスプランを作成する。 

 
トレーナーによる講義 

 
グループ内での協議とフォームへの記入 

出典：プロジェクトチーム 

(3) ワークショップの対象者 

ビジネスプランはビジネスを継続する上で最小限必要な資料である。可能な限り多くの生産

者グループに対してこの機会を提供することが望ましいことから、同ワークショップを第 1 サ

イクルに優良 OVOP、OVOP、OVOP 候補に選定された全生産者グループに対して実施すること

とした。 

併せて、第 2 サイクルには第二次選考にビジネスプランの評価結果を活用することが有用と

の判断から、第 2 サイクルの第一次選考を通過した全 60 生産者グループに同ワークショップを
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実施することとした。同ワークショップの日程は下表のとおりであった。 

表 4.4-4  ビジネスプランワークショップの日程 

選考年 カテゴリー 日数 
生産者グ

ループ数 
総対象者数 注釈 

2011 年度 
選考 
第一サイクル 

優良 OVOP 計 16 日 10 30 

SWOT 分析のワークショップを 2011 年

に実施した。 
ビジネスプランワークショップの内容

を固めることを目的としていたため、他

の生産者グループよりワークショップ

期間が長い。 
OVOP 10 日 15 x 2 60 

2 バッチを並行して実施した。 
OVOP 候補 10 日 20 40 

2012 年度 
選考 
第二サイクル 

OVOP 候補 10 日 15 x 4 120 2 バッチを並行して実施した。 

出典：プロジェクトチーム 

(4) アクションプランワークショップ 

上記のビジネスプランワークショップに引き続き、第 2 サイクルでは第二次選考を通過した

生産者グループに対してアクションプランワークショップが計画・実行された。アクションプ

ランとは、ビジネスプランを基に策定された生産者グループ自身の 1 年間の事業計画であり、

ここで立案されたアクションプランが第三次選考の評価の対象となった。 

第三次選考に先立ち、プロジェクトでは 2011 年に優良 OVOP に選定された生産者グループに

対して、以下のとおりアクションプランワークショップを実施した。 

表 4.4-5  アクションプランワークショップの概要 

ワークショップの目的 選定された生産者グループの能力向上プログラムの一環であり、事業運営ならびに第 2
年次の OVOP 選考において求められる 1 年間の活動計画（アクションプラン）を生産者

自身が作成できるよう、必要な基礎知識と技術について生産者グループをトレーニング

する。 

ワークショップの内容 

モジュール名 期間 内容 

基礎研修 3 日 生産者グループの財務状況を生産者自身が正しく理解し、モニターでき

るよう Book keeping に関するワークショップを行う（2 日間） 

グループワークに関する理解を高める。 

アクションプラン 1 日あたり 2
生産者グル

ープ 

生産者グループが作成したビジネスプランをレビューする。 

アクションプランの作り方を理解を促す。 

アクションプランを作り、発表する。 

出典：プロジェクトチーム 

このワークショップでは、アクションプランのモニタリングをより確実にするためにブック

キーピング研修を基礎研修として実施した。しかしながら、基礎研修の内容が直接アクション

プランには結び付かないことから、アクションプランワークショップは、アクションプランの

理解と策定に集中することが得策と判断された。このワークショップから得られた教訓を基に、

基礎研修についてはアクションプラン研修と切り離して実施することとして、2012 年に OVOP

二次選考を通過した全生産者グループ（州あたり 15 生産者グループ）に対して、アクションプ

ランに特化した改訂アクションプランワークショップを以下のとおり実施した。 
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表 4.4-6  OVOP 第二次選考通過者のためのアクションプランワークショップの概要 
ワークショップの目

的 
1 年間の詳細な活動計画（アクションプラン）を生産者自身が作成できるよう、必要

な基礎知識と技術について生産者グループをトレーニングする。 

研修参加者 
OVOP 二次選考を通過した製品の生産者グループ（各州 15 生産者グループ） 
なお、研修には各生産者グループから 2 名ずつが参加した。 

研修の日程 

ファティック州：2013 年 2 月 19 日（全体研修）、23 日、24 日、25 日のうち 1 日（個

別研修） 
カオラック州：2013 年 2 月 18 日（全体研修）、20 日、21 日、22 日のうち 1 日（個別

研修） 
研修の内容と日程：2013 年 2 月 18 日～2 月 25 日 
モジュール名 期間 内容 

アクションプランの

導入（全体研修） 
1 日 

生産者グループが作成したビジネスプランをレビューする。 
ケーススタディを使って、アクションプランの意義とコンテンツの理解を

促す。 
アクションプランのテンプレートを導入する。 

アクションプランの

作成方法（個別研修） 
1 日 

各生産者グループが仮作成してきたアクションプランに基づき、研修講師

と議論しながら、各生産者グループがアクションプラン最終化のためのア

ドバイスを行う。 
出典：プロジェクトチーム 

(5) ビジネスプラン・アクションプランワークショップに対する生産者グループの評価 

ビジネスプラン研修、アクションプラン研修ともに、生産者グループの満足度は極めて高か

った（80%以上が満足し、研修の内容を理解できたと回答）。特に、生産者グループは今後の自

分たちのビジネス拡大に向けたマイルストーンを設定できたことに満足したことが高評価とな

って表れたと推察された。 

(6) ワークショップの及ぼす優良 OVOP 生産者グループへの支援への影響 

第 1 サイクルにおいては、手工業局と手工業会議所、そしてプロジェクトチームが生産現場

を何度も訪問し、生産状況や問題点の把握、生産者グループのニーズ等プロジェクトとして行

うべき支援内容などを協議しながら決定した。 

しかし、この支援内容を決定するプロセスは、将来に亘って OVOP プログラムを継続してい

くべき手工業局や手工業会議所にとって大きな負担となることが明らかになった。特に、生産

技術の専門家ではない手工業局職員にとって生産改善の直接的な技術アドバイスは困難を極め

る一方、本プロジェクトの性格上、支援対象となる製品については、選考が終わり、結果が出

るまで分からないため、事前に準備を行うのは困難であった。加えて、生産者グループも訪問

やヒアリングの度に要望が異なり、活動内容が決定でき無いという問題も散見された。 

これらの教訓から、第 2 サイクルでは、生産者グループ自身が課題を見つけ、それをアクシ

ョンプランとして取りまとめることを課すとともに、手工業局と手工業会議所の担当者は、現

場で生産診断を行い、診断結果を踏まえた上で、そのアクションプランが妥当かという観点か

ら製品と生産者グループの選定を行った。そして、選ばれた生産者グループが策定したアクシ

ョンプランのうち、OVOP プロジェクトとして何を支援するか、という議論から始めることと

した。 

こうした変更の結果、生産者グループ自身が作ったアクションプランに基づき支援内容を協

議することとなり、生産者グループの考え方、方向性にぶれがなく、少ない協議回数で、プロ

ジェクトからの支援内容に合意を得ることができた。このように、生産者グループが「考え、
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決断し、実行する」というプロセスを、選考過程に含めることが有効と判断された。 

4.4.4 OVOP グループに対する技術改善のための個別支援  

本プロジェクトでは、優良 OVOP 生産者グループに対してのみ、資機材提供と個別の生産改善

に関する技術研修を実施することと定めた。下表に、プロジェクト開始後から終了までに実施し

た優良 OVOP 生産者グループへの個別支援（機材供与）の内容を示す。なお、機材引き渡し、設

置後に個別に機材の使用方法について、研修が行われた。 

表 4.4-7  優良 OVOP 生産者グループへの支援内容 
製品 GIE 名 支援内容 

第 1 サイクルで選ばれた優良 OVOP 生産者グループへの支援 

皮なめし GIE des Tanneuses de Gossas 貯水タンク、コンクリート製たらい、植林トレーニング 

ビサップジュース 
シロップ 

GIE Sine Zénith ガラス張り冷蔵庫、生産性向上のための消耗品 

貝加工 GIE Gnassemane ボート、収穫用ケース、ライフジャケット 

マングローブ蜂蜜 GIE Mboga Yiff 養蜂箱、作業着、巣礎の型枠、養蜂トレーニング 

カシュナッツ GIE Bokk Diom ソーラーパネル、オーブン、ロースト機 

オーガニック 
ビサップ 

GIE Q.AB.COO 砂塵防止機能のついた乾燥台およびビサップ収穫のた

めの専用はさみ 

ピーナッツペースト GIE Wack Ngouna II 作業机、粉砕機、皮むき機 

シリアル加工 GIE Takku Ligguey 作業机、自動ふるい機、皮むき機 

ヨーグルト Association DIRFEL 冷蔵庫、発電機、パッケージの新デザイン、販売促進用

の自転車 

製塩 GIE Entente des Producteurs 
de Sel 

モーターポンプ付き塩精製機、粉砕機 

第 2 サイクルで選ばれた優良 OVOP 生産者グループへの支援 

貝加工 GIE Ngodane 小型ボート、船外機、プラスティックボックス 

シャツ製縫 GIE Sope Nabi 刺しゅう用ミシン、3 本縒糸ミシン 

ジュート鞄 GIE Espace Beaute Yogora 染色用窯、皮革つぎ合わせ用ミシン、アクセサリー縫付

用キット 

ジンジャーシロップ Union Communale Femmes 
FGNE 

粉砕機、冷凍庫、糖度計（pH 計付）、発電機（粉砕機、

陳列用冷蔵庫用スタンバイ機）、消火器 

ビサップシロップ GIE/Association UGAO ガスコンロ、冷凍庫、100 リッターアイスボックス、厚

手鍋 

ビサップティー GIE KATAMA 粉砕機、三輪車 

モリンガパウダー GIE Badoc Pressing 粉砕機、乾燥用棚、電子秤、1000 リッタータンク 

消毒殺菌用石鹸 GIE Dan Doole Sibassor 撹拌機、作業テーブル、ガスコンロ、乾燥棚、プラスチ

ック樽、石鹸生産トレーニング 

ピーナッツバター GIPA 選別機、撹拌機 

ミレット粉 
（クスクス） 

GIE Jappo Ligueye 粉砕機、脱穀機、ガスコンロ 

注：2.6 の“表 2.6-1 優良 OVOP 生産者への支援内容”と同じ。 

出典：プロジェクトチーム 

本プロジェクトにおける優良 OVOP 生産者グループへの個別支援を振り返り、以下 2 つが教訓

として挙げられる。 
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(1) 資金獲得に向けての活動 

本プロジェクトでは、公正なプロセスによって良質な製品を選考し、製品と生産のさらなる

改善のための生産者グループの能力改善のための支援を行い、同時に製品の販路拡大のための

支援を行った。また、優良 OVOP、OVOP、OVOP 候補とステータスによってメリハリのある支

援を行ってきた。ただし、自助努力をベースとすることを念頭に、必要最低限の支援とし、資

機材や個別の技術研修は、優良 OVOP に限定した支援となった。 

多くの生産者グループは、製品の品質改善と生産性改善のための資機材への投資、あるいは

事業の安定化や拡大のための運転資金の手当てを必要としている。プロジェクトでは、投資の

ための資金や運転資金の獲得のための資金の獲得、財務面での支援は基本的には行ってこなか

ったが、資金獲得にかかる支援（情報提供、マッチング、営業活動等）を行うこともできたと

考える。この資金獲得にかかる支援は、今後の全国展開に向け検討する必要があろう。 

(2) 個別技術支援の検討 

プロジェクトが終了した後でも、カウンターパートによって同様の活動が継続されることを

目指し、各活動をデザインし、実施してきた。しかしながら、プロジェクト終了後の持続性を

考慮するあまり、個別支援の支援対象範囲を制限したため、プロジェクト自体のインパクトが

小さくなってしまった可能性は否定できない。 

4.4.5 OVOP グループに対するモニタリング 

中間レビュー（2012 年 12 月）における指摘のとおり、プロジェクトではモニタリングシート

を作らず、日常的な生産者グループとの連絡の際、特にブティック OVOP での販売支援と関連さ

せて生産者グループのモニタリングを実施していた。そのため、販売数量の多い生産者グループ

に対するモニタリングはより頻度が高く、より手厚くモニタリングできるが、販売数量がそれほ

ど伸びない生産者グループはモニタリングする機会が不足していた。加えて、ブティック OVOP

以外での生産者グループのマーケティング活動、特に生産量の増加や販路の拡大、収益性の改善

についてはほとんどモニターできていなかった。 

当初、プロジェクトではモニタリングシートを作成しておらず、また、個別の生産者グループ

に対する定期的なモニタリング活動（グループの構成員の変化、生産量、販売量、販売額、収益

の変化等）も実施していなかった。 

また当時は、生産者グループに対しては、ブティック OVOP における販売内容（実績、発注、

顧客からのクレームのフィードバック等）に係る情報の提供（コミュニケーション活動）が中心

であった。そのため、販売実績が多い生産者とのコミュニケーションは密になる一方で、販売量

が少ない、あるいは伸びない生産者とはそれほどコミュニケーションがなかった。 

このような状況に対して中間レビューでの助言を受け、モニタリングの改善を図るべく 2013 年

の 5 月以降、以下のとおりモニタリング活動を開始した。なお、モニタリング活動は、後述のフ

ィードバック活動と合わせてワークショップ形式で繰り返し実施し、定着を図った。 
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(1) モニタリングシートの作成 

モニタリングは、①生産者グループが作成したアクションプラン・ビジネスプランの進捗モ

ニタリング、②生産者グループが設定した販売（売上）目標のモニタリング、③生産者グルー

プが日々の製造、販売活動を通じて得られたクレームとその対応のモニタリング、の 3 点から

構成されている。 

①生産者グループが作成したアクションプラン・ビジネスプランの進捗モニタリングには、

それぞれの生産者グループが設定した事業計画が、事業の目標管理に有効である。四半期に一

度の割合で生産者グループが自身の活動を振り返り、目標とのかい離とその原因を探りながら、

次の四半期の活動を考え直すことを想定している。 

②生産者グループが設定した販売（売上）目標のモニタリングは、簿記の徹底を促すことで、

それぞれの生産者グループが生産・販売状況と収益を把握し、価格設定やコスト削減に役立て

ることを期待していた。また、本プロジェクトの目的の達成度をモニターすることもその目的

の 1 つであった。 

最後に、③生産者グループが日々の製造、販売活動を通じて得られたクレームとその対応の

モニタリングは、生産者グループ自身の売上に直結するテーマである。ブティック OVOP から

届いたクレームや、その対応に加え、生産者グループの日々の活動を通じて得られた情報は、

クレーム対応シートに記録され、有用な情報や教訓が蓄積された。後述するとおり、これら各

生産者グループのクレーム対応シートの内容は、2013 年 7 月以降、繰り返して開催したモニタ

リング・フィードバックワークショップにおいて紹介され、他の生産者グループとの共有が図

られた。これらの詳細は、付属資料-3 の OVOP ガイドラインの Annex に記載されているとおり

である。 

(2) モニタリングワークショップ、及びブックキーピング研修の開催 

プロジェクトで対象となる生産者グループの多くは、経営者としての経験に乏しく、日々の

簿記ですら満足にこなせている状況ではない。これまで各支援機関も同様のビジネス研修を実

施してきているが、習慣化できた生産者グループは希少である。一方で、プロジェクトのパフ

ォーマンスを評価するためには生産者グループの簿記（記録）は不可欠である。これらの諸事

情を踏まえ、モニタリングマニュアルを基に、生産者グループの計画に基づいた活動モニタリ

ングを開始するに際し、モニタリングとブックキーピング（記帳）をセットにした「モニタリ

ングワークショップ及びブックキーピング（記帳）研修」を実施した。 

表 4.4-8  モニタリングワークショップ及びブックキーピング（記帳）研修 

目的 ・モニタリングの意義と必要性を熟知させる。 

・モニタリングに必要となる簿記の方法を教える。 

・新しく導入するモニタリングフォームを導入する。 

・アクションプランに基づいて、2013 年 4 月から 6 月の活動を振り返るとともに、2013 年

7 月から 12 月の活動計画を作成する。 

開催場所 ファティック州（LE MINDISS）およびカオラック州（ARC EN CIEL） 

開催日 2013 年 5 月 15 日～16 日（第 1 回） 

2013 年 6 月 27 日～28 日（第 2 回） 

対象者 2012 年度優良 OVOP および OVOP 生産者グループ 
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コンテンツ 

 

 
第 1 回 

モニタリングワークショップ 

1) アクションプランに基づくモニタリングの意義と必要性 

2) アクションプランモニタリングフォームの紹介と演習 

3) クレーム対応シートの導入 

4) 生産者グループへの宿題 

（アクションプランに基づき、2013 年 4 月から 6 月の計画と実施内容を振り返る） 

記帳ワークショップ 

1) 記帳および財務管理の意義と必要性 

2) 生産管理と販売管理 

3) 生産者グループへの宿題 

（2013 年 5 月～6 月の生産量、販売額、在庫量、在庫額をシートに記入する。） 

第 2 回 

モニタリングワークショップ 

1) 2013 年 4 月～6 月の計画と実施内容の模造紙への記入と発表 

2) 2013 年 7 月～12 月の活動計画の見直し 

記帳ワークショップ 

1) 宿題の達成状況の確認 

2) 収入・支出活動におけるグループディスカッション 

3) 収入・支出費目の理解と帳簿への記載方法 

4) 記帳演習 
 

出典：プロジェクトチーム 

記帳の徹底とアクションプランに基づくモニタリングは、生産者グループにとって初めての、

また困難さを伴う試みであった。初期においては、モニタリングと記帳の意義・重要性が理解

できない生産者グループもあり、例えばフォローアップとして実施した際のモニタリング・フ

ィードバックワークショップに、アクションプランを持ってこない生産者グループが散見され

るなどした。しかし、この活動に不慣れであった生産者グループも、回を重ねるにつれ、モニ

タリングと記帳の意義・重要性を徐々に理解するようになった。プロジェクトとしてもフォロ

ーアップワークショップは、大きな挑戦であったが、繰り返し実施することで、生産者グルー

プの理解を促し、習慣化したことから、初期の目的は達成したと考える。プロジェクトが実施

したフォローアップワークショップは、以下のとおりである。 

表 4.4-9  フォローアップワークショップ 
目的 1) モニタリング・フィードバックに係る活動の定着 

2) 得られた情報の共有 
対象者 第 1 サイクルの優良 OVOP、第 2 サイクルの優良 OVOP と OVOP。 
開催日 2013 年 8 月、9 月（各 1 日間）、2014 年 2 月（1 日間） 

出典：プロジェクトチーム 
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4.4.6 OVOP グループに対する品質改善のためのフィードバック活動 

(1) ワークショップによるフィードバック 

OVOP グループに対するフィードバックとパートナーとのマッチング支援 

第 1 サイクルに選考された OVOP グループへのフィードバックの場として、また関係者間の

相互理解の場として、2012 年 1 月 23 日にカオラック州手工業会議所、24 日にファティック州

手工業会議所において、生産者グループフィードバックワークショップ／パートナーフォーラ

ムを開催した。このワークショップ/フォーラムは、優良 OVOP、OVOP、OVOP 候補の製品の

生産者グループ間の相互学習とコミュニケーション向上に加え、OVOP 製品の流通、販売など、

バリューチェーンに関与するアクター、及び支援機関とのネットワーク構築と、その強化を目

的としていた。 

同ワークショップ／フォーラムでは、参加生産者グループを下記の製品カテゴリー別のグル

ープに分け、それぞれの製品に関心のある卸売・小売業者、及びそれぞれの製品の品質改善に

対する支援を提供あるいは期待できる各州一村一品州委員会メンバーに所属する支援機関を招

待した。 

表 4.4-10  フィードバックワークショップ／パートナーフォーラムのグループ分け 
カテゴリー ファティック会場 カオラック会場 計 

1 植物、果樹・野菜を原料とする加工品 4 11 15 
2 穀物を原料とする加工品 2 6 8 
3 石鹸、アロマオイル 1 4 5 
4 乳製品 1 1 2 
5 ナッツ類の加工品 8 4 12 
6 海産物 4 - 4 
7 はちみつ 2 - 2 
8 塩 3 1 4 
9 皮なめし 1 1 2 

10 衣類、織物 2 2 4 
11 その他（かつら、金属加工） 2 - 2 

Total 30 30 60 
 
出典：プロジェクトチーム 

同ワークショップ／フォーラムのプログラムは、三部構成とし、第一部は生産者グループ間

の相互学習（各々の製品紹介と意見交換、や優良 OVOP 生産者グループからのこれまでの活動

で得られた知見・教訓の共有等）、第二部は生産者グループと卸売・小売業者のマッチング、第

三部は生産者グループと支援機関のマッチングという形式とした。 

第一部では、生産者グループが持参した製品を示しながら、配布資料に指示された内容、す

なわち製品概要、他の類似製品には無い特徴、地域固有の原料材料の説明などを行った。各生

産者グループは、自身の製品に自信を持って説明を行っていた。第二部では、生産者グループ

と卸売・小売業者との間で活発な意見の交換、名刺の交換あるいは初期の商談に至る内容の議

論が交わされた。生産者グループ、卸売・小売業者の双方から、これまでこのような機会が無

かったこと、今後も続けて欲しい旨の意見が多く聞かれた。第三部では、支援機関関係者が、

生産者グループが持ち寄った製品をチェックし、それぞれにコメント、特にパッケージに係る

コメントを発表したのちに、各機関が、製品の改善のために可能な支援に関する内容について

説明した。ほとんどの生産者グループが、支援機関と直接会ったことが無いということであり、
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このような機会の提供の必要性が確認された。 

   
第一部の説明 

（カオラック州） 
生産者グループによる製品に関す

る説明 
（カオラック州） 

卸売・小売業者とのマッチング 
（カオラック州） 

   
自身の製品を前に、真剣に他の生産

者グループの発表を聞きている参

加者 
（ファティック州） 

卸売業者による製品チェック 
（ファティック州） 

支援機関からの製品改善に向けた

アドバイスを受ける参加者 
（ファティック州） 

出典：プロジェクトチーム 

本ワークショップ／フォーラムでは、JICA ケニア事務所の広域企画調査員（当時）から様々

なコメントなどを得た。以降の本ワークショップ／フォーラムの開催に関しての留意点として、

生産者グループと卸売・小売業者とのマッチングの時間を長くかつ有効にできるような工夫、

例えば、①生産者グループの自己紹介の段階から卸売・小売業者が参加、各製品の概要を把握

できるようにすること、②試食を行い、卸売・小売業者の意見を聞くこと、③マッチングをよ

り有効にするために支援機関とは、改善のためには何をすべきか明らかにすること、④生産者

グループの目的を明確にすること、等が挙げられた。 

選考結果のフィードバックとブティック OVOP で得られる情報の共有ワークショップ 

本プロジェクトの 2 回の選考ならびにブティック OVOP（2012 年 6 月～）での製品販売を通

じて、プロジェクトでは、生産者グループに還元すべき、多くの貴重な知見を蓄積してきた。

特にブティック OVOP での販売情報は、その製品の生産者グループに改善のためのアイデアを

直接伝えてきたが、これらの情報の幾つかは、他の生産者グループにも共通の課題であり、改

善に必要な投資額も少なく済むものも多い。すなわち、情報を入手することにより、生産者グ

ループ自身が自分たちの責任で製品改善できる可能性が高い。 

そこで、プロジェクトでは、製品選考を含め、ここまでに蓄積した情報を生産者グループに

還元し、生産者グループ自身に製品改善のためのアイデアを考えてもらうため、以下のフィー

ドバックワークショップを開催した。 
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表 4.4-11  フィードバックワークショップの概要 

目的 本プロジェクトを通じて蓄積された製品改善と収益性改善のための情報を生産者グルー

プに還元し、生産者グループ自身が製品改善のためのアイデアを考えるための機会を提供

すること 

開催場所 ファティック州（LE MINDISS）およびカオラック州（ARC EN CIEL） 

開催日 2013 年 7 月 3 日（同日に 2 会場で開催） 

参加者 2012 年度優良 OVOP、OVOP、OVOP 候補 OVOP 生産者グループ（各 1 名）、手工業局（一

村一品事務局）、手工業会議所、プロジェクトチーム 

プログラム 

（ファティック州

の例） 

 
09:00 – 09:30 参加登録 

09:30 – 10:00 開会挨拶 

10:00 – 10:30 2012 年度優良 OVOP、OVOP、OVOP 候補表彰式 

10:30 – 11:30 プレゼンテーション：OVOP の経験のフィードバック 

11:30 – 12 :00 コーヒーブレイク 

12:00 – 13:30 グループディスカッションと生産者グループによる発表： 

『自分たちでできるビジネス改善案』 

13:30 – 14:00 閉会挨拶 
 

*カオラック州では、表彰式を閉会挨拶の前に実施。その他のプログラムに変化はない。 
出典：プロジェクトチーム 

本ワークショップを通じて、生産者グループは OVOP の選考における質問や評価の意味を知

り、またブティック OVOP の運営を通じて得られた製品品質に関する様々な問題を、それぞれ

の生産者の製品に置き変えて考えることとなった。特に、自分たちでできることを探すことを

ルールとして定めたグループディスカッションでは、様々なアイデアが話されており、生産者

自身でもすぐに出来ることがある、ということを実感できたと考える。 

2014 年 2 月 20 日には、これまでの OVOP プロジェクトでの活動の総括として、モニタリン

グワークショップ及びフィードバックワークショップを開催した。同ワークショップでは手工

業局が将来的に OVOP ガイドラインに則って活動を実施できるかを確認することも意図してい

た。 

OVOP プロジェクトでの活動を通して、ブティック OVOP の運営を通じて顧客から得られた

コメントや顧客から評価される製品の特徴等、様々な情報が蓄積されてきた。また、生産者グ

ループ自身が活動をモニタリングできるよう実施してきたモニタリングワークショップを通じ

て、生産者グループは記帳を継続してきた。同ワークショップでは、これらの成果を確認し、

将来も継続する価値があることが確認できた。 

(2) ブティック OVOP の運営を通して得られる品質改善のためのフィードバックとそのシ

ステム 

ブティック OVOP の運営を通じて、消費者から得られた製品の品質やパッケージに関する意

見は、随時手工業局から生産者グループにフィードバックし、適宜各州手工業会議所へ情報共

有をしている。クレームの付いた製品の生産者グループは品質を安定化させるための方法を手

工業局から提示し、品質が、ブティック OVOP における販売に適しないレベルであると判断さ

れた場合は、生産者グループへ連絡し、交換してもらうか、返品し、次回の注文までに対応し
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てもらうという方法をとってきた。クレームへの対応がなされれば、販売を継続するという流

れである。 

 

図 4.4-1  顧客クレームシート 
出典：プロジェクトチーム 

左記のクレームシートは、ショップマ

ネジャーがブティックOVOPで管理する

こととしている。多くのクレームは顧客

からブティックOVOPの店員に寄せられ

ていることから、このシートをブティッ

ク OVOP に置き、適宜店員が記入し、シ

ョップマネジャーに共有するという仕組

みになっている。 

シートの記載内容は次のとおりであ

る。 

生産者グループ名、製品、OVOP ステ

ータス、クレームを伝えてきた顧客、問

題カテゴリー、クレームが寄せられた期

日、問題の概要、問題の原因、再発防止

策の提案（提案者：手工業局、手工業会

議所、顧客、ブティック OVOP 店員他）、

生産者グループによって講じられた対策 

このフィードバック・システムにより、生産者グループの製品の品質に対する意識に変化が

生まれた。大量に注文をすると品質の落ちた製品を納品する生産者グループが多数を占めてい

たが、その都度、生産者グループへ改善点を説明し、製品返却をすることで、生産者グループ

も「良い品質のものを作らないとブティック OVOP には購入してもらえない」ことから、品質

に気を遣えるようになってきた。 

消費者から寄せられた製品に対するクレームについては、専門的なものよりも初歩的なもの

が多く、手工業局から各生産者グループへ説明され、対応するよう指導がなされた。（寄せられ

たクレームと生産者グループの対応は、Annex4 を参照） 

なお、こういった生産者グループに対するフィードバックは、即時に実施することで、より

大きな正のインパクトがあるだろう。顧客クレームの生産者グループへのフィードバックのプ

ロセスを定着させ、生産者グループへのフィードバックを即時に行っていくことが品質改善の

ために非常に重要な点である。 

4.5 OVOP プログラムによるマーケティングと販売促進に係る活動 

4.5.1 OVOP プログラムによるマーケティングと販売促進の基本理念 

OVOP プログラムによるマーケティングは、主にブティック OVOP をインキュベーションの場

として活用することで実施してきた。ブティック OVOP の運営を通じて、各製品に対する消費者

ニーズを把握し、それを製品の改善に反映させることができるという考えであった。 

ブティック OVOP では、第 1 サイクル(2011 年) 優良 OVOP と OVOP、第 2 サイクル(2012 年)

Statut OVOP

Catégorie
du problème

(5) Contre mesure ou Action prise
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　Problème résolu?　□Oui

(1) Date de signalement du problème

□Qualité     □Quantité    □Emballage    □Autre (Préciser) :____________________

Réf  : _____________

Date: _____________

Fiche sur les réclamations, les Problèmes, etc.

(4) Propositon pour la prévention par □Direction □Chambre de Métiers □Client lui-même □Vendeuses de la Boutique
OVOP　□Autres

(3) Cause possible du problème

(2) Brève description du problème

Producteur

Produit

Client

Ces infos ont-elles été partagées avec le producteur?
Ces infos ont-elles été partagées avec la Chambre de Métiers?
Ces infos ont-elles été partagées avec la Direction?

□Oui
□Oui
□Oui
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優良 OVOP と OVOP の生産者グループの製品を中心に販売してきた。即ちポテンシャルはある

が、単独では製品や組織を改善することが困難な生産者グループを対象として、販売支援をしつ

つ、売れ商品の見極め等製品を消費者に問う場として機能させていくことが期待されていた。 

4.5.2 OVOP グループに対するブティック OVOP での販売機会の提供 

ブティック OVOP は 2012 年 6 月に開業し、2014 年 3 月末で 1 年 9 ヵ月が経過した。当初はプ

ロジェクトチームが中心となって運営されていたが、徐々に手工業局に移管され、その過程にお

いて、ブティック OVOP の経営状況についても手工業局職員が真剣に議論するなど、オーナーシ

ップが醸成できたものと考えている。ブティック OVOP 運営のための諸費用はすでに手工業局の

予算内に確保されており、プロジェクト終了後も手工業局によって引き続き運営される予定であ

る。 

以下、これまでのブティック OVOP の運営実績とそこで得られた知見を述べる。 

(1) 販売実績と訪問者数 

2012 年 6 月の開業時から 2014 年 1 月のブティック OVOP での販売等の実績は下表のとおり

である。 

表 4.5-1  ブティック OVOP 販売等実績 

年月 
営業日数 
（日） 

販売総額 
（FCFA） 

販売数 
（個） 

訪問者数 
（人） 

顧客単価 
（FCFA） 

2012 年 6 月 16 398,700 713 296 1,347 
2012 年 7 月 26 638,100 1,068 408 1,564 
2012 年 8 月 27 616,550 798 303 2,035 
2012 年 9 月 25 543,950 906 275 1,978 
2012 年 10 月 22 603,500 774 278 2,171 
2012 年 11 月 26 624,000 745 322 1,938 
2012 年 12 月 25 474,900 428 236 2,012 
2013 年 1 月 24 393,700 338 128 3,076 
2013 年 2 月 24 447,650 520 253 1,769 
2013 年 3 月 26 618,600 914 289 2,140 
2013 年 4 月 24 638,850 890 270 2,366 
2013 年 5 月 24 901,750 1,061 240 3,757 
2013 年 6 月 25 1,110,200 1,326 311 3,570 
2013 年 7 月 26 778,050 887 305 2,551 
2013 年 8 月 25 582,250 742 170 3,425 
2013 年 9 月 25 520,000 637 175 2,971 
2013 年 10 月 26 705,450 762 280 2,519 
2013 年 11 月 24 509,300 547 156 3,265 
2013 年 12 月 25 608,650 781 199 3,059 
2014 年 1 月 25 591,550 986 126 4,695 

平均 
（営業日数について

は合計日数） 
490 615,285 791 251 2,610 

出典：プロジェクトチーム 

表 4.5-1 からもわかるように、訪問者数は徐々に減少してはいるものの、顧客単価は順調に増

加している。また、ブティックを始めてから半年間とその後 1 年間の平均月額売上、平均販売

個数と平均月間訪問者数を比較すると、どの項目についても、後半の 1 年間の方が明らかに改

善している。（以下表 4.5-2）。これは、ブティック OVOP が活動のなかで徐々に顧客の信頼を獲
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得し、一人の顧客が多くの製品を購入してくれるようになった、と分析できる。特に、2013 年

2 月から第 2 サイクルで選ばれた製品を新たに入荷することで陳列される製品の種類がほぼ倍

に増加したとともに、携帯電話の SMS を使って新製品を顧客に広報したことが、顧客を飽きさ

せないことにつながったと考えられる。2013 年 3 月以降、製品の売上や客単価が増加している

ことからも示されている。 

一方、新規訪問者数を獲得すべく、2013 年 1 月以降断続的に実施した店頭での製品紹介や、

2013 年 6 月に実施したラジオを通じたブティック OVOP の紹介は、確かに訪問者数の増加に寄

与したが、これらの活動を休止した 2013 年後半では、訪問者数が減少傾向にあることが上表に

おいて顕著に表れている。ブティック OVOP の製品単価は一般の市場と比較して安価というわ

けではない。必ずしも裕福ではないブティック OVOP 近隣の市民にとっては、製品品質や地方

の珍しい製品ということよりも価格を重視する傾向にあることが大きな要因ではないかと推察

される。 

表 4.5-2  ブティック OVOP 開店後半年間とその後 1 年間の比較 

期間 
平均月額売上 

（FCFA／月） 

平均販売個数 

（個／月） 

平均月間訪問者数 

（人／月） 

2012 年 6 月～2012 年 12 月 557,100 776 303 

2013 年 1 月～2014 年 1 月 646,615 799 223 

出典：プロジェクトチーム 

全体として、月額売上がそれほど伸びない傾向にあることから、訪問者数を増やすか、顧客

単価を上げるかという議論を手工業局と実施した。その際、手工業局側は、訪問者数を増やす

ことは勿論重要であるが、訪問者数を増やすにあたり、新規に顧客を獲得するのは容易ではな

いため、リピーターを重視し、より多く購入してもらうことが得策であるという考えを示した。

しかし、ブティック OVOP の機能に立ち返れば、新規顧客を開拓し、訪問者数を増やし、より

多くの人に OVOP 商品を認知してもらえるということが重要であり、今後そのための方策を講

じる必要がある。プロジェクト終了後、月に 1 回プロモーションを行うことが計画されている

が方策の 1 つであろう。 

4.5.3 OVOP グループに対する展示会やイベントへの参加の機会の提供 

(1) ファティック州、カオラック州における州展示会 

州展示会は、選考された OVOP 製品を一堂に集め、その生産者グループに販売する機会を提

供するとともに、両州の消費者の同製品、さらには OVOP プロジェクトに対する認知を高める

目的で、2011 年 12 月 23 日から 25 日の 3 日間、ファティック州、カオラック州において同時

開催した。23 日に行われた開会式には、両州の知事、副知事の参席を得て、優良 OVOP、OVOP、

OVOP 候補各々の生産者グループに対する賞状および賞品の授与も行った。展示会開催中は、

生産者グループ間の意見交換や試食なども行われ、これらは、生産者グループ同時のネットワ

ーク構築には有用であった。 

一方、集客面には今後の改善が求められる結果となった。準備期間の不足が最大の原因であ

ったが、ファティック州、カオラック州の製品をその地域で売るだけでは、大きな集客は期待

できないことが明らかになり、今後の開催にあたっては、イベントとしての魅力を高めること、
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州外からの参加者を呼び込むための工夫が必要であることが分かった。 

   
カオラック州における開会式 カオラック州知事のブース視察 展示会のブース（カオラック州） 

   
ファティック州における開会式 ファティック州開会式における生

産者グループへの賞状と賞品の授

与 

ファティック州 OVOP 展示会に参

加した生産者グループ 

出典：プロジェクトチーム 

(2) FIDAK への参加 

ファティック州、カオラック州の両州の生産者グループに対するマーケティング支援の一環

として、また、OVOP プロジェクトならびにブティック OVOP の認知度を高めるために、国際

展示会 FIDAK にプロジェクト期間中に 3 回独自のブース出展を行った。各回の概要を以下に記

載する。 

1)FIDAK 2011 

FIDAK2011 に参加した結果は次のとおりである。 

表 4.5-3  FIDAK2011 参加概要 
参加の目的 1)  セネガル国内での OVOP プロジェクトの認知度を高める。 

2) 生産者グループに対して、製品紹介のトレーニング機会を与える。 

3) 優良 OVOP 生産者グループならびに製品を展示会訪問者に紹介し、生産者グループとト

レーダーのビジネスマッチングに活用する。 

4) 生産者グループと消費者・トレーダーとの意見交換を促し、生産者グループ自身が製品の

改善点を認識する機会を与える。 

活動内容 (1) OVOP ブースの設営と生産者グループならびにカウンターパートの参加支援 

OVOP 特設ブースとして、2 ブース分（3m x 8m）を借り、OVOP プロジェクトならびに製

品と生産者グループを紹介した。ブースには、製品展示棚、試飲・試食テーブル、OVOP 紹

介ボードを設置するとともに、生産地の様子を模した壁紙をブース壁面に貼った。 

生産者グループならびにカウンターパートの参加を促すため、プロジェクトチームはブー

ス設営にかかる費用に加え、FIDAK 参加費や日当・宿泊費を負担した。負担額概要は以下の

とおりである。 
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項目 費用（FCFA） 
1 ブース設営費 3,496,700 
1.1 登録料・ブースレンタル機材レンタル 1,374,700 
1.2 ブース装飾費（壁紙、展示棚ほか） 2,122,000 
2 FIDAK 参加支援 1,100,000 
2.1 手工業会議所への交通費、宿泊費補助 300,000 
2.2 生産者グループへの交通費、宿泊費補助 640,000 
2.3 製品輸送費 40,000 
2.4 FIDAK 入場料 120,000 
  合計 4,596,700 

(2) 生産者グループに対するマーケティングワークショップ 

FIDAK 開催期間中に座学でのマーケティングワークショップを実施するとともに、FIDAK
会場を使って、訪問者に対する製品紹介の実地研修を実施した。同ワークショップの概要は

下表のとおりである。 

時間 内容 
Day 1 (会場：手工業局) 

10:00–10:30 Opening address and introduction of the training 
10:30–11:00 Lecture 1 

(1) Marketing mix and components 
(2) Product promotion and elements 

11:15-13:00 Lecture 2 
(3) Methods of product promotion 
(4) Exhibitions and consumer response 
(5) Discussion 

Day 2 (会場：FIDAK) 
10:00-11:00 Lecture 3 

(6) Product presentation 
11:00-13:00 Practice 1 

(7) Consumer response surveys 
Day 3 (会場：手工業局) 

10:00-11:00 Practice 2 
(8) Discussion on consumer responses 

11:15-13:00 Practice 3 
(9) Synthesis and program evaluation 
(10) Closing and distribution of certificates 

(3) 生産者グループによる OVOP プロジェクトならびに製品の紹介 

ブース訪問者に対して、優良 OVOP に選ばれた 10 生産者グループのうち、合計 8 団体が

FIDAK に参加した。この 8 団体が OVOP プロジェクトならびに製品を紹介するよう働きかけ

た。 

(4) 製品の販売と訪問者との意見交換 

生産者グループが主体となって、訪問者に対して、それぞれの製品へのコメントを求めた。

一部の訪問者には、手工業局職員ならびにプロジェクトチームが主体となって、予め準備し

た質問票に記入してもらうよう促した。 

またプロジェクトでは、事前に準備した名刺を各生産者グループに配り、できるだけ多く

の訪問者に対して、名刺を配布するよう促した。 
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OVOP ブースの全景 

写真左は OVOP 紹介ロールアップ。その右側は試食用

OVOP テーブル。 

OVOP ブース内 

ブース内には、優良 OVOP に選ばれた生産者グループ

と製品の紹介パネルが展示されている。 

  

優良 OVOP 製品を紹介する生産者達 

ブース内に生産者が溢れかえることを避けるため、プロジェクトでは 2 交代制を導入。各生産者グループは、

それぞれの州を代表して州の優良 OVOP 製品を紹介・販売していた。 

  

手工業局による質問票調査 

手工業局職員には、主として質問票調査を実施しても

らうとともに、生産者グループに結果をフィードバッ

クしてもらうよう依頼した。 

試食・試飲コーナー 

試食（貝・カシュナッツ）、試飲（ビサップジュース・

ヨーグルト）が始まると、多くの来訪者が集まった。

OVOP 製品は、総じて高評価であった。 

出典：プロジェクトチーム 
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売上と来場者数 

売上について、製品単価や消費者のニーズ等も異なるため単純な比較はできないが、生産者

グループの普段の販売量と比較すると、1 カ月の売り上げを上回る販売を記録した生産者グル

ープもいた。また、期間中に売り切れとなった生産者グループも多く、総じて生産者グループ

にとって販売の促進と製品をダカール市民に知ってもらう良い機会となった。 

また、12 日間のブース訪問者数は概算で 3,500 人程度であった。週末（金・土・日）と休日

（タマハリ/12 月 6 日）には、最大で 500 人ほどのブース訪問者があった一方、平日は閑散とし

ており、1 日平均 150 人程度であった。また、時間別では、一番のピークは 17 時～20 時頃の夕

方であり、次いで 12 時～14 時頃である。その他の時間は人通りがほとんどないという状況で

あった。 

訪問者からの意見 

生産者グループが訪問者から聞き取った主なコメントは以下のとおりである。 

1) 総論 

OVOP プロジェクトで扱われている製品は品質が高く（おいしい、異物混入が少ないなど）、

信頼できる製品が多いとのことであった。一度ブースで買い物をした訪問者が再度訪問し、同

じ商品を大量に買い上げるケースも見られた。 

2) パッケージ 

パッケージに対する消費者からの改善に向けたコメントは多く、オリジナリティがない、リ

サイクル瓶は買いたくない、持ち運ぶ最中にこぼれる、ビニールパッケージの封が空いている

などのコメントが多数寄せられた。 

3) ダカール市内での製品取扱い場所 

訪問者から、ダカール市内のどこで製品が買えるのかとの問い合わせが相次いだ。ファティ

ックやカオラックはダカールから遠く、一般の人々にとっては簡単に手に入れることができな

いためである。 

2)FIDAK 2012 

FIDAK2012 に参加した結果は次のとおりである。 

表 4.5-4  FIDAK2012 参加概要 

開催期間 当初予定開催期間：計 14 日間 

2012 年 11 月 29 日-12 月 12 日（その後、4 日間:12 月 16 日まで開催期間が延長となった） 

参加の目的 1) セネガル国内での OVOP プロジェクトの認知度を高める。 

2) 生産者グループに対して、販売、陳列のトレーニング機会を提供する。 

3) OVOP 生産者グループならびに製品を展示会訪問者に紹介し、生産者グループとトレーダ

ーのビジネスマッチングに活用する。 

4) 生産者グループが消費者からのフィードバックを受け、生産者グループ自身が製品の改善

点を認識する機会を提供する。 

5） ブースへの訪問者に対してブティック OVOP を紹介し、ブティックの集客、誘導の機会

として活用する。 

活動内容 (1) OVOP ブースの設営と生産者グループならびにカウンターパートの参加支援 

OVOP 特設ブースとして、2012 年は去年の倍の 4 ブース分（3m x 16m）を借り、生産者グ
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ループの販売スペース、OVOP プロジェクト紹介を行った。ブースには、製品展示棚、試飲・

試食テーブル、OVOP 紹介ボードを設置し、また昨年製作したブックレットに使用した生産

者グループの生産風景や生産地の自然の風景の写真をブース壁面に貼り、視覚的に一村一品

運動のテーマを訴えた。 

FIDAK への参加は生産者グループとカウンターパートにとって貴重なマーケティング研修

の機会であるため、プロジェクトはブース設営にかかる費用に加え、参加を促すことを目的

として FIDAK 参加費や日当・宿泊費を負担した。負担額概要は以下のとおりである。 

項目 費用（FCFA） 

1 ブース設営費 5,560,000 

1.1 登録料・ブースレンタル機材レンタル 2,800,000 

1.2 ブース装飾費（壁紙、展示棚ほか） 2,760,000 

2 FIDAK 参加支援 3,330,000 

2.1 手工業会議所への交通費、宿泊費補助 320,000 

2.2 生産者グループへの交通費、宿泊費補助 2,780,000 

2.3 製品輸送費 230,000 

3 販売促進費（キーホルダー・キャップ製作） 380,000 

  合計 9,270,000 

(2) 生産者グループに対するマーケティングワークショップ 

FIDAK 開催期間中に理論（座学）のマーケティングワークショップを実施するとともに、

FIDAK 会場を使って、訪問者に対する製品紹介の OJT を実施した。同ワークショップの概要

は下表のとおりである。1 Session は半日のコースとなっている。 

Session 内容 
1 

（理論） 
・マーケティングとは 
・マーケティング MIX の考え方とその構成要素 
・プロモーションのカギとなる要素 
・プロモーションの方法 
・イベントの機会利用 

2 
（OJT） 

・製品の陳列について 
・セールスにおける具体例 
・セールス活動の実施 

3 
（評価） 

・生産者グループの対応 
・まとめ 
・振り返り、評価 

(3) 生産者グループによる OVOP プロジェクトならびに製品の紹介、販売 

選定された両州の優良 OVOP と OVOP 生産者グループである 30 製品の生産者グループが

ブースでの販売をおこなった。 

(4) 販売機会の活用と消費者からのフィードバック 

生産者グループが主体となって、訪問者に対して、パッケージや品質についてのコメント

を求めた。手工業局職員が生産者グループに対して、予め準備した質問票をブース訪問客に

記入してもらうよう促し、製品改善に向けた貴重なフィードバックを得た。 

またプロジェクトでは、事前に準備した名刺を各生産者グループに配り、できるだけ多く

の訪問者に対して、名刺を配布するよう促した。またブティック OVOP のカードを配ってシ

ョップの宣伝をし、同じ製品が恒常的にダカールでも購入できることをアピールした。 
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OVOP ブースの全景 

Histoires で使用している生産者グループや生産の様

子、風景の写真を壁に貼ったことによって、来場者の

視覚にアピールし、ブースへの訪問を促した。 

OVOP ブース内 

ブース内にゆとりあるスペースを設け、ゆっくりとプ

ロジェクトや商品の説明ができるように配慮した。 

  

接客のトレーニングの効果 

椅子に座って待つことの多かった生産者グループだ

が、ワークショップ後、積極的に接客する姿が見られ

た。 

試食・試飲コーナー 

ビサップジュース、しょうがジュースの試飲をおこな

い、集客につなげ、販促をおこなった。またプロジェ

クトの説明もおこなった。 

出典：プロジェクトチーム 

売上と来場者数 

表 4.5-5  FIDAK 2012 における売上総額（単位 FCFA） 
 通常開催期間 

(14 日間) 
延長期間 
(4 日間) 

合計 日平均概算 

Fatick 816,500 155,500 972,000 54,000 
Kaolack 924,950 284,700 1,209,650 67,000 
合計 1,741,450 440,200 2,181,650 121,000 

出典：プロジェクトチーム 

日平均販売額で見た場合、ファティック州ではジュートバッグ (28,700 FCFA/day) 、カシュ

ナッツ (16,600FCFA/day)、フルーツシロップ (14,600 FCFA/day)、カオラック州ではチェレシリ

アル (20,400 FCFA/day)、ミックスシリアル (18,400 FCFA/day)、ピーナッツバター (15,000 

FCFA/day)が上位であった。 

また、OVOP ブースへの来場者数は、2012 年は概算で 4,500 人に上ったが、幾つかの生産者

4-50 



プロジェクト事業完了報告書 
 
グループは準備した製品の数量が十分ではなかったため、FIDAK 開催中の予想外の売れ行きで

製品が売り切れてしまい、貴重なマーケティング機会を逸してしまった。 

参加した生産者グループからのコメント 

FIDAK2012 終了後、生産者グループに対してアンケート調査を実施した。 

プロジェクトによる FIDAK2012 参加支援に対して、生産者グループは概ね満足していた。机

や椅子の不足、商談スペースの不足などの問題はあったが、マーケティングを実践する貴重な

機会となっていた。売上の大小にかかわらず、顧客との意見交換を通じて、製品改善のための

アイデアを得られたことに満足感を示していた。また、FIDAK 参加期間中に開催したマーケテ

ィングワークショップに関して、全体の 40%の生産者グループはこのようなワークショップを

受けた経験はなく、FIDAK 参加との相乗効果を認めていた。 

3)FIDAK 2013 

FIDAK 2013 に参加した結果は次のとおりである。 

表 4.5-6  FIDAK2013 参加概要 

開催期間 当初予定開催期間：計 14 日間 

2013 年 11 月 28 日-12 月 11 日（その後、4 日間:12 月 15 日まで開催期間が延長となった） 

参加の 

目的 

1) セネガル国内での OVOP の認知度を高める。 

2) 生産者グループに対して、販売、陳列、接客のトレーニング機会を提供する。 

3) 生産者グループ、製品を展示会訪問者に紹介し、生産者グループとトレーダーのビジネスマッ

チングに活用する。 

4) 消費者からのフィードバックを受け、生産者グループ自身が製品の改善点を認識する機会を提

供する。 

5)ブースへの訪問者に対してブティック OVOP を紹介し、ブティックへの集客、誘導の機会とする。 

活動内容 (1) OVOP ブースの設営と生産者グループならびにカウンターパートの参加支援 

OVOP 特設ブースとして、2013 年は去年の半分の 2 ブース分（3m x 8m）を借り、生産者グルー

プの販売スペース、OVOP プロジェクト紹介を行った。ブースには、製品展示棚、通路に面した販

売机と椅子、試飲・試食テーブル、OVOP 紹介ボードを設置した。ブース壁面には、セネガルの農

村地域や海沿いの生産者グループの作業の様子が描かれた赤と青を基調とするイラストを貼り、支

援対象層が視覚的にわかるように配慮した。 

FIDAK への参加は生産者グループとカウンターパートにとって貴重なマーケティング研修の機

会であるため、プロジェクトチームはブース設営にかかる費用に加え、参加を促すことを目的とし

て FIDAK 参加費や日当・宿泊費を負担した。負担額概要は以下のとおりである。 

項目 費用（FCFA） 
1 ブース設営費 4,880,000 

 
1.1 資材設置・清掃他 2,034,000 

 
1.2 登録料・ブースレンタル機材レンタル 1,976,000 

 
1.3 ブース装飾費（デザイン、壁紙、展示棚ほか） 870,000 

2 FIDAK 参加支援 2,020,950 

 
2.1 入館証・販売員・警備員報酬 590,000 

 
2.2 生産者グループへの交通費、宿泊費補助 1,295,000 

 
2.3 製品輸送費 135,950 

3 
販売促進費（T シャツ制作・FIDAK 用生産者グループ名刺制作

ほか） 
498,900 

4 研修費（マーケティングワークショップ） 700,000 

 
 合計 8,099,850 
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(2) 生産者グループに対するマーケティングワークショップ 

2011年は優良OVOPに選ばれた 10生産者グループのうち 8生産者グループ、2012年は優良OVOP
と OVOP 生産者グループの 30 生産者グループ、2013 年は第 1 サイクルの優良 OVOP である 7 生産

者グループ（塩、革、はちみつ以外）、第 2 サイクルの優良 OVOP である 10 生産者グループ（全グ

ループ）が参加した。 

研修はそれぞれのサイクルごとに各 2 日間で、今回も講師は外注した。内容は、主に、これまで

に学んだツールの復習、それらをどのように活用してその結果どうだったのか、何が困難だったか

を生産者グループ同士で共有し、解決策を生産者グループ同士で協議して提案するというグループ

ワーク形式で実施した。各生産者グループが、他の生産者グループがどのようにやっているのか、

マーケティング面でどのような課題を抱えているかなどを共有する良い機会になった。 

 内容 
1 日目 理論（座学）：ブース/蚤の市/見本市/展示会における販売促進のためのマー

ケティング基本概念とツールの復習（1 年次、2 年次の復習） 
グループワーク：前回の研修で学んだ内容を実際に生かす中で生産者グル

ープが直面した問題にかかる状況確認 
2 日目 グループワーク：問題に対する解決策の提案 

グループワーク：各生産者グループが活用してきた様々なマーケティング

ツールとそのインパクトについての共有 

(3) 生産者グループによる OVOP ならびに製品の紹介、販売 

昨年は 30 生産者グループを呼び、ブース内の的確な運営が困難であったため、今年は FIDAK の

期間を前半（11 月 28 日～12 月 4 日）と後半（12 月 5 日～12 月 11 日）の 7 日ずつに分け、以下の

通り運営した。 

・前半：2011 年優良 OVOP のうちの 7 生産者グループが出展 
・後半：2012 年の優良 OVOP の 10 生産者グループが出展 

(4) 販売機会の活用と消費者からのフィードバック 

生産者グループが主体となって、訪問者に対して、パッケージや品質についてのコメントを求め

たが、手工業局職員もブースにおいて適宜、販売促進に貢献した。必要に応じてブティック OVOP
の名刺も配布してブティック OVOP の宣伝し、同じ製品がダカールのブティック OVOP でも購入

できることをアピールした。 

  

ブースの壁面のデザイン（一部） 

農村部の生産者グループの活動の様子を描いた壁面。 

ブースの壁面のデザイン（その 2） 

沿岸部の生産者グループの活動の様子を描いた壁面。 
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生産者の販売の様子 

売り上げの記録をきちんとつける生産者の様子。ブッ

クキーピング研修により、帳簿を付けることの大切さ

を理解したことの効果の一部である。 

顧客の声によるパッケージングの改善・工夫 

モリンガパウダーについて「瓶は割れる。ビニル袋に

入ったものがほしい」との消費者の声から、ビニル袋

入りのバージョンを追加した（写真右・上）。 

  

ブースの様子 

今年は、この 3 年間で最も多く、概算 6,500 人もの訪

問客が OVOP ブースを訪れた。写真は、ファティッ

ク州の貝の生産者と訪問客のやりとりの様子。 

生産者の接客の様子 

マングローブ蜂蜜について質問する訪問客に対し、椅

子から立ち上がり、笑顔で接客する生産者。研修前は

椅子に深く座ったまま笑顔もなかったが、このような

対応の変化は研修の直接的効果と言える。 

出典：プロジェクトチーム 

売上と来場者数 

表 4.5-7  FIDAK 2013 における売上総額（単位：FCFA） 

 
通常開催期間  

(14 日間) 
延長期間  
(4 日間) 

合計 日平均 

Fatick 880,150 314,600 1,194,750 66,375 

Kaolack 663,425 210,500 873,925 48,550 

合計 1,543,575 525,100 2,068,675 114,926 

出典：プロジェクトチーム 

日平均販売額で見た場合、ファティック州ではカシュナッツ (12,018FCFA/day) 、貝加工

(12,000FCFA/day)、ジュートバッグ (11,921FCFA/day)、カオラック州ではピーナツバター 

(11,364FCFA/day)、ビサップティー (7,071FCFA/day)、モリンガパウダー(6,250 FCFA/day)が上位

であった。 

OVOP ブースへの来場者数は、概算で、2011 年は 3,500 人、2012 年は 4,500 人そして 2013 年
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は 6,500 人にも上った。しかしながら、日平均売上額で見た場合、昨年より売上額は下がって

いる。これは、ブースの規模を去年の半分まで縮小したこと、同時に出展する生産者グループ

の数を 2011 年優良 OVOP のうちの７生産者グループと 2012 年の優良 OVOP の 10 生産者グル

ープを前半と後半に分けて出展する方法をとったため、同時にブース内に陳列できる製品のバ

ラエティが低く、通り過ぎる訪問客に OVOP プログラムや多くの製品の魅力を伝えきれなかっ

たという点に起因している可能性がある。プロジェクトの支援で FIDAK に 3 年間出展したこと

は、今後、手工業局がこういった展示会に出展する際の参考になる。 

マーケティング研修 

先に記述した FIDAK に向けたマーケティング研修に対する生産者、講師のコメントは以下の

とおりである。 

参加した生産者グループ（2011 年、2012 年の優良 OVOP）からのコメント 

研修の内容が具体的で、すぐ実践できるのが良い。／バイヤーの値引き交渉にどのように対応するべきか改めて

理解できた。／マーケティングチャネルを増やすことの重要性を改めて確認できた。／問題の内部、外部に関わ

らず、自分たちでどう問題を解決するべきかを理解できたのが大きい。／リーダーとして必要な資質とは何かを

理解できた。／陳列方法を工夫することの大切さを実感し、すぐに FIDAK のブースで実践した。／1 年目の復

習ができたのが良かった。ファンドを探すときの注意なども理解でき、良かった。／生産者グループ各自が直面

している課題に基づいて研修が行われた点が良かった。 

講師からのコメント 

研修・FIDAK 全体 

生産者グループは、ランニングコストの不足、パッケージや製品ラベルの不足、原材料の欠如や不足などから

FIDAK における販売に向けて十分な量を生産するのが難しい。／ブースにプロジェクトのバナーを貼るとより

集客に効果があると考えるため、次回からはバナーを掲示することが好ましい。／生産者グループをブースの設

営のプロセスに巻き込むことで、ブース内での生産者グループ同士の共存を円滑にする。／各生産地からの製品

の輸送費の高さは、生産者グループにとって障壁である。／生産者グループごとに参加者が一人のみということ

は、研修で得た知識の波及に限界をもたらしていると考えられる。また、生産者グループごとに FIDAK への参

加者がひとりしかいないことは、その参加者がブースを離れにくい状況を引き起こしており、ほかのブースへ出

向いて自分の製品のプロモーションをする、新規顧客を開拓するといった貴重な機会を逃す状況になっている。

専ら FIDAK 時のブース販売のために雇用された販売員もいたが、彼女らはプロジェクト内容や生産者グループ、

製品について熟知しているわけでないため、必ずしも的確な接客をできず、販売につながらない可能性がある。

そのため、生産者グループはその場から離れたがらない。 

生産者グループ側に見られた改善点 

販促方法：試飲や試食は生産者数名が自ら実施していた。また利益やコストを計算に入れつつ、販売価格を下げ

るアプローチをとっている生産者も見られた。 

接客：これまでと比較し、接客アプローチ ― 笑顔や顧客へのアプローチ、顧客が望んでいるもの、顧客の要求

を知るために質問から入るアプローチなど ― が改善されていた。 

製品の見せ方：訪問者サイン帳に記入された顧客意見等を参考にし、パッケージングやラベルを改善したり、少

量のパッケージを作ることで値段をできるだけ安くし、多くの顧客がアクセスしやすいよう工夫したりする生産

者も見られた。 

交渉技術：生産者は、交渉技術を十分に身につけており、販売額増加に大きく貢献していると判断できる。生産

者とパートナーシップを締結したバイヤー数が大幅に増加した。 

提言 

今回改めて感じたのは、生産者グループごとに的確なマーケティングツールは異なるということである。そのた

め、FIDAK の準備段階でマーケティング面について、各生産者グループそれぞれに対し適切に指導することが

必要である。 
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FIDAK へ参加する意義と教訓 

FIDAK は、30 万人以上（2012 年データ）の訪問者数を誇る国際展示会であり、西アフリカ

地域全体で見ても大規模な展示会のひとつである。そのため、販路、顧客の発掘には非常に重

要な機会となった。FIDAK にはプロジェクト期間中に 3 回参加したが、多くの新規バイヤーの

開拓、また OVOP プロジェクトの宣伝になっており、当プロジェクトで選抜された生産者グル

ープも FIDAK における販売の機会の重要性を指摘している。よって、プロジェクト終了後も、

手工業省あるいは州ごとのブース内で一部場所を確保するなどの方法も検討しつつ、FIDAK へ

の出展は継続すべきであると考えられる。 

FIDAK は販売促進や接客等のトレーニングやマーケティング機会としても重要であり、生産

者グループ内または近隣の生産者グループと研修内容を共有するようにプロジェクトからは伝

えてきた。ただし、ブースの物理的スペースの都合から、各生産者グループからの参加者を代

表者 1 名のみに限っており、生産者グループによってはワークショップ内容の波及効果に限界

があったことは否めなかった。生産者グループ内に将来のリーダーを育てるという観点から、

代表者とともに、若いメンバーも参加させていれば、より OVOP の理念に沿う活動になったの

ではないかと考えられる。また、こういった展示会の機会に、通常は別の場所で活動をしてい

る生産者グループ同士が一堂に会し、意見・情報交換をする場としても機能したため、やはり

FIDAK への参加は重要と判断される。 

将来、手工業局が FIDAK ブース出展を検討する場合、カザマンス州のブースが参考となる。

FIDAK2013 ではカザマンス州のコーナーが、同じデザインの布をすべての生産者グループのブ

ースに装飾して統一感を出しており、生産者グループ同士の一体感も感じられた。聞き取りに

よると、カザマンス州の手工業会議所のアイデアで費用をかけずに行ったとのことであった。

このように、装飾に特に多くの資金を投入せずとも、工夫次第で視覚的に訴えるブースを設営

することができる。今後、OVOP 生産者グループの販売・マーケティングの機会として、手工

業局が独自でブースを出せるかは予算に左右されるが、こうしたカザマンス州の例などを参考

に、局のイニシアティブで生産者グループ同士の一体感の醸成を行うことができれば一層効果

的となるであろう。 

4.5.4 OVOP グループに対する販路拡大に係る支援 

(1) 販路拡大（国内マーケットの開拓） 

生産者グループの販路拡大に大きく貢献したのは FIDAK とブティック OVOP であった。と

りわけ、ブティック OVOP を通じて商品を知ったバイヤーが直接生産者グループから購入を開

始した例が幾つもあり、ブティックOVOPの重要性が確認された。当初はブティックOVOP が、

卸販売チャンネルの拠点としての役割を担うことも期待されていた。しかし、これまでのブテ

ィック OVOP の運営を通して、ブティック OVOP では生産者グループとバイヤーの仲介役に徹

し、実際の商談等は生産者グループとバイヤーで直接行うことが効率的且つ持続的であるとい

うことが明らかとなった。 

OVOP ウェブサイトも販路の開拓に貢献してきた。ウェブサイトを通じて商談を持ちかけて

きた国内バイヤーも複数見られたことから潜在的顧客へのアプローチとしてウェブサイトの存

在は大きいと判断される。加えて、生産者グループ紹介パンフレット HISTORIES も強力なプロ
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モーションツールとなり販路拡大に貢献してきた。 

また、ダカールの二ヶ所の小売店において、市場調査の意味も含め、OVOP ロゴシールを付

けた OVOP 製品が試験的に販売された。その販売実績は以下のとおりである。 

表 4.5-8  ダカールの小売店での販売実績 

営業した店舗 販売した製品（売掛） 数量 
ブティック

OVOP での単価 
各店舗での 

金額 
各店舗での 
上乗せ割合 

店舗名：My Shop 
(Point E, Rondpoint 
Fass) 

ビサップシロップ（1L） 3 2,100 2,625 25% 

マッドシロップ（1L） 10 2,100 2,625 25% 

レモンシロップ（1L） 3 2,100 2,625 25% 

タマリンドシロップ（1L） 3 2,100 2,625 25% 

ビサップティー1 箱 
（20 袋入り） 

10 1,000 1,250 25% 

店舗名：Aloha 
(Mermoz) 

ピーナツペースト（1 kg） 50 1,200 1,500 25% 

ビサップティー（1L） 5 1,000 1,300 30% 

出典：プロジェクトチーム 

ブティック OVOP 以外の小売店において販売される場合、原価（ブティックにおける販売価

格）の 25～30%上乗せした価格を各店舗側で設定したが、その上乗せ価格でも購入されること

が分かった。例えば、上記店舗では、OVOP 生産者グループ以外のシロップ類も販売されてお

り、店舗における販売価格はほかの同類の製品よりも高額であるにも関わらず、OVOP 製品が

購入されたことに関し、店舗より聞き取りを行った結果、地場製品を好んで購入するような顧

客が購入者となっていることが明らかとなった。引き続き、こういった店舗に置いて販売する

ことで、販路拡大、かつ同時に市場調査を実施していくことが望まれる。 

(2) 販路拡大（国外マーケットの開拓） 

本プロジェクトが支援した生産者グループの製品で海外マーケットでの販売チャンネルを獲

得した一例として日本企業 FANCL へ販売した塩が挙げられる。現在のところ、販売実績とし

ては、数百キロが販売されたのみではあるものの、セネガルの地方の一生産者グループの生成

する塩が日本の大企業によって販売されるようになったことは特筆に値するだろう。 

欧米市場への輸出も期待されたオーガニック/フェアトレードのビサップティーだが、プロジ

ェクト終了時において認証の再取得中であり、輸出には至っていない。 

また、FIDAK は諸外国からもバイヤーが訪れるため、国外への販路開拓の一助となった。実

現はしていないものの、FIDAK 期間中に輸出にかかる商談をした生産者グループも見受けられ

た。加えて、先の国内マーケット開拓の項目で述べたとおり、国内外問わず、OVOP ウェブサ

イトを通じた外部からの問合せは増加傾向にある。ウェブサイトが 3 ヶ国語（仏語、英語、日

本語）で掲載されているのも功を奏していると考えられる。 

FRA 支援 

ブティック OVOP で飲食品を販売するためには、セネガル国内の食品販売基準である FRA 認

証を取得する必要がある。プロジェクトでは、3 つあるカテゴリーの”OVOP”以上に選抜される

と、ブティック OVOP で販売する権利があることとしてきた。当初は手工業局の判断により、

FRA認証が未取得ながらもブティックOVOPにて製品販売する機会を有する生産者グループも
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存在していた。そのため、プロジェクトでは、そういった生産者グループに対しては FRA 認証

の取得を支援してきた。 

FRA の認証取得には、現場視察と食品サンプルの衛生試験の 2 つに合格する必要があり、こ

の認証取得には半年以上かかる。しかし、プロジェクトでは、手工業局による継続的なモニタ

リングと、手工業会議所による現場視察の的確な手配により、3 カ月以内という短期間での認

証取得に成功した。また FRA の認証取得には複数の行政機関との連携が必要となるが、これに

関しても、手工業局と手工業会議所の努力により、円滑な連携が促進され、効果的な行政サー

ビスを提供できた。 

プロジェクトによる支援状況は以下のとおりである。 

表 4.5-9  プロジェクトの FRA 認証取得支援 

  

FRA をとるべき

食品加工業に従

事する生産者グ

ループ数 

もともと FRA
を保有してい

た生産者グル

ープ数 

プロジェクト期間中に申

請を開始し、かつ、FRA
を取得できた生産者グル

ープ数* 

食品加工業に従

事する生産者グ

ループの FRA保

有率 
Fatick の優良

OVOP と OVOP
生産者グループ 

2011 年 15 グループ 1 グループ 3 グループ 約 27% 

2012 年 10 グループ 2 グループ 3 グループ 約 50% 

Kaolack の優良

OVOP と OVOP
生産者グループ 

2011 年 15 グループ 5 グループ 2 グループ 約 47% 

2012 年 13 グループ 5 グループ 6 グループ 約 85% 

*もともと FRA を保有していた生産者グループを除く 

出典：プロジェクトチーム 

費用の確保及び申請手続きが煩雑なため、対象となる生産者グループが独力で FRA を取得す

ることが困難である場合が多い。しかし上記の通り、本プロジェクトの支援により多くの生産

者グループが FRA 認証取得するに至った。 

また、FRA 認証の有無は、製品の衛生面での信頼性を担保に大きく寄与し、一般の小売店や

大型食料品店で販売できることで販路拡大も期待される。あるいは、生産者グループが、海外

市場を視野に入れる場合、公的食品衛生基準を保有しているかどうかはバイヤーによっては製

品選定の一つの基準となるだろう。 

このことから、プロジェクト終了後も、手工業局が FRA 認証を所轄する行政部門と協力し、

生産者グループの認証取得が円滑に運ぶよう、引き続き支援していくことが重要である。 

(3) 外部からの問い合わせ 

ウェブサイトを通じた外部からの問い合わせはヨーロッパや中東から以下の通り届いてきて

いた。手工業局がこういった引き合いに迅速に対応できるよう、体制をより強化していくこと

が望まれる。 
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表 4.5-10  OVOP ウェブサイトを通じた外部からの問い合わせ 

 
問合せ元 問合対象製品 問合せ内容 国 

連絡先／会社タイプ 
（わかる場合のみ） 

1 

CENTRO CONSULENZA 
DISSO 

Via Vicenza n° 8A - CAP 
00185 ROMA ITALIA 

(angolo via Marsala a 100mt 
dalla Stazione Termini 

Roma) 

鞣し革、カシュ

ナッツ、マング

ローブ蜂蜜 

値段、パッケー

ジの種類、入手

可能な数量、納

期など。連携の

可能性。 

イタリア 

Cell: +39 3294588464 / +39 
3802527591 

Email: 
associazionedisso@libero.it 

2 

Service Commercial ABBI 
groupe 

NINEA: 30463242V2   
RC: SN – DKR 2008 

ABBI GROUP Km 2,5 route 
de Rufisque 

Mbao ville neuve villa 
N°125                                                                          

Dakar, Sénégal 

ハイビスカス

（ビサップ） 

値段、納期、ビ

サップ生産者グ

ループの情報

（コンタクト

先） 

セネガル 

www.abbigroupe.com 
Tél :  +221 77 720 56 56/33 

836 59 69 
Email:  

mg.abbigroup@gmail.com 

3 

BRANIPP Conseils & 
SETRA – Senégalaise de 
Trading et d’Agriculture 
21, Av. Faidherbe B.P. 82 

Dakar, Sénégal 

モリンガの種、

純度の高い粒子

の細かいモリン

ガパウダーとモ

リンガオイル 

ドイツ、フラン

ス系の会社向け

に販売するため

のモリンガ製品

の値段 

セネガル 
Christian DEVIGNE 
Tél:   77 402 50 60                                               

Email: branipp@yahoo.com 

4 

Agrana Nile Fruits SAE 
Roland Manadily 
Sales Executive 

Al Obour Industrial City – 
Zone (A) 

Cairo, Egypt 

特定の製品なし 連携の可能性 エジプト 

Tél : +202 4610 2274 
M: +2 010 1565 4895 
www.eg.agrana.com 

会社の種類：乳製品会社向け

のフルーツ加工会社 

5 
Margafrique (Morocco) 

 
ピーナツぺース

ト 
ピーナツペース

トの見積依頼 
モロッコ 

http://www.margafrique.com/ 
Laila Halim 

dep.tech@margafrique.com 
取扱製品（ブランド）：Vitale, 

Cheezy, Hollandaise, Atlas 

6 
Soleil International Suarl 

Sénégal 
カシュナッツ 

カシュナッツの

値段 
セネガル 

labaguisse@gmail.com 
 Ndèye Laba Guisse 

7 
Anass Eddini, Sales | Honey 

& More 
Netherlands 

マングローブ蜂

蜜 

生のマングロー

ブ蜂蜜のセネガ

ルからオランダ

への輸入 

オランダ 

Tél:  071 523 07 88 
www.honeyandmore.nl 

Email:sales@honeyandmore.nl 
facebook.com/honeyandmore 

出典：プロジェクトチーム 

プロジェクト終了時点において、手工業局は、セネガル国内におけるホテル関連業務を統括

している観光省規制局との連携を試みている。2014 年 2 月 28 日には規制局と手工業局で会合

を持ち、協議を通じて出張販売、ブティック OVOP 訪問を観光客向けツアーのコースに含める

等様々な具体的アイデアが提案された。この連携が進めば、ダカールの高級ホテルにおけるお

土産物コーナーで OVOP 製品が恒常的に販売される可能性等もあり、大きな販路開拓につなが

っていくものと期待される。 
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(4) 海外輸出をする上での課題 

塩や前述のビサップティーなどに言えることであるが、当プロジェクトが対象としている生

産者グループのレベルで、特に最終製品の形で海外市場を狙うのは以下が問題点として挙げら

れる。 

• ロット（量）：取引にかかる諸費用を考えると、ある程度の規模のロットが必要になるが、

生産者グループのレベルではその需要に応じられない場合が多い。 

• 納期：資本力、マネジメント能力の不足により、バイヤーの求める納期を守れない場合

が多い。 

• 輸出手続き：輸出を行ったことのない生産者グループが輸出免許を取得したり、輸出の

手続きをおこなうことは事務処理能力から判断して難しい。 

• パッケージ：輸出先の市場の要求基準（材質、記載内容、品質）を満たすパッケージが

作れない。 

そのため、輸出は、例えば塩やビサップティーのように原料または半加工品で、かつ、組合

連合などを組織していて、ある程度資金力があり、大きなロットに対応できる場合のみ可能性

がある。輸出が可能であるとしても、バルクで購入され、販売国において最終的にパッケージ

ングの上、販売されるというのが現実的と言える。 

先に述べた FANCL の塩の取引も、プロジェクト終了後も継続することを FANCL 側が希望し

ており、生産者グループ、手工業会議所、FANCL の間で取引が実施できるようにシステムを構

築した。しかし輸出については、輸出振興を専門的に取り扱う省庁である輸出振興機構

(ASEPEX) が存在しており、手工業局の管轄ではなく、プロジェクトで支援をするには構造的

に難しい。より円滑に取引を進めるためには、今後、OVOP 製品の輸出を考える場合、この

ASEPEX との連携が欠かせないと言える。 

(5) 生産者グループ自身による販路の拡大 

生産者グループ自身による販路開拓も以下の通り実践されており、プロジェクトで実施した

マーケティング研修の効果の一部であると言える。また、生産者グループのレベルでも、

HISTOIRES が積極的にプロモーションツールとして活用されており、HISTOIRES を通じてコン

タクトをとってきたバイヤーもいた。 
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表 4.5-11  生産者グループとバイヤーの直接取引実績（問い合わせ、販路拡大） 

ファティック州 

生産者グループ 製品 売り先 備考（あれば） 

Espace Beauté 
Yagora 

ジュートバッグ フランス人女性 
(個人バイヤー) 

デポジット販売 

 Royal Lodge  ファティックの観光客向けホテル 
織布 フランス人女性 

(個人バイヤー) 
デポジット販売 

Ngodane 二枚貝 CIDA CIDA と連携している NGO が生産サ

イトの改装支援を実施する予定 

 
海産物 (巻貝,二枚貝, 
海老, 牡蠣 etc.) 

韓国 韓国における海産物の国際展示会に

出品（展示のみ） 

 
ミックス海産物 ンブール市の私立学校 1 ヵ月に一度、ンブール市の学校から

注文がある 

UGAO ビサップジュース カオラックのセネガル
NGO 

原料購入のためのパートナーシップ

を締結し、1kg700FCFA で 100kg 購入 

 

ビサップシロップ カリタス（キリスト教系

NGO） 
2013 年 11 月にカオラックで実施され

た販売会に NGO カリタスがつなぎ、

そこで売ることができた 
Djagook Yacine スンプシロップ ファティック州の魚市場 魚市場の近くに生産サイトが移動 

 
ビサップ・バオバブ・

ディタジュース 
ファティック州の魚市場 魚市場の近くに生産サイトが移動 

Bokk Jom de Passy カシュナッツ モロッコ在住のセネガル

人コレクター 
HISTOIRES によってパートナーシッ

プを締結することができた 

  

ダカール在住のコレクタ

ー 
ダカールのコレクター数名が当生産

者グループの年間生産量の 40％を占

めるほどのカシュナッツを注文する。

彼らは小売業者か輸出業者のいずれ

か。 
Gnasse Mane 海産物（巻貝、二枚貝、

海老、牡蠣 etc.） 
手工業局の職員 移動して販売している(Street Vending) 

  
Arc en ciel  
(カオラックのホテル) 

デポジット販売 

Union Communale 
de Femmes de 
Foudiougne 

ジンジャー・ビサッ

プ・タマリンドジュー

ス 

フンジュン県の地方議会 地方議会がミーティングを開催する

際、コーヒーブレイク用として注文が

ある 
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カオラック州 

生産者グループ 製品 売り先 備考（あれば） 
Baboc pressing  モリンガパウダー フランス 

(ある会社のために働いて

いるフランス人バイヤー)  

FIDAK を通じて 

 アメリカ 
（アメリカ在住のセネガ

ル人） 

問合せのみ 

モリンガパウダーとモ

リンガオイル 
コートジボワール 
（個人バイヤー） 

商工会議所を通じてモロッコ展示会

に出品した（商工会議所が製品をモロ

ッコに運搬） 
Daan Dole 石鹸 地元の薬局 ― 

皮膚科（Les Grandes 
Endémies） 

― 

Wack Ngouna II ピーナツペースト デュップル（Dieupeul）地

区の小売店数店 
― 

GIPA ピーナツバター カオラックの CCPA 本部 CCPA は当 GIE の親組織。デポジット

販売のシステムがあり、この親組織で

GIE の製品が販売される。 
セネガル在住のカナダ人

パートナー 
カオラック在住の CECI(CIDA)の職員

が定期的にピーナツバターを注文し

カナダへ輸出 
Katama ビサップティー カオラックの商店 カオラックの商店 2 店舗でデポジッ

ト販売 
Q.AB.COO 有機ビサップ 輸出振興庁カオラック支

部（ASEPEX Kaolack） 
ASEPEX は商工会議所の核を成すロ

ーカル製品の輸出を促進する機構。

ASEPEX の支援により、ガーナと英国

の新規の連携の話が持ち上がってい

る。 

出典：プロジェクトチーム 

4.6 OVOP プログラムによる広報活動 

4.6.1 OVOP ロゴの作成と活用 

(1) ロゴの作成 

ロゴには、製品のブランド化・差別化を促す効果に加え、関係者の

一村一品に対する参加意欲を高める効果がある。そのため、プロジェ

クトではセネガルOVOPプログラムのためのロゴを関係者からの意見

を聞きながら作成した。 

最終的に出来あがったロゴは右のとおりである。セネガルの国旗を

ロゴの周囲に配し、中央には OVOP の文字を明記した。OVOP の文字

の下には、「Un Village Un Produit（フランス語で一村一品）」と書かれ

ている。OVOP の文字の上には、セネガルの象徴であるバオバブの木、

下には Village Product を表す村落の影が表されている。今後セネガルの OVOP 製品が世界に広

く知られることを願い、中央に日の出の太陽を模した黄色の円が描かれている。 

(2) ロゴの活用 

OVOP のロゴの主な活用方法は、下表のとおりである。 

 

図 4.6-1  セネガル

OVOP のロゴ 
出典：プロジェクトチーム 
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表 4.6-1  OVOP ロゴの活用 

項目 活用方法 

OVOP プログラムの広報 作成した全資料に対する OVOP ロゴの添付や、ブティック OVOP や JICA 貸与車輌

へのシールの貼りつけ等、様々な機会を通じて、OVOP の名前ができる限り生産者

グループや一般消費者の目に留まるよう配慮した。 

OVOP 製品の補償 ブティック OVOP の全製品に OVOP ロゴを貼りつけ、地方の生産者グループが製

造した高品質の製品であることの証明として活用した。 

出典：プロジェクトチーム 

4.6.2 パンフレットの作成 

プロジェクト広報の一環として、プロジェクト第 1 年次には、プロジェクト紹介パンフレット

を作成した。主に、プロジェクトに深く関与してもらいたいセネガル政府関係者と援助関係者を

対象として作成し、OVOP プログラムの全体像を伝えることに配慮した。 

  
パンフレット前面 パンフレット背面 

出典：プロジェクトチーム 

図 4.6-2  プロジェクトのパンフレット 

4.6.3 製品紹介 

プロジェクトでは、OVOP プロジェクトの広報と、ファティック州・カオラック州の選定され

た生産者グループと製品を紹介することを目的とした冊子『HISTOIRES』を作成した。HISTOIRES 

2012 では第 1 サイクルの優良 OVOP に選ばれた製品とその生産者グループを取り挙げたが、

HISTOIRES 2013 では、第 1 サイクル、第 2 サイクルの全優良 OVOP と OVOP 製品、そしてその

生産者グループを取り扱った。 

これらの資料はセミナーを通じて関係機関に配布するとともに、広く OVOP プロジェクトを知

ってもらうためにブティック OVOP でも店舗を訪れる消費者に配布した。また、掲載されている

生産者グループにも数部を配布し、生産者グループ自身の製品プロモーションに活用された。 

生産者グループは、本冊子に紹介されたことに大きな誇りを感じるとともに、製品販売の際に

は販売店からの信用を勝ち取るために使用された。また、各生産者グループは自分たちの製品を

販売店に紹介する際に本冊子を使っていたが、併せて他の生産者グループの製品も紹介し、販路

拡大において生産者グループ間で協力していた。これも HISTOIRES の効果であった。 
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HISTOIRES 2012 HISTOIRES 2013 

出典：プロジェクトチーム 

図 4.6-3  OVOP 製品と生産者グループを紹介する冊子 HISTOIRES 

4.6.4 OVOP ウェブサイト 

手工業局では、独自のウェブサイトを有している。しかし、OVOP 専用のウェブサイトを構築

するには自由度が低く、修正するには多大な時間と資金を要することが判明した。セネガルのイ

ンターネット利用者数は限られているが、インターネットを使った広報、普及手段の確立と利用

方法の検討は、プロジェクトの活動のみならず手工業局にとって将来必要になる技術である。そ

のため、以下を目的として OVOP ウェブサイトを立ち上げた。 

1) OVOP の理念や活動内容をセネガル国内外に発信し活動に関心を持ってもらうことによって、

民間企業や支援団体との連携を構築し、セネガル OVOP の活動の輪を広げる。 

2) セネガル OVOP の製品情報を発信し、流通業者、小売店、消費者に対して、OVOP 製品の販

売促進を図るとともに、生産者グループとのマッチング機会を提供する。 

3) 一連のインターネット上での情報発信を、手工業局と共同で実施することにより、ウェブサ

イト運営に関する技術移転を図るとともに、得られた知見を手工業局内に蓄積し、将来のよりよ

い情報発信に役立てる。 

ウェブサイトの概要は以下のとおりである。 
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表 4.6-2  OVOP ウェブサイトの概要 
サイト URL http://ovop.sn 
使用言語 フランス語、英語、日本語 

サイトの外観と 
コンテンツ 

 
ホーム OVOP プログラムの活動とブティック OVOP の近況報告 

一村一品 OVOP の概要や、セネガル OVOP プログラムでの製品選考など 
製品 選考で選ばれた製品の紹介 

サポーター OVOP プログラムのサポーターの募集 
問合せ 一村一品事務局やブティック OVOP へのコンタクト 

出典：プロジェクトチーム 

 

2012 年 7 月に公開以降、ウェブサイトには合計 5,000 名以上が訪問し、ページビューでは約

20,000 件、セネガル、日本、フランス、アメリカ、タイなど、計 137 の国と地域からのアクセス

があった。OVOP プロジェクトに対する製品取引に関する問い合わせも 30 件以上が届く結果とな

った。これらの情報は生産者グループにも伝え、直接生産者グループから連絡を取ってもらった

ケースもある。 

なお、上記ウェブサイトに比較して維持管理費がかからず、更新も容易であることから手工業

局の Facebook を 2014 年 1 月に作成した。手工業局の管理下の下、ウェブサイトの情報を少しず

つ移管しながら、新しい情報を追加していく予定となっている。 

4.6.5 OVOP ニュースレター 

将来、セネガル全土への OVOP の普及を目指す手工業局

の主導で、2012 年 10 月から OVOP ニュースレターを発行

してきた。同ニュースレターでは、OVOP の活動報告が主

であるが、併せて、OVOP の仕組みについても理解が進む

よう構成に配慮した。配布対象は一村一品中央委員会や、

ファティック州、カオラック州の一村一品州委員会に加え

て、援助機関や関係各省、プロジェクト対象州以外の州手

工業会議所などであり、プロジェクトでは計 4 回のニュー

スレターを配信した。 

 

 

 
図 4.6-4  第 1 回 OVOP ニュース 

レターの表紙 
出典：プロジェクトチーム 

4-64 



プロジェクト事業完了報告書 
 
4.7 将来への布石 

4.7.1 OVOP ナショナルセミナー 

本プロジェクトの活動を通じて得られた知見を還元するとともに、手工業局が考えるセネガル

OVOP プログラムの全国展開に向けて、以下のとおり、OVOP ナショナルセミナーを開催した。 

表 4.7-1  OVOP ナショナルセミナーの概要 

目的 ・本プロジェクトの活動を通じて得られた知見を関係者ならびに他州の手工業会議所に還

元する 

・セネガル OVOP プログラムの全国展開に向けた準備を開始する。 

開催場所 Savana Hotel (ダカール市内) 

参加者 一村一品中央委員会、各州の手工業会議所代表者、関連支援機関 

プログラム 

 

 
第 1 回：2013 年 5 月 29 日 

09:00 – 09:30 開会挨拶 
09:30 – 10:30 セッション 1：OVOP プログラムについて 

（一村一品運動とは、セネガル OVOP プログラムの戦略） 
10:30 – 10:45 コーヒーブレイク 
10:45 - 11:45 セッション 2：セネガル OVOP プロジェクトとは 

（OVOP 選考の方法、セネガル OVOP プロジェクトが重視する要素） 
11:45 – 13:00 セッション 3：セネガル OVOP プロジェクトの活動例 

（ファティック州、カオラック州での活動、OVOP 製品の紹介） 
13:00 – 13:30 セッション 4：各州の地場産業の発展に向けて 

（第 2 回 OVOP ナショナルセミナーの説明、各州への宿題） 
13:30 – 14:00 閉会挨拶 

第 2 回：2013 年 6 月 25 日 
09:00 – 09:30 開会挨拶 
09:30 – 11:00 セッション 1：手工業会議所による各州の地場産業の現状の発表 (1) 
11:00 – 11:15 質疑応答 
11:15 – 11:30 コーヒーブレイク 
11:30 - 13:00 セッション 2：手工業会議所による各州の地場産業の現状の発表 (2) 
13:00 – 13:15 質疑応答 
13:15 – 13:30 セッション 3：手工業局の描く OVOP プログラムの将来ビジョン 
13:30 – 14:00 閉会挨拶 

 

出典：プロジェクトチーム 

上記の一連の会議では、各手工業会議所ならびに関係機関から OVOP プログラムのこれまでの

活動の成果に対する高い評価とともに、ファティック州、カオラック州以外の州での OVOP プロ

グラムの普及と活動の展開に希望が寄せられた。 

第 2 回の会議では、各手工業会議所から対象州では見られないような様々な特産品が紹介され

た。第 2 サイクルの選考では、製品の多様性の確保に限界を感じており、このことがブティック

OVOP での販売促進にも影響を与えていたが、少しずつでも対象エリアを拡大することにより、

OVOP プログラムの普及とブティック OVOP の販売プロモーションに好影響を与えるであろうと

考えられた。 

また、手工業局の発表において、OVOP プログラムの全国展開に向けた将来のビジョンが示さ

れた。特に、全国に展開する場合には、一村一品事務局のキャパシティを超えることが予期され

ていたが、新たに地域特性を考慮してセネガル全土を 4 つのゾーンに分割し、それぞれのゾーン

が現在の手工業局の役割を担っていくことなど、対応方法にも工夫が見られた。詳細を考える必

要はあるが、手工業局は、現在の OVOP プロジェクトの活動をそのまま全国に展開することが最
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良の方策と認識しており、そのための方法論の検討が着々と進められている。 

4.7.2 全国地場産業インベントリー調査 

一村一品運動の理念とセネガルでの教訓を全国に普及すべく 2013 年 5 月、6 月に開催された

OVOP ナショナルセミナーでは、全国の手工業会議所から OVOP プロジェクト実施に対する強い

期待が寄せられ、段階的にでも拡大してもらいたいとの要望が示された。実施機関である手工業

局は、本プロジェクトの成果の全国展開のための方策を検討中である。 

全国展開のためには他州における主要な特産品や関係機関の実施能力に関する情報が不可欠で

あり、そのため、追加業務として、全国の主要な地場産業と手工業会議所ならびに関連機関の実

施能力を調査することにより、OVOP プログラム全国展開のための課題と対策を検討することと

なった。同報告書の主な内容は下表に示すとおりである。 

表 4.7-2  全国地場産業インベントリー調査報告書の構成 
 主な内容 

第 1 章 ・これまで実施してきた OVOP プロジェクトの活動内容並びに活動予算のレビュー 
・手工業局が考える OVOP プログラム全国展開の方策のレビュー 
・インベントリー調査の内容について 

第 2 章 全国展開に向けた OVOP プログラムの課題（OVOP プログラムを全国に展開する上での 4 つの検討

事項を設定し分析を行い、課題を抽出した） 
第 3 章 OVOP プログラム全国展開の戦略案 

第 2 章の結果、抽出された課題に対する戦略の提案を行った。 
1) OVOP プログラムに要する予算削減方法の検討 
生産者グループに対する交通費の支払い、FIDAK における州別ブースの活用、FIDAK 認証費用の

生産者グループ負担、HISTOIRE の内製化、研修の内製化、手工業会議所の会議室を使用した研修、

優良 OVOP 製品数削減等 
2) OVOP プログラムを全国に普及するための段階的な戦略作り 
戦略 1: 3 年で 1 サイクルとした全国への展開 
戦略 2: 手工業局主催の研修会の実施 
戦略 3: 手工業局のイニシアティブによる OVOP プログラムの実施 
戦略 4: 生産者に対する自己負担の徹底 
戦略 5: 段階的な 一村一品州委員会の結成 

出典：プロジェクトチーム 

上記報告書内容は、手工業局へプレゼンテーションを通して共有した。プレゼンテーションは、

手工業局が現実的な戦略を検討することができるよう、全国展開に向けての戦略案と現状の予算

をどのように有効活用できるかに焦点を当てて行った。発表後、手工業局側からは以下のような

コメントが寄せられた。 

コメント内容 

全国展開の戦略について 手工業会議所にてワークショップを行うことがリーズナブルであるということが分

かった。ただ、その場合生産者グループに対して昼食や日当は支払うこととなるだ

ろう。FIDAK のような場であれば生産者グループも収入があるため、日当等なくて

も問題ないだろう。 

戦略の 1 つ「全国展開を 3 年で 1 サイクル」で行うという点だが、3 年で 1 サイク

ル行う場合、最初のグループの成功が重要となる。もしうまくいかなかった場合は、

再検討する必要があるだろう。 
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予算について プレゼンでは予算削減に焦点が置かれていたが、予算を削減する他にも、別の予算

を模索するという方法も考えられるであろう。 

現状の 5000 万 CFA という予算は十分ではないということがよく分かった。同じ活

動を行っていくのであれば、ドナーのサポートが必要になるだろう。この提案内容

を踏まえて、段階的に全国展開を実施していくことになるだろう。 

出典：プロジェクトチーム 

局からは、手工業局による提案とプロジェクトチームからの提案両方を考慮に入れながら、具

体的な活動内容を考えていく姿勢が示された。手工業局は当面、本プロジェクトにて支援してき

たファティック州及びカオラック州にて OVOP プログラムを自分たち自身でできるよう体制を強

化し、その後これら 2 州をベースにしながら段階的に全国展開を行っていくことを想定している。

また、基本的には現状の規模を維持しつつ活動を広げていくことを想定している。 

本プロジェクト開始当初、手工業局には OVOP 活動用の予算は割り当てられていなかったが、

2013 年度（2013 年 1～12 月）にはカウンターパート予算として、OVOP 活動用の特別予算を手工

業局が獲得した。手工業局自身は OVOP プログラムを今後も継続的に実施していくために今後も

毎年 OVOP 予算を政府に申請していく計画を持っており、制度・政策面への直接的インパクトは

見られてはいないものの、手工業局としての継続の意思は明確に確認できた。セネガルの開発関

連文書である『経済社会政策文書』『手工業セクター開発戦略文書』等の上位計画において、手工

業分野は今後強化していくべきセクターの一つと位置付けられている。OVOP アプローチが政策

文書等に公式に記載されるという段階に至ると、よりインパクトがあると言えるだろう。 

全国インベントリー調査結果は、手工業局の将来のビジョンを検討する際に活用され、その検

討結果は成果発表セミナーにて発表された。 

4.7.3 成果発表セミナーの開催 

本プロジェクトの活動を通じて得られた知見を還元するとともに、手工業局が考えるセネガル

OVOP プログラムの全国展開に向けてのビジョンを共有すべく、以下のとおり、成果発表セミナ

ーを開催した。 
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表 4.7-3  成果発表セミナーの概要 

目的 ・本プロジェクトの活動を通じて得られた知見を関係者ならびに他州の手工業会議所に還

元する 

・セネガル OVOP プログラムの全国展開に向けた準備を開始する。 

開催場所 Terrou-bi Hotel (ダカール市内) 

参加者 一村一品中央委員会、各州の手工業会議所代表者、関連支援機関、援助機関 

プログラム 

 

 
2014 年 2 月 27 日 

09:00 – 09:30 開会挨拶 
09:30 – 09:45 セッション 1：日本の OVOP プログラムについて 
09:45 - 10:45 セッション 2：セネガル OVOP プロジェクトについて 

（セネガル OVOP プロジェクトの概要及び選考の方法、セネガル

OVOP プロジェクトの紹介） 
10:45 – 11:00 コーヒーブレイク 
11:00 – 12:00 セッション 3：プロジェクト対象地域での成果 

（ファティック州、カオラック州での活動及び成果） 
12:00 – 12:15 セッション 4：OVOP プログラム全国展開に向けたビジョン 

（全国展開に向けた戦略、活動内容、展開方法について） 
12:15 – 13:00 質疑応答、閉会挨拶 

 
 

出典：プロジェクトチーム 

上記成果発表セミナー会議では、各手工業会議所ならびに関係機関から OVOP プログラムのこ

れまでの活動の成果に対する高い評価とともに、ファティック州、カオラック州以外の州での

OVOP プログラムの普及と活動の展開に希望が寄せられた。 

また、手工業局から、OVOP プログラムの全国展開に向けた将来のビジョンが示された。全国

インベントリー調査結果を参考にしながら、現在の OVOP プロジェクトの活動を段階的に全国に

展開することを具体的に検討し始めている。予算についても他の国内機関やドナーからの支援を

期待しているところは大きいが、現実的な予算もオプションの 1 つとして考慮し始めている点は、

具体的な今後の活動に向けた前進であると考えられる。セミナーへの出席者からは、持続性の確

保や国レベル、州レベル、またドナー、NGO 等様々なアクターをいかに巻き込みながら活動を行

い、シナジー効果を生み出すことの重要性について助言がなされた。 
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第5章 提言 

5.1 終了時評価調査からの提言 

終了時評価調査の結果、以下に掲げる項目が提言として取り纏められた。 

(1) 選考過程において考慮すべき点 

一村一品（OVOP）運動が、地域振興発展に貢献する生産者グループ運動としてセネガル国

内に広く定着するまでには一定程度の時間を要すると考えられる。その間、セネガル政府のイ

ニシアティブにより、製品の選考あるいは生産者グループの選考が継続して行われることが重

要であると考えられる。この選考過程においては、選考する行為が重要なのではなく、選考さ

れた製品やグループに対する具体的な支援策が重要となってくる。つまり、選考対象が製品で

ある場合は、OVOP 製品として選考された製品をどのように品質改善し、販売支援し、製品を

育てていくのかという点を考慮する必要があり、また、選考対象が生産者グループである場合

は、生産者グループの能力強化にどのような支援が必要かという点を考慮すべきである。 

この考えに基づき、支援を提供する団体（教育訓練やパッケージ改良等のサービスプロバイ

ダー等）の能力、支援提供できる分野及び総数、セネガル側が確保できる予算に十分留意し、

支援対象として適切な生産者グループ、あるいは製品を選考すべきである。 

(2) OVOP ブランドの確立及びリーディンググループの確立 

一村一品（OVOP）運動の確実な定着のためには、支援を通じて販売量が増加した等の成功

体験を有する生産者グループや、選考された製品の品質等により確立される OVOP ブランド

（OVOP イメージ）の構築が必要である。 

このために、限りある資源及び政府予算を有効に投入できるよう、生産者グループの能力レ

ベルや支援対象の数にも十分留意する必要がある。 

(3) プロジェクトを通じて支援された生産者グループに対するモニタリングの継続・徹底 

今後セネガル政府が適切な資源・予算を戦略的に投入するためにも、プロジェクトを通じて

支援された生産者グループに対するモニタリングを継続して実施していく必要がある。このた

めの方策として、2013 年 5 月に完成したモニタリングシートの活用を継続すると共に、日本側

が投入した 2 台の車両を手工業局に配置し、プロジェクトの実施継続及びモニタリング用とし

て活用することが効果的であると言える。また、支援を受けた生産者グループ同士の横の連携

及び他グループへの技術移転等を促すような、モニタリングシステムの新たな機能を検討すべ

きである。 

(4) ブティック OVOP 継続のための資金確保 

ブティック OVOP はダカールでの販売拠点としての役割のみならず、消費者の意見を聞き製

品改善に役立てるための情報収集拠点としても大きな役割を果たしている。このブティック

OVOP を存続させるために、維持管理経費の安定的な確保策を検討すべきである。具体的には、

より安価な店舗への移転、生産者グループ負担（受益者負担）制度の導入、必要経費をカバー

するための新たな収入源の検討が必要である。 
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(5) FIDAK への出展の継続 

終了時評価によって、販路拡大及び販売量増加の要因としてブティック OVOP と並び FIDAK

の効果も確認されたことから、引き続き FIDAK において選考された OVOP 製品を出展するこ

とが望ましい。ただし、今後は合理化の観点から OVOP 特設の出展にこだわらず、各州の出展

ブースに優先的に出品するなどの方策も考えられ、手工業局から各州に対しての働きかけを行

う等の工夫が必要である。なお、各州でのブース出展とする場合は OVOP 製品とその他の製品

の区別ができるよう OVOP ロゴの添付等を行うことが必要である。 

5.2 プロジェクトからの提言 

プロジェクトの実施を通して得られた経験、教訓を基に、今後セネガル側が独自に一村一品運

動を遂行するに際し、留意すべき事項を以下に提言として取り纏めた。 

(1) 持続的な OVOP 運動のための選考の検討 

セネガル OVOP 運動では、公的支援であることから恣意的に生産者を選ぶことなく、透明性、

公平性を重視して支援対象の生産者を選考してきた。また、選考の各段階においては、生産者

に競争意識を促し、自助努力による産品の改善、生産者の切磋琢磨の実現を目指してきた。こ

の OVOP の選考モデルは、今後も引き継がれることが望ましい。 

なお、選考数に関しては、今後の活動、特に全国展開が始まった場合には、改めて検討する

必要がある。選考される生産者グループの数を少なくすれば、予算の規模にもよるが、個々の

生産者に対し、現在と同じレベルの支援も可能となる。すなわち、各生産者グループが最も必

要としている支援は何かを精査し、それに応じた適切な支援が可能ということである。他方、

運動としての波及効果を維持するには、各県において、ある程度の選考数を確保する必要があ

る。すなわち、運動としての数は確保しつつも「セ」国の OVOP プログラムが掲げる目標に沿

って、支援対象者数を設定しリソースの配分方法に留意する必要があるということである。今

後、選考された生産者グループに対する支援内容を含め、支援対象者数は十分検討するべきで

ある。 

(2) 生産者グループへのワークショップと良質なビジネスサービスプロバイダー選定の重要

性 

終了時評価調査での OVOP 生産者グループへのインタビューによると、プロジェクトで受け

た支援の中では、マネジメントやモニタリングにかかるワークショップが最も役に立ったとい

う回答が多かった。本プロジェクトでの一連のワークショップはすべて同じ民間のビジネスサ

ービスプロバイダーによって行われており、各生産者グループの同プロバイダーに対する評価

は非常に高く、これまで受けたワークショップの中でも一番役に立ったとの回答も多くあった。

今後も、生産者グループへのワークショップの内容と、それを提供する良質なビジネスサービ

スプロバイダーの選定が重要であることを認識しておく必要がある。 

このように生産者グループの組織強化や能力強化において、良質なワークショップの提供が

大きな役割を果たしていることが確認されたが、生産者グループのほとんどは零細企業のため、

ワークショップの費用を自分達で負担するのは難しい状況にある。本プロジェクト期間中は日

本側が費用を負担してワークショップを実施したが、今後セネガル側が独自に OVOP プログラ

ムを実施していく際には、手工業局による予算の確保と合わせて、受益者の負担を考慮する必
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要がある。 

(3) ブティック OVOP の運営 

1)スタッフの選定 

ブティック OVOP を設置し、実際にビジネスを通して生産者が消費者と接したことで消費者

ニーズと生産者グループが抱える問題を具体的に把握することができたと言える。加えて、セ

ネガルの市場特性、商習慣、消費者の志向、また人件費、流通、仕入れ、原材料に関する様々

なコストは、実際の商売を通じて得られる生きた情報である。このような有用な情報を得るた

め、店員の選定においては、プロジェクトの意義、また、ブティック OVOP がダカールにおけ

る重要なマーティング活動のための場所であることを理解し、店舗で業務を実施しながら常に

マーケティングにかかる情報を収集し、プロジェクトチームあるいはカウンターパートにフィ

ードバックできる人材が配置される必要がある。 

2)適正な販売価格の設定 

ブティック OVOP での販売を通じて、多くの生産者グループが小売価格のみで、卸売価格を

設定していないことが判明した。コストや損益分岐の意識がない、あるいは生産規模が小さく、

規模の経済が働かないためマージンが少なく、卸売しにくい生産体制、経営になっていた。こ

うした状況に鑑み、能力向上のため、プロジェクトは一連の能力開発やマーケティング支援を

行ってきた。 

ブティック OVOP での販売については交渉の結果、多くの生産者グループが小売価格の 90%

程度の掛け率を提示したが、通常この掛け率では買い手を見つけるのは非常に難しい。一般的

に、小売店には最低 70%程度の掛け率を提示することが求められる。製品についての議論は品

質改善に偏りがちであるが、バイヤーや取扱量に応じた価格を設定し、生産者グループの収益

性を確保することが重要である。 

また、一般的な小売店ではブティック OVOP のように製品を買い取られることは稀であり、

多くは委託販売の形式で製品の取引がなされる。委託販売では、製品の製造後すぐに現金化で

きるわけではないため、生産者には相応の経営体力も求められる。ブティック OVOP での販売

期間中に、生産者の負荷を徐々に増やすことによって、生産者が一般の商取引へと進んでいけ

るよう準備させることも将来検討すべきである。例えば、ブティック OVOP 側から生産者に対

して販売価格の目標値と期限を設定し、徐々にその数値目標に販売価格を近づけていくこと、

何度目かの取引から委託販売型に移行するなどの工夫が考えられる。 

(4) 全国地場産業インベントリー調査からの知見の活用と検討 

全国地場産業インベントリー調査によって、全国展開の有用性が確認された。また、現在の

予算規模・人的資源でも OVOP ガイドライン Ver.4 に則り、段階的であれば全国展開を行うこ

とは可能である事が明らかとなった。セネガル政府は、全国展開を実施するに際して、全国地

場産業インベントリー調査の検討結果から得られた以下 5 つの戦略を検討しつつ実施すること

が望まれる。 

① 3 年で 1 サイクルとした全国への展開、 

② 手工業局主催の研修会の実施、 

5-3 



セネガル国一村一品運動を通じた地場産業振興プロジェクト 
 

③ 手工業局のイニシアティブによる OVOP プログラムの実施、 

④ 生産者グループに対する自己負担の徹底、 

⑤ 段階的な OVOP 州委員会の結成 

(5) 全国展開に向けて求められる活動 

セネガル政府や OVOP 生産者グループの受益者負担については、現在も協議が継続している。

近い将来、他の地域にも同様のサービスをセネガル政府として届ける必要が生じるのは OVOP

ナショナルセミナーの結果からも明らかである。OVOP プログラムの全国展開のために、予算

面では、手工業局はこの活動予算をセネガル政府から継続的に確保する事が課題となる。技術・

実務面においては、プロジェクトは、全国展開に耐えうるようガイドラインを改訂し、全国地

場産業インベントリー調査を通じて、将来の全国展開への進め方についての提言をまとめた。

セネガル政府は、これらの資源を有効に活用し、より現実的な方策で全国展開を行うことが求

められる。 

一村一品事務局としての手工業局はプロジェクト開始以降、人員体制に変更がなく安定して

おり、プロジェクト終了後も引き続き同じ人員体制で OVOP プログラムが運営されていくこと

によって、一村一品事務局の持続性は保たれる見込みが高い。また、2014 年度の OVOP プログ

ラムの第 3 サイクルの選考等の活動は、プロジェクト終了後も引き続き、OVOP ガイドライン

Ver.4 を基に、まずファティック州、カオラック州の 2 州で実施し、2015 年度以降は段階的に 2

州以外にも展開していく計画である。手工業局は引き続き、一村一品事務局としてプログラム

全体を統括しつつ、各州の手工業会議所に機能の一部を適切に配分していくことが期待される。 

(6) 関連諸機関との連携、協調 

OVOP 中央委員会と OVOP 州委員会、そして OVOP 事務局の役割については、プロジェクト

開始当初から議論してきた。しかし、これらの委員会は省庁間をまたぐ仕組作りであり、OVOP

中央委員会と OVOP 州委員会の業務は OVOP ガイドラインにあるとおり、限定的な内容となっ

ていることは否めない。 

OVOP 中央委員会と OVOP 州委員会を機能させるためには様々な困難が想定されるが、セネ

ガルの地域開発の一手法として OVOP 運動を浸透させるためには、他省庁ならびに支援機関の

協力が不可欠である。今後は、手工業局以外も巻き込むような広い協力体制を構築することが

肝要である。最後の JCC 会議においても、OVOP 中央委員会のメンバーは、これまでの OVOP

プロジェクトの活動について評価しつつも、今後の OVOP プロジェクトの活動に対する OVOP

中央委員会メンバーのより一層の取り込みを、今後の課題として挙げた。この意見を重視し、

手工業局以外も巻き込むような広い協力体制を構築することが肝要である。 

例えば、手工業局は既にエコビレッジ庁との連携に係る相互合意を締結している。同様に、

両委員会のメンバーとなっている諸機関と同様、あるいは包括的な相互合意を締結する等の工

夫が望まれる。 

関連諸機関のみでなく、OVOP 生産者の運動への取り込みも重要である。プロジェクトの活

動を通じて、生産者から生産者への技術支援、原材料の調達や販売活動に係る生産者同士の相

互協力や協調活動が始まっている。生産者が講師となって技術支援を行うことや、生産者間の

横の連携を強化、促進し、将来の OVOP 生産者組合の様な組織の設立を視野に入れることも
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OVOP 運動の持続性の上で肝要である。 

(7) 地場産業振興のためのマスタープランの策定 

OVOP プロジェクトは、将来の地場産業振興に貢献する行政サービスを提供しているが、そ

の対象は零細な生産者であり、支援の内容は地場産業振興に十分とは言えなかった。その一方

で、「セ」国には地場産業振興戦略といえる施策はなく、個別の省庁がそれぞれの担当範囲とす

る受益者への支援、例えば、農業省は農業生産者を、職業訓練・手工業省は零細加工業者を、

商業省は民間企業の企業育成を優先的に考え、そこに焦点を当てているのが現状である。横断

的な計画立案が可能と思われる地域開発省においても、各省の戦略を集めただけの地域開発戦

略を策定しているにすぎない。 

このような状況に鑑み、まず「セ」国全土を対象とした地場産業開発マスタープランを策定

し、「セ」国の地場産業開発のための特定地域を戦略的に開発していくことが必要であると考え

る。セクター横断的なテーマになるため、本マスタープランは、大統領府直轄組織である SCA

が主体となって作成することが求められる。 
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Projet OVOP (Un Viii.哩eUne Prod，田it)

Compte-rendn 

Premiere Reunion du Comite National OVOP 

A la Direction de l’Artisanat 
30 mai 2011 

E証話話国型車

Direction de l’Artisanat 
M. Moctar Diakhate, Directeur 
M. Papa Amadou M. Sとne,Plani百cateur

• Direction de l’Elevage 

• Union Nationale des Charnbres de Metiers 
M. Moussa Lo, Agent Technique 

抽.Seydina A Mbengue, Technical Couoselor 
・ JICASenegal 

M. M描 aharuShibuya 
• Direction des Collectivites locales 

h心ne.Ndeye Alssatou Toure, DESP 

• Union Nationale des Charnbres de metiers 

M. Moussa Lo, Agent technique 

• L’Equipe du Projet 'de JICA 
M. Yoshihiko Ogata 

Mme目 RikaF吋ioka
M. Sidy Mohamed Dieng 

• Institut de Technologie Alimentaire (!TA) 
h心ne.Nene Galle T：剖lBa 

Pourou町rrla reunion, M. Diakhat己，leDirecteur de la Direction de l’Artisaoat, a fait une breve presentat10n du Pr吋et
OVOP, qui a debute avec la cooperation japonaise. II a explique que Jes produits cib!es daos le cadre du projet ne se 
lirnitent pas seulement aux produits artisanaux d'art, mais comprennent egalement les produits alrm醐町四回nsformes.
En fait, Jes produits de l’artis阻 atd’町tne represen臼ntque 10% du total, Jes produits de l’町tisaoatde production, y 
compris la位ansformationdes produ由 alimentairesq山 constituentenviron 68% du total, et les metiers de services, y 
compris la coiffure et la plomberie representaot le reste. Vu que les activites町田副alescouvrent une telle variete de 
domaines, M. Diakhate a souligne 1’importance de la collaboration avec Jes differentes structures daos le cadre du Comite 
National OVOP meme si la Direction de l’Artisanat assume le role du Secretariat OVOP. II a egalement indique que la 
diversite des produits au niveau regional sera prise en compte dans la selection des diff己rentstypes de produits a soutenir 
dans le cadre du Projet OVOP. Les叩 nseilset les suggestions des membres du Comito National, daos Jes domaines 
respectifs de !em expertise technique, seraient apprecies. 

Presentation du Proi坑 OVOP

M. Oga民 leConseiller principal du Projet OVOP, a fait une b時vep的問tationsur la base du do叩 nent
dis佐ib成田Xparticip阻凪 q山 apo尚 surle contex脂 daos l出quelle projet a ete con9u; l'objectif伽 p問団et;I回
目teset groupes cihles; le mecanisme demise en reuvre, dont Jes membres et les til.ches du Secr・己tariatOVOP, le 
Comite National OVOP, le Comite Regional OVOP et l’Equipe d田 Prestatairesde S町vicesCom血町田aux;les 
activites a met位cen cnvre; les principales activi話smenees dep凡usle debut du projet en avril jusqu’en juin 
2011; et le progr町田neduproch国nsem血airede lancement du projet et l’atelier sur le M組 問Ides Procedures 
OVOP. 

Mme. Ba de la Direction des Collectivites Locales, tout en髭l山t四 tl'Equipe du Projet et la Dir田 tionde 
l’Artisaoat po日 lesmiti司ivesprises dans le cadre du pr可et,a souleve la question de savoir pou珂uoiles 
Conseils R田a山田 sontpas inclus daos le Comite Regional. Cet白 inclus10ncontribuerait a ass山町 la
p町tic中田ionde la communau低， surtoutau mveau des villages. En repons氾 acela, M. Diakhate a reconnu la 
p町 田encede ce point de vue. II a avance que, bi田中ela reponse a ce社cques加 nne pu四seetre donnee 
世田1edia陪me狙ta川niveaucen甘al,elle pourrait etre prise e泊 comp恒 auniveau du Comi樋 RegionalOVOP. II a 
egalement句outequ'il est fort probable qu’au niveau des villages, Jes groupemen臼 deproducteurs et les 
Cons回lsぬ四回aientete deja co副 都 防

Abondant dans le meme sens, M. Mbengue de la Dire氾tionde l’Elevage a demaode !'implication des Services 
Locauxde la D聞はionde l'Elevage dans le C冶岨iteRegional OVOP. M. Diakhate a四 pliqueq田 l'irnplic自由n
de ce由即日岡崎町sdepend阻止desproduits q山 devro田t釦esoute凹 sdans le cadre du Projet OVOP. P町

田 nsequent，回，parexernple, le 即応lest identifie comme uo produit devant 釦eso旧民nu,le Service Local de la 
D廿ectionde l喧levages町田tp叩 bablernentinclus dans le Co叩1ぽRegionalOVOP. 

Mme Ba de l’lnstitut de Technolog田Alimen臼田 (JTA)a egale担問t自己licitel’Equipe du Prqリdet la Direction 
de l'Artisanat po町 lesinitiafr四 sprises.凹 eaav叩尚quel『!TAest dispose a collaborer dans uoe serie d’aspects 
techniques，脂lsque l’町nenagerne明tl’阻1ehorationde la qualite, le rnanuel de formation, le suivi et 
l’enc ad田ment.Elle a egalement dern田1des'il y avait uo doc nnent dans lequel !es配 tivi悦sde souti四 dansle 
四 d田 duF叫etOVOPso叫 decri回 En尚ponsea ce性equestion，肌 Diakhatea evoque uoe 的問 de
collaborιations avec l'ITA白血 lepasse. II a ete回 uligneq田 ledocument cornprenant岨 plandes activites de 
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soutien serait disponible pour distribution, tels que le Manuel des Procedures OVOP. 

Quant a M. Lo de !'Union Nationale des Chambr回 deMetiers, il a salue les bonnes prepar国ionsfaites dans le 
cadre du projet. II a reitere l’engagement de l'Union Nationale des Chambres de Metiers a collaborer. 
M.Ogata a司outequ’a仕aversle Projet OVOP, le renforcement des capacites des orgamsmes gouvememen阻ux
locaux est egalement explore. II a en outre souligne l'nnpo比四回nonseulement de l’amelioration de la qualite, 
m日 ausside la也versificat10ndes produi臼aselect10nner connne produits OVOP. 
II a egalement evoque l'importance des trois principes d’OVOP：”local et pourt叩 tglobal”，”au加suffisanceet 
creativite", et "developpement des resso町 ceshumamぽ T M. D1akhate a egalement convenu de l’nnportance de 
ces principes, p田叫uela creation d'emplois contribuerait grandement a la reduct10n de la pauvrete, pour 
lesquels le developpement des ressources h田naines,ainsi que le developp田nentrural constitueraient des 
aspec臼 fondamentaux.

Mme Fu ioka, la Conseillere principale adjointe du Projet OVOP, a司outeque la selection des produi白 OVOP
serait ouvert怠a加usJes produits. L’Eqmpe du Projet田 t四位ainde prep町・erles critとresde selection, qui s目unt
presentes au seminaire de lancem四 tq山 a町 alieu le 6 iuin 2011. Une presentation detaillee des activites de 
soutien sera egalement fa1te lors de !'atelier sur le Manuel des Procedures. 

Pour conclure, M. Diakhate a invite les membres du Comire National OVOP a visiter le bureau de l’Equipe du 
Pr句etabrite par la Direction de l’Artisanat. II a cepend副 trem町 cietous les participants pour leur contribution 
active a la reumon. 
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R但nutes

First Meeting of the OVOP National Committee 

At the Di問 ctionof Craft Indus町

30 May 2011 

E呈旦並並盟主E
• Direction of Craft Industry • Institute of Food Techuology (!TA) 

Mr. Moctar Diakhat己，Director h右ne目 NeneGalle Tall 
Mr. PapaAmadou M. Sene, Planner • National Union of Chamber of Craft Industry 

Direction of Livestock Mr. Moussa Lo, Techuical Agent 
Mr. Seydina A Mb四割e,Techuical Counselor ・JICASenegal 

• Direction of Local Unities 
Mr. Ndeye Assatou Toure, DESP 

• National Union of Chamber ofCra抗Industry
Mr. Moussa Lo, Technical Agent 

Mr. M田aharuShibuya 

・ HCAProject Team 
Mr. Yoshihiko Ogata 
Ms. Rika Fujioka 
Mr. Sidy Mohamed Dieng 

To open the meeting, Mr. Diakhate, the Director of白eDirection of Craft Industry briefly in加 ducedthe 
OVOP project, which started with the cooperation of the Japanese government. He explained出atthe produc臼
which are the target of the suppo吋 underthe project町enot limited 柏町t-orien胞dartisanal products, but also 
processed food produc臼 hfact，“副san”refi出 toart-oriented artisanal activities (constituting 10% of the total), 
production-orienも吋町tis阻 alactivities including food processing (constituting about 68% of the total), as well田

service-oriented artisanal activities including hair-dressing and plumbing (consti印tingthe rem副ningpercentage). 
With the artis阻 alactivities cover such a v訂ietyof町eas,Mr目 Diakhateemphasized that, while白eDirection of 
Craft Industry assumes the role of the OVOP Secretariat, the import回目 ofthe collaboration with di飴問nt
agencies in the framework血eOVOP National Committee. He also 田中lained由atconsideration have been taken 
to reflect regional diversities inもermsof the kinds of products. The advice and suggestions of the members of the 
National Commi世間，mthe問 spective町・easof their techuical expertise, would be appreciated. 

Presentation of the“Pr01etOVOP” 

Mr. Ogata, the Chief Adviser of白e“ProjetOVOP’＇， p問 senteda brief overview of吐ieproject in line 
with the handout distributed to the p町ticip四臼， whichtouched upon the conte宜tinwhich血eproject 
was conceived；白eo吋ecti~e of the projects; t町getsites and gr凹 ps;implemen勉tionmechanism 
including由emembers and tasks of血1eOVOP Secretariat，出eOVOP National Cormnitt四、吐国 OVOP
Regional Committee and the Business Service Provider Te田町田tivities加 beimplement疋d;m副n
activities c副riedout since the beginning of the project in April u伊toJ山田 2011；田d由eprogra皿meof 
血eupcoming Kick『 offSerninaI and白eOVOP Guideline Works加p.

Ms. Ba of the Direction of Local Unities, while congratulating廿ieProject Te田nand the Direction of 
Craf王Industryfor出einitiatives taken in the framework of也ePr吋ect,raised a question田 towhy血e
Rural Councils are not included in the Regional Committee. This inclusion would con甘ibuteto ensuring 
the comm田tltyparticipation田p民国llyat the village l旧vel目 Inr田ponse,Mr. Di紘hateacknowledged伽e
importance of this point. He explai田 d吐1剖， althoughthe answer to血isquestion印叫dnot be provided 
immediately at也ecentral level, it could be considered at白ele円同lof the OVOP Regional C田nm財団

He also added th瓜 itis very likely血atat由evillage level, producer groups and Rural Councils have 
al田adyb田 nin印 目 配t.

Simi!町 ly,Mr. Mbengue of the Direction of Lives臼ckinquired a possibility of including吐ielocal office 
of the Direction of Livestock in由eOVOP Regional Committee目 Mr.Diakhate of Craft Indus甘y
expl創出dthat the inclusion of parti叩 Jarorganizations would depend on白eproducts to be supported 
under the “Projet OVOP". Therefore, if, for instance, honey is identified出 aproduct to receive suppo民
自elocal office of the Di問 ctionof Livestock would likely be included in the OVOP Regional 
Committee. 

Ms. Ba of也eInstitute of Food Techuology (!TA) al回 congratula胞d血eProject Team国idthe Direction 
of C目立 Indus甘yfor the initiati四 staken. She explained也at!TA co叫dcollaborate in a r剖 geof 
technical aspec白， suchas improvement of producti旧nsites, adjustme酒tof production equipement, 
capacity b凶lding,quality improvement，甘剖ningmanual, follow-up and monitoring. She国主.edif there 
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P町＇／etOVOP (Un Vil/,α田 UnF問 duit)

is a document which describes concrete support activities田iderthe Projet“OVOP”In response, Mr. 
Diakhat＜己 referredto a series of collaboration with ITA in the past. It was mentioned that the document to 
include a plau of support activities would be available for distribution, such田由eOVOP Operation 
Guidelines. 

Mr. Lo of the National Union of Chamber of Cra:立Industrycommended that白eprep町ationunder the 
project has been well done. He reiterated the commitment of the National Union to collaborate. 

Mr. Ogata added由atthrough the “Projet OVOPヘ由e同 pacitybuilding of local gov町nmentbodies町e
also explored. He also emphasized血eimport叩田 notonly of the quality improvement, but also the 
enhaucement of the diversity of products臼 beselected回 OVOPproducts. 

Mr. Ogata also referred to the importauce of由reeprinciples of OVOP：・“localyet global’γ‘self-reliance 
aud creativity’＇， aud“humau resource development". Mr. Diakhate also agreed on由eimportauce of 
these principles, as emplo戸nentcreation would con甘ibutegreatly to poverty reduction, for which 
humanreso凹cedevelopment, along with rural development, would be essential 

Ms. Fujioka,血eVice Chief Adviser of血e"Projet OVOP’＇， added that the selection of OVOP produc臼
would be open to all products. The Project Team is preparing the selection criteriaラ whichwill be 
presented at the Kick-off Seminar on 6 June. The detailed of support activities would also be presented 
at the Guideline Workshop. 

In closing, Mr. Dia財団teinvited由emembers of the OVOP National Committee to visit the o節目 ofthe Project 
Te町nwhich is located in由eDirection of C目立 Industry.He appreciated all the p町ticipautsfor their active 
p町ticipationat也emeeting 
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COMPTE RENDU DU SEMINAIRE SUR LE MANUEL DE 

PROCEDURES OVOP ET DE LA REUNION DU CO MITE CONJOINT 

DE COORDINATION (CCC) 
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Direction de l’Artisanat 
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Equipe du Projet de l’Agence Japonaise de 

Cooperation lnternationale (JICA) 
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Apres avoir ouvert le seminaire, M. Moc阻rDi紘hate,Directeur de I' Artisanat par ailleurs 

Coordonnateur du Projet OVOP, a remercie旬usles membres du Comite National pour leur disponibilite 

a son nom propre et au nom de Mme Mata Sy Diallo, Minis釘写 duCommerce de l'Indus甘ieet de 

l’Artisanat. II a ainsi demande a l’部sist組 cede白ireun tour de table pour白ireles presentations. II a 

ensuite rappele qu’a pres p問squedeux血 sdemise en amvre, ce seminaire d'echange et de par旬.geest

organise dans le but de voir comment mieux impliquer les membres du Comite National mais aussi de 

consolider les a句uisdu Pro et dont les si回 pilotessont les regions de Fatick et de Kaolack. 

M. Mamadou Bop, President de la Chambre de Metiers de Fatick, a exprime tou旬 sasatisfaction des 

rぬlisationsdu Projet qu’ii juge etre venu a son heure. II a souligne qu’m tel Pr，吋etest a saluer伺 rii 

permet de booster les produits dans l随時gionsde Kaolack et de Fatick, l’Artisanat, de lutter con加 la

pauvrete et de vendre l'image du Senegal. 

M.Yi吋iroYabe, Representant Resident de la JICA, a salue la qualite des relations entre le Senegal et le 

Japon. Ces relations ont permis d’asseoir les bases d’une cooperation exemplaire en悦 lesdeux pays, 

a-t-il priおise.II a termine son allocution en蒔lici加1tles Chambres de Metiers des r句ionsconcernees 

pour leur bonne appropriation du Pr＇吋et.

Mme Charlotte Diallo, de la Division Encadrement (commercialisation et Promotion) a la Direction de 
l 'Artisanat et Homologue du Projet, a procede a la presentation du Manuel de Procedures Version 2. 

A la fin de la presentation, tous les membres du Comite National OVOP ont approuve les differents 

points abord白 dansI' expose et ont emis des commentaires pour la prochaine revision dudit Manuel. 

M. Issakha Seek, de la Direction de la Cooperation Economique et Financiere (DCEF), a apporte des 

clarifications sur le DSRP dont l'appellation est devenue Document de Politique Economique et Social 

avec加 is蹴 .esau lieu de qua仕・e.II a egalement pose Jes questions de savoir si des mecanismes 

d’appropriation du Projet ont ete mis en place pour la perennisation de ce demier et si le Projet sera 
etendu aux autres r句ionsdu Senegal. II a egalement souligne que le Manuel n' integre pas le volet 

financier et qu'il serait interessant de 問 leverJes mobilisations de ressources, a-t-il吋oute.

M. Saidou Kande de la Direction des peches maritimes a releve quelques coquilles relatives a 
l'appellation de leur direction. Au lieu de αAgence Regional de la Peche ≫, c’estαService Regional de 

la Peche》，a-t-illaisse entendre. II a egalement fait part de son agreable su叩rised’entendre que le Pr・吋et

est en train de faire des resultats. En旬ntque membre du Comite National, leur s汀ucturen’a participe 

qu’une seule fois aux reunions en 2011, a-t-il血it問m町・quer. De son avis, le Pr，吋etgagnerait mieux a 
diffuser l'information au niveau des Comites Regionaux et National, ceci perme位協d’踊seoirJes bases 

d’une bonne perennisation. 

M. Dame Sow, de la Direction de l'Elevage, a rappele qu’ii a participe au debut du Pr，吋eten阻ntque

agent a I' ANCAR de Kaolack. Comparant les debuts du Projet et maintenant, ii a remarque une forte 

avancee. II a sug訴時d’explorerle Document de Politique Economique et Social pour la po目白 locale

et globale du Projet. 
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M. Ibrahima Coulibal弘dela Direction des Collectivit白 Locales,a quanta lui fait remarquer le manque 

de visibilite sur les錨 pectsfinanciers dans l’expose du Manuel de Procedures. Ayant suivi avec 

beau coup d’副総retle cadre institutionnel dudit expose, ii a d句loreI’insuffisance de l’implication des 

Collectivites Locales et craint, cependant, qu,il y ait un impact negatif sur la perennisation du Pr吋et.

Repondant aux questions posees p町 certainsmembres de rassistance, I’exposante a aborde les出 pe儲

techniques. De l’avis de Mme Diallo, ii avait fallu du temps pour comprendre le Manuel de Procedures 

du P吋et.Elle soutien egalement que le plus grand souci des membres du Projet est la perennisation. Ce 

qui les po田 sea se poser beaucoup de questions a savoir : est ce que la Direction de I' Artisanat pourra 

prendre le relai apres le depart des japonais ? Comment faire pour etendre le Projet aux autres r句ionsdu 

Senegal ? Comment consolider les acquis ? Est ce que financiるrementle gouvernement du Senegal 

pouηa assurer le relai ? 

Concernant le DSRP et le OPES, ii est important de les exploiter au mieux pour la perennisation mais 

aussi accroi：回les話sultatsduP吋et.Cepen也nt,elle a avoue que le DSRP reste un document difficile a 

exploiter mais la me由odeadopt＇白p釘 leProjetね itd’ex回 ireles parties concernees et de s’y conformer. 

Pourcela, l’Equipe du Projet de la JICA sもvertuea maximiser l'implication des techniciens du Comite 

National OVOP, a-t・elleaffirme. 

Parlant de rinsuffisance de l’implication des Collectivit白 Localessoulev白旬ntotp町 unintervenant, M. 

Bop a laisse entendre que le Service Regional des Peches a toujours ete convoque a chaque fois que le 

Pr1吋eto唱aniseun evenement a Fatick. II a egalement rappele que la Chambre de Metiers ne peut rien 

fai向調nsl回 CollectivitおLocales,mais n’a pas manque de p時ci田rque le Projet ne s’adresse qu’aux 

groupements OU artisans affilies a la Chambre de Metiers. Pour etayer ses propos, ii a donne I’exemple 

de la Mairie de Gossas qui s’est meme engagee a 0柑 ・oyerun terrain a r Association des Tanneuses de 

Gossas comme site de production. Enco問 mieux,le Seminaire de Promotion de cette胡 neea ete meme 

organise dans les locaux de la mairie pour mon加 rle niveau auquel les Collectivites Locales sont 

impliquees, a-t-il ajoute. Maintenant, la question qu,il se pose est de savoir s’ii y a la remontee de 

l'information. En guise de conclusion, M. Bop a pose le probleme des per diem reclames p町 印 刷ins

membres du Comite National, ceci dans le cadre de la motivation. 

lntervenant加吋ourssur l’insuffisance de l'implication des collectivit・白 locales,M. Mayacine Gueye, 

Agent Technique a la Chambre de Metie四 deFatick, a fait savoir que meme certaines tournees ont ere 

e町田知eesavec certains agents des s制』cturesregionales de Fatick, comme les deux visites de terrain 

terrain a Dionewar qui avait meme vu la p訂ticipationdu President de la Communaute Rurale. 

M. Papa Ibrahima Diallo, Secretaire General de la Chambre de Metiers de Fatick, a avance que des 

efforts restent a faire pour une meilleure implication des membres du Comite Regional car leur pr・esence

lors de ce此ainsevenements du Projet laisse a desi問r.

Reprenant la parole, Dr Sow a exprime son souhait de voir une meilleu問 implicationdes Services 

Regionaux de l'Elevage. Apprenant que l’ARD est impliquee, ii a avance que c’est deja une bonne 

chose vu le role que cette demiるrejoue dans la 時gion.
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Revenant sur la qu田 tionposee p町 M.Seek de la DCEF, M. Diak.hate a fait savoir que le S目吋tariat

OVOP回 vailledem則的arduepour informer les acteurs du secteur. D’ailleurs des e節目ssonten凶 in

d’e悦白itscon ointement avec les Chambres de Metiers de Fatick et de Kaolack pour I' elaboration d'un 

document relatif au budget consolide d’investissement pour prendre en charge certains aspects 
(renforcement de cap削除，おrmation,etcふ

Concemant les contreparties, elles peuvent etre inscrites dans les programmes des projets. La Direction 

de l’Artisanat s’eve伽 ea regler certains錨 pectsfinanciers dans le cadre du programme OVOP, a 

souligne le Dir四 .teur,donnant l'exemple des homologues qui soot souvent pris en charge lors des 

toumees dans le 伺命写 du 針。~et.

Lors de la reunion avec tous les partenaires de la JICA a l'hOtel Diambour, le problとmede la con悦 partie

a鋭 souligne,mais le Projet OVOP a縦 citeen exemple I宅lativementa cela. D’ailleurs dans le cadre 
meme de cette contrepartie, le Secretariat OVOP va bientot recevoir un vehicule, a laisse entendre M. 

Diakhate. En terminant son propos, ii a remercie la DCEF pour le travail remarquable qu’elle fait pour 
l 'Artisanat. 

Relativement au souci de r白oudreles problemes techniques dans le Projet, Dr Sow a suggere de 

toujours prendre co胸 ctavec l’ARD qui dispose d’un均時sen伽 tdans chaque region. De son avis, 

l’ARD est mieux indiquee pour la coordination. 

Sur la meme lancee, M. Diak.hate a explique la forte implication des Prefets, Sous-prefets et Presidents 

de Communautes rurales lors des Seminaires de Promotion du Pro et qui ont ete organises cette ann缶

dans les trois (3) departements respectifs des deux regions cibles. II a egalement rappele I’engagement 

de la mairie de Gossas aux ootes des tanneuses de cette localite pour montrer Jes effo此sfaits p釘 leProjet 

dans ce domaine. Nous travaillons avec les Collectivit白 Locales,mais ii se pose un problとmede 

feedback, a souligne M. Diak.hate. Ce demier demande a )'assistance de ne p錨 hesitera con旬.cter

l’Equipedu Pr吋ets’ils ont besoin de quelque chose. 

Concernant la selection des groupements, M. Di紘harea fait savoir qu'elle se fait av即位ansp訂ence

句.alitedes chances. D’ailleurs, lors des selections, la Direction de I' Artisanat se d句la田 to吋ourspoury

部 si蜘巳 l回 forml』lairesde candidature sont expliques aux producteurs, la qualite des produits est prise 

en consideration et une importan回 particuliereest donnee a I' organisation des groupemen包 To吋OU四

p町 rapporta la selection et la qualite des produits, la Direction de l’Artisanat demande to吋OU悶 a
l 'Equipe du Pr吋etde la JICA pour que l’lnstitut de Technologie Alimentaire (ITA) y soit implique. 

D’ailleurs des diagnostics techniques de certains produits alimentaires ont ete meme conduits par les 

techniciens de l’ITA au niveau de ce巾 inssites de production du Projet, a souligne M. Diakhate. 

Mme Salimata Ba, de la Direction des Eaux et Forets, a pose la question de savoir la maniere dont les 

rencon紅白 duComite National et des Comit白 Regionauxsont organisees, leur mecanisme de 

coordination, et s'il y a des 時unionsperiodiques. 

Par rapport a cela, M. Diak.hate a p同ciseque trois (3) reunions ont ete tenues en un an et a demande aux 
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di節 rentes鈎・UC加問sd’es回，yerde se白出 representerp町 lameme personne pour que le suivi soit 

facilement回 sure.Concemant le Comite National, nous leur demandons de relayer l'information au 

niveau de leur s甘UC旬開時gionalea laisse entendre M. Diakhate. Sur la meme lancee, ii a rappele qu’ii 

est dans le role des membres du Comite National de ne pas attendre qu’ii y ait I可~union pour se p尚senter,

ils doivent venir de temps en temps a la Direction de l’Artisanat pour s’enquerirde lもtatd’a van cement 

du Projet. Le Secretariat OVOP O唱.anisedes 話unionshebdomadaires avec l'Equipe du Projet de la 

JICA, a-t-il ajoute. 

M. Papa Amadou .M. Sene, planifi伺 1teuret homologue principal de la Direction de l’Artisanat, a白itla 

presentation du Rappoはd’Avan切 ment2 en passant en rewe Jes activites du Pr吋etdepuis 2011 . II s’est 

appesanti sur les principaux points suivants : la dur，おduPr吋et,l’objectif global, I’objet du Projet les 

resultats attendus, les r匂ionset groupes cibles mais surtout le renforcement de la collaboration en甘・ele 

Comite National et le Projet OVOP (qu’est ce que le Comite National peut apporter au Projet et 

vice-versa ?). 

De la meme maniere que l'expose fait par Mme Diallo, la p話sen旬tionde M. Sene a ete bien app同ciee

p町 l’assistance.II s’ensuivit une serie de commentaires devant etre pris en compte dans le deroulement 

des activites de la prochaine etape du Projet. 

M. Seek a pose la question de savoir comment un econom1ste, comme M. S旬、 peutp町ticipera 
l’evaluation de produits alimentaires pour la selection. L’aull芭 questionest de savoir si l'ITA e姐itau 

creur de la selection. Y a-t-il des蜘 tistiques comme indicateurs pour justifier les prochaines etapes, 

a-t-il吋oute.M. Seek a cependant suggere qu’ii serait bien d'y faire figurer des statistiques surtout pour 

l’evaluation a mi-pat℃ours du Projet. 

M. Latyr Diouf, expert de l’ITA, a souligne la participation de sa s飢ictured’appartenance aux 

diagnostics techniques de certains produits alimentaires. Ainsi, ii voudrait savoir les resultats des 

recommandationsおrmuleespar ses collegues pour qu’on puisse m吋orerl’impact dans le programme 

d’OVOP. II a exprime la disponibilite de l'ITA a accompagner le Projet surtout dans le domaine du 
renforcement de capacites en matiere de transformation alimentaire. 

Pour M. Kande, de la Direction de la Peche, ii faudrait甘・ouverles voies et moyens pour que 

l'appropriation du Pr，吋etsoit r記Ile.II a suggere qu’ii y ait une synergie des actions et qu'il serait un 

a van加gepour le Projet de se renseigner aupres des au悦 sprogrammes a la base, dit-il. 

Comme ii a ete mentionne dans l'expose q即興ulle Secretariat OVOP fonctionne de maniere 

appropriee, M. Kande voudrait qu’on revoie une拍ヨ低giequi permet回 ita tout le monde d’e悦
implique au meme niveau. 

Prenant la parole, M. Cheikh Thiam, Agent technique de la Chambre de Metiers de Kaolack, a田 luela 

demru℃he adoptお parle Projet. Par exemple, quelques aspects ont fait l'objet d'appropriation p訂 la

Chambre de Metiers a savoir : la mise en amvre d'un modele de programme d’appui aux artisans, le 
systeme d'identification des groupements en milieu rural, le mode de promotion qui permet au 
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Chambres de Metiers d’卸eplus efficaces. Mais leur principal souci reste les moyens pour la mise en 

muv陪 d’untel systeme d’appui. Pour y arrive巳ilsauront besoin de I' appui de I' Etat et de la Direction de 

l' Artisanat. Meme si le modele est pertinent, ii faut penser a developper des s凶 t句iespour la mise en 

reuvre et la perennisation, a-t-il司joute.II a egalement白itpart de son inquietude quant a la continuation 

de la Boutique OVOP a la fin du Projet vu les charges d’exploitation elevees. Qu'elle est la 甜at1句ie

adoptee a cet effet, s’est t・iiinterroge. De son avis, il serait interessant de faire des investissements qui 

resteront a la fm du Pr吋etet qui pourront 釦唱exploitespar les Chambres de Metiers. 

M. Coulibal払 quanta lui, a demande si l’Institut de Normalisation du Se凶gala decerne une 

印刷日伺“onaux produits. Pour lui, les statistiques concernant la Boutique OVOP ne soot p鎚 parlantes.

II a remarque que les courbes descendent et qu'aucune explication n’a ete fournie p町 rappo此acela.II a 

juge qu’ii serait加ujoursbien d’impliquer les Collectivit白 Localesqui ont la capacite de faire pression 

sur l'Etat. II a sugg“l’utilisation l’Article 7 du code des Collectivit1白 Localesqui permet de solliciter 

des ressources additionnelles. 

Repondant aux questions relatives a la presentation de M. Sene, M. Bop a accepte Jes critiques et que ces 

dernieres seront prises en compte lors de la deuxieme phase du Projet. Par rapport a la Boutique OVOP, 

ii ajuge qu’elle doit disparaitre a la fin du Projet p町ceque son objectif principal est de faire connaitre 

les produits也nsles r句10ns.Concernant le Com1te National et les Comite Regionaux OVOP, ii a 

suggere que l’on revoit le mode le de convocation de leurs membres ( envoyer toujours les memes 

rep時sentants).II souha1terait egalement que des evaluations soient organisees au niveau de chaque 

village pour mieux faire connaitre les produits qui 印刷gentdans le terroir. 

Concernant la partie financiere M. Bop a su路.ereIもlaborationd’un document qui ferait ressortir la 

contribution fmanciere du Japon et la contrepartie senegalaise. Terminant son propos, M. Bop s’est 

飴licitedes rぬlisationsdu Projet depuis le debut. 

Repondant aux di節問ntesquestions p町 rapporta lもvaluationdes produits, M. Sene a avance que bien 

qu’ぬnteconomis旬 deおrmation,ii a participe a la seance de definition des criteres dもvaluation,ce qui 

Jui a permis de la白ire.

En ce qui concerne les manquements souleves par cer祖insmembres de l’assistance, M. Sene a sollicite 

l'aide de tousles membres pour une meilleure atteinte des resultats du Projet. 

Repondant a la question de M. Seek relative aux statistiques de la Boutique OVOP, M. Diakhate a白it

savoir que des efforts ont鋭 consentispart I’Equipe du Projet de la JICA et la Direction en organisant 

des rencontr田 hebdomadaireset mensuelles.《Nousallons faire davantage d’e町0此spour mon回 r

!'impact meme si cela requiert le recrutement d’un expert沿aprecise M. Dial也ate.

To吋oursrelativement au domaine financier, M. Diakhate a fait savoir que le budget du Projet e旬itde 

300.000.000 FCFA mais c’est la partie technique qui 展開leurfinancement. II a prおiseque la direction 

a demande a avoir des rubriques de finan回 mentet qu’un document elabore a cet e何回serapublie des 

qu’ii sera valide. Ledit document sera conside尚commeun tableau de bord pour鈍voirce qui est utilise 
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p町 an.

M. Diak.hate a egalement白itsavoir aux membres du Comite National qu’ils sont impliques c訂

l’o句ectifdes seminaires d’informations s’inscrit dans ce domaine. II leur a egalement demande de ne 

p邸 attendreles reunions pours’impliquer, l'id白lserait de se rapprocher du Secretariat OVOP a chaque 

fois que de besoin. Par rapport au suivi, ii est hon que les services techniques白ssent問monter

I' information. 

Pour ce qui est des syne唱ies,M. Diak.hate a bien accueilli l'idee et a donne I’exemple du village de 

Sangako oil ii y un autre programme de la JICA. Le PROMER a Kaolack qui prend en charge certains 
as pee包 quele Projet ne peut pas制問aete egalement cite en exemple par M. Diak.hate. 

To吋OU回 dansle domaine de la perennisation, les con旬C包 doivente甘emaintenus pour la diffusion de 

l'information, a白itsavoir M. Di成hate.II a meme exhortるlesmembres du Comite National d'initier des 

toumees au besoin et que la Direction de l’Artisanat est prete a les accompagt時抗 IIa demande a ce que 

les coordonnees des membres soient prises pour que les memes personnes puissent e甘econtact白slo rs 

des prochaines問ncon甘es.

Repondant a la question de M. Seek (DFEC) relative a l'implication de l'ITA, M. Diouf de l'ITA a 

con缶四eI’implication de鈍紺UC旬開 dansle P吋etsurtout pour切 quicon四 meles produits 

alimentaires (lait, produits halieutiques, ce時ales).

Sur la meme lancee, M. Di叫也atea explique que le fait que le Projet ait suivi Jes recommandations des 

experts de l'ITA ayant conduit Jes diagnostics techniques au『aiveaude certains sites de production a 

permis l'obtention rapide de l’Autorisation pour ces producteurs. 

Mettant to吋OU四 l’accentsur la perennisation, M. Bop a白itsavoir qu’elle n' est rien d’at胸中ede 

perme町eaux producteurs de g釦ererdes revenus et de c市 rdes emplois. Pendant la mise en amvre du 

Pr，吋et,nous ferons l'effort pour白ireconnaitre Jes produits des groupements, a-ii・laisseentendre. Ainsi, 

ii lance un appel a tous les membres de s’impliquer et de ne pas attendre seulement les reunions du 
Comite de pilotage pour participer aux activit白duProjet. 

Intervenant en demier position, M. Masahiko Taniguichi, Conseiller principal du Projet, a mis ('accent 

sur la durabilite, la ti溜1sparenceet l’句alitedes chances dans la selection. 11 a remercie le Dir邸 teurde 

l’Artisanat et toutes les au釘国 Directionsayant participe au seminaire a住aversle町-srepresen佃nts.

II a egalement rappele que le Projet est un projet d’ass is旬ncetechnique. II a tenu egalement a p吋ciser

qu'il y aura une restriction budgetaire p訂 laJICA pendant la troisieme annee du Projet et que la 

Direction de l’Artisanat devra鎚 surerune plus grande responsabilite dans la gestion du Projet. Comme 

l'a souligne le Directeur, nous avons besoin de vo釘esoutien pour la perennisation et pour plus 

d’efficacite dans le programme, a-t-il ajoute. II a egalement demande a tous les membres du Comite 
National de bien vouloir relayer I’information aupres de leur struc加問d’appartenanceapres la 同union

pourqu’on puisse voir comment s’y prendre pour l'implication de tout le monde au meme niveau. II a 

termine son propos en pr白isantqu’il n’existe pas de per diem pour les membres du Comite National et 

6 
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leur a demande d’essayer d’arranger cette prise en ch町geavec leur s伽 C加red’appartenance.

En conclusion, M. Bop a remercie et encourage toute l’槌sis加tceet a fait savoir qu'il serait b如組que

pour le Projet d’organiser une a deux reunions de ce genre par an. II a encore insiste sur la transp町 開問

ex is凶 tdans la selection. De son avis, le Pr吋eta permis a b伺 ucoupde producteurs de s’affilier a la 

Chambre Metiers, ce qui a egalement eu des retombees白tancieresau niveau desdites Chambres. 

M.Di紘hatea, quanta Jui, exprime toute sa satisfaction du bon deroulement du Seminaire sur le Manuel 

de Procedures et de la Reunion du Comite Con oint de Coordination. II a remercie toute l'assistance a 

son nom propre et au nom de Mme le Ministre et s’est施licitede la bonne collaboration en悦 lallCA,

l'Equipe du P吋dde la JICA et le Secretariat OVOP. II a fait part de son ouve巾 reet de sa 時田ptivite

auxsu路：estionsfaites po町 lareussite du Projet qui n’est rien d’au甘equela r加ssitedes beneficiaires. 

Sur ce, M. Diak.hate a declare close la seance. 

7 
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Annexe: Liste des oarticioants 

Partie d皿住alaise:

Sec re佃riatOVOP I Di問 ctionde I' Artisanat, Ministere du Comme町、 del'lndustrie et de 

I' Artisanat 

M. Moctar Diakhate 
M. Papa Amadou .M. Sene 
Mme Charlotte Diallo 
Mme Khardiatta Ngom 
Mme Coumba Ndao 
Mme Fa加18旬 SyNdiaye

ComiteNa舗onalOVOP

Directeur (President de la託制的）

Planificateur 
Division Encadrement 
Assistante 
Archiviste chargee de I' Adminis回 tion 
Assist創1te

。UnionNationale d回 Cbamb1明 deM紺ers
M. lbrahima Ndiaye Agent Technique 

2) Institut S卸egala包 de Recbe問 h回 Agricol伺 /Bureau d’analys伺 macro・economiqu伺
(ISRA/BAME) 
Mme. Amy Faye Economiste 

3) Di四ctiondes Peches 
M. SaYdou Kande Chef de Bureau 

4) Institut de Technologie Alimentai問。TA)
M. Latyr Diouf Chercheur/Ensei伊ant

5) Direc“on d伺 Eauxet Forets 
Mme Salimata Ba Chef du Bureau d'lnformations, Formation, Sensibilisation 

6) Direc伽 mdes Collectivit＇白 Local回
M. lbrahima Coulibaly Adjoint au chef de la Division financiere 

7) Direction de l'Elevage et des Productions Animal回
M. Dame Sow Conseiller technique du Directeur 

8) Di問 C伽 nde la Cooperation Economique et Financiるre,Ministere de l'Economie et d国

Financ回
M. lssakha Seek Economiste ch町民desprogr加nmes 

Com it白R匂ponauxOVOP。ChambredeM鮒 e四 deFatick 
M. Mamadou Bop 
M. Papa lbrahima Diallo 
M. Mayacine Gueye 

2) Chambre de Metiers de Kaolack 
Mme Khardiatta Fall 
M. Cheikh Thiam 
M. Fallou Cisse 

P同sident
Secretaire General 
Agent Technique 

Vice-P同sidente
Agent Technique 
Agent Technique 

8 
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Partie ianonaise: 

Bur明 udelanCAauS旬句al

M. Yujiro Yabe 
Mme Asuka Tsuboike 

Equipe du Projet de la nCA 

M.M邸油ikoTaniguchi 

Mme Mayu Shimizu 

Mme Ndiaye Kazumi Seino 

M. Sidy Mohamed Dieng 

M. Joseph S句aNdione 

M. Hyacinthe Faye 

Chef de Bureau 
Adjoint au Representant Resident 

Conseiller Principal Adjoint I Gestion des 

micro-en住eprisesII I RP I Developpement de la chaine de 

valeurs 

Commercialisation I 

Personnel local du Projet 

Personnel local du P吋et

Personnel local du Projet 

Personnel local du Projet 
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COMPTE-RENDU DE LA REUNION 
ENTRE LA MISSION JAPONAISE DE LA REVUE A MI-PARCOURS ET 
LES AUTORITES CONCERNEES DE LA REPUBLIQUE DU SENEGAL 

SUR LE PROJET POUR LA PROMOTION DEL' ARTISAN AT A TRAVERS 
LE PROGRAMME ONE VILLAGE ONE PRODUCTバJNVILLAGE UN 

PRODUIT (OVOP) 

L’Agence Japonaise de Cooperation Internationale (ci-apres denommee <da 
IlCA》） a envoye du 26 novembre au 7 decembre 2012, une equipe dirigee p町 M.
Hiroshi ARAI pour proceder a la revue a mi-parcours des activites du Projet pour la 
Promotion de l' A氏isanata甘aversle Programme One Village one Product I Un 
Village Un Produit (OVOP) (ci・apresdenomme ≪le Pr吋et》）．

L’eq凶.pecon ointe de la re刊 e(ci-apres denommee ≪I’Equipe抄） est composee 
de quatre represen阻n胞 dela JICA et de cinq represen泊n臼 dela Republique du 
Senegal. Apres une etude approfondie et une analyse des activites et reali羽tionsdu 
Pr' jet, I’Equipe a elabore le rapport conjoint de la町四ea mi-parcours du Projet (ci-
apres denomme ≪le Rapport》）．

L'Eq凶pea presente le rapport a以 autoritesconcemees, lors de la reunion du 
6 decembre 2012. Les autorit白 ontex町ninesoigneusement le contenu du Rapport et 
ont pris bonne note des recommandations formulees. La synthese des discussions est 
decrite dans la piece jointe au present proces-verbal. Les represen旬n胞 Senegal剖Set 
Ja抑制so国 convenude faire part a leurs gouvememe臨時specti色 dess吋e胞
mentionnes ci叩 res.

~づ
M. Hiroshi ARAI 
Chef de la Mission 

3毛一
Conseiller principal aupres du 
Directeur General, 
Departement du developpement 
industriel et I回 politiqu伺 publiqu闘

Agence Japonaise de Cooperation 
Internationale au Senegal 

Dakar, le 6 decembre 2012 

M. Moctar DIAKllATE 
Directeur, 
Di開ctionde I' Artisanat 
Ministere de la Formation 
prof1回sionnelle,I' App時 ntissage
et l'Ar“sanat 
La Republique du S知egal
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PIECE JOINTE 

Ap時sune analyse critique du Rapport de la revue con ointe a mi -parcours en annexe, les 

deux parties ont examine et accepte ledit Rapport. Les deux parties ont discute de plusieurs 

sujets comme indique ci-dessous : 

1. Resultat d’evaluation 

La問vuea mi-parcours a ete executee sur la base des documents et donnees qui ont 

pu etre collectes ainsi que des interviews des experts, des structures liees au projet 

(Direction de l'artisanat et chambres E・・egionatesde metiers) et des producteurs. A 
juger globalement, sur la base des 同sultatsde l'e加deet de leur analyse, de l’etat 

d’execution et de l'e旬td’avancement du Projet, de !'implication des homologues, ainsi 

que de lもvaluationfaite par les producteurs, les resultats de l活valuationbases sur les 

cinq rubriques d’evaluation, I・equiped’6加de executant cette re刊 ea mi-p町coursa 

constate que l唱tatd'execution du Projet avan~ait conformement aux plans, et n’a pas 

det白紙defacteur obstacle important a la r白lisationde l'o吋ectifdu projet. 

Une annee et demie 岡 p回seedepuis le debut du 附 sentProjet en mars 201 I, et le 

cap de Ia moitie des 3 annees du Projet a ete骨anchi.Le processus de selection des 

produits OVOP de la deuxieme annee est d匂ap訂venua l'achevement de la selection 

des groupements OVOP, et l'on peut dire que Ies deux tiers des activites soot 

pratiquement achev弘 Graceaux efforts m吋eu四 deployespar les homologues et 

l’equipe des experts, le Projet avance conformement aux plans d’origine, les 

perspectives 缶 詰alisationde l'objectif ・du Pr吋eta l'echeance de la fin du projet sont 

elevees, et l’on peut du宅quecelui・ciest bien execute. 

2. Definition de groupe OVOP dans le cadre logique 

On notera que dans la p問miereversion du cadre logique (PDM), quand ii est白it

mention des groupements de producteurs, c’est en tant queαproducteurs OVOP ≫, et 

que dans les activites du Pr吋et,ii n'est pas fait clairement mention des distinctions a 

h国 entreles groupe即時dontle s帥 1tet le niveau de soutien different. Dans la 

p吋鵠nterevue a mi-par℃ours, I・6加dea porte sur Jes groupements detenteurs d’un 

sta加tegal OU SUperieur BU s旬加tOVOP, c・est-a-direconc時tementaux groupements 

OVOP de la premiere annee du Projet (20 groupements a Fatick et 20 groupements a 

Koalack, 40 au to阻I).

3. Mise en place du systeme de Suivi et Monitoring 

Avec le contenu actuel du Pr1吋et,les groupements de producteu四 quiont ete reconnus 

excellents OVOP ou groupements OVOP beneficient a甘ave回 lesactivites du Projet 

d'un soutien consistant no回mmenten formations, extension des bases de distribution, 
4~ 
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etc. Cependant, en l唱t剖 actueldes choses, ii n'y a pas de prescriptions claires quant a 

la fa90n de traiter le statut de ces differents groupements OVOP ni les activites de 

soutien dont its beneficieront apres l'annee de leur selection. De par le白itaussi que, 

dans les interviews des producteurs realises lors de la presente revue a mi-pa四ours,

des demandes de formation de suivi et de soutiens supplementai問sont鋭 fonnulees,

ii est souhaitable que soient rapidement engagee une reflexion sur le monitoring 

regulier des groupements de producteurs qui ont beneficie de la selection et d’un 

soutien (volumes de production et de ventes, evolution des revenus, evolution des 

problemes, etc.), sur le suivi de ces groupements (poursuite des ventes a la boutique 
OVOP, execution de formations de suivi en fonction des besoins etc.) ainsi que sur 

leur sta仰し et qu'apres 1・elaborationd’un plan, celui・cisoit pris en compte dans le 

manuel de procedures. 

4. Modifications de la Matrice de Conception du Pr吋et(PDM).

Sur la base des recommandations faites p町 l’Equipe,les deux pa此iesont convenu de 

di回 uteret de s’accorder sur les modifications du PDM. Les points majeurs des 

modifications portent sur ce qui suit : 

-De白tirles numeros dans l'indicateur pour mesurer la 同alisationdes activites 

-Modifier les expressions des indicateurs qui nもtaientpas clairs 

5. L’assurance de la durabilite 

Comme l'indique aussi le positionnement du pぽsentPr吋eten tant qu'action modele, 

la pou回uitedes actions OVOP p町 legouvernement senegalais lui・memeap時sla fin 

du pro et est souhaitable, et comme le mon回 lefait que la Direction de l'artisanat 

es仲間elleaussi developper les actions dans l'ensemble du Senegal, ii est souhaitable 

d’examiner durant la periode du Projet la durabilite d’apres-projet. A cette occasion, ii 

est souhaitable que le plan d’ensemble actuellement en vigueur des activit1白 duPro et 

et leur budget, le nombre de personnels, les ressources et le budget necessaires pour 

chacune des activites soit mis au clair dans une vision d'ensemble, et que soient 

rapidement examinees les activites qui doivent dor旬抑制te悦 po町叩ivies.

Appendice I : Rapport conjoint de la revue a mi-parcours 

~活／
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I. Introduction 

I. I Objectifs de la revue ii mi-parcours 
Pour回 quicon田 mele present Projet. suite a山 acquisde l’《 Etudede fonn叫ationd'un projet de 

promotion des ind田凶eslo伺 Ies抄 executeeenjuillet 2007. !'execution d’une cooperation pl即 eedans la 
perspective du mouvement叩 nvillage un produib> (OVOP) ayant ete planifiee，叩ecooperation ciblant 
les regions de Kaolack et de Fatick et visant a fixer et promouvoir le mouvement OVOP a ete engagee 
en mars 2011. 

Dans le cadre de la presente re刊 ea mi-p釘cours.en vue de l'atteinte des obj民tifsdu Projet, dans le 
but de faire le point sur les E可~alisations et les pro回 SS凶 d'execution,et, tout en part喝.eantavec la partie 
senegalai記 uneperception commune de l活tatd'avancement et d白 pr油 Iem es a『由oudre,de no出
concerter av田 elles町 l白∞π・ectionsa ap伊rterau plan de projet ou encore les ameliorations a ap仰rter 
au systeme de gestion, no凶 avonsexecute I・6加desuivante: 

① C尚erun comite d'evaluation co吋ointecompose de la partie japonaise et de la p削除

senegalaise (D耐cte町 dela Dir田 tionde l'art1sanat, Ministere de la Formation 
professionnelle, I' Apprentissage et l’Artisanat), et eff回tuerla revue a mi-parcours. 

② Concernant Jes activites de cooperation executees jusqu'a pぽsent,a la lumiere du plan 
tel qu'il etait au depart, verifier l白 r白lisationsen m訓告red・apports,les r白lisationsen 
matiere d'activites, le deg語d'atteinted回 0吋倒ifsdu plan. 

③ Sur la base du degre d’atteinte des o吋目的 duplan, du point de刊 ed田 cinqpoirtts 
d・eval四“ondu Comite d・凶deau developpement de l'OCDE (pertinence, e簡 明cite,
efficience, impacts et durabilitの， co吋omtementavec I向uipedu Pr，吋etet les 
personnes/s加 C加resconcern結 dela partie sene斜路島 e町田tuerla陀刊ea mi-
parcours. 

④ Sur la base d田 resultatsde cette問刊e，田 concerterav田 1・句uipedu Projet et les 
peぉonnes/s釘UC加resconcernees de la partie senegalai詑 surl回 problemesa r白oud問
du Projet ainsi que s町 l白 orientationsfu制時sde la cooperation, et f ai問 l回
propositions nee邸調ir1田.De plus，曲erl回 ense1gnementsen fonction d田n白田sit白．

⑤ Determiner les parti田 du回d問 logique(PDM) ainsi que cellles du proces・verbaldes 
discussions (RID) qui demandent a etre rectifie信仰町 re仰ndrea山 rectificationsdu 
plan de pr，吋et,et examiner la direction a prend問 dorenavant.

@Rおapi加］erles resul刷 sdes concertations dans un compte rendu de la reunion 
indiquant l白 pointsayant fait l'objet d’un acco吋avecla p削除s如句alaise.

1 
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1.2 Composition de la mission d'ctude 

De cote Senegalais 

Domaine en charge Norn S汀ucture

Responsable du Pr吋et Moctar Di問cteurdel’Artisanat. Ministとrede la Fonnation 
DIAKHATE professionnelle l’Apprentis岨geetl’Artisanat 

Chef des homologues Pa開 Amadou Direction de l’Artisanat, Ministere de la Fonnation 
M.SENE professionnelle I' Apprentissage et l’Artisanat 

Charge de Promotion, Charlotte Dir回tionde I' Artisanat, Minist告問dela Fonnation 
Commercialisation et DIALLO professionnelle I' Apprentis回geet l’Artisanat 
Relation Publique 

Ch釘gede Finance Yvonne DIOUF Direction de I' Artisanat, Ministere de la Formation 
professionnelle I' Apprentissage et l’Artisanat 

Charge de la g自由n DIOPCoumba Direction de I' Artisanat, Mini批閃dela Fonnation 
ad mi出回tive NOAO professionnelle I' App問州路喝eet l’Artisan at 

De cote Japonais 

Domaineen Norn Struc加re
charge 

Chef de mission Hiroshi ARAI Conseiller principal, Oepartement du developpement 
indl』strielet des politiques publiques de la JICA 

Evaluation et Sawa HASEGAWA Consultante, Japan Oevelopement Service Co., Ltd 
analyse (JDS) 

Promotion de Ryoko Experte associee, Service industrie et commerce 
l’ind凶凶e YAMAGUCHI international du Departement du developpement 
locale industriel et des politiques publiques de la JICA 

Planification de Asuka TSUBOIKE Adjointe au Rep吋sentantResident, Bureau de la JICA 
l'evaluation au Senegal 

In旬叩rete Yves Badillet lnterprete japonais-fram;ais 

2 
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1.3 Calendrier de la re、uea mi-parcours 

Periode de l’etude au Senegal Du 25 novembre au 7 decembre 2012 

Chef de Evaluation et analyse I politique de production 
m1ss1on 

11/25 Dim 21 : os Arrivee a Oak：訂
2 11/26 Lun Matin白：Concertationsavec le Bureau de la JICA au S合1ega1

Con印刷tionsavec la Di陪ctionde l’artisanat 
Apres-midi : Concertations avec Jes experts du Projet 

3 11/27 Mar Matin白：Concertationsavec Jes experts du Projet 
A pres・midi: Concertations avec la Direction de l'artisanat 

4 11/28 Mer Matin白：Visitea la boutique OVOP 
A pres・midi: Concertations avec la Direction de l'artisanat 

Discussions intemes a Ia mission d’etude 
s 11/29 Jeu Matin白：Depla民 mentde Dakar a Fatick 

Apres-midi : Con伺市山田町田lebureau regional de Fatick 
et la Chambre r匂ionalede commerce et d'ind凶凶e

Concertations avec le bureau regional de Kaolack et Ia 
chambrer匂ionalede commerce et d'indt』strie

6 11/30 Ven 19: 40 Visite de groupements OVOP de la r匂ionde Fatick 
Arriveea ( coques, sirop de bissap) 
Oakぽ

7 12/1 Samedi Visite de groupements OVOP de la region de Kaolack 
(bissap biologique, yaourt，凶ted'arachide, ceほales)

8 12/2 Dim Interviews de groupements OVOP (a Ia Chamb問 demetiers de 
Kaolack)(Region de Fatick : 3 grou伊mentsexcellents OVOP, 3 grou伊ments
OVOP 
(Reidon de Kaolack : 3 JUouoements excellents OVOP, 3 groupements OVOP 

9 12/3 Lun Matinee : Concer旬討onsinternes a la mission d’etude 
A pres・midi: Concertations avec la Direction de l'artisanat 

10 12/4 M町 Matin白： Discussionsavec le Bureau de la JICA 
Apres-midi : Conce巾 .tionsavec l’equipe du Projet, con印刷tio田町田la
Direction de l’artisanat 

11 12/5 Mer Toute Iajournee : Concertations avec la Direction de l’紅白anat(prep釘atifsdu 
Comite conioint de coordination (JCC) 

12 12/6 Jeu Tenue du Comite Conjoint de Coordination, signature du compte rendu de la 
時間ion

13 1217 Ven Rapport au bureau de la JICA, rapport a l'Ambassade du Japon 
Depart de Dakar 

2. Presentation resumee du Pr吋et

2.1 Contexte du Projet 
Pour le Document de Strヨtegiede Reduction de la Pauvrete (DSRP) (2006-201 O) du Senegal, plus de 

la moitie de population (57%) vit dans la p卸 vretedepuis 2005, et la αer白tionde richesses ≫, ≪ I’acces 
a田 servicessociaux de b儲 e≫， αla prot田 tionainsi que Ia gestion des risques auxquels la population est 

3 
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expo括的 etlaαbonne gouvernance》 forrnentles q国防 pitiersdu meme DSRP. Pour realiser la 

問時ationde richesse≫, l・extensiondes emplois non agricoles, surtout en milieu rural, e飽nt

consideree comme impor匂nte,I’art is甜 aty compris la甘ansfonnationde produits agricoles est 
positionne comme I’m des secteurs les plus importants. La 《politiquede developpement du secteur 
釘tis組 al》 qualified’urgentes la er白紙ond’emplois, l’amelioration des revenus, la dynamisation de la 
dis制bution,et definit le renforcement des filieres, l’extension de l’appui financier et technique ainsi que 
l’organisation des producteuぉ commed田 priorites.En刊 ed’apporter des ameliorations pぽ rapporta 
ces differents problemes, la Dir＇田tionde l’artisanat a soumis au Gouvernement du Japon叩 erequete de 
projet de cooperation technique relative au《soutienau renforcement d白 MicroEntr喝prisesrurales et au 
developpement de l’Entrepreneuriat》

Dans un tel contexte, en resultat de !'execution en juillet 2007 au Senegal d’une付加dede fonnulation 

d’un projet de promotion des industries locale掛 meneesur la base des orientations d’aide au 
説明loppementdu Japon, ii a ete decide de planifier une cooperation plac白 dansla perspective du 
mouvement OVOP, s町 labase de la r問uetede la partie senegalaise. 

Sur la base des r田 ommandationsde cette etude de品rmulationde projet, une etude d・etablissement
d'un plan detaillee a ete menee en juillet 2010, qui a I・esultedans la d白ision d’executer une cooperation 
placee dans la pers戸ctivedu mouvement OVOP et ciblant Jes regions de Kaolack et de Fatick. La partie 
japonaise s’est accorde avec le Dir＇田teurde la D加ctionde l'artis田誠 duMinistere de l' Artisanat, du 

Tourisme et des Relations avec le Secteur Prive et le Secte町 Informel s町 lateneur du Projet (Cad陪
logique du projet, PDM), le calendrier d'execution (Plan d'operation), le processus d’execution du Projet 
et le manuel de proced町田 OVOP.P町 ailleurs,le nom du Pr吋etest devenuαPr，吋etpour la 
Promotion de I' Artisanat a travers le Programme One Village One Product I Un Village Un Produit 

(OVOP) ≫, afin d'indiquer clairement que la cooperation se place dans la仰向pectivedu mouvement 
OVOP. En novembre 2011, le proces-verbal des discussions (RID) b部 es町 lesresultats des etudes 
susmention『ieesa ete conclt』etii a ete d白ided'executer le Pro et 

2.2 Resume du Proj et 
持'Noir le cadre logique (PDM) en annexe 

Obiectif 1!lobal : 

La cap即 itedes groupements OVOP a gen合erdes revenus p町 lavalorisation des問 S回 urceslocales 

est 問nforceea travers de le progi溜nmeOVOP.

Obiectif du Pro』et:

Unmodelede l’approche OVOP visant la promotion des臨 tivit白訴前回国伺sdereven凶 desartisans 
p惚rla valorisation des ressour田 Slo回lesest developpe. 

R白ultatsdu Pro』et:

I. Une s仕切如何 pourla mise en c:euvre du programme OVOP est mise en place. 

2. Le mecanisme d’identification des groupements OVOP est mis en place et fonctionne. 
3. Le mecanisme d’appui des groupements OVOP po町 lerenforcement de le町Scapacites est d旬bliet 

fonctionne. 

ゆ／
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4.L回 activitesdes producte山'SOVOP pour la commercialisation de leurs prod凶tssont問nfo問缶s.

Activit白 duProiet: 

[D白 or.伊nespour la mise en reuvre du programme OVOP soot er必＆］
1-1 cぽerun Comite National OVOP 
1・2Cr缶rd回 ComitesRegionaux OVOP 

1・3Elaborer et reviser un manuel de proc“u陀Spo町 lamise en reuvre du p叩gョmmeOVOP 

[Un mecanisme d’identifi伺 tiondes groupements OVOP est mis en place] 

2・10唱ani田rd田 ateliersa山 membresd田 Comit白仰町lamise en reuvre du programme OVOP 
2・2Elaborer des criteres pour la proposition et la selection des groupements OVOP 
2・3Sensibiliser les artisans pour participer au progr溜runeOVOP.
2-4 Examiner les propositions d田 groupementsa回 ve隠 lafoire/l'atetier des prod凶tscandidats 

ぽOVOP.
2・5Analyser la同actiond田 acheteursprof essionnels a山 foires/atelierss町 desproduits伺 ndidats

OVOP. 
2-6 Reviser le pro白話凶dela selection des groupements OVOP. 

[Un mecanisme d’appui a山 groupementsOVOP po町 lerenforcement de leurs伺伊cites田tmis en 
pla1切］

3・IFaire les diagnostics d田 groupementsOVOP. 
3-2 Identifier des prestataires de services et ela加問desplans d’appui a山 groupeme附 OVOP.
3・3Four叫rl’appuine田ssairea山 groupementsOVOP pour le renforcement de le町S回 pacites.

3-4 Organiser le suivi po町 l’appuiaux groupements OVOP. 
3・5Reviser le process凶 d’appuiaux groupements OVOP. 

[Les activit白 desgroupements OVOP pour la commercialisation de leurs produits soot renforcees] 

4・lAppuyer les groupements OVOP pour promouvoir la commercialisation de leurs produits. 
4・2Favoriser le contact entre des groupements OVOP et des acheteurs professionnels a釘avers

l’exposition/atelier des produis OVOP. 
4・3Mener une campagne pour la promotion du progr加nmeOVOP et des produits concernes. 

3. Mode d'exccution de la rc¥"Ue i¥ mi-1>arcours 
Uncomited’evaluation conjointe compose de la partie japonaise et de la partie senegalaise (Di問cteur

de la Direction de l'artisanat, Ministere de la Formation professionnelle, 1’Apprentissage et l’Artis加 at),

a ete mis en place et a effectue la revue a mi-parcours. 

Voici quel est le mode d・executionde l'etude : 
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Rubrique Process us 

• Preparatifs avant l'etude an senegal 

Col lecte d'informations sur les 
P11田 ederau classement des apports et activites ainsi qu’a 

appo氏SI・ealises
l'identi自国tionde l’etat d'avancement des activites pour la periode 
ecoulee jusqu’a present du Projet 

Elaboration de la conception de 
Elaborer un canev田 d恥al回 tion,un questionnaire, et decider des 

1・evaluationainsi que du pl加 de
rubriques de 尚加deainsi que du mode de collecte des informations r飢1deau senegal 

Recapi加lationd回 realisationset 
Recapituler Jes realisations activite p町 activiteen suivant l'ordre du 

des E・esul飽.tsd田 activites
cadre logique (PDM). Analyser Jes documents prealables a 
l'elaboration du Projet et me町eau clair 1・etatd’atteinte d田 r白ultats

• Etude au sen匂al

verification d国語alisationset d回
resultats des activites (interviews En plus d回 informationscoll回 t白spreatablement; a回 veぉles
des personnes/structures interviews des戸間nneslstructuresconcemees, la collecte des 
concern白s,etude開rvisites de questionnaires, l田 visitesde sites etc., verifier l田 activii白r白Iisees 
s副it白民，et，館c仏．よanal防ys舘ede郎sdo E町nne白es et l活悩td’atteinte des resultats 
collecte回

Les membres de l'equipe d’evaluation co吋ointede la partie 
japonaise et de la開rtiesen句alaisesynthetisent l田 r白Ii回tionset 
時sultatsverifies dans les documents prealables et sur le ten混in,et 

Elaboration du回pportd'eval凶伽n executent une evaluation basee s町 l田 cinqrubriqu田 d'evaluation. 
CODJOinte Par ailleurs, ils analysent les facte町sde promotion de l'atteinte d白

同sultatsainsi que les facteurs qui y font obstacle, qu'ils synthetisent 

con ointement aux recommandations, dans le rapport d’evaluation 
conjointe (en fran伊is).

Concemant les points objet de concertations lors du comite 

Signatu問 ducompte rendu de la 
d'evaluation con ointe, le Chef de mission d’etude et le rep吋sentant

reunion 
de la partie senegalaise (II est pre刊 que回 soitle Directeur de la 

Direction de l’artisanat) signent le compte rendu de la reunion 
(M/M). 

Rapport a l・＇Ambassadedu Japon et 
au bureau de la JICA Faire la synthese des resultats de l'etude au Senegal, et en faire 

rapport 

〈者
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• Apres le retour de la mission au Japon 

Tenue d’une reunion de restitution Faire rapport aux servic回 dela JICA concernes des 同sultatsde 

apres retour au Japon l'etude au Senegal 

Elaboration d'un rapport de la re刊 e
Elabor官run rapport de l'etude 

a mi-p：町cours

Desconce巾 tionsont ete tenu田 ala Direction de l'artisanat, qui田tla struc加rehomologue du Pr，吋et,
S町 labase du qu回tionn凶re,relativement au systeme d’execution, a山 impactsdu Projet ainsi qu’au 
contenu d'execution ulterieur. Dans Jes Chambres des metiers des regions de Kaolack et de Fatick, des 
interviews, principalement d白 personnesen charge du Projet OVOP, ont ete etTectu白 relativementa山
problem田 aresou命een matiere d'execution, aux加胆.ctsdu Pr吋et,ainsi qu・aucontenu d'execution 
ult，合ie町．

P町 aille町s,d回 groupementsde producteu隠 dela ぽgionde Kaolack et de la region de Fatick ont ete 
visites, l'etat de leurs配信vitesa ete constate, et由郎 lememe temps, ii a ete procede s町 labase du 

qu田.tionnairea d田 interviewspo瑚 ntS町 l’etatO屯anisationneldes grou戸mentsde producteurs, les 
impacts des activites du Pr吋etOVOP, les problem自問nconb・白parJes groupements de producte山富．

On notera que也田 lapremiと問 versiondu cadre logique (PDM), q回 ndii estぬitmention d回
groupeme臨 deproducteurs, c'est en tant que《 producteursOVOP ≫, et que也nsJes activites du Pr・吋et,
ii d田tp鎚ぬitclairement des distinctions a faire entre l田 groupementsdont le s旬加tet le niveau de 
so凶endifferent. Dans la presente問刊ea mi-p釘co山 S，尚加dea po尚 surles groupements detenteurs 
d'un蜘加 傾Iou superie町 aust制 tOVOP, c'est・・a-direco間企tementa山 grou伊mentsOVOP de la 
p問miereann缶 duProjet (20 groupements a Fatick et 20 groupements a Koalack, 40 au total) 

On位。uveraci-d白釦凶 unepr也entationdu systeme de sel田tionOVOP et des diffe附 icesde statut et 

de contenu du soutien伽nsles邸 tivitesdu P吋et,

(I) Le systeme de selection OVOP 

Rubrique Premiere annee du Projet Deuxieme annee du Projet 

Participation au Premier ex創nen base s町叩 II n'y a p邸 d’examen pr白lable 
seminaire de formulai隠 d'inscriptionsimplifie relativement a la participation. Tous 
promotion OVOP Le nombre de groupements qui ceux qui so叫ulitentparticiper peuvent 

peuvent戸rtici戸r回目xea 50 le faire. 
grou伊mentspar r句ion.

2. Selection d回 L'examen回teff ectue sur la base L'evaluation田te宵ectueesur la base 
伺 ndidatsOVOP du formulaire d’inscription et du formulaire d'inscription et 

d・echantillons (ou encore de d・echantillons du produit. 30 
photos) du produit. groupements sont selectionnes par 

A l'occasion de ce comite de region. 

3. Sel回 tion des set目白n sont determines les L'evaluation est effectu白 surla base 
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groupements OVOP candidats OVOP ( l 0 groupements des p加1Sd’affaires (plans d’a伯 iresA 
par region), les OVOP (15) et les moyen 館rme) elabor由 p町 les 
excellents OVOP (5). producte町s. 15 groupements sont 

selectionnes par region. 

4. Selection des L・evaluationest effectuee sur la base 
excellents OVOP d田 plansd'action elabores p釘 les

product側 rs(plans d’action s町 une
anne吋etdes resultats d’une etude s町
les lie山 dela production effectuee par 
les expeはS 5 groupements soot 
selectionnes par r句ion.

(2) Soutien apporte a山 producteurs

Producteurs cibles 

Teneur du soutien 

Nombrede 
groupements cibles de 
la premiere annee du 
Pro jet 

Nombre de 
grou伊mentscibles de 
la deuxieme annee du 
Pro jet 

Excellents OVOP 

Soutien technique 
particulier (inclut la 
島町叫加rede materiels 
et les formations) 

Excellents OVOP et 
OVOP 

Participation 
expositions a Dakar 

aux 

Mise a disposition d'un 
espace de vente a Dakar 

Insertion dans 
brochure 
pri白en組討on
prod凶ts et 

la I Soutien (si n似 SS凶悶） a 
de I I’obtention de 
~es I 1’autori組tionFRA qui est 
aes ' une norme en matiere de 

producteurs vente des produits 
alimentaires. 

Rapport d’e加des町 les
lieux de la production p釘

les ex戸市

Formation au plan 
d’action 

Excellents OVOP, 
OVOP et candidats 

OVOP 

Participation a山
ateliers de retour 
d'informations 

Participation aux 
forums de p釘tenariat

Foumiture d’occasions 
de mise en relation 
d'en1悦 prises avec des 
紺 uct1町田liees

Participation a肌
expositions r句ionales

Formation au plan 
d'afぬires

5 grou戸ments par I 20 groupements 
region, l 0 au total ｜同gion,40 au旬阪l

Pぽ I30 groupements p釘
region, 60 au total 

5 groupements par I 15 groupements 
region, 10 au to凶 Iregion, 30 au to凶

掠Seront dorenavant 
selectionnes parmi les 
OVOP. 

P訂 I30 groupements p釘

region, 60 au total 
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4. Realisations du Pr吋et

4.1 Apports 
Les apports de la partie japonaise et de la partie senegalaise dans le present pr＇吋etsont globalement 

realises conformement au plan. On位。uveraci・d回so凶 unepr唾sentationresumee des apports均 liseP釘

les deux parti回 aumoment de l・6加dede revue a mi-parcours : 

( l) Apports de la partie ja仰naise(en decembre 2012) 

Rubriaue Realisations 
Envoi d’experts ． Conseiller principal I Promotion OVOP (gestion du systeme) 

． Responsable du回.vailad oint I Promotion OVOP （剖ificationdu 
syst告me)

． Gestion des micro-en悦 pris田 I
． Gestion des micro-en釘eprisesII I relations publiques I edification 

d回 filier百
． Marketing 
． Marketing II I commerce equitable 
． Coordination du travail I assistance en matiere de relations publiqu回
7回路onn白 auto凶，44,68hommes I mois 

Formations d回 2homologu田 d田 chambresde metier regional田 ontparticipe a un幻age
homologues 仙台natiquede la JICA de l’佃neebudgetaire 2011 inti加le≪ Capacites 

des communautes et developpement rural ・centres町 lemouvement 
OVOP-pour les pays a合icains》．

Fo町叫仰向de materiels 2.533.000 yens au to凶
Prise en charge des coilts Environ 28.531.000 yens au total 
lo伺 ux

(2) Appo巾 deIa partie senegalaise (en decembre 20 t 2) 

Rubrique Realisations 
Affecta“on d'homologues [Direction de l’artisanat] 

． Coordinateur du Projet 
． Homoloque en chef 
． Responsable de la promotion, du marketing et d田 relations

publiques 
． Responsable des finances et de la gestion de la加utiqueOVOP
ー Responsable adjointe de la promotion et de la gestion de la boutique 

OVOP 
[Chambres des metiers] 
． Charge du projet OVOP pour la region de Kaolack 
． Charge du pr吋etOVOPpo町 laregion de Fatick 
7回路onn回 autotal 

Mise a disposition Mise en place de bureaux du projet a la Direction de l’artisanat, a la 
d’immobilier et Chambre de metiers de Kaolack et a la Chambre de metiers de Fatick 
d’白uioements
Prise en charge des collts Environ 7.940.000 Francs CFA au total 
lo伺山
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~.2 Acth itcs c¥ccutccs 

Les activites relatives aux resultats specifies clans le cadre logique (PDM) du present Projet, mis a part 
l'edification d'un systeme de monitoring et de suivi des groupements OVOP, soot globalement executees 
confonnement au plan. Concemant l'edification d’un systeme de monitoring et de suivi, ii est requis que 
soit doreavant edifie un systeme de monitoring. elaboほuncanev：田demonitoring-evaluation etc. 

Bien que cela ne soit開smentionne也nsle ca白 logique(PDM}, ont ete尚 lis白血nsle cadre d回
actions du Pr1吋etl'ela加rationd'un logo OVOP, d'un site du projet et de documents de promotion, la 
mise en place d’une加utiqueOVOP （加sede distribution des produits OVOP etc. situe dans la ville de 
Dakar), etc. 

~.3 I汁llld’allcintc des rcsultats 

Le degre d’atteinte de chacun des resultats du pr也ent附吋etau moment de la revue a mi-parcours 
genere par les activites executes relativement a chacun d由記sulta俗儒jugeprinci伊lementau w d白
resultats qu卸“自白 d田 indi伺 teursmis en place resultat p訂 resul旬Lauxquels ont aussi ete ajo凶白 l回
resultats qualitatifs obtenus a travers les interviews des personnes/structures con田 meeslors de cette 
revue a mi-parco凶'S.

On notera que les indicateurs qui ont fait l’o吋ddejugeme臨 dans le cadre de cette etude de re叩 ea 
mi・伊rcourssont白ndamentalementb白白surla premi告reversion du cadre logique (PDM}, mais que l回
indicateurs qui n'e飽ientp笛 chirtreset ceux dont la teneur n・etait pぉ claireou n'etait pas concr告tedans 
cette premiere versio~ po町 desraisons de commodite, ont ete rectifes. Dans le c出 ouun indicate町 a
ete問ctifie,I・indicateurd’origine est l凶aussimentionne. 

Les tableaux qui suivent presentent les indicateurs de chacun des 話sultatset leurs degr也 d'atteintes

Resul鈎.tI: Une s甘uctu問 pourla mise en reuvre du programme OVOP est mise en place 

Indicateur Resultats 
Le comite national et l白 -Le comite national OVOP a ete mis en place en mai 2011. 
comites regionaux OVOP sont -Le cornite regional OVOP de Fatick a ete mis en place en juin 
mis en place. 2011. 

-Le comite regional OVOP de Kaolack a ete mis en place enjuin 
2011. 

Les roles du comite national et -La version 1 du manuel de proc剖町田OVOPaete伽 blieen aoQt 
des comit白regionauxOVOP 2011, et 同visee却凶laforme d’une version 2 en octobre 2012 sur 
sont definis也nsle manuel de la base des activites de la p問miereannee du Projet. II est 
proced邸前OVOP. prevu une nouvelle 吋vision(version 3）叩2013s町 labase d回

activites de la deuxieme annee du Projet. 
-Les roles du comite national et des comites regionaux OVOP sont 
definis au deuxieme cha,,itre de ce manuel. 

A enjuger selon les resultats des indicateurs ci-dessus, le 同sultat1 est actuellement atteint. 

10 

Cト ~ 
A-1-28



Resul制 2:Le mecanisme d'identification des grou伊mentsOVOP est mis en place et fonctionne 

lndicateur Resultats 
Dans chaque region cible, un On trouvera ci-dessous le nombre des seminaires de promotion 
seminaire de promotion OVOP OVOP organis白血mchacune des provinces cibles la premiere et la 
出tor伊 iisechaque佃 nee. deuxieme annee du Projet, ainsi que le nombre de participants : 

Indicateur de la premiere Anneedu Region concemee Nombrede Nombrede 
version PDM : Projet semin凶res participants 
D創tSchaque region cible, un 0阻anises
atelier de promotion OVOP est Premiere Ree.ion de Fatick 50 
organise au moins X fois, et X anneedu Region de Kaolack 50 
producteurs au moins y Proiet 
p町tic1pent. Deuxieme Region de Fatick 3 201 au total 

anneedu Region de Kaolack 3 215 au total 
Proiet 

Total 8 516 au total 
NB : Lors de la premiere annee du Pr吋et,la participation au 
seminaire de promotion constituant le p隠mierniveau de sel田tion 
OVOP, ellee凶tsoumise a un systeme d'inscription pr白Jable，田qui
ぬitque le nombre de participants a ete I加ite.

Dans chacune des r句ions On trouvera ci-dessous le nombre dossiers de candidature soumis 
cibles, plus de 50 dossiers de dans chacune des provinces cibles la premiere et la deuxieme annee 
candidature sont sournis du Pr吋et:
chaque annee. 

Ann白 du Region con関 mee Nombrede 
lndicateur de la premiere P吋et dossiers de 
version PDM : candidature 
Dans chacune des 同gions SOUffilS 

cibles, plus de X dossiers de Premiere Ree.ion de Fatick 101 
Candida仰向sontsoumis. anneedu Region de Kaolack 68 

Projet 
Deuxieme Region de Fatick 84 
anneedu Region de Kaolack 64 
Proiet 

To旬l 317 
Dans chaque region cible, une Du 23 au 25 decembre 2011, un exposi伽nregionale a ete organisee 
exposition I un atelier po町 les dans la region de Fatick et dans la region de Kaolack et un total de 60 
produi句伺ndidatsOVOP回t produits OVOP et伺 ndidatsOVOP de la premiere ann缶ontete
0唱aniseau moins une品is開r exposes. Lors d白 inaugurationsde c田 expositions,I回 gouveme山'SI
an dans chacune des regions adjoints au gouveme町 dechaque region ont ete p同sents. 
cibles. 

In di側 eurde la premiere 
version PDM : 
Dans chaque r匂ioncible, une 
exposition I un atelier po町 les
produits candidats OVOP est 
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organise au moins X fois血ns
chacune des re~ions cibles. 

A en juger selon les resultats des indicateurs ci・dessus,le niveau d'atteinte d白 indicateursrelatifs au 
resultat 2 est bon, et si la selection effectuee dans le cadre des cycles de la premiとreet de la deuxieme 
annee du pro et est de no即時ue町民tu白 latroisi告meannee, la perspective回t回 lied・uner白lisationdu 
resultat 2 au plus tard a la fin du pr吋et.

Resul飽t3 : Le mecanisme d’appui des groupements OVOP pour le renforcement de leurs capacites回t
etabli et fonctionne 

lndicateur Resultats 
L田 p畑isde so同ienachacun -Pour les gro叩ementsexcellents OVOP de la premie問 annee(5
des groupements OVOP soot groupements de la同gionde Fatick et 5 gro叩ementsde la region 
etablis sur la base des resultats de Kaolack), un diagnostic de la production a ete同剖iseen
des diagnostics. novembre 2011, puis un projet de plan de soutien b出 esur les 

resultats du diagnostic etabli en dC<沼mb問 2011.
-Les activites indiquees曲nsle projet de plan de soutien sont 
globalement realisees sur la加sede l'ordre de oriorite . 

Le soutien technique et l回 -On甘ouveraci-dessous le contenu d回 formationsexecut，白s
C町 S山 deformations sont jusqu'a p時sent:
同alisesconformement au plan 
pour ce qui concerne le Norn de la Peri ode Personnes Nombrede 
nom伽芭d’interventions,les ぬrmation Duree cibles DarticiD創出

period民 lesconten凶， les Formation a Decembre Groupements 3 personnes 
personnes ciblees, etc. l’analyse 2011 excellents p町

analyse SWOT (2jours) OVOPdela groupement, 
（品＇rces P隠 miere 30personn白
faibless白 剖 n白 autoぬl

~:O~~~~；tes, 
Formation au Mai-juin Groupements 3 personnes 
plan d’affaires 2012 excellents par 

(12jours) OVOPdela groupement, 
premiとre 30 personn回
ann白 au total 

Formation au Juin 2012 Groupements 3p町soones 
plan d’action (3 jours) excellents par 

OVOPdela groupement, 
premiere 30 personnes 
an nee au total 

Formation au Juin-aoOt Groupements 2p町sonnes
pl叩 d・a伯 ires 2012 OVOPet 伊r

(10 jours) candidats groupement, 
OVOPdela IOO 
pre mi告re personnes au 
an nee total 
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80%aumo泊sd回
groupements de producteurs 
de produits OVOP 
(groupements OVOP et 
excellents OVOP) sont 
satisfaits du soutien technique 
et des c町susde fonnations. 

lndicateur de la premi告re
version PDM : 
X % au moins des 
groupements OVOP soot 
調tis色itsdu叩 utientechnique 
et d回 CW宮 山defonnations. 

Le monitoring et le suivi des 
groupements de producteurs 
de produits OVOP 
(groupements OVOP et 
excellents OVO町田t
regulie問menteffi白畑6en 
問co町anta un c叩 ev田 de
monitoring-evaluation. 

lndicateur de la premiere 
version PDM : 
Le monitoring et le suivi des 
groupements OVOP est 
E場guli的 mente偽 ctueen 
問co町制taunc剖 ev部品

Formation au 
plan d'affaires 

Septembre-
田tobre2012 
(3 jours) 

Touts les 
C田 di也.ts
OVOPcibles 
pour la 
de山 ieme
annee 

2 personnes 
par 
groupement, 
120 
戸隠onnesau 
total 

-Seton les interviews des personnes/s町ucturesconcernees, la 
fourniture de mat制elsetant elle ausi positionn白al'interieur du 《
soutien technique ≫, des points de刊 ede l'amelio蹴 ionde la 
qu直litedes produits OVOP, du renforcement des capacit白 de
production, du rehaussement de la motivation des particip.叩 tsau 
projet, les trois elements suivants : e況tensiondes bases de 
distribution，問ticipationaux fonnations, et les materiels sont d回

elements importants d田 activit白血nsle Projet OVOP au Senegal. 
-Seton l白 interviewsrealises aup時sd白 groupementsOVOP et 
e深田llentsOVOP cibles de la premiet写annee,le degre de 
satisぬctionp訂 rapportaux fonnations et剖 soutientechnique 
prodigues par le Projet est eleve, et ii y a eu en particulier 
beaucoup de reponses indiq凶 ntque le contenu relatif aux 
methodes おe国凶onet au marketing a ete utile. 

-Les resul旬tsdes enque旬srealisees apres chaque fonnation 
montrentqu’aux questions con伺 rnantla gestion, le contenu et les 
fonnateurs des fonnations, presque tous les participants ont choisi 
de r匂ondre《satisfait砂P儲miles trois choixαinsatifait紗《

moyen》etαsatisfait》quileur etaient proposes. 
-B聞 ucoupde groupements ont deja beneficie de soutiens et de 

fonnations 白山田加illeursou de programm白 gouvernementa山
senegalais, mais ii a ete co回 tateque, du fait que l白 fonnations
dispense田 parle Projet ont l'av卸飽ged＇.卸oirun contenu bien 
eto能 enmatiere de method田由gestionet d’郎tensiond田
debouches, les differences entre l回 fonnationsdu P吋etet les 
au悦 sformations re~ues auparavant tiennent a l'asp田tpratique du 
contenu et a l'ajout d’une vision du marketing. 

-On peut penser que les activites relatives au mo凶toringet a 
1・＇evaluationsont efiectuees 削減ivementaux producteurs et 
relativement aux prod凶ts,mais dans m 伺 scomme dans l'autre, ii 
n'a P邸側coreete elabo同decanev酪 demonitoring-evaluation. II 
白 treq凶sque回 S伺 nevassoient凶6併sap泌sleur elaboration 
dans la version 3 du manuel de pr1田剖町田OVOP.

-N白runoins,dans le courant d回 activi倫 r白Iles,un monitoring tel 
que decrit ci-dessous est realise en lien 創出l回 produits:

-Un monitoring est realise a釘aversla boutique OVOP ( e汀etsde 
l’amelioration des produits），伽nsJamesw唱outout en restituant 
aux prod田 teぽSJes commentai 問s色bp町 lesacheteurs a 
l’occasion de la ven旬desprod凶ts,la boutique verifie la qualite 
etc. d田 produitslorsqu「ilssont livres par les producteurs. 

-Par ailleurs, un monitorin晦estrealise a甘aversles visit白 surles
lieux de production d剖 sla mesure ou si U!l-9.l!eLconque prob！加e
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monitoring-evaluation. est apparu con回 mantun produit vendu, s'il y a eu叩 edemande 
d'un producteur adressee a la Chambre de metiers, le monitoring 
est realise a cette occasion. De plus, si necessaire, des 
concertations m悦 lespersoMes/structures concemees par le 
projet et les producteurs sont tenues, des conseils sont doMes po町
l’amelioration du systeme de poduction, etc. 

A en juger selon les r伽 lぬtsdes indicateurs ci・dess民 leniveau d’atteinte des indicateurs rela総 au
resultat 3, mis a p釘tle monitoring et le suivi des groupements OVOP est bon. Bien que le monitoring et 
le suivi soient e宵倒u白， itsle sont de fai;on凹nc加elleet ne sont p笛 systematis白.Par consequent, d組 S

lames邸宅oilun systeme de monitoring est edifie, un伺 nev；錨demonitoring-evaluation est elabore, et un 
monitoring et un suivi sont executes sur ces b酪es,la pers戸ctiveest関 lied’une realisation du 必sultat3 
au pl凶 tarda la fin du projet. 

Resultat 4: Les activites des producte町SOVOP pour la commercialisation de leurs produits soot 
renforcees 

lndicateur Resul也ts
Le nombre d'acheteurs Desoppoはunitesde discussions commerciales eぬntoffertes a甘avers
participant aux expositions I des espac回 telsque la Foire intemationale de Dakar (FIDAK) ou la 
ateliers augmente. boutique OVOP, on consぬ.tede nombreux伺 S耐 Isde clientele ayant 

augmente, mais les chi曲芭sprecis relatifs a田saugmentations ne 
lndicateur de la p問mie問 回 nt開sidenti自白．
version PDM : D倍 expositionset d回 mis目印刷ationd'en闘 pris田 ontete r，白lise白
Lenomb問 d’acheteurs une fois, mais comme le nombre d’acheteurs n・apasぬit1・objetd'une 
participant aux expositions I etude, ii n'est p魁 possiblea l'he町宮actuellede mesu問r
ateliers d田 produits四ndida鈎 !'augmentation (ou la diminution) de田 nomb問．
OVOP剖 21Dente.
Le nombre de discussions Des opportunit，白dediscussions commerciales etant off ertes a travers 
commerciales relatives aux des espaces tels que la Foire intemationale de Dakar (FIDAK) ou la 
produits OVOP augmente. boutique OVOP, on constate de nombreux伺 sreels de clientele ayant 

augmente, mais l回 chiffrespr白isrelati fs a ces augmentations ne 
sont p出 identifies.
Comme le nombre de discussions commerciales sur les produits 
vendus a la boutique OVOP n'a pas fait l'objet d'une etude, est p田
possible a l'heure actuelle de mesurer l'augmentation (ou la 
diminution) de ce nombre. 

L田 debouchesd田 produits -Avec la boutique OVOP, une base de di町ibutiona ete ouverte 
OVOPダelargissent. 仰url回 produitsOVOP dans la ville de Dakar. 

-Une partie des produits alimen句iresOVOP ont obtenu 
lndicateur de la premi釘e 1・autori回lionFRA, si bien qu'ils ont pu remplir une condition 
version PDM : 問quisepo町 lavente d回 produitsalimentair田．
Les debouches des produits -Au vu des repons自制questionnairedestine aux groupements 
OVOP s’elargissent OVOP et excellents OVOP de la premiとreaMee, sur 40 

groupements, 34 groupements indiquent que leurs reseaux de 
commercialisation se sont etendus apres qu'ils aient ete selectionnes 
en tant que groupements OVOP. 
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A en juger selon l自由ultatsdes indicateurs ci・dessus,mis a p副 l'augme削 iondu nombre 

d’acheteurs, et celle du nomb隠 dedi民国sionscommercial田 pourlesquelles ii回ten co問 difficilea 
l'heure actuelle de juger de leur degre de r匂lisation,le niveau de r白lisationdes differents indicateurs du 
resultat 4 est bon, et la peぉpectiveest celle d'une realisation du resultat 4 au plus tard a la fin du Projet. 

-'--' Etat d’atteinte de l・objectifdu projct 
L'etat d’atteinte de l'objectif du projet, comme celui des differents result拙， ad低 principalementjuge 

au vu des resultats quantifies des indicate町smis en place pour叩 la, auxquels ont ete ajoutes les 
resultats q田 Ii凶 ifsobtenus a釘aversles interviews des personnes/s住UC加問sconcemees tors de cette 

re刊 eami・開rco町s.

L回初blea山 quisuivent presentent les indicateurs de l’objectif du projet et leurs degres d’atteintes 

Obj即 tifdu projet : Le modele du ouvement OVOP po町 promouvoirles activites generatric白 de
revenus des groupements de producte町svalorisant les問ssourceslo伺lesfonctionne dans les regions 

ciblees. 

Indicate町 Resultats 
Chaque annee 30 grou戸ments On trouvera ci-dessous le nombre de groupements de producteurs de 
de producteurs au moins sont produits OVOP certifies durant la premiとreet la deuxi告meannee.
回 rtifiesen tant que 
groupements de producteurs Annee Region Excellents OVOP (Candidats 
d白 produitsOVOP du concemee OVOP OVOP) 
(groupements OVOP et Proiet 
excellents OVOP), et Premiere Region de 5 15 10 
凶同日cientd'un soutien. anneedu Fatick 

Pro jet Region de 5 15 IO 
Premiere version PDM : Kao lack 
X groupements au moins soot To飽l 10 30 20 
certi目白田組ntque
groupements OVOP et Anneedu Region Excellents OVOP (Candi也ts
beneficient d'un soutien. Pro jet concemee OVOP OVOP) 

Deuxieme Region de 5 10 15 
anneedu Fatick 
Pro jet Region de 5 10 15 

Kao lack 
Total 10 20 30 

L由 郎tivit白 professionnelles [Pr吋uction]
de tous Jes groupements de Panni les di促rentsproduits OVOP, ii y a des伺 soil de伊rrapport 
producteurs des produits de materiels ou la refection du point de vente etc., Jes capacites de 
OVOP (groupes OVOP et production ou le volume de la production a augmente. Par ailleurs, 
excellents OVOP) (production, des ameliorations soot apportees en matiere d・elevationde la qualite 
gestion, marketing et vent＇白， d回 produitsde par l'obtention de l'autorisation FRA et l田 retours
gestion et developpement d'info11『nationsde la boutique OVOP. 
organisationnel) soot 
副neliorees. [Gestion] 

Tous les groupements OVOP et grouoements excellents OVOP cibles 
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Premiere version PDM : de la premiere et de la deuxieme annee ont elabore un plan ぬ町hlres
Sur la base d臨時sultatsd国 so凶 l’effet de la formation au plan d'’a仔hlreset preservent la vision 
diagnostics de chacun d回 d'une gestion b部eesur田 plan.
groupements OVOP, Les 
activites professionnelles de [Marketing] 
to us l回 groupements Ilya d田 exemplesd’augmentations des ventes dues aux ventes a la 
(production, gestion, boutique OVOP, d'augmentations d回 vent，回duesala 同fectiondu
marketing et vent回， gestionet point de vente du producteur, d'ouverture de debouches par les 
developpement pr吋ucteurseux-memes sous l’effet des formations, de possibilit白血

organisationneりsont debouches vers le Japon, etc. 
組 ielio吋田．

[G回tionet developpement organisationnel] 
Les groupes qui reussissent en matiとrede marketing voient leur 
niveau d’occupation augmenter et les activites intemes au groupement 
commencent a se dynamiser. Par ailleu民 parsuite d白問to凶3

d'information op併 sp釘 laboutique OVOP, la戸 町eptionde 
l’importan伺 d’unestabilisation de la q国 lited田 produits回t
manifestement rehaussee. 

80 % au moins des -Seton les interviews et d卯出回auxquestionnai問sadresses aux 
groupeme臨 deproducteurs groupements excellents et aux groupements OVOP cibles de la 
d田 produitsOVOP (groupes p問mi告問ann白，presqueto凶 lesgroupements叩 nt回tisぬitsde 
OVOP et excellents OVOP) leur participation au Projet. Parmi les soutiens apportes par le 
sont satisfaits de leur Pr桝 lesr伽 nsesindiquent que la participation a眠 formations
participa“on au Pr＇吋et. et 1・elargissementdes debouches ont ete particuli釘ement

apprecies. 
Premiとreversion PDM : -Un certain nombre de groupements ont deja beneficie de soutiens 
X producte町SOVOPau et de formations d加tresbailleurs ou de programmes 
moins sont satisfaits de leur gouvemementaux senegalais, mais en matie問 d'avantagesdu 
participation au Projet. Pro et, les伊 it市 suivants sont facteurs d'un ha凶degrede

satisfaction : La reputation des produits ou du groupement ayant 
ete rehaussee duぬitde la selection OVOP, ii ya eu un e能tde 
label perceptible a vue d’oeil; cela a debouche也nsles faits s町 une
augmentation d回 vent，田； lesvent回 ala boutique OVOP, 
!'exposition des produits a la FIDAK, etc. ont contribue a 
1可~xtensiond田 de加uchesau deh¥ du marche local. 

Pour les groupements de -A l’heure de )'evaluation a mi-p釘∞町宮， leschi倍四precis
producte町sdont les produits concemant le volume d回 ventesne sont p出 clairementetablis. 
onteteceはitiesen t創itque Pour ce qui conceme le volume de la production, ii a ete constate 
produits OVOP (groupements au vu des reponses de b聞 ucoupde producteurs qばiia augmente 
OVOP et groupement d’au moins 10 %. Voici maintenant田 quiconceme Jes volumes de 
excellents OVOP), le volume production : 
de production de ces meme -En matiere de production des produits OVOP par les g。upements
produits a augmente d’au excellents cibles de la p問miereannee (10 groupes), si l'on 
moins 10 %. comp悶 levolume de production d’une periode bien determinee de 

l’annee demi告re(avril a septembre 2011) et celui de la meme 
Premiere version PDM : periode pour cette ann白（av出aseptembre 2012), lemon刷 tdes 
Le nombre de ventes des ventes a augmente cette叩 n白 de16 % en moyenne. 
produits OVOP augmente de -Pour ce qui conceme la production des produits OVOP par les 
X%. g勺upementsOVOP cibles de la premi告reannee (30 groupes), si 
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l'on compare le volume de production d'une periode bien 
determinee de l'annee demiとre(avril a septembre 2011）成田luide 
la meme periode pour白紙eannee (avril a septembre 2012), le 
montant des ventes a auwnente田:tteannee de 50 % en moyenne. 

Le cycle du mouvement -Durant la p陀miereannee (periode: de mars 2011 a fevrier 2012), 
OVOP回trealise chaque dans la region de Fatick et d卸 sla region de Kaolack, le premier 
ann白血nsJes regions cibles. cycle OVOP (organisation du seminaire de promotion, selection 

d回 groupementscibles OVOP, exposition des produits dans Jes 
expositions (expositions regionales, FIDAK), execution de 
formations de錦ineesaux groupements OVOP, etcふaete execute. 

-Le deuxieme cycle OVOP execute pour la deuxieme annee du 
Projet (periode : de mars 2012 a 飴vrier2013), a 1・heurede la 
presente etude de revue a mi-parcours, a acheve les etapes 
suivant回： or伊 1isationdes ateliers de promotion. sel印刷Edes 
groupements OVOP parmi l回 candidatsOVOP, exposition des 
produits a la FIDAK (du 29 novembre au 12 d白emb陪 2012)

A en juger selon les resultats des indicateurs ci・dessus,le niveau d'atteinte de chacun des indi伺 .teurs
de l'objectif du projet白thon, et l'on peut dire que le pr乏sentPr吋etprogresse positivement d創tsla voie 
de la r白lisationde四tobjectif. On peut prevoir que, si les activit白問lativ，田 aux同sultats2,3 et 4 etant 
achevees, les r也ultatssont to田 atteints，回to吋田tif託raatteint au plus tard a la fin du projet en 俗vrier
2014. 

4.5 Processus d’execution 
Voici quels sont les points a創nelioreret les facteurs de contribution qui ont ete constates dans le 

proc白 S凶 d’・executiondu present Projet : 

( 1) Amelioration de la collaboration en悦 l白 expe出 etl回 homologuesde la Direction de 

l’artisanat 

Dans le pぽsentProjet, comme c’etait la premie問 foisque la Direction de l'artisanat汀availlait
avec un projet japonais, elle av必ttendance a ne p笛 etrehabituee a cette collaboration. Par 
consequent, po町 amelio問ra partir de la deuxieme annee la communication entre l白 expertset la 
Direction de l'artisanat, l郎 deuxparti田 sesont d聞記s時gulierementune fois p町 semaine,ont 

verifie les prevision et p加1Sd’activites ainsi que l'etat d'avancement, ont partage les infonnations 
S町 l田 problem田， ensont venues a debat悦 S町 l出品Jeset fonctions de la Direction de l・artisanat
apres la日ndu Projet en p話visiondu白刷r,si bien que la collaboration e附 eles deux p町tiess'est 
approfondie au niveau du transfert de technologies. 

(2) Mfuissement de l’appropriation p訂 l白 homologues

Le degre de comprehension du Projet par les responsables de la Di問ctionde l'artisanat et Jes 
chamb陀 S吋gionalesdes metiers qui sont les s甘UC仰向shomologues du Pr吋etest eleve, et dans le 
courant de leur engagement dans les process山 d'execution,leur appropriation est en train de mOrir. 
Durant la premiere annee du Pr吋et,Jes activites avaient tendance a etre principalement menees so凶
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la direction des expe巾， maisentre autres grace a l’amelioration susmentionnee de la collaboration 
entre les expe巾 etles homologues, a partir de la deuxieme annee, peu a peu, les homologues en 

sont venus a prendre des decisions par eux・memespar rapport aux activites, et leur role d'acteurs 
principaux dans les processus d’execution se renfor℃e伊uapeu. 

(3) s匂bilitede l'organisme d’execution 

La Direction de l'artisanat qui est l’organisme d’execution a connu de frequents change『nentsde 
ministere de tutelle depuis le debut du Projet par suite de remaniements ministeriels, et c’est 
aujourd'hui son troisieme ministere de tutelle. Cependant, ii n'y a p踊 eude changements dans son 

prop問 dispositifde陪sso町・ceshumaines, et tous les membres homologues sont au travail sans avoir 
change depuis les preparatifs et le debut du Projet Par consequent, la continuite des personnes cle 
en matiere d'execution du h司氏自t田 SU吋e.

Cependant, les problem田 suivantssont ou etaient apparus : 

(I) Role et fonctions du comite national et d国 comitesregionaux OVOP 

Le systeme d’execution du present Pr吋etest compose de la Direction de l批ti回 nat槌 S町・antle 
secretariat, d’un comite national centre sur la chambre de m制ersnationale, et de comii白同gionaux
cen紅白 surles chambres regional白 dem剖ers,qui ont chacun et chacune un n')le defini. En 
matiere d’execution du Pr吋et,la Direction de l'artisanat remplit son role et S白 fonctions,mais bien 
que le comite national et l田 comitesregionaux aient ete mis en pla民， itsne jouent p踊 lerole qui 

avait eie envisage lors de la p切首日回tiondu projet. Le comite central, au dep釘t,e泊itpositionne 
conune une 柑 UC加問 quiαdonne des conseils問latifsa l'examen, !'execution, l'amelioration d回
ori印刷ionset des p加1Sd'ensemble du Projet, certifie l田 groupementsOVOP selectionnes par les 
comites regiona山， efl忌c加eles coordinations avec toutes I回 instancesconcemees問lativementa 
l'execution du mouvement OVOP ≫, et ii e凶tes戸時 queles servic田 etatiquesconcemes, les 
organismes d・＇etudeet de soutien detentric借 d'unsavoir fai陀 enmatie問 soutienaux producteurs, etc. 
participeraient a田 comite. Cependant, en l官ぬtactuel, duぬitqu'il n’y a p踊 decontim』itedans l回

personn田 participanta山尚削onsdelegt府 spar les differents services et struc加問Smembres du 
comite, du fait que quand la Direction de l'artisanat demande un appui-conseil t田hniqueaux 
di俄 re附 servicesou s刷 ct町民 ellele fait selon les nece回ites,en dehors du cad問 ducomite, ii 
faut que le Projet examine bien en interne le sens qu'il y a a po凶判iv問！＇organisationde 吋unionsde 

ce comite. 

(2) Prise en charge par la partie japonaise d回必pensesa俄 rentesa l'execution des activites 

Dans le present Projet, pour executer les activites, en plus des organismes d'execution (la 
Direction de l’artisanat, l回 chambresdes metie同iifaut une colla加悶tionso凶 laforme notamment 
d'un appui・conseiltechnique de la part des autres s甘uctu問s,principalement celles qui sont memb陪 S

du comite national et des comit1お r匂ionaux. En partict』lier,en matiere d'encadrement des 
producteurs, la cooperation d’au佐田 organismes est indispensable po町 ce qui conceme 
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l'encadrement de la securite alimentaire et de l’amelioration de la qualite. Ce~en也nt, ii est di田cite
d’envisager que la Direction de l’artisanat p問nneen charge les depenses relatives a un encad問ment

par d’autres s加 ctures,et, dans le cadre du present Pr吋et,c’est la paはiejaponaise qui prend en 
charge l’ensemble de ces depenses et白itappel des que M伺 ssaireaux organism回 voulus,si bien 
que l'execution de l’encadrement depend po町民aucoupdes apports de la partie japonaise. 

(3）白aborationet pat租ged’un plan d’activites d伽 me

Comme Jes dates des seminaires et Jes formations etc. exec吋 sdans Je伺 dredu Projet n’etaient 
p田 determine回 clairementa l'avance, ii y a eu quelques diffic叫臨 lorsqueles homologues d白

regions ont voulu coordonner Jes calendriers des seminaires de promotion et des formations. Si des 

calendriers d’activites etaient etablis po町 chaquecycJe annuel du Pr吋etet si Jes homoJogues 
nationaux et r句ionauxpouvaient Jes par旬ge九celaserait commode pour arranger Jes calendriers 
des seminaires et formations dans chaque region. 

5. Resultats de l'evaluation 

5.1 Pertinence 
La pertinence du present Pt℃~et est jugee ≪elev白川cepour Jes raisons suivantes: 

(I) Compatibilite avec les politiques de developpement du Senegal 

Le present Projet est en accord avec le plan national de developpement et la politique liee au 

developpement du secteur de l’artisanat du Seneg剖．

L' actuel plan national de developpement du Sene酔l田tla Strategie Nationale de DeveJoppement 
Economique et Social (SNDES) , cependant, l’evaJuation conjomte a ete menee s町 labase du 《
Document de politique economique et sociale》（OPES）仰blien mars 2011 (po町 lesannees 2011 
a 2015). Ce OPES田tpositionne comme venant a la suite du deuxieme Document de s回 .tegie
pour la尚ductionde la pauvrete (DSRP II), et comme celui-ci fixe des o句ectifsprioritaires qui 
accordent une impo同組問 paはiculiereaux problemes a resoud問 enmatiere de αcreation 
d'oppo同uniteseconomiques et de richesse》ainsique d’αamelioration des services social』xde base 》．
Les obj田 ti色dupresent Projet sont conformes a cette《creationd’opportuni総seconomiques et de 
richesse》

De plus, con品rmementau Cadre de depenses sectorieJ a moyen terme (CDSMηqui sert a 
etablir les budge包 etage陀rles de伊 回目問lativesau OPES，叩 pJan甘iennalglissant du budget 
national 2011・2014）田tetabli，伽mlequel on trouve une ligne po町 OVOP白nsle plan d'activites 
qui倍tmis ajourto田 les釦 Sen aval du DPES.1 

111 拘.gitd'un cadre budgetaire fondam伺 talpour la politique financiere a moyen tenne （甘oisanne田）despays 
en voie de developpement, etabli p釘 leministere en ch釘伊d目白n組 問s,un mode de gestion financiere qui 
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En aval du plan national de developpement de町itci-dessus, on trouve en matiere de politique 
relative au domaine de la promotion de l'industrie locale la αLettre de politique de 必veloppe『nent
du secteur de l’artisan at》（2006・）.qui considere comme d邸 strat句iesimportantes le renforcement 
des capacit白 desproducteurs incluant les artisans et l'amenagement d’un systeme permettant ce 
問nforcementdes capacites. 

(2) Compatibilite avec les besoins de developpement 

Lepr白ent 目。~etsatisfait aussi les besoins d田 producteurs(les groupements cibl回）．

La Direction de l'artisanat avait des problem回 ar由oudrerelatifs no回 nmenta皿 capacitesde 
production et de transformation des producteurs, artisans inclus, ainsi qu'au marketing, au systeme 
de soutien a山 producteurs,etc. Par ailleurs, chacun de producteurs avait des besoins en termes de 
productivite et d・ameliorationde la qualite de leurs produits, ainsi que d活largissementde leurs 
debouch白. Face a郎防oins,comme le present Projet apporte a山 producteursun soutien so凶 la
forme d'un renforcement des capaci凶sa produire des produits adaptes au marche en悶 ouranta以
ressou四eslocales, on peut dire qu'il 時pondaux besoins des groupes cibles. De plus, dans le cadre 
du present PI℃~et, l'evaluation des produits伺 ndidatsOVOP p釘 despersonnes en lien avec les 
mar℃hes etant prise en compte dans l'examen des produits et dans 1・＇etablissementdu plan de soutien, 
le pr吋etsatis白itaussi aux besoins de renforcement d田 capacitesen marketing des producteurs. 

(3) Compatibilite av即 lapolitique japonaise de soutien au Senegal 

Le present Projet est aussi en accord avec les orientations de l'aide japonaise enve悶 leSenegal. 

Les αorientations de l’aide par pays a la Republique du Senegal (mai 2012) et le αPlan de 
deploiement des actions po町 laRepublique du Senegal (plan glissant）》（mai2012) citent comme 
orienta恥nfondamen旬lecelle consistant a exe町erpleinement un soutien au ≪developpement 
humain抄 enme伽 nta pro自tles connaissances et t即加ologiesjaponaises, etお S町・erd田 effetsde 
developpement durables en reliant le soutien materiel (amenagement dモquipements)et le soutien 
immateriel （品nnationsdes陪ssow℃eshumaines ). En aval de伺：tteorientation fondamentale，叩 des
domain回 priori飽k自由tcelui d’uneαimpulsion donnee a une croissance economique dw油 le問
visant ainsi l・amenagementd'in骨髄釘uctu問Spo町 ledeveloppement economique et la promo“on du 
sec刷 rprimaire de la production. Les objecti色dup同sentProjet sont conformes a ces orientations. 

De s町croit,le Plan d’action de Yokohama adopte a l'occasion de la ql』atri
i『tter『tationalede Tokyo po町 ledeveloppement a合icai『t(TICAD IV) (30 mai 2008）品itclai問ment
mention d’un soutien au developpement des produits en A合iqueet a la promotion des exportations 

pennet de lier a moyen tenne les politiqu曲目nanciereset les allocations budgetaires, en envisageant d回
allocations budgetair1弱 a由pt白sau plan de developpement national du pays, tout enぉsurantla solidite des 
financ田．

〈》
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Pぽ uneimpulsion supplementaire donnee au mouvement《 Unvillage un produit ≫, en tant que 

moyen d’impulser ≪la promotion et 1・＇elargissementdu commerce exterieur≫. 

(4) Pertinence du choix de la zone cible 

La zone cible du pぽsentProjet est com~os白 de la d副onde Fatick et de la region de Kaolack, 
les avantages des ces deux r句ionsd’un point de vue geograpique etant qu'en plus d'un bon acces a 
la capitale Oak町 quiconstitue un marche prometteur, ces時gionsetant mutuellement limitrophes, 
un p釘陶酔 desconnaissances et l'edification de relations de cooperation mutuelle sont possibles. 
De plus, ell田 disposenttoutes deux de resso町田scentrees s町 lesmatier田 premieri田 desproduits 
alimentaires transform白， etleぬitqu'elles recelent des produits speciftques a la zone pouvant se 
po巾 rcandidats OVOP est aussi en faveur de l’affirmation qu'elles sont pertinent回 entant que 

zone cible. 

5.2 Efficacitc 
L’efficacite du present Pr・吋etestjugee ≪de perspective elevee≫, pour les raisons suivantes: 

Comme indique plus haut au point 4.3 （並.tatd’atteinte des resultats, le resultat 1 du projet白t
actuellement deja尚alise,et le niveau de realisation d白話sultats2,3 et 4, a l’heure de la問刊ea mi-
parcours etant globalement hon, l回 perspectivessont pour chacun d’entre eux celles d’une 
r白lisationa l'ecbeance de la fin du Projet. 

En plus de cela, comme indique plus haut au point 4.4 (Etat d’atteinte de l'objectif du projet), le 
niveau de realisation de l'objectif du projet est a l'heure actuelle bon, on peut p同voirque, si les 
activites relatives a山尚ultats2,3 et 4 etant achevees, les resultats sont to凶 atteints,cet objectif 
sera atteint au plus tard a la fin du projet en硲vri釘 2014,et on peut dire que le Projet progr明 記bien 
en刊 ede la r白lisationde son objectif. P釘 co出向uent,on peut aussi dire que l'edi日cationd'un 
modele de programme OVOP qui a ete citee en tant qu'objectif du projet est en passe de prend間
島rmedans 臨 時gionscibles. A 1・echelleactuelle, le present h吋etfonctionne de maniere efficace. 

On trouvera ci-dessous des avantages du projet qui ont ete particulierement cites par la Direction 
de l'aはisanat,les chambres de metiers de Kaolack et de Fatick Jes groupements de producteurs : 

(I) Pour ce qui conceme le progrョmmeOVOP du present Projet, selon l・＇evaluationde la Di問ction
de l'arti祖国Lle fait que le soutien appo尚 auxproducteurs comprenne la promotion 
(elargissement de la base de distribution des produits, les formations et la foumit附 de
materiels 問ndce soutien efficace. De plus la Chambre de metiers de Fatick a elle aussi 
exprime l'opinion que l’ensemble des activites du programme OVOP, a savoir le process凶 de
set民tiondes produits OVOP, le so凶iena山 producteurs(formations et色町niturede mat的 Is)
les vent＇回 dansla boutique OVOP, la participation aux expositions est exhaustif, ce qui rend c回
activites efficaces. 

(2) Dans les activit白 OVOP,ii est d’abord procede A la selection deαproduits≫, puis un soutien 
technique, la foumitt.』rede materiels, et un renforcement des capacites sont r白lisesenvers les 
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groupements de producte闘志 etii y a eu des evaluations disant que ces activit白 nese limitaient 
p白 aun renforcement d国伺pacitesdes groupements de producteurs, mais avaient aussi un 
effet positif en tennes d’amelioration des modes de production locaux. 

(3) Dans les interviews des g。upementsde producteurs. les reponses Jes plus合equentesont 
indique que Jes activites considerees comme les plus benefiqu回 parmicelles du programme 
OVOP sont I白 色rmations(en伺 drementsa l・＇elaborationd’un plan d’＇affaires, elaboration d’m 
plan d'action, mode de tenue de la comptabilite, etc.) et 1・elargissementdes bases de distribution 
(vente dans la boutique OVOP, participation~ des expositions telles que la FIDAK, etc.) 

( 4) La Direction de l'artis創'Ulta manifeste pl出 d'interetpo町 laqualite des prod凶tset pour le 
marketing, et a travers la boutique OVOP elle en est venue renforcer la prise en compte de la 
qualite dans la pr1叫uctionet a 話flechirdavantage au marketing. 

5.3 Efficiem：む
L’efficience du present Projet est jug白 αmoyenne≫, ce pour l田 raisonssuivantes : 

Comme d併 indique伽mles points 4.1 (Ap卯巾） et 4 .2 (Activi偽 execu成功， dansle present 
Pr，吋et,Jes apports des deux parties japonaises et s白egalaiseso凶 effec加白 pratiquement
confonnement au pl叩.Si l’on synth紺seJes resultats des interviews de la partie senegalaise et de la 
partie japonaise d創1Sle cadre de la presente revue a mi-parcours, la quantile, la qualite, le timing 
des appo巾 sonttous trois globalement appropri白， les diff送開ntselements ayant fait l'objet 
d’apports sont tous mis a profit dans l 'execution d回 activit1白 etl'on peut dire que toutes les 
activites sont globalement executees conformement au plan. 

Par ailleurs, comme indique en 4.3 （郎td’atteinte des均 ul回ts),Jes同suit路 dupresent Pr吋et
sont globalement bien atteints au moment de la re刊 ea mi-parcours, et l’on peut dire que l’etat de 
generation de produits (outputs) par rapport aux impacts ne pose p笛 luinon pl凶 deproblとme.

On notera que po町 cequi concerne !'exposition de produits OVOP a la FIDAK, le Pr吋eta mis 
en place un stand pour les produits OVOP qu'il expose, mais la FIDAK a elle aussi prevu des 
st叩也 po町 exposerl田 produitslocaux des regions de Fatick et de Kaolack. Par consequent, 
concemant la fa~on d’exposer l田 produitsOVOP a la FIDAK, on peut aussi envisager un mode 
d’execution plus efficient qui consisterait p町 exemplea amenager un coin des produits OVOP dans 
un des coins des stands de chacune de伺 sregions. 

タ.4Impacts 
Les impacts du p同sent 町匂~et ont ete jug1白 αdeperspective moyenne ≫, pour les raisons 

suivantes: 

Apropos d回 perspectivesd'atteinte de l’objectif global du pぽsentProjet, on trouvera ci-desso凶
les 同sultatsa l'heure de la revue a mi-parcours de l'un des indicateurs de l’objectif global, a savoir : 
αles groupements de producteurs dont un produit a ete certifie en tant que produit OVOP 

φ 
？！， 
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(groupements OVOP et excellents OVOP) voient le montant total des ventes de ce meme produit 
augmenter d'au moins I 0 % p訂 rapportau moment de l’evaluation a mi-parcou四．

Pour ce qui conceme les ventes de produit OVOP par les groupements OVOP et les groupements 
excellents OVOP cibles de la p問miereann白（40groupements en tout), si l'on comp釘ele montant 
to凶 desventes sur une periode bien definie de l’a即時edemiere (avril a septembre 2011) avec celui 
de la meme periode pour cette annee (avril a septemb問 2012),le chi節喝 d’affairede beaucoup de 
groupements a augmente cette annee. p，町 consequent,on peut affirmer que le p話sentPr:吋et回t
places町 unebonne orbite, toumee vers l・atteintde l'objectif global. 

Cependant, pour atteindre cet objectif global, la poursuite de l’execution du programme OVOP 
par le Senegal meme apres la fin du Pr吋et田tune condition prealable, et ii est pour cela fortement 
so曲aitableque la partie senegalaise degage un budget pour le programme OVOP. 

De plus, po町 deployerle programme OVOP dans d’autres r匂ionsapres s’etre回sured’unbudgetヲ
ii est souhaitable de renforcer encore !'edification d'un modele de progi百nmeOVOP dans l回
同gionscibles. 

En伽 tqu’exemples d’impacts du p話回目 Projet,on ne note pas d’impacts pa耐culiersdans les 
domaines politique et institutionnel, mais b 回ssuivants ont ete rapport白：

(I) Un grou伊mentexcellent OVOP qui produit de la l)Ate d'arachide a問couruau plan d’affaires 
etabli dans le cadre du Projet po町 presenterune proposition a un programme de soutien de la 
Banque Mondiale, a ete retenu, et a ainsi pu acquerir les materiels『iecessaires.

(2) La compagnie japonaise Fancl eprouve de l’interet po町 desproduits OVOP tels que le sel, le 
the d'hibiscus, la propolis etc., et a effec伽eune etude po町 examinerles possibilit白
d’exportation au Japon. 

(3) Un 印 刷nnombre de GIE groupements OVOP ont forme un groupe plus important sous forme 
de鎚deration（鎚sociation),et mettant a profit les avantages de leur 同union,en sont ven凶 aJes 
valoriser dans l'approvisionnement en matieres premieres po町 l白 productions,oil dans la 
coordination des volumes de pr，叫uction.

D’un au悦 cc'.>te,concemant d活ventuelsimpacts 尚伊tifsd凶 aup同sentProjet, P訂 exempledes 
points de vue de l'environnement et du social, it n'en a路 etefait rapport pendant !'execution, et ii 
est difficile de croire qu'un impact negatif du au projet puisse apparai回 伽mle futur. 

5.5 Durabilite 
La durabilite du present Pr吋et,po町 Jesraisons q凶 suivent,est jugee《 deperspective plutc'.>t 

faible》：

(1) Aspects politiques et institutionnels 

La promotion et le renfor:cement des industries local国側 senegalsont positionnes comme l'une 
des蜘噸esdes p蜘 enamont tels que le Document de politique economique et sociale (OPES), 
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la Lettre de politique de developpement du secte町 del’artis釦 at,etc. et l'on peut prevoir que la 

promotion des industries locales continue dans le futur a etre soutenue politiquement. 

La Direction de r町tisanats'est vue attribuer un budget pour la participation des homologues po町

i’創meebudgetaire 2013, mais cette prise en compte budgetaire a刊 lejour g合問A!'existence de la 
Lettre de politique de developpement du S伺 te町 der紅白anat,gr合間aufait que le progrョmmeOVOPest
cite dans la liste des activites du Cadre de depenses A moyen terme (CDMηet au fait que la JICA 

soutient le programme OVOP a回 versle present Pr1吋et.Par consequent pendant la duree du projet, un 

engagement du gouvemement senegalais回t伊ranti. 

(2) Aspects organisationnels 

Pour ce qui conceme le systeme d’execution de la Direction de l’artisanat qui田sumele role de 
secr拍討凶 OVOP,ce田cr柏市tOVOP fonctionne bien en matiere d'execution du projet. Par ailleurs, 

comme deja indique也nsle point 《4.5Pro白話回d'execution≫, bien中ela Direction de l’artisanat, ait 
connu de悩quentschangements de ministere de tutelle 如何回目 depuisle debut du Pr1吋etpar suite de 
remaniements ministeriels, ii n’y a p邸 eude changements dans son dispositif de ressources humaines, et 
on peut attendre que Jes memes membres homologues continuent a travailler au programme OVOP 
meme apres la fin du Pr1吋乱 Parcons句uent,la戸rsp釦 tive回t偲 lied'un maintien de la d町abiliteen 
matiere institutionnelle relativement au secretariat OVOP 

De meme, comme deja indique dans le point 《 4.5Processus d'execution ≫, le Comite national et les 
comit白 regionauxne remplissent p錨 actuellementleur fonction d’αagregat》 desservices et s住uctures
concemees. Par consequent, en plus d'une reflexion a mener sur le sens de la tenue de I・eunionsfu加r由
化 cescomit白， onpeut aussi envisager d'operer un nouveau renforcement d田 fonctionsde C田 deux
niveaux de comit白，notammentpar une nouvelle revision des structures membres de ces comites, ou p町

la designation de responsables fixes au sein des structures membres afin d・eleverle niveau de continuite. 
(3) Aspects financiers 

Comme deja indique dans le point ≪ 4.5 Processus d’execution ≫, pour executer les activites du 
programme OVOP, et realiser 110吋ectifdu pr吋etainsi que l'objectif global, d田 ressou11回 Sfinancieres 
pennettant de recourir a d'au闘 sstructu郎戸町 opererun appui-conseil technique aupres des 
producteurs soot indispensables. Cepen血nt,ii首 tdifficile d’envisager que la Direction de l’＇artisanat 
p陀nneen charge les depens借問lativesa un encadrement par d'autres services ou foumisseurs de 
services aux entreprises et, dans le cadre du present Pr司et,C’est la partie japonaise qui prend en charge 
beaucoup de ces de戸田国．

Au niveau de la Direction de l'artisanat, un budget de 50 millions de合ancsCF A a ete attribue pour 
l’annee budgetaire 2013 en tant que contrepartie nationale, et ii回tprevu que les depenses d'activites de 
la partie senegalaise relatives au troisieme cycle OVOP soient酪 sureesa partir de ce budget. A vec ce 
budget, pぽmiI' ensemble d回 activitesd’un cycle, ii devient po回iblepo町 laDir田tionde l’artisanat 
r白lised回 activitesa回 ve隠 lesquelleselle remplit son role de secretariat, tell田 quela tenue de 
seminaires de promotion, la selection des groupements OVOP, la programmation des formations 
prodiguees a山 differentsgrou戸m即 ts,le monitoring d偲 activit白，etc.Cepen也nt,on peut dire qu’avec 
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un budget de儲 niveau,ii est difficile d’酪S町・erl’execution de toutes les activites qui sont actuellement 
mis en reuv問 dansle伺命芭duProjet, notamment l白骨aisr白Isrelatifs aux fonnations et encadrements 
techniques apportes a to凶 lesgroupements OVOP ou encore le soutien en mat合iels.

Apres la fin du projet, si la Direction de l’artisanat execute a elle seule le programme OVOP dans l国
印刷お話回ons,cela sera consid“comme un nouv・伺 up吋et,et ii deviendra difficile po町 elled' obtenir 
un budget po町 ceprojet dans une si加ationoil ii n’y a p出 desoutien d'un bailleur. 

L •engagement de la Direction de l’artisanat qui白tresponsable du甘availpratique dans le programme 
OVOP田televe, mais s'il n・ya pas d’allocation bud民tai問伊rle gouvernement sen匂atais(Mi凶託金rede 
l'Economie et d回 Finan田s)detenteur des competences en matiere de decisions bud訴凶隠s,il sera 
difficile po町田自ememe Direction de continuer par elle-meme apres la fin du projet un programme 
OVOP de meme ampleur que celui actuellement en co町s.Ainsi, con田mantl田 perspectivesde 
durabilite du point de刊 efin飢 cierapres la fin du pro et, meme s'il n’y a戸sdece凶加deabsolue s町白

point, il y a des possibilites po町 qu’enfonction de la situation ulterieure d’obtention d’un budget, la 
durabilite du point de vue financier soit rehaussee. 

(4) As戸ctstechniques 

Pour回 quiconceme les competenc白 deshomologues, la Direction de l'artisanat et Jes chambres de 
metiers regionales ont Jes capacites d’assumer 随時l田 quedoit jouer un s既 成 町iatpo町 promouvoiret 
developper le programme OVOP, not創nmenten tenn白 desel町tion d田 gro叩ementsOVOP, de 
planitication et de gestion des fonnations, de coordination avec le soutien des autr出抑制m・田， etc.
Cependant, comme ii n'a p邸 enco問 eteproc剖ea l'edi自国liond’un syst・とmede monitoring du 
programme OVOP, ii白tprevu de developper dorenavant l回 competen回 sd回 homologu回 leur
perme伽 itde juger et evaluer correctement les situations et d'operer仰向toursd’in for『nationsen 
realisant un monitoring aupr匂 d田 producteurs.Les competences relatives aux premiers elements (Pet D 
p加Ldo = planifier, r白liser)du cycle POCA soot acq凶S田， maistout en問n品r伊ntces acquis, ii est 
n白田sairede polir Jes competen偲 srelatives aux elements C et A (ch田k,action = conb・61er,agir ou 
制 eliorer).

6. Conclusions 
La revue a mi-parco町sa ete execut白 S町 labase des documents et donnees qui ont pu 卸唱 collectes
ainsi que des interviews des experts, des 抑制uresliees au projet (Direction de l'artisanat et chambres 
regionates de metiers) et des producteurs. Ajuger gtobalem叩 Lsur la base d自由ultatsde l'etude et de 
leur analyse, de l・etatd'execution et de l'etat d'avancement伽 Projet,de l'implication des homologues, 
ainsi que de 1・＇evaluationfaite par les producteurs, Jes resultats de !'evaluation bases sur les cinq rubriques 
d・evaluationsont tels que present白 dansle chapitre 5, l'equipe d’etude executant田ttere刊 ea mi-
P釘coursa co由旬1teque r伽 td’execution du Projet avan1伊.itconformement a山 p加ts,et n'a p田 detecte
de facteur obstacle im仰瑚nta la realisation de l’objectifdu p吋et.

Une annee et demie est pass白 depuisle debut du present h吋eten mars 20日，etle叩 pde la moitie d回
3 ann白sdu Pr吋eta ete franchi. Le proc回 S凶 deselection d田 produitsOVOP de la deuxieme annee est 
d網 開rvenua l'achevement de la selection d田 grou戸mentsOVOP, et l'on peut dire que les deux tiers 
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de釘aitぽ les旬制tde ces differents groupements OVOP ni les activites de soutien dont ils 
benefici町・ontap詑si国meede leur selection. De par le fail aussi que，由回lesinterviews des 
producteurs realises lors de la presente revue a mi-parcours, d田 demandesde fonnation de 
suivi et de soutiens supplementaires ont ete fonnul白s,ii est souhaitable que soient 
rapidement engagee une 話flexionsur le monitoring regulier d白 groupementsde 
producteurs qui ont beneficie de la selection et d'un soutien (volumes de production et de 
ventes, evolution des revenus, evolution des problemes, etc.), s町 lesuivi de田s
g。u何ments(poursuite des ventes a la boutique OVOP, execution de formations de suivi 
enゐnctiondes besoins etc.) ainsi que sur leur s鈎加t,et qu'apres尚laborationd’un plan, 
celui-ci soit pris en compte dans le manuel de proced町田．

( 3 ) Poursuite et fonctionnement autonome de la boutique OVOP 
P訂 rapportau吋sultat4 du projet：《lesactivites de marketing des groupements OVOP 

sont promues ≫, ii a ete constate que la boutique OVOP, co吋ointementavec ('exposition de 
produits a la Foire intemationale de D紘ar(FIDAK) jouait un role ex悦mement加卵期nt.
On pe凶 di問 qu'ilest important que to出回sgroupements de producteurs qui vendaient 
leurs produits a proximite de leur base de production puissent disposer en pennanence d'une 
base de distribution a Dakar (la boutique OVOP) et obtenir des opportunites de developper 
leur clientele II田tsouhaitable que, bien evidemment durant la p制odedu projet, mais 
aussi a同sla fin de celui-ci, en r白ultatdes efforts de la partie sen句制民 laboutique 
OVOP fo『1ctionnede旬onautonome et soit structu尚 d’unefairon lui伊nne伽 ntde 
gene問rd田凶ne目白s.Par exemple, tout en operant une rationalisation I rentabilisation de la 
gestion du point de vente en ayant recours a une collaboration privee a回 .versla Chambre 
de metiers, ii田tsouhai帥 leque soit examine un plan fut町 conαdincluant une 
COi町ibutiond回凶neficiair白 so凶 laforme d'une prise en charge du toyer de la boutique 
par les producte町s, d田 me伺 nism回 depromotion d田 vent白紙 derenforcement de la 
competitivite, et aussi des s回 tegiesde marque. 

( 4 ) Examen de la 伽 油ilite
Comme l'indique aussi le伊sitionnem削 dupresent Pr吋eten tant qu'action mo品le,la 
po町suitedes actions OVOP par le gouvemement senegalais lui・memeapr匂 lafin du pr吋et
est叩曲ai飽ble,et comme le montre le fait que la Direction de l'artisanat田pereelle aussi 
developper l回 actions伽ns!'ensemble du senegal, ii est souhaitable d'examiner durant la 
periode du Pr1吋etla durabilite d’apr匂・projet.A cette occasion, ii est souhaitable que le plan 
d’ensemble actuellement en vigueur des activites du Pr吋etet leur budget, le nombre de 
戸rsonnels,les r回sour℃白 etle budget nee回sai問spo町 ch前回ed田 activitessoit mis au 
cl air伽nsune vision d'ensemble, et que soient rapidement examine田 Jesactivites qui 
doivent dorenavant etre仰ursuivies.
Concretement, on peut donner les exemples suiv飢餓：

① Parmi les邸 tionsOVOP men缶S郎知ellementpar les ex戸市japonais,la direction des 
activites de soutien au renforcement des capacites d田 producte町set de marketing 
serait dor如avant 甘ansfereeaux personnes/s佐uctu問S concemees de la開rtie
senegalai鰐．
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② Examen d'une prise en charge par le gouvernement senegalais OU par les beneficiaires 
(producteurs OVOP) en matiere d’execution des activites 

③ Trouver des moyens仰町 qu’auxde山 niveauxnational et regional, toutes sortes de 
services concernes et de fournisseurs de services aux entreprises soient impliquees 
ensemble, et se reunissent pour ne fonner q山 neseule entite d'execution 

Annexes 
I . Premiere ve隠iondu cadre logique du projet : Premiere version PDM 
2. version revisee du伺 drelogique du projet : PDM version 同visee

28 
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Cad問 Logiquedu Projet !Version Oritrlnad 

Nomdu p吋et: Pro jet p側 rla Promotion de l’Arti鈍nata tmvers le Progr加nmeOne Village o哨 ProductI Un Village Un 
Produit (OVOP) 

Zones cibles: Regions de Fatick et de Kaolack 

Groupcs ciblcs: Les produits locaux et leurs producteurs d巴vunt~tre reconnus comm直≪ produits OVOP砂ct≪ producteurs 
OVOP》.Les produits et producteurs OVOP sont identities a trav宮内 un proccssus de selection. 

Duree de la Cooperation: De mars 2011 a Fevrier 2014 

Description sommaire 

Obiectift!lobal 

La capacite des groupem叩 tsOVOP 
a generer des revenus par la 
valorisation des ressources locales est 
問nfo問法ea trav℃rs de le programme 
OVOP. 

lndicateurs Objectivement Veriliables 

I. Les E田 ettestirees de la ventes d凶

produits OVOP augmcntcnt de X % par 
rapport aux donnees collectees a la fin 
du projet. 

2. Les revenus des membres de 
groupements OVOP argumentent de X% 

Moyensde 
verification 

l. Donnees 
collectees a la fin 
du p吋et,rapport 
de chaque 
groupement 
OVOP. 

Hypothi':ses 
importantes 

par rapport捌 xdonnees collectees a la I 2. Donnees 
collectees a la fin 
du pro et, eludes. 

Obiet du Proiet 

Un mod~le de l'approche OVOP 
visant la promotion des activites 
genemtriccs de revenus des制 i銅ns
par la valorisation des ressou町es
locales est d語veloppe.

Resultats du Proiet 

(I) Une s刷仰向 pourla misc en 
o:uvre du progr制nmeOVOP est 
mise en place. 

(2) Le m畑 nismed'identification 
des groupements OVOP est mis 
en place et fonctionne. 

(3) Le mecanisme d’appui des 
groupements OVOP pour le 

fin du pr吋et.

I. Plus de X nombre de groupcs sont 
間connus et soutenus en tant que 
groupements OVOP. 

2. Les activites des groupements OVOP 
(production/transformation, gestion, 
comme問ialisation, renforcement des 
organisations) se sont ameliorees. 

3. Plus de X%  de membre des 
groupements OVOP sont satisfaits de 
leur participation au programme OVOP. 

4. Le 『1ombredes produits OVOP livres 
augmente de X%. 

5. L'’approche OVOP est mise en reuvre 
annuellemenl 

1.1 Les Comites Nationol et Regionaux 
d'OVOP田ntmis en place. 

1.2 Les rδles du Comite National et des 
Comites Regionaux OVOP sont 
definis dans le Manuel de Procedures 
OVOP. 

2.1 Des a削除rsde promotion d'OVOP 
sont orw皿 isesplus de X fois dans des 

I . Rapport du 
secretariat 
OVOP. 

2. Donnes de b飴 e
de chaquc 
groupement 
OVOP, resultats 
du diagnostic de 
ch叫ue
gゅupement
OVOP, rapport 
de suivi de 
ch叫ue
groupement 
OVOP. 

3. Etudes. 

4. Donm~s de base 
de chaquc 
groupement OVOP, 
rapport de suivi de 
chaque groupement 
OVOP. 

5. Rapport du 
sec re旬riatOVOP.

I. Le gouvcmem叩 tdu 
Senegal et 釦 n
economic sont 
stable. 

2. Les groupements 
OVOP continuent 
leur activites de 
production. 

I.I Rapport 
secretariat 
OVOP 

du I Les maticrcs premieres 
叩 ntdisponibles en 
permanence 

1.2 Manuel de 
Procedures 
pour la misc en 
o:uvre du 
programme 
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renforcement de leu隠伺pacites 
est etabli ct fonctionne. 

(4) Les activites des producteurs 
OVOP pour la commerciali鈍tion 
de leurs produits sont時nfo閃Ces.

regions ciblees avec une participation 
deX nomb問 desartisans. 

2.2 Plus de X propositions sont抑制百is
durant la selection chaque annee. 

2.3 Plus de X nombre de foires/ateliers de 
produits candidats d’OVOP sont 
organisees由nsles regions ciblees. 

3.1 Des plans d’appui aux groupements 
OVOP sont elabores sur la base des 
resultats de diagnostics. 

3.2 Des appui aux groupcmcnts OVOP 
soot etfectues conformement a肌
合判uences, duree, contenu et 
beneficiaires 閃tenusinitialement. 

3.3 Plus de Xo/o des groupements OVOP 
soot satisぬitsde l'appui et de la 
formation. 

3.4 Suivi et evaluation des activites des 
grouP.ements OVOP est O唱anise
reguli~rement en se basant sur la fiche 
de suivi et d’evaluation. 

OVOP 

2.1 Rapport du 
Comites 
Regional et du 
secretariat 
OVOP 

2.2 Rapport du 
Comites 
Regional et du 
secretariat 
OVOP. 

2.3 Rapport du 
Co mites 
Regional et du 
secretariat 
OVOP. 

3.1 Resultat du 
diagnostic et 
du plan 
d’appui a 
chaque 
groupement 

4.1 Les acheteurs pro食事sionnels qui I OVOP. 
participent aux foires /ateliers des I I 3.2 Plan d’appui 
produits OVOP. 1 

4.2 Les negociations commerciules sur les 
produits OVOP augmentent. 

4.3 Le marche de chaquc pl'吋uitOVOP 
est identifie. 

aux 
groupements 
OVOP, rapport 
de l’appui. 

3.3 Evaluation 
d’appui par 
chaque 
groupement 
OVOP. 

3.4 R却port du 
suivi de 
chaque 
groupement 
OVOP. 

4.1 Rapport du 
Comites 
Regional. 

4.2 Rapport du 
suivi de 
chaque 
groupement 
OVOP 

4.3 R叩port du 
suivi de 
chaque 
groupement 
OVOP 

（砂
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Activit6 du Proiet 

I. I Creer un Comite National OVOP 

1.2 Creer des Comites Regionaux 
OVOP 

1.3 Elaborcr et必：viserun m加国lde 
procedures pour la mise en reuvrc 
du programme OVOP 

2.1 Organiser des ateliers aux 
membres des Comites pour la 
mise en reuvre du programme 
OVOP 

2.2 Elaborer des critcres pour la 
proposition et la selection des 
groupe叩entsOVOP 

2.3 Sensibiliser les arti銅nspour 
participcr au programme OVOP. 

2.4 Examiner les propositions des 
groupements a travers la 
foi問／I・atelier des produits 
candidats d・OVOP.

2.5 Analyser la reaction des achcteurs 
professionnels aux foires/ateliers 
sur des produits candid瓜SOVOP. 

2.6 Reviser le processus de la 
selection des gもupements
OVOP. 

3.1 Faire les di唱nostics des 
groupcments OVOP. 

3.2 Identifier des prestataires de 
services et elaborer des plans 
d’appui aux groupements OVOP. 

3.3 Foumir l'appui necessaire a凶
groupements OVOP pour le 
renforcement de leuお伺.pacites.

3.4 Organiser le suivi pour l'appui 
aux groupemcnts OVOP. 

3.5 Reviser le pro四ssusd'appui aux 
groupemcnts OVOP. 

4.1 Appuyer les groupemcnts OVOP 
pour promouvoir la 
com me問ialisation de leu隠
produits. 

4.2 Favoriser le contact entr官 des
groupcm崎nts OVOP ct des 
achctcurs professionnels a !ravers 
l’exposition/atelier des produis 
OVOP. 

4.3 Mener unc campa伊epour la 
promotion du programme OVOP 
et des produits concemes. 

Apports 

Partie Jaoonaise 

-Conseiller principal pour la promotion 
OVOP, coo刈inateur/gestion des 
micro・ent同prises, conseiller en 
commercialisation, etc. 

・Formationau Ja仰nC山udans un (des) 
pays tiers. 

-Vehicule(s), materiel de bureau, materiel 
de production/transformation 

-Depenses relatives aux activites 

PartieS~n岳ealaise

・Homologuesde la 
Direction de 
l’Artisanat et des 
Chamb陀s de 
Metiers de Kaolack 
et 

Fatick. 

・Bureauet au町es
Joe副 xnecessai問 S

l. Les homologues 
formes continuent de 
tmvaillcr pour le 
P吋ct.

2. Les groupements 
OVOP formes 
contim』ent de 
s’engagcr dans les 
activites OVOP. 

pour le Projet a la I Pre-conditions 

Direction de I I. Les communautes 
l 'Artisanat et 加｜ cibles nc問白崎明tpas 
niveau des I la misc en reuvre du 
Chamb附 deI P吋et.

Metiers de Kaolack I 2. Les groupements des 

et I artisans ace明 entde 
Fatick . I participer au 針。~et.

-DCpen鈴srelatives 
a山 activites

CV 
7い
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C叫 reLogique du Pro炉 !Propositionde revision! 

Norn du projet: Projet pour la Promotion de l’Artisanat a回 .versle Progr四nmeOne Village one Product I Un Village Un 
Produit (OVOP) 

Zones cibles: Regions de Fntick et de Kaolack 

Groupes cibles: Les produits locaux et leurs producteurs devant e佐官民connuscomme ≪ produits OVOP ≫ et ≪ producteurs 
OVOP札 Lesproduits et producteu路 OVOPsont identifies a tJ司versun processus de selection. 

Duぽcde la Cooperation: De mars 2011 a Fevrier2014 

Description sommaire 

Obiectif 2lobal 

La capacite des groupements OVOP 
a gi!nerer des revenus p唱r la 
valorisation des ressou四eslocales est 
renforcee a回附sde le progr岨 me

OVOP. 

Obiet du Proiet 

Un mod唯le de l’approche OVOP 
visant la promotion des activites 
generatrices de revenus 白sartisans 
par la valorisation des ressources 
loc温lesest developpe. 

Resultats du Proiet 

lndicateurs Objectivement V~rifiables Moyens de 
verification 

I. Augmentation de 10% du profit des I I. 
vcntcs des produits OVOP (Execllcnt 
OVOP et OVOP) compare a la situation 

Rapport 
d‘a、＇ancementdu 
Projet et enquctc 
a la fin du projct, 
rnpport de 
chaquc 
groupcmcnt 
OVOP. 

des ventes avant la mi-pぉ coursdu projet. 

2. Augmentation de I 0% du revenu des 

groupements OVOP (Excellent OVOP cl 
OVOP) compare a la situation qui 

prevalait la mi-pas cours du projet. 
2. Rapport 
d・avanccmcntdu 
Projct ct cnquctc 
a la fin du projet, 
rap po同 de

chaque 
groupement 
CJVOP. 

I.刊usde 30 groupements sont reconnus I I. Rapport du 

et叩 utenusen tant que groupements 
OVOP (Excellent OVOP ct OVOP). 

2. L岱 activitesdes groupements OVOP 
(Excellent <WOP et OVOP) 
production/transfonnation, gestion, 
commercialisation, renforcement des 
organisations) se sont ameliorees. 

3. Plus de 80% des membres des 
groupements OVOP (Excellent OVOP 
et OVOP) sont satis制tsde leur 
participation au programme OVOP. 

4. La production des produits OVOP 
(Excellent OVOP et OVOP) a 
augmente de I 0%. 

S. L'approche OVOP est misc en a:uvre 
dans lcs regions cibles annuellement. 

secretariat 
OVOP. 

2. Donnes de base 
de chaque 
groupcmcnt 
OVOP, resultats 
du diagnostic de 

chaque 
groupement 
OVOP, rapport 
de suivi de 
chaque 
groupement 
OVOP. 

3. Etudcs. 

4. Donnes de base 
de chaque 
groupement OVOP, 
rappo此 desuivi de 
chaque groupement 
OVOP. 

5. Rapport du 
secretariat OVOP. 

Hypotheses 

importantes 

I. Le gouvemement du 
Senegal et son 
economic sont 

stable. 

2. Les groupements 
OVOP continucnt 
leur activites de 
pr，叫uction.
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(I) Une structure pour la mise en 
reuvre du programme OVOP est 
misc en place. 

(2) Le mecanisme d’identification 
des groupements OVOP est mis 
en pince et fonctionne. 

(3) Le mecanisme d’appui des 
groupemen包 OVOP pour le 
renforcement de leurs capacites 
est etabli et fonctionne. 

( 4) Les activites des producteurs 
OVOP pour la commercialisation 
de leurs produits sont renforcees. 

I. I Les Comites National ct Regionm』X
d’OVOP sont mis en pince. 

I.I Rapport du I Les matiと『esp閃mi~re
secretariat I sont disponibles e 

1.2 Les roles du Comite National et des 
Comites Regionaux OVOP sont 
definis dans le Manuel de Procedures 
OVOP. 

OVOP I perm組 enc

2.1 Le Scminaire de Promotion est 
organise annuellement dans chaque 
reg ton. 

2.2 Plus de 50 formulaircs de candidature 
sont soumis durant la selection 
chaque annee. 

2.3 Les foireslateliers de produits 
candidats d'OVOP sont organisees 
dans les regions ciblees annuellemcnt. 

3.1 Des plans d’appui aux groupemcnts 
OVOP (Excellent OVOP et OVOP) 
sont elaboぽssur la base des resulta匂
de diagnostics. 

3.2 Des appui aux groupements OVOP 
(Excellent OVOJ> ct OVOP) sont 
effectues conformement aux 
fr句uences, duree, contenu et 
beneficiaires retenus initialement. 

3.3 Plus de 80% des groupemcnts OVOP 
(Excellent OVOP et OVOP) sont 
satisぬits de l'appui et de la 
formation. 

3.4 Suivi et evaluation des activites des 
groupemcnts OVOP (Excellent 
OVOP et OVOP) est organise 
reguliとcementen se basant sur la fiche 
desuivi et d’evaluation. 

1.2 M制服l de 
Procedures 
pour la mise en 
reuvre du 
programme 
OVOP 

2.1 Rapport du 
Comitcs 
Regional ct du 
secretariat 
OVOP 

2.2 Rapport du 
Comites 
Regional et du 
seer・－愉riat
OVOP. 

2.3 Rapport du 
Comites 
Regional et du 
secretariat 
OVOP. 

3.1 Resultat du 
diagnostic et 
du plan d’appui 
a chaque 
groupement 
OVOP. 

3.2 Plan d’appui 
aux 
groupements 
OVOP, rappo此

4.1 Les 山 ntcs/acheteursprofessionnels I de I’appui. 
qui participent aux foires I ateliers des I 3_3 
produits OVOP. 

Evaluation 

4.2 Les negociations commerciales sur les 
produits OVOP augmentent. 

4.3 Le marche de chaque produit OVOP 
est etemh』．

d’appui par 
chaque 
groupement 
OVOP. 

3.4 Rapport du 
suivi de chaque 
groupement 
OVOP. 

4.1 Rapport du 
Comites 
Regional. 

4.2 Rapport du 
suivi de chaque 
groupement 
OVOP 

4.3 R叩po民 du
suivi de chaque 
groupement 
OVOP 

d十

e 
n 
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COMPTE-RENUU DE LA REUNION DU COMITE CONJOINT DE 

COORDINATION (CCC) 

M. Moctar DIAKHATE 

Dire氾teur
Direction de I' Artisanat 
Ministcrc de la Fonnation Profossionnellc, de 

l’Apprcntissage et de l’Artisanat 

Date: 07 Juin 2013 

Lieu: Hotel SAVANA事 Oak訂

ケ毎ま
k智恵；

M. Yoshihiko OGJ¥'111111111・ノ
Conseillcr Princip辺ー＝＝ふ／
Equipc du Projct de l・AgenceJaponaise de 
Cooperation Internationale (JICA) 
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‘2「司、、

‘・－',.{ jr~） 後i
F四』etpour la Promoti，”de l’Artisanal ~ !ravers le Progr祖国meO胸eVillage 0脚 Prod・1<11Un Village Un Produ脆（OVOP)

Compte・rendu

Rcuni唱団 duCom詰6Conioint de Coordination 

07 juin 2013 
Dakar 

La reunion s’est ouverte avcc l巴discoursde bienvenuc prononcc par Mme Asuka TSUBOIKE 
au nom du Representant Resident de la JICA em同che.Dans son allocution, elle a exprime 
toute sa satisfaction et a remercie les membres du Comite National pour leur engagement dans 
le P吋ettout叩 sefelicitant de la bonne cooperation entre le Senegal et le Japon. Conscientc 
du bon deroulement des activites du Projet, elle a tenu it reiterer la disponibilite de la JICA a 
sou旬『1irla Direction de I' Artisanat dans l’execution du progrmnme OVOP Senegal. 

M. Moctar DIAKHATE, a fait une breve presentation du Projet OVOP et a, au nom du 
Ministre飢 chargede l’A同isanat,M冒 MamadouTALLA, remercic la JICA pour son soutien 
continu dans la mi間四国uvredu progr副runeOVOP. Eu egard aux同sultatsprobants obtenus, 
M. DTAKHATE a fail part de son souhait ardent‘et celui du Ministre事 de戸叩etuerla bonne 
collaboration entre I' Agence Japonaise de Coop己rationInternationale (JICA) et la Direction 
de I' Artisanat, dans la perspective d’elargissement du progr副百meOVOPad司autresregions du 
Senegal. 

M司 ChcikhTHIAM, Agent technique de la Chambre de Metiers de Kaolack, par ailleurs point 
focal du Projet OVOP dans la region de Kao lack a fail une pre民 ntationdes activit白 realise氾S
pendant la deuxieme ann白 duPro jet (2012). Elles concernent principalemcnt le processus de 
selection des groupements de producteurs, les appuis fournis par Jc Projct, aussi bien en 
termes de renforcement de capacitcs qu’en fourniture d'cquipemenls et d冶pportunitesde 
commercialisation. 

Dans sa pre田 ntation,M. Pape A M. SENE, homologue principal de la Direction de 
I' Artis叩 at,a abo耐 Jesactivites reccmment mi悶印刷附dansle cadre du Projet. JI s’a git 
de l’Ateli副「 surle suivi des producteurs Excellent OVOP cl OVOP de 2012, de la formation 
sur la Tenue du Jo町陥Idestinees aux producteurs Excellent OVOP de 2011 ct 2012 ainsi 
qu’aux producteurs OVOP de 2012 et de I' Atelier National de Partage des Experiences OVOP 
auquel ont pris part toutes les Chambres de Metie同 duSenegal. Dans son expose, M. SENE a 
fail savoir quc I' Atelier sur le suivi des producteu四 etla formation sur la Tcnuc du Journal 
font suite aux recommandations de l'equipe d’evaluation a mi・parcoursdu Projet organisce au 
mois de novembre-decemb間目 Lesquellesrecommandalions incluaient la misc en place d’un 
systeme de suivi regulier des producteurs afin de les aider it mieux atteindre leurs o防ectifs.II 
a egalement parle des differents outils utilises po町 lesuivi axe sur trois (3) points: suivi base 
sur (cs plans d'afTaires /d’actions, suivi base s町 lesobjectifs des vcntes et le suivi base sur les 
reclamations des clients (er. compte-rendu du必minai悶 surle suivi I fom1ation sur la tenue 
du journal ; compte rendu Atelier Nattonal de Partage des Expericn凹 sOVOP).

La presentation de Mme Charlotte DIALLO, homologue de la Direction de I' Artisanat, a 
portc sur lcs modifications apportees au Manuel de Procedures du Projet OVOP圃 P訂 tan!des 
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m戸riencesacq凶 悶悶 血ntI偲 deux戸畑曲esann蜘 demi関組側明duprojet OVOP 
也sm創価.catiOI趨 Ont制 progr明sivement叩1port6鎚 acemanuel q叫館副ma函館町田ta sa 
加 isimit:versi皿 L'objectifrecherch6 est de me臨晶ladisp岨liondesα四回肱国deM紺 闘

du S白e岡田耐umentde語飴：rencefiable po町四miseen a:uvre e鑑.cacedu programme 
OVOP (cf. Mar隅 1deProce伽resOVOP, Version 3). 

R匂IODseSq凶 s’m細川ap聞 nisaux 
et po班 desqu関白ns.To国

et la Dir卸値onde l'arti舗natp側Ela _ 
E蜘且舗lionsfai・回 同ceIlla syne曜ed舗 e品目s

remerci6 
dans divers domaines ’闇lionsont 制限卸 au旬町 desdiftere曲

dont l錨 princi仰 xsont : le choix des _ 
et d偶 or明nismesgouvernemen飽uxdans 

Dir拠出nde l’Arti羽natet les agentsおs
旬por雌d飽 616men飽dereoom抱at側 蜘I偲

Ala側itede ces echan伊，M.Mamadou Aliou BARRY, Adjoint副 Rep時制凶tR6sidentde 
1anc.ムaprisla”role pour悶即応：ier,au norn du Rei帰路目WitR6sident de la JIC.A, tous l鏑
particip四包 pourle町 disponibi脳.II a 6伊lem回 ttenu i f61ici飽rles脚 色 側 蜘 幽 卯 町 la
quali低 deleur偲 posιM.BARRY finit son F司鵬個rappel副 hdispositio且dela JIC.A a 
accm:略抱伊.erla Din:ction de l’Artisanat dans la mi鰐 ena:uvre du pr’g粗mneOVOP.

Po町縄問丸 M.DIAKHATE悶 nercia6galement les mem伽情 duco副総 po町 I四 r
di却制tionm血 aussipo町 l筒細胞：estionsper世間E憎 めm耐飽a1'6gard du Proiet OVOP et 
刷 neman脚 rontpasd’卸唱consi鋤加伽mles卸値.vi蜘釦組問伽Projet
a d伊lernent副si閣総 op阿岡i泌 pourin伽merle倒凶.t6cor拠出 decoordination d鑓
protocoL錨 de阿畑町iatque le P吋etOVOP a si側 avecle PROMER et le P叫et配 0・
VILLAG回.To鴎臨阿畑町加sconst加ent.de l’a由伽悶悶剛， unpremier jalon de 
l'ou剛 uredu附 etvers d'au蜘刷zoos.Le Direc刷 rs’剖鎚licit6du so叫ende la JIC.A 
et de sa bonne collめ銅lion也DSle伺 dredu Projet. Po町 制mi附， M.DIAKHATE a fait 
a咽 rqueto回路lesdi叩ositions田rai副 pri踊 P鉱 laDin:ction de I' Artisanat DO町飴罰ll'll1'la 
reussitedu 
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衛構 民Al

Pl'O]el "'""la 
Promotion de/ 'Arlisanat tl ll'lll'e円 leProgramme One Village One t’roduct (OVOP) I Un Village Un Pmd1凶

REUNION Oil COMITE CONJO『NTDE COORDINATION lCCCl 

1juin2013 
Dakar 

fPROG貼 MMEI

9:30・10:00 Inscription 

10:00・10:IS Allocutions d'o目verlu町 口問ctionde I’Anis削 at(Secret四atOVOP)

IO:IS-I0:45 S田sionI: Elat d'av師団岡enldes aetivites Secretariat (M. S~ne et M固有1曲賞）

(l)Scl凹 tionOVOP 2012 et activitcs cone目前田

(2) Sys凶medesuivi

(3) Resultats de I' Atelier National OVOP 

JO: 45-11 :IS Pause-care 

11:15-11・45 Session 2: E叩licati叩 delave四ion3 du Manuel de Pt'OcMures 

Sec而阻円atOVOP (Mme Dial！。｝

日：45-12:30 Q四時lions& Repons田 Secretariat OVOP Chamb問sde Meti百冨

12:30-12:45 Cllltu四
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co政官rE-RENDUDE LA REUNION 
ENTRE L'EQUIPE JAPON必SEDE LA :MISSION D'EVALUATION FINALE 
ET LES AUTORITES CONCERNEES DE LA REPUBLIQUE DU SENEGAL 
SUR LE PROJET POUR LA PROMOTION DE 11 ARTISANAT A TRAVERS 
LE PROG~ ONE VILLAGE ONE PRODUCT尺JNVILLAGE UN 

PRODUIT (OVOP) 
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L’Agence Japonaise de Cooperation Internationale ( ci-apres denommee ≪la 
IlCA吟aenvoye du 20 novembre au 6 decembre 2013, une equipe dirigee par M. 
Hiroshi ARAI pour proceder a la mission d’evaluation finale du Projet pour la 
Promotion de l’Artisanat a travers le Programme One Village one Product I Un 
Village Un Produit (OVOP) (ci-apres denomme ≪le Projet吟．

Dans le cad問 dela presente revue finale, un comite d’evaluation conjointe 
qui regroupe la p紅白j叩onai鍔 etla partie s釦egalaise(Directeur de la Direction de 
l'artisanat, Ministere de la Fonnation professionnelle, I’apprentissage et l’Artisanat), a 
ete cree pour evaluer et identifier les resul包岱d岱節目viteset les acquis du projet. 

L'eq凶peconjointe de la revue (ci・apresdenommee ≪l’Equipe吟estcomposee 
de qua住e陀 pぽsen加出 dela IlCA et de cinq民pre鎚 ntan包 dela Republique du 
Senegal. Apr，とsune etude approfondie et une analyse des activites et同alisationsdu 
Projet, l’Equipe a elabor舌lerapport co吋ointde la m1ss10n d’evaluation finale du 
Pro jet ( ci-apres denomme ≪le Rapport》）．

じEquipea presente le rapport aux autontes concemees, lors de la reunion du 
S decembre 2013. Les autorites ont examine soigneuscment le con旬nudu Rapport et 
ont pris bonne note des reconunandations fonnulees. Les represen包ntsSenegalais et 
J叩onaisont convenu de faire p釘 ta le町sgouvememen匂 res開~ des sujets 
mentionnes 

Dakar7 le 5 decembre 2013 

M. Moctar DIAKHATE 
Directeur 9 

Direction de I' Artisanat 
Minis位向dela Formation 
profi回si。nnelle,I' Apprentissage 
et I' Artisanat 

／ 
メノ

M. Hiroshi ARAI 
Chef de la Mission 
c。nse温ler principal 
Di.rec ti側 rGeneral, 
Departement du devel。ppement
ind us釘ielet I錨 politiqu錨 publiqu錨
Agence Japonaise de Coop昼間tion
Internationale au senegal 
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Rapport d’evaluation conjointe.de la 
mission d’evaluation finale pour le Projet 
pour la Promotion de I' Artisanatゐtravers 
le Programme One Village one Product I 

Un Village Un Produit (OVOP) 
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1. Introduction 

1.1 Objectifs de la revue t"male 

Su託ea肱 acquisde l’《 Etudede formulation d'un projet de promotion d白面白1凶仕i儲 locales》

executee en juillet 2007, la JICA a decide de me位 ＠ 印 刷V時 unprojet de cooperation悦 hnique

d向。mme ≪un village un produib> {OVOP).Ainsi les r1匂ionsde Kaolack et de Fatick ont鋭

ciblees pour t promouvoir le mouvement OVOP depuis ma路 2011.

Dans le cadre de la presen・臼 revuefinale r匂liseeavant I' achevement du pro jet, pre・刊 po町 le

mois du飴vrier2014, des discussions ont eu lieu avec la partie senegalaise, clans le b凶 d’evalueret 
d'identifier les 均叫旬包 desactivites et les acquis du projet, de fonnuler des recommandations po町

Jes activites du projet a l'avenir, et de tirer des le~ons pour les projets similaires qui seraient 

eventuellement executes dans l'avenir. L’伽dea poぽ surles points ci-de鎚 ous:

① Creer un comite d’evaluation co吋ointecompose de la partie japonaise et de la 

partie senegalaise (Directeur de la Direction de l'artisanat, Ministere de la 

Formation professionnelle, 1’Apprentissage et l’Artisanat), et effectuer la m刊 e

finale. 

② Concemant les activites de cooperation executees jusqu'a present, a la lumiere du 

plan tel qu'il 6凶tau depart, verifier les realisations en mati争時 d’appo巾， les 

reali錨 tionsen matiとred・activites,le degre d'atteinte des objectifs du plan. 

③ Sur la base du degre d'attein旬 deso吋闘治 duplan, du point de vue des cinq po也包

d’evaluation du Comite d'・aideau developpement de l'OCDE (pertinence, efficacite, 

efficience, impacts et durabilite), effectuer l'evaluation du niveau d'achevement .du 

projet a la demiere ぬ.pe, conjoin旬ment avec 1・equipe du Projet et tes 

personnes/structures concernees de la p紅tiesenegalaise .. 

④ Sur la base des resultats de C郎 6加des，鈎 concerteravec I活quipedu Projet et les 

personnes/：紺UC制民sconcemees de la partie senegalaise po町 formulerles 

recommandations necessaires afin de伊.rantirla durabilire des acquis du projet 

apres l’achる：vementdu projet. 
⑤ Tirer les enseignements necessaires qui seront b句efiquespo町 I'execution des 

projets similaires d副首 ravenir.

⑥ Recapituler les resultats des concertations dar宙開 proces-verbal de la reunion 

indiquant les poin包 ayantfait I’objet d'un accord avec la p訓 ese氏側aise.

”’M也，.) 
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1.3 Calendrier de la revue宣nale

Periode de l’etude au Senegal Du 20 novembre au 6 decembre 2013 

Chef de mission & Ev剖凶tionet analyse I politique de production 

Prom。tionde
rindu町 ielo回 Je

I 11/20 Mer Matin缶： Concertationavec le B町eaude la JICA, Cone町包tion 

avec des exp町tsJapon剖S

Apr!s-mi也・： Concertationavec la Dir回 tionde l'Arti担 nat

2 11/21 Jeu Ma白iee:Visi旬主la Boutique OVOP, Concer匂tionavec des 

Pres姐凶ロdeぉrvic岱 commロ℃iaux(Appui technique) 

Apres-midi: Audition a CO恥fFISH{USAID)

3 11122 V町1 Matinee : Audition a PACC(GIZ) 

Ap1お・midi:Cone町旬tionavcc la Dir切 tionde l’Artisanat 
4 11123 Sam Revue d岱 informationset docum閉包collectes

5 11/24 Dim Revue d白 informationset doc凹nen也coll民 t色

6 11125 Lun Ma白1ee:d句lacementde Dakar a Kaolack 

Apres-midi: RV avec cbambre des metiers de Kao lack 

7 11/26 Mar Matin: RV avec cxccllen匂 OVOPs

Aprお－midi:visite de quelqu国 F剖台ationsde producteurs a k却 laclc

8 II危7 M町 Mat面白：RVav民 chamb問 desmeticrs de Fatick 

Ap：時s-midi:RVav儒 excellen恒 OVOPs

9 I 1/28 Jeu Matin白： visitede quelqu田 F“erationsde producteu四 hFalick 

Aprぉ・midi:deplacement de Kaolack a Da也r

IO 11129 Ven Discussion 函館me

11 11/30 Sam Di鎚凶sionav偲 r句uipede projet 

12 12/01 D泊E Di釦 ussioninteme et Visite au FlDAK. 

13 12102 Luo Matin白： Discussioninteme 

Apres-midi : Disc凶 sionavec la Direction de l'Artisanat sur le rapport d’evaluation et le 
P.V. 

14 12/03 Mar Audition aux au町田bailleu路 defonds 

IS 12104 M町 Diset民sionet confinnation du rapport d・＇evaluati。net du P.V. avec la dir民 tionde 
1・町'tis血Ult

16 12105 Jeu Comite de coordination conjoint : Si伊 aturedu rapport d’evaluation ct du P.V. 
17 12/06 Ven Compte rendu a l'ambassade du Japon 

Comptc;町ndu卸 bureaude la IlCA 

2. Presentation resumee du Projet 

2.1 Contexte du Projet 

Selon le Document de S回 tegiede Reduction de la PauVI'i悦 (DSRP)(2006・2010)du Senegal, 

pl凶 dela moi泌氏 lapopulation (57%) vit dans la pauvrete depuis 2005. La 《 creationde richesses 

hαr  acces aux services sociaux de base ≫， αla protection ainsi que la gestion des risques auxquels 

la pop叫atione託 e布osee》 etlaαbonne gouvemance》 fonnentles中iatrepilie四 duDSRP. Po町

realiser fa ≪CI匂tionde richesse≫, l'ex：旬nsiondes emplois non agncoles, s町touten milieu rural, 

世 4

〉こ／

A-1-58



Resulta包 duProiet: 

I. Une釘 UC倒見 po咽rla mise en信uvredu programme OVOP est mise en place. 
2. Le mecanisme d’identification des groupemen包 OVOPest mis en place etゐnctionne.

3. Le mecanisme d’appui des groupemen也 OVOPpour le renforcement de leurs capacit1俗的tetabli 
et fonctionne. 

4.L岱 activitesdes produc給ursOVOPpo町 lacommercialisation de le町 sprodui包 sontrenforcees. 

Activit匂 duProiet: 
[Des or：伊nespo町 lamise en amvre du progr百四neOVOP sont er返るs.]

1-1 Creer un Comite National OVOP 

1・2Creer des Comites Regionaux OVOP 
1・JElaborer et reviser un manuel de procedures po町 lamise en reuvre du programme OVOP 

[Un mecanisme d’identification des groupements OVOP est mis en place] 

2-1 Organiser des a飴tiersaux membres des Comites po町 lamise en a:uvr~ du programme OVOP 

2・2Elaborer des criteres pour la proposition et la selection des groupements OVOP 

2-3 Sensibiliser les artisans pour participer au progr盟国neOVOP. 
2-4 Examiner les propositions des groupemen包主国.versla foire/l' ateU町 desprodui匂 C佃 dida也

d’OVOP. 

2・5Analyser la reaction des ache敏郎professionnels aux foires/ateliers sぽ desproduits candidats 
OVOP. 

2-6 Reviser le proc回 SUSde Ja selection des grou戸men包 OVOP.

[Unmec組ismed’appui aux groupemen包 OVOPpo町 lerenforcement de leu四 capacitesest mis en 
place] 

3・1Faire les diagnostics des groupemen包OVOP.
3・2Identifier d岱 pres旬飽田sde services et elaborer des p加凶d’appui加 xgroupemen包 OVOP.
3・lFoumir l'appui necessaire aux groupemenぉOVOPpour le _renforcement de leurs capac泌s.
3-4 Organiser le suivi po町 l'appuiat民 groupemen包 OVOP.

3・5Reviser le process邸 d’appuiaux groupemen包 OVOP.

[Les activites des groupemen包 OVOPpour la commercialisation de leurs produits sont renforcees] 

ιl Appuyer les groupemen白 OVOPpoぽ promouvoirla commercialisation de le町 sprod凶匂．

4-2 Favoriser le con・包ctentre des groupemen包 OVOPet des ac~e·恰ursprofessionnels a佐avers
l’exposition/atelier des produis OVOP. 

4-3 Mener une campagne pour la promotion du progiョmmeOVOP et des produi:包concernes. 

3.Mode d’execution de la revue宣nale

Un comite d’evaluation co吋ointecompose de la partie japonaise et de la partie senegalai鵠

(Direc館町dela Direction de r訂 d鈍 nat,Ministるrede la Formation professionnelle, l' Apprentis鈍ge

et r Artisanat), a ere mis en place et a e偽 ctuela revue finale. 

ヌこ
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Definition du criterium d'evaluation de la base sont comme ci-dessous; 

Pertinence Degre de correspon必needes objectifs de I' action de . 
developpement aux attentes des beneticiaices, aux besoins du pays> aux 
priorites globales雪auxpol itiques des partenaires et des baille町 sde fonds. 

E節cacite Mesure selon Iaquelle l岱 objectifsde l’intervention ont etる
atteints ou sont en train de re甘e,compte tenu de leur impor包neerelative. 
A 
noter : aussi utilise po町 unjugement du m創防ouvaleurd’une 
intervention, 
i.e. la mesure p訂 laquelleel le a a悦 intses o句eαifspertinen包 majeu四
d’one 
fa~on efficiente et adequa旬， etavec m 加pactinstitutionnel positif. 

E宵tcience Mesure p釘 laquelleles問ssources(fonds, expertise, temps, etc.) 
soot converties en resulta包 defacon economique 

Impacts E貸b也 along terme, positifs et negatifs, primaires et secondaires, 
induits par une in旬rventionde developpement, directement ou non, 
intentionnellement ou non. 

Durabilite Continuation des benefices resultant d’one activitるde
developpement apres la fin de l’intervention. La probabilite des benefices 
continue a long tenne. La 必sis旬neeau risque que les benefices nets 
disparaissent a long terme. 

Des concertations ont ere tenues a la Direction de rartisanat, qui est la紺 UC組問 homologuedu 

Projet, s町 labase du que託ionna批， rel創刊mentau sy抗告med'exec凶ion,aux加pac包 duProjet 

ainsi qu'au contenu d'execution ulterieure. Dans Jes Chambres des metiers des regions de Kaolack et 

de Fatick, des interv.iews, principalement des personnes en charge du Projet OVOP, ont ete 

eft注目uesrelativement aux problemes a resoudre en matiere d1’e＇~ecutio~ aux impac包 duP吋et,
ainsi qu'au contenu d’execution ulterieure. 

Par ailleu四， desgroupements de producte町sde la 時gionde Kaolack et de la region de Fatick ont 

ete visites, I活旬tde leurs activites a ete cons飽te,et dans le meme t回nps,ii a ete procede sur la base 

du questionnaire a des interviews po此釦tsur l’etat organisationnel des groupemenぉdeproducteurs, 

les impac包 desactiv泌sdu Projet OVOP~ les probl泊 esrencontres par les groupeme臨 de

producteurs. 

Dans la presente re刊 efinale, I’伽dea porte sur les groupemenぉ detenteursd’un statut egal OU 

superieur au s泊tutOVOP, c’est-a-dire concrとtementles groupemen匂 desexcellents OVOP du 

premier cycle du Projet (5 groupemen伝通 Fatick et 5 groupemen包 aKoalack, I 0 au to包l)et les 

groupemen包 desexcellen包 OVOPet OVOP du deuxiとmecycle 白 Projet{40gro叩emen包 auto・凶）．

On仕ouveraci・dessousune presentation du systとmede selection OVOP et des differences de 

statut et de con蜘 udu soutien dans les activites du PrQ休

~ 
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(2) Soutien appo必 auxproduc伽 rs

Producteurs cibles Excellents OVOP Excellents OVOP et OVOP 

Teneurdu鈎 utien

Excellents OVOP, 

OVOP d回ndida包
OVOP 

s。u“en technique I Part1cipati。nawe eχp。siti。nsI Partici開ti。a 組 x
p紙 iculier (inclut la I a Oak釘 lateliers de 問t。ur 

foum 

l匂ぬrmation吟 I espace de vente a.助 kar I P副 cipation aux 

Insertion dans la broch鵬 ISoutien (si nece.斑aire> a I ron』msde partenari 

de pre鎚n凶 i。ndes p叫 ui包 Ir。btenti。n de l’aut・。d弧 i。nI Foumiture d慨創on s 
et des produ』ct

matiとrede vente d句 pr＇。duitsI d’entreprises av＇白 d岱

剖駐nen阻iii岱． l s甘UC加r偲 liees

Nombre de groupemen也
cibles du pri町niercycle du 

Pro jet 

Nombre de groupemen臼 IS groupemen包 parregion, I Is groupeme凶 parregio民 130伊 upemen包 par
cibles du deuxieme cycle du I I 0 au total I 30 au旬姐l I region, 60倒的凶

P吋et I 3絡eront doぽnav卸 t

R却portd'etudc S町 l岱 lieuxI Participation aux 
de la production par Jes I e叩ositions吋gional岱

飢 pe市 IFormation au pl卸

Fom凶tionau plan d’action I d’affaires 

S groupemen匂 parregio叫 I20 groupemen也 parr柑 0民 I30 groupements par 
10 au to也1 I 40auto凶 I region, 60卸旬凶

selectionnes panni les 
OVOP. 

*Les excellents OVOP maintiennent leur statut pendant 2創lS,et les OVOP pendant 1組 .s’Ha縦

decide que la併rioded’eligibilite du s句知td’excellent OVOP etait po町 2卸IS,C’est伽邸 lesouci 

d'eviter la participation des excellents OVOP de l'annee precedente clans I’組neesuivan缶 avecle 

meme produit et de preserver ainsi des places de ceはa知td’excellent OVOP pour des nouveaux 

candida包．

4~ Realisations du Projet 

4.1 Apports 
Les appo由化 lapartie japonaise et de Ia p制 tesenegalaise dans le p尚sentprojet sont 

globalement realises conformement au pl組.On trouvera ci-dessous une p託sentation話sumeedes 

appor包括alisesp訂 Iesde眠 parties(V oir les docu即時enann侃 epour les dぬ ils):

ヲν／
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4.2 Activites executees 

Les activites du present Projet ont低 executおsgrosso modo confonnement au ca也-eIOgique 

σDM) et au PO (Plan d’Operations). Pendant la periode du projet, une serie d’activites, c’est-a-
dire, de la selection des produits OVOP jusqu'a l'execution de i’apput technique aux producteurs, 
ont ete executees deux fois. Le premier cycle a ete execute pour la periode de septembre 201 I a 

aout 2012, et le deuxieme cycle po町 laperiode d’aout 2012 a decembre 2013. Comme ii est 

explique dans les chapi甘esprecede脳，《 Lesyst1とmede selection OVOP》 et《 Soutienapporte aux 

producte町s≫, le nombre des produits OVOP, le systeme de la selection, etc. du 2c cycle, ont ete 

modifie sur la base du resultat du 1 c cycle. 

Les nouvelles activites suivantes ont紙 ajout1おsa celles qui etaient mentionnees initialement au 

PDM: 

① Les 《 boutiquesOVOP》 ont鋭 creees也ns・la ville de Dakar enjuin 2012 afin de mener les 

activites de commercialisation mentionnees dans le resultat 4. Les produi匂 OVOP(les 

excellents produi包 etproduits OVOP) qui ont ete selectionnes au 1 c et 2e cycle, y sont 

vendus. 

② Dans le cadre des activites de la commercialisation, plusieurs outils de relations publiques 

de l'OVOP comme le logo OVOP, le site web du pr1司et, la brochure intitulee 

αHISTOIRES》pourla presen也.tiondes produits OVOP, etc. ont ete Cl泌s.

③ Dans la pe回pectived’6旬nclrele programme OVOP也nsles au甘・esregions du Senegal aprお

l’achevement du Projet, un recensement est en co町 sactuellement ( d’octobre 2013 a janvier 

2014) aftn de savoir l'etat et la capac泌 deschambre des metiers et e旬bl仕uninventaire des 

produits potentiels comme les produi包 OVOPdans les 12 regions (excepte les regions 

Fatick et Kaolack). 

4.3 Etat d’a“・einte des resultats 
Le degre d1’atteinte de chacun des resul旬tsdu present Projet au moment de la re刊 efinale genere 

p釘 les activites executes relativement a chacu.n des resultats est juge principalement au vu des 

resultats des indicateurs mis . en place resul'包tp釘 resul凶.Les tableaux qui suivent presentent les 

indicateurs de chacun des resultats et leurs degres d’atteintes 

Resultat 1: Une structure oour la mise en muvre du orot?ramme OVOP鶴 tmise en olace 

_ Indicateur 
1-1 Le comite national et les 
co mites吋gionauxOVOP sont mis 
en pl創諸．

民自制1也匂

-Le comi低nationalOVOP' a ~te mis en place en mai 2011. La reunion de ce 
comite est organisee en g伽eralde出 foisp訂 met les inform副ionssur le 
projetso凶 par也geesp町 lesmembres de ce comite. 
L鎚 comiほsreidonaux OVOP de Falick et de Kaolack ont e凶 misen olace en 

1 Voir la lis句 enAnncxe2, concemant les o喝.ani鈍lionsq凶constituentle comite national et le comite regional. 

＼すγ
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cibles, plus de 50 dossiers de des provinces cibles le 1 c et le 2c cycle du Projet : 
伺 ndid鉱山esont soumis chaque 
annee. Annおdu Region con偲 mee Nomb問 de・dossiers 

Pro jet de伺 ndi，白血路
sou.nus 

Premiとre Re2ion de Fatick 101 
anneedu Region de Kaolack 68 
Pro jet 
Deuxieme Resrion de Fatick 84 
anneedu Region de Kaolack 64 
Proiet 

Total 317 
N.B. : Le nombre d岱 dossiersdu I e cycle incl us la soumission d岱 dossiers
d• entreprises individuell岱．

Ainsi, le nombre total d回 do路ie四 soumisest de plus de SO. 
2・3Dans chaque region cible, une Du23 au25d低 mbre201 t, une exposition話回on叫ea縦 organiseedans la 
exposition I un a脂Ii町 po町 les region de Falick et dans la region de Kaolack ~~ ：：：~！~＝：：~ i也de°c:sOPet 
produits candidats OVOP釘t candidats OVOP du 1 c cycle ont ete exposes. 
organise au moins une fois par an expositions, les gouvemeurs I adjoints剖 gouv町neurde chaque region ont縦

dans chacune d回同：gionscibles. 
~re且揖2~c包ycle, I’organi坦ti。nd園田.pos1tio聞記：gio問m問l眉le回ae目睡n:l甲e:en睡et. p置 le
~ouvemement d偲 deuxregions et ell回 ontete

Les trois indicateurs susmentionnes ne suffisent pぉ adonner un jugement pour回.voirsi le 

systeme de la selection a ete cree et par consequent, ii n’est pぉ appropriede considerer le niveau 

d’a首：ein旬 relatifau 時sultat2. Done, les po面白 suivan匂 sonta considerer a part les resulta包 des

indicateurs. 

Comme ii est explique clans αle systとmede la selection OVOP ≫, le systeme de la selection du 1 e 

cycle consiste a selectionner les producteurs OVOP (10 groupem卵 胞 d’excellentsproducteurs 

OVOP et 30 groupemen旬 deproducteu四 OVOP: 40 groupemen包 autotal) a甘aversles deux 

selections (1 e selection : Participation au seminaire de promotion, 2e selection : examen des dossiers 

et des produits). Cependant, ce systeme de selection comportait quelques defauts comme, p町

exemple, nombre limite de la participation au seminaire de promotion, critere d’examen bぉ6

seulement sur le produit mais p錨 Sぽ leproducteur. C’est po町 quoice system a ere revu. 

Suivant cet包 括vision,le system de la selection du ze cycle consistait en 3 selections (le 

selection : selection de 60 groupemen包 parle dossier et l屯chantillondes produit soumis，、 2c

selection : selection de 30 groupemen包 parle plan d’affaires soumis p釘 leproducte町， 3eselection: 

selection de 10 groupemen白 parle plan d’action soumis par le producteur, et S町 labase de lも：tude 
sur terrain par des experts de la IlCA). 

Le systるmede selection adopte au 2c cycle a ete bien apprecie p釘 lesparties Senegalaise et 

Japonaise. Done, ce syst1色mesera adopre au 3c cycle de l'annee 2014. L'on peut considerer que la 

creation du systeme de selection de produit OVOP a ete quasi finalise et que le resultat 2 a ete 
attemt. 

併 14
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3-3 80 % au moins des 
ro-oupemen包 deproducteurs de 

(3jou回｝ I ovoP cibles 1120 personnes 
po町 la 卸旬胞1

de邸 iとme加 nee

Fonnati…plan I民 向2013
d’action (8 jou四） l~v岡o山p 醐 groupement, 60 

pe四.onn目印

to也1

Fonnation de ｜肱cmbre2013 I Groupcme 
marketing (10 jours) OVOP groupement, 10 

personn岱 au

加包l

A p町tces fonnation susmentionnees, les formations suivantes ont縦 CX!ぬ』倫s
pour les producteu四 deprodui臨 OVOPdu le et 2c cycle. 

Nomdcla P“ode Personnes cibl回 Nombrede 
ゐnnation D町ec parti~ip釦鱈

Fonnation de En mai 2013 Excellents 2pe四onnespar

monitoring et de (4 jours) producteurs ch句uegrou戸ment,

la tenue de livre OVOPdu le 80au to凶

{Execute en cycle民 du2c

memetemps) cycle et 

producte山 3

OVOPdu2c 

cycle 

Fonnation de Enjuin 2013 Excell en ts 2 personnes par 

monitoring et de (2 jours) et en pr1叫UC旬U隠 chaque groupement, 

la tenue de livre aout 2013 (l OVOPdu le 80 au to旬1

(Execute en jo町） cycle et du 2e 

memetemps) cycle et 

producteurs 

OVOPdu2e 

cycle 

Atelier de Producteurs 

rcst1tut1on 2013 (I jour) Excell en ts chaque groupement 

OVOP/OVOP 

I candidat 

OVOPdu2e 

cycle 

A part lcs formations susmentionnCes, la fourniture de ma抵rielset la 
formation individuelle aussi伽 ientfo町凶espo町 lesexcell叩也produc刷店

OVOPpo町 les1 c et 2c cycle. Pour l回 producteursOVOP, rapp叫飴chnique
moinscou胞uxcommel’appui en matiるrede l’autori鈍tionFRA et la 
fonnation po町 l'ameliorationdu proce話回des加 .Vat肱 etde la qualite de 
produi也a艇は.ecute.Le nombre de demande de l'autorisation FRA p町 le
P吋d倒 comme;le Cycle: 5, et 2e cycle: 9. 

- Selon les面白rviewsreatis倫句吋schaque formatio~ presque句凶l岱
participants des formations ont choisi le niv切 .uα羽tisfait≫ parmi l信回is
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3500p崎e四q::i:白nten 2011, 4500 p町soon回 en2012. Par con国， lenombred岱
groupes participe a la FIDAK est le suiv釦.t:8 grou戸~en2011, 30 
1rroupes en2012, 30 ~oupes en 2013. 

4・2Le nombre de discussions Des oppo成田iitesde discussions commercial岱伽ntoffertes a回 .versd回
commerciales relatives aux prod凶包 es paces民hque la F oire intemationale de D紘ar(FlDAK), la boutique OVOP, la 
OVOP augmente. brochure 《 HISTOIRES以lesite web du Pr，吋et.,etc. on con託atede nombreux 

回 sreels de c町l~~~~i'：＼~u！；叩ee低stLe nombre des nouveat肱 clien包釦quispar 
les producteurs de 8 et celui du zc eycle est de 25. 

4・3L回 debouchesdes produi包 -Avec la boutique OVOP, une base de distribution a ete ouverte po町 l岱
OVOP s'clargissent. produi臼OVOPd姐 sla ville de Dakar. Le resultat de la vente depuis 

1' ouverture des boutiqu回 OVOPen octobre 2013 est le suivant : le nombre d岱

produi包vendus: 13 569 ar討cles,le chi借ed’affairesほatise: 10 s1s 300 
FCF A II est prevu que les boutiques OYOP seront ge吋esapr，おlafin du 
Projet, au moins戸ndantune annee ( l’annee 2014) p訂 laDir回 tionde 
I' Artisan瓜．

ーLesr，句on詑 sau questionnaire de錦ineaux groupemen也OVOPetaux
excellen包groupemen匂OVOPdu le cycle mon悦 ntl’au gm en阻tion d回

ー ~~面~国~首：~誕·~色·~田nd副~＇皿：i田M，田l。e·~~叩［恒I~b加伊a問.~伊：四F田；四~回：四t恒：開恒E叩lann例d市~i：田回I~四；叩e~.町m申H皿町q田on田~町曲.!s.祖e恒~。e却：~均1t~匂o凶価：抽，f訓u説~I曲i師~V団I~~－
-Comme I' exemple de I' elargissement d岱 debouchesintemationaux, la socie話
j叩onai詩 Fanclamani島steun interet au詫 let a la propolis q凶卸ntl白
produi也OVOP.Ap吟sl’analy:田 d回 composantesdu C岱 produits,le sel a dぽ
mis en ven包 parFancl en mai 2013. La propolis a ere priおent白 lorsde la 
societe de r etude田ientitiquecomme l'alimentation fonctionnelle (produit de 
miel). La mi鎚 envente de Ia propolis岱 tprevue en novembre 2013 si la 
commercialisation est autorisee. 

A en juger selon les resultats des indicateurs ci-dessus, l'augmentation du nombre d’ache白町s,et 

celle du nombre de discussions commerciales ont縦 confinnees.Ainsi I' el紅 gissementdu m釘・che

pour les produits OVOP a ete cons旬.te.Par consequent, on peut considerer que les activit1お du

marketing des produits OVOP a bien reuぉiet que le 尚sultat4 a ete atteint. 

4.4 Etat d’atteinte de l'objectif du pr吋et

L’etat d’a抗eintede l' objectぜduprojet, comme celui des di任erentsresul旬包， aere principalement 

juge創刊 desindicateurs mis en place po町 cela.Les tableaux qui suivent presentent les 

indicateu路 desresultats du projet et leurs degres d’atteintes 

Objectif du projet : Le modるledu mouvement OVOP pour promouvoir les activites g釦eratricesde 

revenus des groupements de producte町 svalorisant les ressources locales fonctionne dans les 

regions ciblees. 

Indicateur Results也
1. Chaque副m白 30groupemenおde On位。uveraci-dessous le nombre de groupemen包deproduc旬町sde produits 
producteurs au moins sont ce氏出お OVOP certifies durant la premi告reet la deuxieme ann白．
切 組ntqucgroupロnen包 de
producteurs des prodtii匂OVOP ｜時Fati！~nde Excellent OVOP 5 

~~~；~卸t b値en~~~：n；~ex，・u：：~：~匂en. Pr1吋d OVOP 15 
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4. Pour les groupemen臼de
producteurs dont les produits ont 
eteぽ rtifiesen阻ntque produi包
OVOP (groupemen包 OVOPet
grou戸mentexcelle租包OVOP),le 
volume de production de αs meme 
produi也a卸 gmented’aumoins 
10%. 

Le cycle du mouvement OVOP est 
r白lisech明ueann白血郎防

regions cibles. 

Un cert国nnombre de groupemen匂 ontdeja beneficic de soutiens et de 
formations d’制tresbailleurs ou de programm岱 gouvememen阻.uxsenegal副S,

mais en matiere d'avantages du P吋et,les poin也知iv.釦包sontfacteurs d’m 
haut degre de縄出血.ction: La reputation d白 produitsou du groupeme凶 ayant
d話回h郎記edu fait de la selection OVOP. ii ya eu un effet de label 
perceptible a vue d'reil; cela a debouche dans les faits sur une augmen胞tion 
d償問n出；b ven協 ala boutique OVOP, l'e司>0sitiond回 produitsa la 
FIDAK. etc. ont contribue a l'ex1旬nsiond儲 debouchesau-dela du marche 
local. 
Le tabl回 usuivant indique k旬以d’augmentationde la production d回

pr＇吋uitsOVOP制 leet 2c cycle. (V oir lcs documents en annexe pour lcs 
donn記sde chaque groupement et l田 donneesdetaillees). 

Cycle 

le cycle 

2e cycle 

Produit OVOP 

Excellent produit 
OVOP 

Excellent pr叫凶

OVOP 

Produit OVOP 

Tauxmoy・伺 de

l’a昭nen回 ionde la 
production 

61% 

( comparaison en回

2011et2012) 

790/o 

( comparaison entre 
2011 et 2013) 

28% 

17% 

N.B. : La valeur du le cycle回tobtenue par la comparai叩 n叩悦lap台iode
d’avril a decembre 2011 et celle d’avril a decemb問 2012.
La valeur du 2c cycle回tobtenue par la compar福田nentre la periode de janvier 
2012 et celle d’octobre 2013. 
Le話 donne白 d偲 produitsOVOP制 JCcycle n’existent p邸．

Commeil蹴 indiquedans le也bl回 u,le taux moyen de la production aux I e et 2e 
cycle回tde plus de 10 % po町 l岱 excellen匂OVOPetOVOP
-D町antl偲 I0 cycle et 2° cycle，白nsla region de Fatick d也nsla region de 

Kaolack, les differen協 低tivi低scomme organisation du seminaire de 
promotion, selection des groupemen＇匂 ciblesOVOP, exposition des produi白
白ml偲 exposit句協（expositi叩 sregion剖民 FIDAK），郎長cutionde 
f町mationsd閃tim~es at肱 groupemen包OVOP,etc. ontete execute. 

A. en juger selon les indicateurs ci-dessus, le niveau d’a伽i~te des indicateurs des resul凶 du

projet, 1, 3, 4 et 5鎚 tbon. Comme les ぽsulta包 susmentionnes,le niveau de I' amelioration varie en 

fonction des di俗間的抑制紘escomme production, gestion, m訂ke白iglvente, et gestion 

d’organisation/developpement et aussi des producteurs, et ii est difficile de juger uniform知ient

qu’une telle activite a eu une創neliorationou pas. En plus, le fait que ces indicateurs n’ont pas le 
critere qu組 ti蹴 ifcomme ceux des au甘・esindicateurs rend difficile de faire une evaluation 

appropriee. 

Neanmoins, tout en considerant globalement tous les facte町民 ycompris le resultat des 

interviews avec les producteurs OVOP, ii e坑 evidentque le Projet a apporte une certaine 

amelioration aux activites de chaque producteur. Par cons何回nt,la erぬ.tiond’un modとledu 

mouvement OVOP en vue de promouvoir les activites de la cr1ぬtionde revenu des groupemen也 氏
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5例令
( comparaison entre 
2011 et 2013) 

2c cycle Excellent groupemen也 33% 
OVOP 

Groupement OVOP 34% 
N.B. : La valeur du le cycle est obtenue p町 lacompar福田nen回 laperiode 
d’avril a decembre 2011 et celle d'avril a decembre 2012. 
La valeur du 2e cycle est ob健nuepar la comp世話回nen回 laperiode de janvier 
2012 et celle d’octobre 2013. 
Les donnees des produi包 OVOPau le cycle n'exis旬ntp笛．

Comme ii est indique dans le tableau, le tawc moy＇伺 d’a昭nen凶 ondes 
benefic回 d’affaireaux 1 e et 2e cycle 蹴 depl凶 de10%pour b 保健lien包
OVOPetOVOP 

Les resultats des indicateurs. susmentionnes indiquent I' au伊 ientation du taux moyen 

d’augmentation de chi飴esd’affaires et des b如何cesd’affaires des pr，吋UC旬山富 OVOPa皿 leet 2e 

cycles. Par consequent, l’on peut considerer que le present pr1句etprogresse bien pour renforcer les 

capacites de la creation de revenu par le moyen des materiaux Iocaux. 

II est a noter que I' indicateur 2 n' indique p錨 reellementle旬uxd’augmentation de revenu etant 

donne que po町 evaluerI' indicateur 2, les do即時esdes 泌氏ficesd’affaire de chaque groupement de 
producteurs sont utilisees. II n’est p鎚 realisted屯tudierle revenu de chaque membre du groupement 

des producteu四.Lors de la revue d’aprお lafin du projet dans l'avenir, l’utilisation des donnees des 
benefices d’affaire des groupements de producteurs ne sera pぉ problematique.

4.6 Processus d’execution 

Les poin包 suivantsdonnent une remarque specifique au processus d’execution du Projet. 

(1) Changement du rδle du comite national OVOP et du comite regional OVOP dans I’organisation 
d’execution du Projet 

Au debut du Projet, l’organisation d’execution du Projet a ete constituee de trois or伊nisations,

c’est-a-dire, la Direction de I' Artisanat comme secretariat OVOP, le comite national OVOP 

fonne par l'union nationale des chambresl des metiers, et les comites regionaux OVOP，ゐnnes

par les chambres des metiers. Ainsi, le projet ayant ete con~u pour e甘ege尚 parce位e

organisation au debut du Projet, le role a ete a他・ibuea chaque org；叩i鈍 tion S町 labase de cette 

condition predeterminee dans la 1悦 versiondu manuel des procedures OVOP. 

Cependant, au cours de l’execution du Projet, on a ete amene a faire le con蜘 Isuivant：伽dis

que la Direction de l’Artisanat fonctionne bien comme le secretariat OVOP, le comite nationall 
OVOP et le comite regional OVOP, ayant ete crees po町 desrδles precis, ces E合lesne sont p鉛

bien adaptes a la realite. Actuellement les comites existent comme une plateforme du 
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Nous avons done constate que la formation de bonne qualite joue un role甘とsimpor飽ntpo町

le renforcement des capacites d’organisation et de competence de producteurs. n est a noter que 
la plup訂tdes producteurs etant des petites entreprises, its peuvent difficilement prendre eux-

memes en ch訂gele cout de formations. c’est la part1e Japona1se qua a pris en ch訂 geles frais 

des formations executees durant le present Pl'I付etLa partie senegalaise do it savoir qu, ii est 

impo此創ltde faire des formations de bonne qualite et de selectionner un preはatairede services 

de bonne qualite . 

5. Resultats de l'evaluation 

5.1 Pertinence 

La pertinence du present Projet est jugee «＜~levee», ce po町 lesraisons suivantes: 

( 1) Compatibilite avec les besoins du developpement 

Le pぽsentProjet satisfait aussi les besoins des producteurs (les groupemen白 Cゐles).

La Direction de l'artisanat avait des problemes aぽsoudrenoぬmmentceux relatifs aux 

capacites de production et de凶 nsfonnationdes produc旬urs，釘tis釦 sinclus, ainsi qu’au 
marketing, au systeme de soutien aux producteurs, etc. P訂 ailleurs,chacun de producteurs 

avait des besoins en termes de productiv泌 etd’amelioration de la q凶 litede leurs produits, 

ainsi que d’elargissement de leurs debouches. Face a ces besoins, comme le present Projet 
apporte aux producteurs un soutien sous la forme d’un renforcement des capacites a produire 
des produits adaptes au marche en reco町制taux ressources locales, on peut dire qu’il repood 
aux besoins des groupes cibles. De plus, dans le cadre du p時sentPr，吋et,lも：valuationdes 

produi包 candidatsOVOP p釘 despersonn岱 enhen avec les marches etant prise en compte d組 S

l'examen des produi包 etclans l’etablissement du plan de soutien, le p吋et錨.tisfaita凶 siaux 

besoins de renforcement des capacites en marketing des producte町 s.

(2) Compatibilite avec les politiques de developpement du Senegal 

Le present Projet est en accord avec le plan national de developpement et la politique liee au 

developpement du secteur de l’artisanat du Senegal. 

L'actuel plan national de developpement du Senegal est le αS回 tegieNationale de 

Developpement Economique et Social (SNDES）》（pourles a即時es2013 a 201η． 《Lacroissance, 

la productivite, et la creation de richesse》 sootcites comme l'un des objectifs de la SNDES. Elle 

met I' accent sur la promotion de petits proje包 parle renforcement de la base de production et du 

systeme de l'o飴 ed’artisans, la modernisation du secteur de I’artisanat, et la competitivite de 
produits artisanaux pour rendre l' ind凶凶e紅白銅alecomme un outil de er鮒 ionde revenus. 
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possるdeles produits destines aux touristes, pouvant se porter candidats OVOP, est aussi en 

faveur de l'a節目nationqu'elles. sont pertinentes en tant que zone cible. 

( 5) Pertinence comme un outil (Pertinence de l’approche concep旬elledu Projet) 

L' approche adoptee p訂 lepresent Projet est d’in甘oduirele mouvement OVOP qui est ne au 

Japon dans le cadre d’uoe methode d’augmentation de revenu des peti旬sentreprises qui font la 

production en utilisant les materiaux locaux. Au Senegal, plusieurs donateurs font le soutien en 

faveur des pe自白即位・eprises,y compris le GIE. Mais c’est la premiere fois que ce genre de 
mouvement OVOP y est introduit comme une approche de soutieo. Le concept et le contenu du 

mouvement OVOP est bien apprecie par les diff道reotesorganisations senegalaises. Done le 

present projet a bien fait d’adopter le mouvement OVOP dans le present Projet comme une 

approche de soutien. 

En ou佐久 dansla perspective d関 lapromotion des activites de la er匂tionde revenu de 

producteurs》 quiest l’objectif du Projet, d 《 lerenforcement des capacites de la creation de 

revenu》 quiest l'objectif global du Projet, bien que l’h甘oductiondu mouvement OVOP dar店

le Projet soit bien appropriee pour l’augmentation de la production et de la vente des produits 
cibles et des pro自白 desproducteurs, po町 quele mouvement OVOP soit bien banalise et que 

cela commence a augmenter des revenus des producteurs dans les zones plus vastes, ii faudrait 
encore du temps assez long . C’est pourquoi, si le progr副nmeOVOP est suspendu en meme 

旬mpsque la fin du Pro jet, ii serait bien difficile d 'a伽加drel’objectif final, a savoir, 
I 'augmentation de revenu des producteurs. La r匂lisationde cet objectif depend de la 

continuation du programme OVOP par les propres e釘Ortsde la partie senegalaise. 

5.2 E節 cacite

L'e節cacitedu present Pr吋et偲 tjugee ≪de perspective elev旬以po町 Jesraisons suivantes : 

Comme indique plus haut d’etat d’atteinte de I' objectぜduProjet ≫, le niveau d’atteinte de 

chaque indicateur estぉsezeleve. On peut esperer que l’objectif du Projet pe凶釦eatteint avant la 

白ndu Projet. Par consequent, r objectif du Projetαla creation du modele de mouvement OVOP 

pour promouvoir les activites de la creation de revenu par les groupemen包 deproducteurs en 

utilis釦 tles materiaux locaux》estproche d’etre realisee. 

On trouvera ci-dessous des av飢飽gesdu pr・φet qui ont ete particuliるrementcites p釘 laDirection 

de l'artisanat, les chambres de metiers de Kaolack et de Fatick les groupements de producteurs : 

(I) Pour ce qui conceme le progr副nmeOVOP du present Projet, selon l活valuationde la Direction 

de I’artisanat, le fait que le soutien appo.ぽ auxproducte町 scomprenne la promotion 

(el釘 gissementde la base de distribution des produits, les formations du renforcement de 

capacites, la fo町副知rede materiels, la participation de leur produit au FIDAK, la creation des 

po in匂 devente a Dak訂 parle moyen des boutiques OVOP, etc. rend ce soutien efficace, et ce 

qui est bien apprecie par la Direction de l’Artisanat et les chambres regionales des metiers. 
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Par ailleurs, le fait qu’au debut du Projet, l'objectif n’etait pas quantifie cone泌総ment,le projet a 

dil faire des essais et des eπeurs pour creer le modele OVOP, ce qui n’a pas pennis a prendre le 

chemin le plus court pour la er，匂tiondu modるle.Le nombre des procluitS OVOP cibles etait de 40 

au le cycle, 30 au 2e cycle, et de 70 au to旬I.Si I' on avait pu diminuer ce nomb問， l’onaurait pu 

augmenter le volume d'apport a un producteur et la production des produ1ts OVOP, le chiffi右

d’a官aires,et les oone自民saura it紙 plusimpor飽 附 quele resul旬tdu ce Projet. P釘 contre,si le 

nombre des produits cibles est limite, I’elargissement du mouvement OVOP est aussi limite. Ainsi, 

lape此inencedu nombre 70 des produits OVOP est discutable. 

5.4 Impacts 

Les加pac包 dupresent Projet ont“juges comme e凶 t≪de perspective elevee≫, pour les raisons 

sUivantes: 

A propos des perspectives d'atteinte de l'objectif global du present Projet《Unmodるlede 

I' approche OVOP visant la promotion des activit1白浜neratricesde revenus des artisans par la 

valorisation des ressources locales est developpe ≫, le montant to凶 desventes de produi包 OVOPet

les benefices d’affaires des producte町 SOVOP augmentent parallとlement.Par consequent, I’on peut 
considerer que les capacites de la er匂tionde revenu de producte町 esten augmentation et que le 

present Projet est dinge vers la rぬli鈍 tionde l’objectif global a la demiere etape du Projet. 

Pour ce qui conceme les ventes de produit OVOP par les groupemen包 OVOPet les groupemen包

excellents OVOP cibles de la premiるreannお（40 groupemen匂 entout), si l'on compare le montant 

to旬ides ven旬ssur une periode bien d話回ede l'annee demu~re (avrtl a septembre 2011) avec celui 

de lameme p針。depour ce・偽 annee(avril a septembre 2012), le chi飴ed’affaires de beaucoup de 
groupemen包 aau伊 ientece仕eannee. Par consequent, on peut a節目nerque le present Projet est 

places町 m bonne orbite, toumee vers l'atteinte de l'objectif global. 

Ce pend佃 Lle resultat ci-dessus est celui que l'on a obtem』parrappo民 auxproduits OVOP du le 

et 2e cycle du Projet, ce qui fait dire que ce resultat est lir凶話 aunomb防 御 70produi包 autotal. 

Pour a仕：einclrecet objectぜglobal,a savoir ≪ l’augmentation de revenu de producte町 3也nsla zone 

la plus elargie, la poursuite de !'execution du programme OVOP par la partie s釦egalai鉛 meme

apres la fin du Projet est une condition pr匂lable;et ii est pour cela fortement souhaitable que la 

partie s釦.egalaisefasse des eぽOrtspour e}argir SUf tout le teπitoire senegalais，《 cemodるledu 

progr出runeOVOP au Se凶gal》quiest en ph笛 eavec la E可5alisationdu Projet. 

L’impact du present Projet ne se manifeste p鎚 dansle domaine de la politique et de I' insti知tion. 

Mais la chambre de metiers des regions de Fatick et celle de Kaolack ont presente comme un 

impact secondaire, I’augmentation du nombre de la nouvelle inscription d’artisans a la chambre de 

metiers戸rceque I' inscription a la chambre de metier est問quisecomme une condition pour. la 

participation au programme OVOP. Les donnees existant sur l'artisanat datent de l’annee 2004 et 
doivent etre mises a jo町， aussiet ('augmentation du nombre d'inscription a la chambre de .metiers 

pennettant d’acquerir les informations sur le sec旬ur，側un加pactpositif. 
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seer唾：tariatOVOP a chaque chambre de metiers pour executer le progr創nmetout en maintenant le 

role du secre町 iat.

Actuellement, la Direction envisage de diviser les 14 regions en 4 zones en selectionnant 4 

chambres de metiers representant les 4 zones. Ces chambres de metiers p問 ndronten ch訂gele role 

du secretariat pour chaque zone. Actuellement un recensement est en cou路 d’exec凶ionpour 

collecter les informations de base poぽ pouvoirpresenter le plan ci-dessus. II est souhaitable que la 

Direction de l'Artisanat et les experts de la JICA tenninent la reflexion avant la fin du projet, sur 

rorganisation la plus appropriee pour l'execution du programme clans tout le te1・ritoirea partir de 

I' annee 2015 et qu’elles le presentent dans le manuel des proced町・esOVOP.

(3) Aspects自nanciers

En ce qui concerne lesぉpectsfin加 ciers,ii est fort probable que certaines activites du 

programm~ OVOP comme la selection des prodmts OVOP, le mon~toring des producteurs et la 

participation a la FIDAK puissent etre executes avec le budget qui est a位泌氏 p紅 lepおseaIa 

Direction de 1’Artisanat et aux chambres de mるtier.Cependant, afm d’eぽ切tuerdes formations et 

fournir des equipements aux producteurs, assurer la gestion de la boutique OVOP ii est necessaire 

d’avoir les ressources financieres adequates ; ainsi pour la perenni低 deces activites, ii est impo目ant

que la Direction de l’artisanat puissent disposer des moyens financiers y afferen包．

La Direction de l'artisanat souhaite continuer toutes les activites du progr百nmeOVOP, y compris 

la formation des producぉursOVOP et la foumiture du materiel. Pour l'annee budgetaire 2014, un 

budget de 50 millions de合ancsCFA a紛 a位 ibue印刷tque con悦 partienationale pour 

I' execution du Projet白nsla E・・egionde F atick et celle de Kaolack. Ce世eat仕ibutiondu budget 

perm et l’execution du programme OVOP, y compris tou協同 activites comme la formation et la 

fourniture du materiel. 

P釘 ailleurs,e伽 tdonne qu'il y a la di能 rencede soutien dont chaque producteur a beso~ 

comme, par exemple, certains producteurs auraient besoin de la fourniture de materiels et d’au甘ede 
l'appui technique, le contenu du soutien doit e甘edefini non pぉ uniformementa to凶 les

producte町・s,mais en fonction des besoins de chaque producteur afin d’utiliser le budget d’une 
maniere e節ciente.

( 4) Aspects techniques 

Pour ce qui conceme les competences des homologues, la Direction de l'artisanat a les capacites 

d'assumer les roles que doit jouer un secretariat pour promouvoir et developper le progr創nme

OVOP, notamment en termes de selection des groupemen臼 OVOP,de planification et de gestion 

des formations, de coordination avec le soutien des au甘・esstructures, de・ gestion des boutiques 

OVOP. Cependant, pour笛 surerune bonne mise en reuvre, la Direction de I' Artisanat, to凶 en

continuant fa coordination, doit s’appuyer s町 leschambres de metiers capables de mener le suivi et 

I' encadrement de pro：羽miteafin de vehiculer l'approche OVOP. 

If 30 
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Pour un ancrage du mouvement OVOP, ii faut l’existence de groupemen包 deproducteurs qui 

ont connu le succes avec I' augmentation de vente a回 versI' appui pro jet OVOP et qui vont 

continuer a vehiculer ce住emarque OVOP. 

II est aussi necessaire de reflechir sur l'utilisation rentable des ressou民 espolitiques et du 

budget qui ont des limites ainsi que sur le niveau des groupemen岱 deproducteurs et le nombre de 

cibles a appuyer. 

(3) Continuation et renforcement d’activites de monitoring des groupemen匂 deproducteurs qui ont 

re~u I’appui a travers le Projet 

Pour penne伯・eau gouvemement senegalais d’utiliser Jes ressources et le budget d’une m釦 iere

appropriee, ii est necessaire de continuer le monitoring des groupemen臼 deproducte町squi ont ete 

soutenus p釘 cePr，φet. Comme une des 脱出odes凹urla realisation de ce qui vient d’e悦
mentionne plus haut, la fiche du monitoring prepar場enju in 2013 peut e甘eutilise. Concement les 

deux vehicules du Projet, ils seront remis a la Direction de r Artisanat confonnement aux 

dispositions de la convention pourぉsurerla coordination et le suivi des activites. II faut auぉi

envisager la liaison en位eles groupements de producteurs et le甘ansfert technologique d’un 
groupement a un autre. 

( 4) Financement pour la continuation de la boutique OVOP 

La boutique OVOP joue un role primordial non seulement comme le point de vente a Dakar, 
mais aussi comme la source des opinions de consommateurs qm aide a ameliorer la qualite des 
produits. Pour penne拘・ea la boutique OVOP d’exister, iiぬut時四echirsur la methode de 

stabilisation des 合aisd’entretien et de gestion. Plus concr色白ment,on pouπait envisager de 

demenager la boutique OVOP vers des sites moins coiiteux, m位。duirele systeme de redevance 

paye par les producteurs, et developper un sys蛤meemde commercialisation pour augmenter les 

ventes par la boutique OVOP en vue de couvrir des charges. 

(5) p紅白ipationa FIDAK 

En ou仕e,on a con託ateI’effet positif de la FPJAK ainsi que de la boutique OVOP comme un 

fac旬町 d’elargissementde debouches. Pour cela, ii est souhaitable de faire participer les produi包

OVOP a la FIDAK. Mais ii faut envisager ce仕eparticipation sぽ unefonne flexible, comme p釘

exemple, I’exposition des produits OVOP sur le託anddes regions. II est neceぉairepour la 

Direction de r Artisanat de travailler dans ce関 ns.Par ailleurs, au cas oiI des produi包 OVOPseront 

exposes , ii faudrait cr・＇eerla m釘・queOVOP.

メ／
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Annexe-I 

Annexe・1: Cadre Loeiaue du Proiet 

Norn du projet: Projet pour la Promotion de I' Artisanat a町aversle Programme One Village one 
Product I Un Village Un Produit (OVOP) 

Zones cibles : Regions de Fatick et de Kaolack 

Groupes cibles: Les produi包 locatは etleurs producteurs devant 釦 ereconnus commeαprodui包
OVOP》etαproduc旬ursOVOP恥 Lesproduits et producteurs OVOP sont 
identi俗sa trave隠 m process凶 deselection.. 

Duree de la Cooperation: De mars 2011aFevrier2014 

Descrlp舗onsommaire lndicateu四 Obj何世vemeot Moyensde Hyp。th白鶴

V~ri白ables v~吋目cation impor旬日随

Obiedif t?lobal 

La c叩aci低d郎 groupements 1. Augmentation de l 0% du profit d岱 l. Rapport 
OVOP a generer des revenus par ventes des produits OVOP (Excellent d’avancement 
la valorisation des resso町・ces OVOP et OVOP) comp町・eala du Projet et 
locales est renforcee a釘av町sde si刷ationdes ventes avant la mi-p踊 enquete a la fin 
le progr田nmeOVOP. cou四 duprojet du projet, 

2. Augmentation de l 0% du revenu rapport de 

d岱 groupemen也OVOP但xcellent ch何回

OVOP et OVOP) compare a la groupement 

situation qui prevalait la mi-pas cou路 OVOP. 

du projet 2. Rappo氏
d’avancement 
du Pr，吋det 
enqu!te a la fm 
du projet, 
rapport de 
chaque 
group田nent
OVOP. 

Obiet du Proiet 

Unmodelede l’approche OVOP 1. Plus de 30 group佃ten白soot l. Rapport du 1. Le gouvemement 
vi錯ntla promotion des activites 間connuset soutenus en tant que secre阻d国 du Senegal et son 
genCratrices de revenus d岱 groupemi佃包OVOP(Excellent OVOP. economic sont 
釘世路nspar la valori珂.tiondes OVOP et OVOP). 2. Donn白 debase S也hie.
ressources local白隠tdeveloppe. 2. Les activites d岱 groupemen包 dechaque 2.L儲 groupements

OVOP {Excellent OVOP et OVOP) groupement OVOP continucnt 
production／岡市formation,gestion, OVOP, re釦 l旬包 leur a.c凶vitesde 
commercialisation, renforcement des du diagnostic de production. 
or伊 ti調tio回） SC鈎 nt副neliorees. chaque 

3. Plus de 80% des membres des groupement 

groupemen也 OVOP （~切llent OVOP, rappo民

OVOP et OVOP) sont satisfaits de de suivi de 

leur p血ticipationau programme chaque 

OVOP. groupement 

4. La production des produits OVOP 
OVOP. 

(Excellent OVOP et OVOP) a 3.E加des.

~ 34 
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Annexe-1 

professionnels qui participent aux 3.3 Evaluation 

foires I ateliers des produits d’appui par 
OVOP. chaque 

4.2 Les negociations commerciales s町 groupement 

les produits OVOP剖 gmen旬nt. OVOP. 

3.4 Rapport du 4.3 Le marche de chaque produit 
suivi de OVOP est etendu. 
ch叫ue
groupement 
OVOP. 

4.1 Rapport du 
Comit白
Regional. 

4.2R叩po目du
suivi de 
chaque 
groupement 
OVOP 

4.3R叩portdu 
suivi de 
chaque 
groupement 
OVOP 

Activit1おduProiet Apports 1.L岱 homologues
fonnes continuent 1.l Cre町田ComiteNa首onal Partie Jaoonaise Partie de踊 vaill町 po町OVOP 

-Conseiller principal pour la promotion S臼盆alaise le Projet 
1.2 Creer d白 ComitesRegionaux OVOP, coordinateur/gestion d国 -Homologues de 

2.L偲 group叩 ien包OVOP micr。明itrepri鍔s,conseiller en laDif伺 tionde OVOPformes 
l .3 Elaborer et reviser un manuel commercialisation, etc. l’Artisanat et des cont凪uentde

deproced町笛pourla mise en ーFormationau Japon et/ou dans un Chambr＇岱 de
s’engager dans les 

ccuvre du progr祖国neOVOP (d田）pays tiers. M紺ersde activit白 OVOP.
Kaolacket 2.1 Organiser des ateliers aux 

:a：~~·：；r:i~：：~回e：~：ation Fatick. membres d岱 Comi'低spo町 la

／
 

／
作

＼
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Annexe-2 

Annexe・2: Les omanisations du comite national et du comite r恒ional

Comite National OVOP 

Direction de I' Artisanat (Presidence) 

Union Nationale des Chambres de Metiers (UNCM) 

ー InstitutSenゆ laisde Recherche Agricole (ISRA) 

ー Directionde la Peche 

Institut de Technologie Alimentaire （汀A)

ー Direction伽 Ea以 etFore包

ー Directiondes Collectivites Locales 

- Direction de l'Elevage 

PTF: Partenaires Techniques Financiers (au besoin) 

Autres institutions d’appui et de recherche concemees (au besoin) 

Comites Rit?ionaux OVOP 

Les membres qui composeront les Comites Regionaux peuvent varier d’une region a une au甘e.
Outre la Gouvemance regionale quiぉsurela Presidence et la Chamb問 deMetiers qui 

coordonne les activites au niveau regional en la qualite de Secretariat, le Comite Regional peut 

compterpai官iises membres les structures suivantes : 

Produi包f

S社ructu問 Principaux domaines d’appui p。tenti el prodilcteurs 

：~~~ef加s。•；：：：ii
Chambrede ~：~r::~：~！~~i~~甘ni~~d~！ sec胞U厄 du

Tousles 
Commerce l'agricul知路 producteurs 

-Participation au問 censementdes produc旬町seta
leurimma仕iculation

-Renforcement de capacit1おdesproducteurs et 
politique de financement 

Agence Nationale -Appui et conseil aux producteurs Produits agricoles 
de Conseil Agricole 

ーSuivitechnique des prod叫包et Rural (ANCAR) 

-Encadrement des producteurs surtoほ dela filiere 
agficole 

Agence Regionale -Mise en place des politiqu岱 dedるveloppementlocal Tous les produits 
de Developpement avec l' elaboration des POL (plan de developpement 
(ARD) 

~ 
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Annexe-2 

Tourisme S町toutau niveat』del’ecotourisme 

-Promotion des produi包ddes sites 

Mairie -Mise a disposition d’espace de commercialisation ou Tous Jes produi包
de production 

~~r島P問P沼1田l~gr回.e i伺 I田
fi~rr：；~e 切de此sai:i；~：cfu:ts 町s1;e~~~：~笛ppementdes Produits agricoles 

(PAFA) 

と世 40 イノ
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leC7do 

Escelleats OVOP Croape回目匂

馳gl帽 Cro個P
Am側 alof Prvdac:d個 Am個 ritof Sal”（FCFA) B回 laessPr司，llt(FCコF'A’

lOll 1013 Iner官倉健 2012 2913 In erase lOU lOll Ina司ease

A 10.何2 10.201 93% 43,888,000 柑．回4,000 93% 』8,1刀，740 11,889,170 65% 

B 120 130 10：”も 840.側担。 910.000 108% 4却.ooo 5却，縦訓日 116% 

F副de c おS
4“ 174% t.SS4,000 え臼1,250 170"/9 612.SOO I.411,000 230% 

D 260 4SO 173% 5却．似）（） 例m，側）（） 1η% 

e 400 相Z 101% え2相，000 2,412.000 108% 338，似国日 4但.soo 119% 

A 230 421 183% 1,414,750 2,046,000 145% 4却．判。

B 447 2S4 S1% 1,279，制調。 520.000 41% 4”，000 225,000 45% 

Kaolack 
c 6,480 8,4釦 131% 5，服4，似淘 3,700,000 71% 564，似）（） 1.0却．αm 181% 

D 310 350 113% 310,000 3SO.，似JO 1日 % 102.300 115.SOO 113% 

E 7,200 10,508 146% l，以>O，創）（） 2,627.950 146% 271,320 525.2却 194% 

Awnge 128% A時間ge 117% A~nge 133% 

OVOPG開園pemeats

Resi佃 Gn掴 P
Am側 atof Prod国ctioa A田棚田aofSalesCl巴FA》 Basia伺畠島唱刷t町コiA占

2012 2013 mCRa” 2012 2013 lnCftase 2012 ・2013 IAa噂同e

A E伺 IOS S4% 485,000 262，筑）（） 54% 97，創到。 15,0伺 ？”も

B 別）（） l,020 113% t，胞s.似）（） え倒o.似）（） 112% 415，創加 625,000 132% 

c sso 且34 IS2% 215,500 412,創）（） E筑w. 回，似調。 122.000 149% 

D 20 30 IS”も 350，創到。 S2S,OOO 間 w. S2,似）（） 80,000 154% 

flllx主
E 1例 IOS 54% 48S,O開 262,SOO 54% 97，邸調印 15，似JO 7明也

F 拘 110 llS-~ 則自［），000 1,110，償却 116% 4田．飢淘 528,000 109% 。 429 368 86% 3師，81S 251,600 84% 244,250 177,925 73% 

” 
拘 t珂 214% 1,8伺，似）（） 4,810,000 267" 123，併問 589,200 479" 

144 封。 167'弘 Z回 480 167% 崎，000 I伺．似JO 16拘4

J 

A sso 610 111% 990,000 1,0拘，000 111% 5回．側調印 640，側淘 110% 

B S伺 9曲 120% 邸調1>,000 9伺，似）（） ’20% 475,000 670,000 141% 

c 2,700 2,S卯 93% J,215,000 t,t2S，αm 開% 810,000 ？却．似）（） 何%

D 3，“調印 4,200 II拘4 1,6却刈耳目 1.1拘，ooo 117% 1.210,000 1.350，側淘 112% 

Kaolm:lt 
E 400 SIO 128% 200,000 lSS，創拘 128% 140,0伺 185,000 132% 

F 7創3 720 E田% 7伺，0伺 720,0伺 103% S回．αm 610，筑JO IOS% 。 7 7 111% 3,2却，側 3，“JO.，αJO 111% 2,17S,OOO え250,000 103% 

日 300 300 100% 3佃.ooo 3伺.ooo 100% 235,000 Z却．αm 94% 

I 7切 7却 95% 3何，000 315,000 時% 215，αJO 19S,OOO 91% 

J 130 I伺 123% 53，創JO 65,000 123% 38,0伺 45，似調。 118% 

A時四ge 116" A時 ra3障 119'M A理 rage 132% 

ポ／ すι
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Compte回 rendu

Reunion du Comite Conioint de Coordination 

27 fevrier 2014 
Dakar 

La reunion de ce jour a commence avec le discours de M. Moctar DIAKHATE, Directeur de 
l' Artisanat, Coordonnateur du projet OVOP, qui aprとsavoir brievement presente le projet 
OVOP, a au nom du Ministre de l’Artisanat, M. Mamadou TALLA, remercie la JICA pour 
son soutien continu dans la mise en ceuvre du programme OVOP. M. DIAKHATE a 
egalement tenu a reiterer l’engagement de la Direction de 1’artisanat et celui du gouvemement 
senegalais a travers l巴 departementde tutelle, a consolider et p己r巴nniserles realisations du 
projet, dans la perspective d’extension du programme OVOP aux autres r己gionsdu Sen己gal.

Cette allocution fut s凶vied’m巴 presentationde M. Pape A. M. SENE, planificateur a la 
Direction de 1’Artisanat, egalement homologue principal du Projet OVOP au Senegal. Cette 
presentation consistait a faire p紅taux membres du comite de coordinationヲ demaniと：re
recapitulative, des activites qui avaient ete initiees dans le cadre du projet OVOP, depuis son 
lancement en m訂 s2011 et des resultats qui en etaient nes. 

La presentation de M. SENE fut suivie par celle de M. Yoshihiko OGATA, qui en sa qualite 
d巴 chefde 1’Equipe du Pr句etde la HCA, deroula叩 certainnombre de recomrnandations 
formulees dans le sens de garantir un ave凶rradieux au programme OVOP au Senegal. En 
effet, compte tenu du budget disponibleヲ etqui ne permet pas de dero叫ertoutes !es activit白
qui figurent dans le calendrier OVOP (cf. Calenむierdes activites dans Manuel de Proc己dures
V 4 ), ces recomrnandations ont ete avancees en guise d’orientations que la Direction de 
l’Artisanat pouπait considerer pour etablir un calendrier d’activites dans les limites du budget 
dont elle dispose. 

Les presentations a l' ordre du jour furent cl6turees par celle de Mme Charlotte DIALLO, 
homologue du Projet OVOP a la Direction de l’Artisanat. Dans sa presentation, il s’agiss但t
d’expliquer les modifications qui avaient ete appo而 esau Manuel de Procedures du Proj巴t
OVOP. En effet, p紅白ntdes experiences acquises durant la periode pilote du projet OVOP, 
des modifications ont己teprogressivement apportees a ce manu巴lqui en est a sa qua住民me
version. La principale modification portait sur l’msertion d巴plusieursdocuments annexes, 
respectivement aux differentes activites du calendrier OVOP. L'objectif r巴chercheetant de 
munir les acteurs du Programme OVOP d’un document de refi己rence白ablepour une mise en 
ceuvre efficace de leurs activites (cf. Manuel de Procedures OVOP, Version 4). 

Cette demiとrepresen胞.tionmarqua la transition vers une autre p訂tiede la reunion qui 
consistait a recueillir !es observations et au位esappreciations des membres du comite co吋oint
de coordination. Les intervenan,ts ont tenu tout d’abord a feliciter l'equipe du projet→de la 
JICA et la Direction de l’artisanat pour la qualit己despresentations mais egalement pour Jes 
realisations auxquelles la synergie de leurs efforts a aboutie. Des remerciements furent 
egalement adresses a la JICA pour le soutien apporte au gouv巴mementsenegalais. 
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Les intervenants ont aussi fait des suggestions et souleve des questions Ii伐Sa differents 
aspects du deroulement du projet OVOP dont !es principaux sont le choix des groupements 
cibles, le choix des produi臼，！＇implicationdes structures et agences du gouvemement dans !es 
activites du projet. Aux questions furent apportees des elements de reponse p紅 Jes
homologues de la Direction de I' Artisanat ainsi que Jes agents techniques des Chambres de 
Metiers de Kaolack et de Fatick. 

A la suite de ces echanges, un disco町 sde cloture白tprononce p訂 M.DIAKHATE qui 
remercia !es membres du comite national poぽ leurdisponibilite mais aussi pour !es 
suggestions pertinentes formulees pour la mise en O!Uvre du projet OVOP et qui ne 
m如 querontpas d’釦econsiderees dans !es activites futures du pr句et.Le Directeur remercia 
par ailleurs la JICA pour leur soutien et leur bonne collaboration. En fin de propos, M. 
DIAKHATE a任1ロnaque toutes Jes dispositions seront prises par la Direction d巴l’Artisanatet 
le gouvememe凶託negalaispour凶叩erunebonne p己renni副 iondu Projet OVOP. 

Moctar DIAKHATE 
Directeur de I’Artisanat 
Coordonateur du Pr句etOVOP
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付属資料-2 
優良 OVOP 生産者向け支援計画（案） 

 



１. 2011 年 優良 OVOP 生産者 

(1) Tanned Leather (GIE des Tanneuses de Gossas) 
Producer The production site is located in Gossas, where it takes around one hour to drive from the central town of 

Fatick. The producer consists of 30 members.  
Characteristics 
of product  

Traditional leather tanning is operated without special chemical materials. Products are tanned leathers of 
cow, sheep and goat. The products are sold to domestic and foreign traders at the production site and 
directly sold at the market in Dakar.  
Producers do not understand how to process their leathers to final products.  

Production 
situation  

Production activities are always outside. Materials required for the production are available to buy through 
the year. Bottleneck of production is available funds of the producer to buy water and seeds of Nep Nep 
trees (Acacia species). Although the trees were often found around the production site in the past, the 
number of tress are decreasing now.  

 
Production site and Nep Nep trees Concrete basins to dip animal hides 

Some are broken.  
Final products after drying under the 
sun  

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  30,000,000 FCFA 
・Annual expenditures:  20,000,000 FCFA  
The profits as the difference of the above amounts is donated to community events, financed for education 
and health expenditures, used for rehabilitation of production equipment and shared with members of GIE 

Issues to be 
solved 

・Lack of knowledge on product quality (Producers do not know how their customers use their products.) 
・Limitation of production because of lack of water and seeds of Nep Nep 
・New market channels required after improving the productivity  

Theme of 
support by the 
project 

・Quality improvement through matching with leather manufacturers who make final products  
・Sustainable use of natural resources and stabilizing of production 
・Enhancement of business management capacity 

Draft support 
plan  

【Business matching and quality improvement】 
1. Business matching opportunity with the leather manufacturers 
2. Study tours to other advanced tanned leather production sites 
3. Introduction of products in the Boutique OVOP 
4. Training for quality improvement based on the above activities 
【Sustainable use of natural resources and stabilizing of production】 
1. Forestation of Nep Nep trees (Support of the seedlings and forestation training)  
2. Procurement of production equipment (Water tanks and concrete basins)  
【Enhancement of business management capacity】 
Training on financial management, production management, etc.  
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(2) Bissap Syrup (GIE Sine Zénith) 
Producer The production site is located at the central town of Fatick. The producer is juice and syrup maker from 

several types of fruits, and consists of 24 members. 
Characteristics 
of product  

The bissap syrup is certified FRA which ensures its safety on hygiene. The producer 
manages a shop next the production site and sells the product to neighbors mainly. The 
original product label is available. However, neighboring producers also make very 
similar products. Differentiation strategy with similar products is required.  
 

Production 
situation  

Production process secures product safety and functions all the year except seasonally available products. 
Order based production is also available for local ceremonies.  

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  10,000,000 FCFA 
・Annual expenditures:   7,000,000 FCFA 
The profits are mainly shared with the members.  
Expired by strong leadership of the management leader, sales of the product are increasing. Account of the 
group is also transparent by daily book keeping. Management capacity is higher than other producers of 
Excellent OVOP products.  

Issues to be 
solved 

・Limited market cultivation despite of high potential needs of the product 
・Difficult situation of further development of the producer without discover new market channels  

Theme of 
support by the 
project 

・Further market cultivation in the region 
・Introduction of high added value bissap syrup in Dakar 
・Enhancement of business management capacity 

Draft support 
plan  

【Market cultivation in the region】 
1. Procurement of transparent refrigerator and stabilizer 
2. Renovation of the producer’s shop (It is expected to utilize for promotion of OVOP project) 
3. Advertisement support  
【Introduction of high added value bissap syrup】 
1. Introduction of the product at the Boutique OVOP 
2. Collaboration with the organic bissap producer in Kaolack 
3. Improvement of the product appearance 
4. Quality improvement training and support 
【Enhancement of business management capacity】 
Training on financial management, production management, etc. 
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(3) Preserved Ark Shell (GIE Gnassemane) 
Producer The production site is located in Dionewar, where it takes around 2.5 hours by car and small boat from the 

central town of Fatikc. The producer consists of 20 members. 
Including this producer, there are 19 production groups in the island and form a federation. This federation 
manages a processing room and facilities, and each group can use them at small rental costs. The 
federation also manages micro finance business for the groups. 

Characteristics 
of product  

The ark shell processed by the producer is higher quality in terms of rate of contamination of sand. Main 
customers are tourists visiting the islands and its neighboring sites. Sometimes the product are ordered 
from venders in Dakar. However, the product cannot be sold officially in such venders because product 
quality is not secured by FRA certification. 

Production 
situation 

The federation owns and manages a processing room and 
processing facilities in a sanitary condition. The producer received 
hygiene training and production process is appropriate for hygiene 
management. 
However, their processing is required to be improved more 
especially on quality and hygiene management. In addition, the 
management of marine resources also quite important because 
many neighboring producers harvest shells as well.  
 Shelled meat is sold after drying or 

boiled and packed in bottles  
Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  Unknown (because of no book keeping) 
・Annual expenditures:  Unknown (because of no book keeping) 
When the producer makes products, money is always borrowed from the federation in advance. All the 
profits are shared with members of the producers after the payback to the federation. 

Issues to be 
solved 

・No official trade with larger buyers because of no FRA certification  
・Necessity of further quality improvement and hygiene management 
・Careful consideration on marine resources management to avoid depletion 
・Lack of knowledge on accounting  

Theme of 
support by the 
project 

・Acquiring FRA certification and expansion of market channels 
・Further quality improvement and hygiene management  
・Enhancement of marine resource management  
・Enhancement of business management capacity 

Draft support 
plan  

【Expansion of market channels】 
1. Support for acquirement of FRA certification 
2. Introduction of products at Boutique OVOP in Dakar 
3. Improvement of the product appearance 
【Quality improvement and hygiene management】 
1. Diagnosis of production by specialists  
2. Procurement of equipment and provision of technical trainings as required 
【Enhancement of marine resources management】 
1. Procurement of fishing boat with engine, harvesting boxes and life jackets  
2. Training on marine resources management  
【Enhancement of business management capacity】 
Training on financial management, production management, etc. 
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(4) Mangrove Honey（GIE Mboga Yiff） 
Producer The production site is located at Sangako where it takes around 2.5 hour drive from the central town of 

Fatick. The producer consist 43 members.  
Characteristics 
of product  

Mangrove honey which is a rare product in the world is produced. Its traded price is twice as the normal 
natural honey. Although further quality improvement is required, it was highly appreciated by visitors of 
the OVOP booth at FIDAK 2011.  

Production 
situation 

Annual production is only 100 kg and its productivity needs to be improved. Minimum required 
processing units are available at the processing room. If number of their honey bees increase, production 
can be increased and financial condition of the producer can be improved. The producer is financially 
fragile and all members of the producer serve without pay.  

 
Package of mangrove honey 
Honey is easily leaked from the case.  

30 bee boxes are available. Because 
bee frames are not set in the boxes, 
productivity is quite low.  

Bee frames composed by wooden 
frame and wire.  

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  420,000 FCFA 
・Annual expenditures:  230,000 FCFA 
All the profits are donated to the community events. System for deposit of profits for development funds is 
not established. Therefore, self-sustaining growth cannot be expected.  

Issues to be 
solved 

・Low productivity and production amount  
・No official trade with larger buyers because of no FRA certification  
・Leakage of honey from the package 
・Lack of business management skills 

Theme of 
support by the 
project 

・Improvement of productivity and increase of production toward business sustainability 
・Further quality improvement  
・Expansion of market channels by acquiring FRA certification and improvement of product packages 
・Enhancement of business management capacity 

Draft support 
plan  

【Increase of production toward business sustainability】 
1. Procurement of bee boxes, working clothes and iron bee frames 
2. Plantation of mangrove  
【Quality improvement】 
1. Diagnosis of production by specialists 
2. Procurement of equipment and provision of technical trainings as required 
3. Componential analysis of mangrove honey  
【Expansion of market channels】 
1. Support for acquirement of FRA certification 
2. Introduction of products at Boutique OVOP in Dakar  
3. Improvement of the product appearance  
【Quality improvement and hygiene management】 
1. Diagnosis of production by specialists  
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(5) Cashew Nuts (GIE Bokk Diom) 
Producer The production site is located in Passy, where it takes around 1.5 hour drive from the central town of 

Fatick. The producer consists of 37 members.  
Characteristics 
of product  

Selected cashew nuts are carefully processed through traditional way. The product was highly appreciated 
by visitors of the OVOP booth at FIDAK 2011.  
Main customers of the product are neighbors and tourists to and around the site. A lot of producers of 
cashew nuts compete to this producer with similar product quality at the area. This environment may affect 
the selling price strongly. Even though the product quality is improved, unit price could not be heightened 
at the present market channels.  

Production 
situation 

All the production process is operated outside. So, hygiene management is the serious issue for the 
producer. In addition to the hygiene management, productivity improvement also quite difficult because of 
no electricity supply. 
Selected raw materials of cashew nuts are used for processing.  

 
The production site is not sanitary 
condition because of garbage scattered 
by villagers.  

Proposed workshop by the producer. It 
is unused and no electricity supply at 
that time.  

Roasting of cashew nuts 
All the process except packing stage 
are done outside.  

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  14,000,000 FCFA 
・Annual expenditures:  12,000,000 FCFA 
The profits are mainly shared with members of the producer.  

Issues to be 
solved 

・No characteristics compared with other cashew nuts  
・Difficulty of selling price increase through quality improvement at the present market because of 

overcrowded producers of processed cashew nuts 
・No official trade with larger buyers because of no FRA certification  

Theme of 
support by the 
project 

・Realization of best quality cashew nuts in the region 
・Expansion of market channels especially to middle and high income customers by acquiring FRA 

certification and improvement of product package  
・Enhancement of business management capacity 

Draft support 
plan  

【Quality improvement】 
1. Diagnosis of production by specialists to improve quality and hygiene  
2. Procurement of equipment and provision of technical trainings as required 
【Expansion of marketing channels】 
1. Support for acquirement of FRA certification 
2. Introduction of products at Boutique OVOP in Dakar 
3. Improvement of the product appearance 
【Enhancement of business management capacity】 
Training on financial management, production management, etc. 
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(6) Organic Bissap (GIE Q.AB.COO) 
Producer The production site is located at Latomingue, where it takes 1 hour drive from the central town of Kaolack. 

The producer forms a federation consists of 28 production group and 547 members in total. The producer 
functions to receive larger amount of order with fairtrade price from buyers.  

Characteristics 
of product  

This product was highly added value by the French organic certification and the fairtrade label. However,   
the fairtrade certificate was not renewed in 2009, and the certificate is expired.  
Main marketing channels are exports to foreign countries. In addition, local producers of bissap juice and 
tea are also customers.  

Production 
situation 

The producer buys dried bissap calyx from each group under the federation, stocks and packs into vinyl 
packages, and finally sells at the fairtrade price. The producer also provides technical assistance to the 
federation members. 

 
Bissap (Hibiscus) Dried bissap after harvesting. 

Strong winds affect quality 
deterioration because of contamination 
of sand and dust. 

Final product after drying  
The final products are accumulated on 
the sand floor in storage which is 
rented. 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  9,700,000 FCFA (as of year 2010) 
・Annual expenditures:  9,200,000 FCFA(as of year 2010) 
The profits are kept for development funds for the producer. Before expiration of the fairtrade label, the 
transaction in 2009 was three times as in 2010.  

Issues to be 
solved 

・Lower selling price because of expiration of the fairtrade label.  
・Quality improvement by protection from contamination 
・Few opportunities to meet with buyers  

Theme of 
support by the 
project 

・Renewal of the fairtrade label and further quality improvement 
・Increase of business matching opportunities with buyers of bissap 
・Enhancement of business management capacity 

Draft support 
plan  

【Renewal of the fairtrade label and quality improvement】 
1. Assistance for renewal of the fairtrade label 
2. Procurement of new drying tables to protect contamination of sand and dusts  
【Expansion of marketing channels】 
1. Development of new bissap based products in collaboration with others (Bissap juice, bissap tea, etc.)  
2. Introduction of products at Boutique OVOP in Dakar 
3. Improvement of the product appearance 
【Enhancement of business management capacity】 
Training on financial management, production management, etc. 
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(7) Peanut Paste (GIE Wack Ngouna II) 
Producer The production site is located at Nioro, where it takes 1 hour drive from the central town of 

Kaolakc. It consists of 46 members.  
Characteristics 
of product  

The product has FRA certification and its taste is highly appreciated by neighboring villagers. In 
2003, the producer received various support by PROMER including a lot of original packages. 
Similar products are produced by a lot of producers around the production site. This environment 
may affect the selling price strongly. Even though the product quality is improved, unit price could 
not be heightened at the present market channels. 

Production situation Following to the production manual given at the previous training, the production is operated 
carefully in the production room. Minimum required processing units are equipped. Raw peanuts 
are purchased from the neighbors and in the market of Kaolack. And then, the quality peanuts are 
selected for making peanut paste, and remains are processed to soap. The sales of soap are not so 
favorable situation.  
The above processing work is on the floor and it is concerned about contamination of sand and 
dust. In addition, windows are always open because the processing room becomes high 
temperature, and livestock is easily coming into the room. Securing the hygiene is the biggest 
problem of the producer. 

 
Product and its packages 
A lot of packages were procured by 
PROMER in the past and they are still 
remaining in the storage. 

Grinder of peanut  
The old grinder wastes large amount of 
fuels for production. The productivity 
is also low due to frequent breakdown 

 
Production manual provided and 
trained by ITA  

Financial situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  1,300,000 FCFA 
・Annual expenditures:  1,100,000 FCFA 
The profits are mainly saved as the development funds to repair of equipment. However, the 
producer does not keep any records. It was heard that the producer always borrows money from the 
producer before processing and labor costs are not paid to other members. Taken into consideration 
these facts, the producer would be under loss making operation.  

Issues to be solved ・High possibility of deterioration of quality by sand and dust contamination  
・Less uniqueness compared with other similar products 
・Difficulty of selling price increase through quality improvement at the present market because of 

overcrowded producers of peanut paste 
Theme of support by 
the project 

・Realization of the best quality peanut paste in the region 
・Expansion of market channels especially to middle and high income customers 
・Enhancement of business management capacity 

Draft support plan  【Quality improvement】 
1. Procurement of working tables  
2. Diagnosis of production by specialists to improve quality and hygiene 
3. Procurement of equipment and provision of technical trainings as required 
【Expansion of marketing channels】 
1. Introduction of products at Boutique OVOP in Dakar 
【Enhancement of business management capacity】 
Training on financial management, production management, etc. 
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(8) Cereal Processing (GIE Takku Ligguey) 
Producer The production site is located at Thioffac, where it takes 20 minute drive from the central town of 

Kaolack. The producer consists of 33 members.  
Characteristics 
of product  

In general, contamination of sand and dust is frequently observed in processing 
cous cous. However, the cous cous made by this producer is protected by such 
contamination and it is highly appreciated by local people.  
A lot of producers of processed cereals compete to this producer in the area. This 
environment may affect the selling price strongly. Even though the product quality 
is improved, unit price could not be heightened at the present market channels. In 
order to cut the costs, the producer uses the lowest price packages. Therefore, the 
appearance is quite ordinary.  

Production 
situation 

All the production process is carefully operated in the processing room. The producer possesses the 
minimum requirement in terms of processing equipment, which means no difference with other cereal 
producers.  

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  14,000,000 FCFA 
・Annual expenditures:  12,000,000 FCFA 
All the profits are used for repayment to a bank. The producer operates rental business of chairs, desks and 
processing units, as well. Those profits are also allocated to the repayment. Members of the producer work 
for just the repayment and they do not receive anything from the producer.  
【Dept of the producer (hearing from the producer)】 
By introduction of a local NGO, the producer decided to construct new workshop a few years ago. 
Because the construction costs were estimated as 3,000,000 FCFA by a local consultant, the producer 
borrowed the money from the bank. However, the amount of money was not enough to complete the 
construction, and finally the dept remained in the producer. Monthly repayment is 172,000 FCFA which 
equals to twice as profits from cereal sales. The repayment is scheduled to continue around two years.  

Issues to be 
solved 

・Necessity of money for completion of repayment and construction works  
・High possibility of deterioration of quality by sand and dust contamination 
・Less uniqueness compared with other similar products 
・Difficulty of selling price increase through quality improvement at the present market because of 

overcrowded cereal producers  
Theme of 
support by the 
project 

・Fund raising through matching opportunities with support agencies and investors 
・Realization of the best quality cereal in the region 
・Expansion of market channels especially to middle and high income customers through appearance 

improvement 
・Enhancement of business management capacity 

Draft support 
plan  

【Quality improvement】 
1. Diagnosis of production by specialists to improve quality and hygiene 
2. Procurement of equipment and provision of technical trainings as required 
【Expansion of marketing channels and fund raising】 
1. Support for acquirement of FRA certification 
2. Introduction of products at Boutique OVOP in Dakar 
3. Improvement of the product appearance 
4. Fund raising to investors and support agencies by utilization of Boutique OVOP  
【Enhancement of business management capacity】 
Training on financial management, production management, etc. 
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(9) Yoghurt (Association DIRFEL) 
Producer The production site is located at Koutal, where it takes 20 minute drive from the central town of Kaolack. 

The producer consists of 2,500 members who include milk suppliers at the village.  
Characteristics 
of product  

Majority of yoghurt is produced by using powder milk. However, this yoghurt is produced by using cow 
milk. From such point of view, the product has scarcity value. However, stabilization of product quality, 
especially on product taste, is the most serious issue for the producer. The product is mainly sold in the 
central city of Kaolack at their own shops and in cooperation with many venders. 

Production 
situation 

The product has the FRA certification and it is carefully processed. The producer possesses the minimum 
requirement in terms of processing equipment. The competitors for the producer is large scale yoghurt 
factories. 

 
Package of yoghurt 
Insufficient sealing causes leakage of 
yoghurt sometimes.  

Only one refrigerator is available at the 
site. Because of frequent cut down of 
electricity, another refrigerator was 
broken.  

The shop of the producer  
It is located in the center of Kaolack 
city. The producer plans to promote 
and sell the product at this shop.  

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  30,000,000 FCFA 
・Annual expenditures:  25,000,000 FCFA 
The profits are saved for development funds which use for repair of equipment.  

Issues to be 
solved 

・Not stable product quality compared with competitors  
・Leakage of the product from the package 
・Low visibility at the local market and deficit of explanation of difference with other products  

Theme of 
support by the 
project 

・Quality improvement  
・Expansion of marketing channels through improved visibility 
・Enhancement of business management capacity 

Draft support 
plan  

【Quality improvement】 
1. Diagnosis of production by specialists to improve quality and hygiene 
2. Procurement of equipment and provision of technical trainings as required 
3. Improvement of package  
【Improvement of visibility and expansion of marketing channels】 
1. Renovation of the producer’s shop 
2. Procurement of bicycles and making product introduction booklet  
【Enhancement of business management capacity】 
Training on financial management, production management, etc. 
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(10) Salt (GIE Entente des Producteurs de Sel) 
Producer The production site is located at Ngathie Naoude, where it takes 20 minute drive from the central town of 

Kaolack. The producer consists of 90 members.  
Characteristics 
of product  

Salt production in Kaolack region is famous in Senegal. The producer is the one of the biggest local group 
of salt production in the region. The price of local salt is half of the factory made one. Therefore, the 
traders buy large quantity of the local salt and export it to neighboring countries such as Mali, Niger, etc. 
Necessity of iodization is stipulated in the Senegalese law. The producer is one of the 28 selected groups to 
promote the iodization programme under UNICEF. 
The salt of the producer does not have any remarkable characteristics including package.  

Production 
situation  

The producer does not produce salt in fact. In 2010, the producer sold 20 tons of salt, which processed by 
a member of the producer. The value of the producer is not so clear.  

 
Salt farm  
There are many salt farms, which sea 
water is lead by canals, around the 
production site. 
The producer requests to procure a 
pump.  

Packing machine and final product  
The harvested salt is packed by a 
machine which adds iodide in the 
process of packing. 
The package is sold in the local market. 

Traders buying the local salt  
This track carries the salt to Mali.  

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  900,000 FCFA 
・Annual expenditures:  Unknown (New accountant was assigned. The former accountant did not keep 

the record.) 
The producer does not save money. The sales of individual members of the producer are much more than 
of the producer.  

Issues to be 
solved 

・No difference of the product with competitors 
・Low value and function of the producer as a group for the members 

Theme of 
support by the 
project 

Chamber of Craft Industry of Kaolack has a support plan for the producer. The proposal will be submitted 
by the Chamber later. Taken into consideration the proposal, the support plan will be finalized.  
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2. 2012 年 優良 OVOP 生産者 
(1) Jute Bag (GIE EspaceBeaute Yagora) 

Producer The GIE is located in the rural community of Ndangane Samb, Femela district of Foundiougne in Fatick 
and is operated as a private enterprise. 
Established in 1999, it employs 10 local youth. Besides making jute bags the GIE is engaged in producing 
a range of handicrafts targeting the tourists as well as providing service such as beauty care and catering. 

Characteristics 
of product  

The jute bag is made from recycled sacks used in bulk packing of agro-products such as onions and 
potatoes. The finished bag reflects a certain degree of uniqueness due to very traditional and authentic 
Senegalese designs on the outside which gives it distinctiveness. The product has found a niche market 
among the tourists. 
Jute sacks are cut open, washed in antiseptic solution and dried in the sun. Plant based dyes long with 
chemical dyes to enhance the brightness fastness of the colors are used in the dying process. The dried 
sacks are cut into required shapes, sewed with paddings and inner lining with local cotton material 
(Malikane) and the outer patterns with Wax Sotiba. At the final stage, the bags are fitted with zippers and 
other accessories. 

Production 
situation 

The used jute sacks are available throughout the year in adequate quantities. Other materials used in 
making the jute bag are locally manufactured fabrics: Wax Sotiba and Malikane which are used as pattrens 
and inner bag linings. 
The GIE owns a large complex located on the main road at the entrance to Ndangane Samb. The floor area 
of 250m2 covers the office room, product display/sales area, sewing area and a solon for beauty treatment.

 
 
 
 
 
 
 
 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  2,641,250 FCFA 
・Annual expenditures:  1,230,250 FCFA 

Issues to be 
solved 

・Need for a range of bag designs preferably for specific uses 
・Finding new market channels and expanding the customer base  

Theme of 
support by the 
project 

・ Market penetration                                                 
・Creating new application specific bag designs 
・Enhancement of business management capacity   
・Assist in product promotions 

Draft support 
plan  

【Expansion of market channels】 
1. Introduction of product at Boutique OVOP in Dakar 
2. Introduction of the product to market outlets in other cities,  
3. Introduction of e-marketing 
【Quality improvement】 
1. Collaboration with specialist designers to create new bag designs 
【Enhancement of business management capacity】 
1. Training on production management, financial management etc. 
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(2) Murex (GIE Ngodane) 
Producer Established in 1994, the GIE is located in the island of Dionewar of Arrondissement of Niodior, 

Foundiougne of Fatick region. It is also affiliated to Federation of Fish Processors in Fatick region at local 
level (FELOGIE) and at national level (FENATRAMS) 
The GIE is comprised of 20 members and besides processing of raw murex, it produces other fish products 
and agro based products during the biological rest periods for murex. Members work in small groups for 
production activities. 
Proceeds from sale of processed murex are shared by the members after a portion of the profit is retained 
to pay collective obligations such as membership of federation, etc. 

Characteristics 
of product  

The raw material, fresh murex shells, are either collected by the GIE 
members themselves or are purchased from fishermen.  
The weighed shells are washed at the production site and cracked open 
to extract the flesh. Wet murex are dried on a tarpaulin, gutted to 
remove the interiors, washed clean with lukewarm water and placed in 
open plastic bags overnight for it to develop the acidity by 
fermentation. Murex is then washed and dried in sun on nylon netted 
drying tables. The finished product is packed into plastic bags of 250g 
and 500g, sealed and labeled for the market.  

Production 
situation 

The GIE shares the fish processing complex donated to the federation (FELOGIE) by the EU in 2011, with 
18 other member GIEs. The facility has the basic machinery, equipment and tools and is provided with 
electricity, but lacks running water which the GIE buys from interior villages of the island. 
Harvesting of murex, and therefore its production, is seasonal as a biological rest period for spawning and 
growth of murex shells is imposed during July and September. 
 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  1.800,000 FCFA 
・Annual expenditures:  1,000,000 FCFA  
 

Issues to be 
solved 

・Necessity for improvement of product quality and hygiene 
・Adherence to regulations on rest periods for rejuvenation of marine resources. 

Theme of 
support by the 
project 

・Acquire FRA certification   ・Quality improvement and hygiene 
・Enhancement of marine resource management ・Enhancement of business management capacity 
・Assist in product promotions 

Draft support 
plan  

【Expansion of market channels】 
1. Introduction of product at Boutique OVOP in Dakar 
2.Support acquisition of FRA certification 
3. Improvement of the product appearance and its presentation 
【Enhancement of marine resource management】 
1. Training on marine resource management 
【Enhancement of business management capacity】 
1. Training on production management, financial management etc. 
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(3) Bissap Syrup (Union des Groupement d’Agriculteurs de Ouadiou: UGAO) 
Producer The production facility of UGAO is located in Diakhao district, Gossas department of the Fatick region 

and is a decentralized unit of the Regional Association of Farmers in Fatick (ARAF). Founded in 1985, it 
has 12 members, of which 3 are elected as board members. Use of the facility organized in such a way that 
four members engage in production activities at one time on a rotation basis. 

Characteristics 
of product  

The product, Bissap syrup, presented by UGAO is made from processing of a mixture of dried calyxes of 
2 varieties of bissap: ordinary bissap and Vimto bissap for their taste (sourness) and distinctive color. 
Dried bissap calyxes of the 2 varieties mixed in equal proportions are washed clean and soaked in water 
for 1.5 hours and filtered twice. The filtrate is sweetened with sugar and cooked until the white form on 
top disappears. The syrup is bottled while hot in 1 leter plastic bottles dipped in chilled water. After 
cooling, the bottles are labelled. 

Production 
situation 

Since its establishment UGAO has received both financial and technical support from many funding 
organizations. It has its land, building with dedicated spaces for administration, production, storage and 
sorting, and basic processing machinery and equipment.  
Raw material is secured in bulk which ensures its continuous availability and lower purchase prices. The 
supply is also partly augmented by self-produced bisssap calyxes by the member groups. 

 
 
 
 
 
 
 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  2,240,000 FCFA 
・Annual expenditures:   1,370,000 FCFA 
The profits are mainly shared with the members.  
UGAO possesses relatively high management capacity and production and sales records are maintained. 
Significant increase in the production is possible as most of the infrastructure facilities are already 
available. UGAO has access to loan facilities from Action and Development (ACDEV) an NGO, and is 
currently paying a debt of 170,000 FCFA on monthly basis. 

Issues to be 
solved 

・Need to find new markets and market channels in order to expand operations and profits. 
・Acquisition of FRA certification 
・Procurement of pasteurization equipment (double bottomed cooking pan) 

Theme of 
support by the 
project 

・Introduction of high quality bissap syrup to the markets. 
・Support acquisition on equipment 
・Enhancement of business management capacity 

Draft support 
plan  

【Market expansion in the region】 
1. Introduction of the product at the Boutique OVOP 
2. Product promotion support 
【Introduction of value added bissap syrup】 
1. Use of organic bissap in the production process 
2. Improvement of the product appearance and consistancy 
3. Quality improvement training and support 
4. Support acquisition of FRA certification 
【Enhancement of business management capacity】 
1. Training on financial management, production management, etc. 

 
  

A-2-13



(4) Linen Shirt (GIE Sope Nabi) 
Producer Worksite of GIE Sope Nabi is located in the central market, Escale district within the municipality of 

Fatick. Established in 2000, it has 10 members and employs professional tailors for sewing.  
Characteristics 
of product  

Dress making remains the main economic activity of the GIE and has been operation without any external 
support since its commencement. With the traditional design, the linen shirt produced by the GIE is quite 
popular and are made on prior orders by customers. 
The linen is cut according to individual customer measurement and sewn together in a linear stitching 
machine followed by garnishing which involves embroidery, buttoning and customizing. The shits are then 
ironed and packed in transparent polythene.  

Production 
situation 

The production site is a small area of 10m2 leased from the municipality at 15,000 FCFA per month. 
The cloth used in making the product is a light linen fabric, imported mainly from France, as it suits well 
to the warm climatic conditions that prevail in the region. Embroidering, an essential detail in the linen 
shirt is outsourced as the GIE lacks the necessary equipment.  
 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  2,880,000 FCFA 
・Annual expenditures:  2,000,000 FCFA 
GIE is currently indebted to FDA Credit Mutual with an outstanding balance of 1.008.000 FCFA which is 
being re-paid in regular monthly instalments. 

Issues to be 
solved 

・Expansion of the market   

Theme of 
support by the 
project 

・Further quality and design improvement  
・Bulk purchasing of linen 
・Enhancement of business management capacity 
・Assist in product promotions 

Draft support 
plan  

【Expansion of market channels】 
1. Introduction of product at Boutique OVOP in Dakar 
2. Introduction of the product to market outlets in other cities,  
3. Improvement of the product packaging and labeling. 
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(5) Ginger Syrup (Union Communale des Femmes de Foundiougne) 
Producer The Union, based in Foundiougne in Fatick, is a federation of 18 women groups with total membership of 

650 members. Founded in 1998, it had received support of partners such as Action Plan and Wellspring 
Program which contributed in providing a large production facility and adequate production equipment.  
Management of the organization is by an elected board for a period of 5 years and the last election of 
board members conducted in 2010. The Union also provides services to member GIEs for fruit and 
vegetable processing, cereal processing, rental of guest rooms, poultry and micro-credit.  

Characteristics 
of product  

A wide range of products are made by the member GIEs of the Union. The original product presented by 
the Union for OVOP election, bissap syrup, was changed to ginger syrup after careful consideration and 
mutual consent of all stakeholders at final selection of Excellent OVOP products by the selection panel. 
Capacity of the union to change the product while maintaining good quality standard and avoidance of 
product repetition within the same selection cycle were the main reasons for this change.  

Production 
situation 

The processing unit of the Union has floor area of approximately 100m2 which include spacious well 
designed tiled storage room, 2 processing areas, cloak room, and toilets. The complex also houses an 
administrative block, poultry house, guest rooms, large multipurpose room for meetings etc., and a 
courtyard. Electricity and running water is available at the site. 
The facility is equipped with processing equipment such as refrigerators, freezer, sealing machine, ice 
boxes, and other miscellaneous food processing equipment and tools. 

 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  900,000 FCFA 
・Annual expenditures:  630,000FCFA 

Issues to be 
solved 

・Need to find new markets and market channels in order to expand operations and profits. 

・Acquisition of FRA certification 

・Procurement of equipment for the continuous stability of the product quality 

・Reduction in losses incurred by frequent power failure 
Theme of 
support by the 
project 

・Introduction of high quality ginger syrup to the markets. 

・Acquisition of FRA certification 

・Support acquisition on equipment 
Draft support 
plan  

【Market expansion in the region】 

1. Introduction of the product at the Boutique OVOP 

2. Product promotion support 

【Introduction of value added ginger syrup】 

1. Improvement of the product appearance and consistency 

2. Quality improvement training and support 

3. Support acquisition of FRA certification 

【Enhancement of business management capacity】 

1. Training on financial management, production management, etc. 
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(6) Spreadable Peanut Butter (GIE Groupement Inter-village de Producteurs d’Arachide - GIPA) 
Producer The production site is located in the village of Taiba Niassene, about 45 km away from the city of 

Kaolack. The GIE is in fact a federation represented by five women groups in the village with a total of 
150 members at present and its membership is open to individuals or women groups based in any of the 22 
villages in the rural community. 
Established in 2005 and affiliated to Cadre de Consultation des Producteurs d’Arachide (CCPA), GIE 
GIPA operates as an autonomous body in carrying out its entrepreneur activities. 

Characteristics 
of product  

The product, spreadable peanut butter, is presently occupies a small percentage of the range of peanut 
based products such as peanut oil, peanut paste, peanut flour produced by the GIE. In addition the GIE 
also produces soap for the market. 
The main raw material used is peanuts produced locally in the Kaolack region, known as the Peanut basin 
in Senegal. Shelled and roasted peanuts are husked and ground to a paste and mixed with sugar and salt in 
the proportion of 10 kg paste, 2kg sugar and 0.5kg salt to produce the spreadable butter. 
The product has FRA certification and has a shelf-life of 6 months. It is packed as 500g, 250g and 125g 
plastic jars for the market. 

Production 
situation 

Production facility of the GIE financed by Swiss Cooperation, through CCPA in 2005, consists of a 
processing area of 2 ha, where dedicated rooms for oil extraction, administration, storage, packing, 
machining and roasting are built. The construction and layout of the buildings comply with hygienic and 
safety standards for food processing. 
The facility has electricity and water supplies as well as a stand-by generator for use during power-cuts. 
The original processing machinery and equipment were supplied under the Swiss Cooperation assistance, 
and since then several additional machinery, equipment and tools have been purchased by the GIE. 
The total annual production of spreadable butter is only a fraction of the peanuts processed by the GIE. It 
is a relatively new product and the main consumer is staff members of Canadian Technical Cooperation 
present in the area.  

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  960,000 CFA 
・Annual expenditures:  700,000 CFA 
The GIE processes about 300 tons of peanuts annually (2012) and the raw materials are purchased from 
loans raised through CCPA and the balance from contributions made by the members.  

Issues to be 
solved 

・Product promotion to increase the sales volume in the local market. 
・Reduction in cost of packaging and improvement of labeling. 

Theme of 
support by the 
project 

・Further quality improvement to enhance market competitiveness 
・Bulk purchasing of packaging materials. 
・Enhancement of business management capacity 
・Assist in product promotions 

Draft support 
plan  

【Expansion of market channels】 
1. Introduction of product at Boutique OVOP in Dakar 
2. Introduction of the product to new market outlets in other cities,  
3. Improvement of the product packaging and labeling. 
【Value addition by product improvement】 
1. Research collaboration for quality improvement 
2. Quality improvement training and support 
【Enhancement of business management capacity】 
1.Training on financial management, production management, etc. 
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(7) Antiseptic Soap (GIE Daan Dolle) 
Producer Production site of the GIE Daan Dolle is located arrondissement of Sibassor about 15km away from the 

city of Kaolack. The GIE was established in 2006 with support from National Union of Senegalese 
Womens Cooperative (UNFCS) and National Convergence for Promotion of Womens Activities (CNVAF) 
It has a membership of 15, of which ten are active members who have formed into 2 groups each with 5 
members. Each group is entitled to use the production facility for period of 2 weeks every month. 
Part of the income generated from GIE activities is saved in a saving account maintained with Credit 
Mutuel de Senegal to invest as capital as and when needed. 

Characteristics 
of product  

Several ingredients derived from locally available wild 
plants with medicinal properties, such as eucalyptus, 
mbeurboff and neem, are used in making antiseptic 
soap. Of these, neem leaves are predominantly used.  
250g of washed neem leaves are infused in 1.5 l of hot 
water for 3 hours and filtered through cotton fabric. 
Filtrate is mixed with Sodium hydroxide and exposed 
to air for 12 hrs. The mass is filtered again, mixed with 
1 l of peanut oil and 1 l of honey and stirred to make a 
homogenous paste. The paste is poured into individual 
plastic molds (125g and 250g) which also serve as containers of the soap cake. After drying for 2 days in 
the shade, printed labels are stuck on the soap container to make them ready for the market. 

Production 
situation 

The site is located about 1 km from the national road and owns a 300m2 block of land of which 200m2 is 
occupied by built space for production room, office room, cloakroom, storage room and kitchen. The 
facility is also used to produce other products such as processed cereals, fruits and vegetables as well. 
The site has no electricity and running water supplies. Water for processing is purchased as needed.  
Equipment used in production of soap are very basic, mostly consisting of usual kitchen utensils. Small 
plastic table is used as drying surface for soap at it is final stage. 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  3,000,000 CFA 
・Annual expenditures:  2,500,000 CFA 
Production is variable subject to demand situation. 

Issues to be 
solved 

・Product improvement for consistency of appearance, color and composition 
 

Theme of 
support by the 
project 

・Enhancement of business management capacity 
・Research support for product improvement 

Draft support 
plan  

【Market penetration in the region】 
1. Product promotions 
2. Introduction of product to Boutique OVOP  
3. Advertisement support  
【Value addition by product improvement】 
1. Collaboration with a research organization for product improvement 
2. Quality improvement training and support 
【Enhancement of business management capacity】 
1.Training on financial management, production management, etc. 

 

A-2-17



(8) Broken Millet (GIE Jappo Liggey) 
Producer Based in the department of Guingueneo, the production site of the GIE is located about 25 km from the 

city of Kaolack. Established in 2009, it has 19 members and is affiliated to Cooperative of Food 
Processors of Kaolack since 2013. The GIE has been selected as an OVOP producer in the 2011 selections.
Members are divided into subgroups for collective participation in different production tasks. The income 
generated from its operations is divided into 3 parts as savings, purchase of raw materials and sharing 
among members. 

Characteristics 
of product  

Product is made entirely with millet grains of variety Millet Souna 3. The millet grains are cleaned 
manually and husked in privately owned de-husking machines. Kernels are separated by manual 
winnowing, soaked in chlorinated water, washed and drip dried on gauze fabric for milling in machines 
owned by outside parties. The milled product is packed in 400g plastic bags for the market.  

Production 
situation 

Processing is done in a rented room of about16m2 floor area, for which the GIE pays 20,000 CFA per 
month. It has electricity and water services.  
The raw material is available throughout the year, but is subjected to wide price fluctuation depending on 
the season. It varies between 200 CFA (Nov- April) and 450 CFA (May- Oct). 
Besides miscellaneous small equipment and tools, the GIE is dependent on private de-husking and milling 
machine owners in the area for their husking and grinding operations. 

 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  216,000 CFA (60 bags at 300 CFA/month) 
・Annual expenditures:   150,000 CFA (25kg at 300 CFA + 5000 CFA for Label and bag/month + others)

Issues to be 
solved 

・Enhance product uniqueness to compete successfully in a perfect market situation with numerous 
producers 

・Acquisition of machinery for husking and grinding of millets to reduce cost of production 
Theme of 
support by the 
project 

・ Expand market opportunities through product uniqueness  
・Assist raising of funds for acquisition of new processing machinery and equipment 
・Obtain FRA certification  

Draft support 
plan  

【Quality improvement】 
1. Collaboration with specialists to improve quality and hygiene and enhance product uniqueness. 
2. Procurement of equipment and provision of training as required 
【Expansion of marketing channels and fund raising】 
1. Support acquisition of FRA certification 
2. Introduce the product to Boutique OVOP 
3. Fund raising from investors and support agencies through Boutique OVOP 
【Enhancement of business management capacity】 
1. Training on production management, financial management etc. 
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(9) Bissap Tea (GIE Katama) 
Producer Production site is located in a former warehouse in Kasnack Sud district in the city of Kaolack. 

The GIE is basically a family run business with 6 members employing 3workers and meets with the set 
eligibility criteria for inclusion in the OVOP selection process. Production is focused on traditional local 
products known for their medicinal properties.  
Established in 2009, the GIE is affiliated to the Cooperative of Food Processors, Kaolak, since 2013.It was 
selected as an OVOP producer group in the 2011 OVOP selections. 

Characteristics 
of product  

The product, Bissap Tea is made from two cultivars of 
bissap mixed in equal prportions; the ordinary bissap for 
its sour flavor and Vimto bissap for its color.  
Dried bissap calyxes are purchased separately in ground 
from, mixed in equal quantities, cleaned by hand and 
sieved. 5g portions of broken bissap are manually put into 
cellulose paper bags using SS spoons. Each bag is sealed 
using an electric sealer and packed in printed paper 
cartons of 20 bissap tea bags. 

Production 
situation 

GIE is compelled to purchase ground bissap calyxes as they do not possess grinding machinery. The main 
source is the GIE Q.AB.COO, an organic bissap producer who was selected as an Excellent OVOP 
producer in the 2011 OVOP selection. 
The living room of the family house, about 20m2 in extent is used as the production floor. Another room 
(10m2) is used for storage of raw materials, finished products and processing tools. 
Ground bissap calyx is available throughout the year at an average price of about 1,500 CFA/kg. Adequate 
quantities of bissap are procured and stored during its peak production period to take advantage of the 
lower prices as well as to ensure uninterrupted production throughout the year. 

 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  approximately 1.800,000 CFA 
・Annual expenditures:  approximately 1,000,000 CFA  
 

Issues to be 
solved 

・Product promotion to increase the sales volume in the local and export markets. 
・Acquisition of FRA certification 

Theme of 
support by the 
project 

・Enhancement of business management capacity 
・Assist in product promotions 

Draft support 
plan  

【Expansion of market channels】 
1. Introduction of product at Boutique OVOP in Dakar 
2. Introduction of the product to market outlets in other cities,  
【Enhancement of business management capacity】 
1. Training on production management, financial management etc. 
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(10) Moringa Powder (GIE Baboc Pressing Multi-Services) 
Producer The GIE based in Ngane Saer district within Kaolack Municipality, established in 2011, was selected as an 

OVOP candidate producer in the 2011 OVOP selections. It is a member of the Cooperative of Food 
Producers, Kaolack since 2013. 
It is a family enterprise and has 10 members, 5 male and 5 female. 

Characteristics 
of product  

The leaves are stripped off the stalks and washed in trepid water treated with chlorine. Leaves are washed 
again in salt water, spread in gauze fabric to dry for half a day and stored for 3 days in shade for further 
drying. The dried leaves are then ground to a fine powder manually in wooden mortars, sieved into SS 
containers and dried under the sun for half a day. Moringa powder is packed in glass gars of 100g and 
350g capacity. Labels containing relevant product information are stuck on the jars. 

Production 
situation 

Processing of the moringa leaves is done at the residence of the president of the GIE. The site has access to 
electricity and running water. The site has 22m2 processing room, 12m2 storage room and a 20m2 drying 
area.  
The only raw material used in the production of moringa powder is moringa leaves, 80% of which is 
purchased from nearby towns such as Kaffrine and Fatick, while the balance is procured locally. Leaves 
are supplied in sacks of undefined weights at 2,500 CFA per sack. 

Financial 
situation  
(Estimation)  

・Annual sales :  Not specified 
・Annual expenditures:  Not specified 
 

Issues to be 
solved 

・Product promotion to increase the sales volume in the local market. 
・Acquisition of FRA certification 
・Acquiring own grinder to avoid contamination when outside grinders are used for this purpose. 

Theme of 
support by the 
project 

・Acquisition of a grinder  
・Acquisition of FRA certification 
・Enhancement of business management capacity 
・Assist in product promotions 

Draft support 
plan  

【Expansion of market channels】 
1. Introduction of product at Boutique OVOP in Dakar 
2. Introduction of the product to market outlets in other cities,  
3. Product promotions 
【Quality improvement】 
1. Support procurement of a leaf grinder to avoid possible contamination from using multi-grinders from 
private owners. 
2. Provision of training as required 
【Enhancement of business management capacity】 
1. Training on production management, financial management etc. 

 
 
 
 
 

A-2-20



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付属資料-3 
OVOP ガイドライン Ver.4 

 



 

 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

  
 
 
 
 

 
One Village One Product (OVOP) Programme 

 
Operation Guidelines 

 
Version 4: February 2014 

 
 
 
 
 
 
 

OVOP Secretariat 
 

Ministry of Vocational Training, Apprenticeship and Craft Industry 
 

Direction of Craft Industry 
 

with the support of 
 

Japan International Cooperation Agency (JICA) 
 
 
 
 

A-3-1



Retention period: Up to the release of the revised version One Village One Product (OVOP) Programme 
Operation Guidelines 

ID Number
Latest Issue :  February 2014 OVOP-G-004

TCPrevious Issue :  May 2013
 

 

TABLE OF CONTENTS 
 

 

CHAPTER I: PROGRAMME OUTLINE ····································································· 1 

I-1. Overview of “One Village One Product” (OVOP) Concept ··············································· 1 

I-2. OVOP Programme in Senegal ················································································· 1 

1) Purpose ······································································································ 1  
2) Beneficiaries ································································································ 1 

 

CHAPTER II: INSTITUTIONAL FRAMEWORK ························································· 2 

II-1. OVOP Secretariat ······························································································· 2 

II-2. OVOP National Committee ··················································································· 2 

II-3. OVOP Regional Committees ·················································································· 3 

 

CHAPTER III: IMPLEMENTATION ·········································································· 5 

III-1. Exploration of OVOP ························································································· 6 
1) Public relations campaigns ··············································································· 6  
2) OVOP Promotion Seminar ··············································································· 6 
3) Collection of Application Sheet and Candidate Products ············································ 7 

III-2. Identification of OVOP ······················································································· 7 
1) First selection ······························································································· 7 
2) Second selection ··························································································· 7 
3) Site inspection ······························································································ 8 
4) Third selection ····························································································· 8 
5) Special consideration ······················································································ 8 

III-3. Human Resource Development of OVOP ·································································· 8 
1) Capacity building ·························································································· 8  
2) Marketing ··································································································· 9 
3) Public relations ····························································································· 9 

III-4. Monitoring and Evaluation ·················································································· 10 
1) Follow-up of products and producers ·································································· 10  
2) Evaluation meeting ······················································································· 10 
3) Revision of the OVOP Operation Guidelines ························································· 10 

 

CHAPTER IV: BUDGETS ······················································································· 11 

 

A-3-2



Retention period: Up to the release of the revised version One Village One Product (OVOP) Programme 
Operation Guidelines 

ID Number
Latest Issue :  February 2014  OVOP-G-001

TCPrevious Issue :  May 2013
 

- 2 - 
 

FIGURES 

Figure 1. Institutional Framework of the OVOP Programme ················································· 2 
Figure 2.  Implementation matrix ·················································································· 5 
Figure 3. Implementation Schedule of OVOP ···································································· 6 
 
 

TABLES 

Table 1. Sample of Member List of OVOP Regional Committees ·········································· 4 
Table 2. Eligibility Criteria of OVOP Programme ····························································· 7 
Table 3. Capacity Building Support ············································································· 9 
Table 4. Marketing Support ······················································································· 9 
Table 5.  Public Relations Support ················································································ 9 
 
 

ANNEX 

Annex 1 · OVOP Promotion Seminar ············································································ 12 

(1)  Outline ······································································································· 12 
(2)  Sample of Agenda ·························································································· 15 
(3)  Poster for Invitation ························································································ 16 
(4)  Sample of Invitation Letter ················································································ 17 
(5)  Application Form ··························································································· 19 
(6) Presentation Materials (CD-ROM only) 

Annex 2 · Identification of OVOP ················································································ 21 

(1)  Outline ······································································································· 22 
(2)  Evaluation Form E-1a (Evaluation of filled application form) ······································· 25 
(3)  Evaluation Form E-1b (Food, drink) ····································································· 27 
(4)  Evaluation Form E-1c (Aroma, hygienic product) ····················································· 28 
(5)  Evaluation Form E-1d (Fabric, garment) ································································ 29 
(6)  Evaluation Form E-1e (Other handicraft) ······························································· 30 
(7)  Evaluation Form E-2 (Evaluation of business plan) ···················································· 31 
(8)  Site Inspection ······························································································ 33 
(9)  Site Inspection Questionnaire A-3 ········································································ 34 
(10) Evaluation Form E-3a (Evaluation based on site inspection) ········································· 38 
(11) Evaluation Form E-3b (Evaluation of action plan) ····················································· 41 

A-3-3



Retention period: Up to the release of the revised version One Village One Product (OVOP) Programme 
Operation Guidelines 

ID Number
Latest Issue :  February 2014  OVOP-G-001

TCPrevious Issue :  May 2013
 

- 3 - 
 

Annex 3 · Business Plan and Action Plan Workshops ·························································· 43 

(1)  Outline ······································································································· 44 
(2) Business Plan Workshop ··················································································· 47 
(3) Session Plan of Business Plan Workshop ································································ 49 
(4) Business Plan Template ···················································································· 53 
(5) Action Plan Workshop ····················································································· 56 
(6) Session Plan of Action Plan Workshop ·································································· 57 
(7) Action Plan Template ······················································································ 58 
(8) Sample of Filled Business Plan (CD-ROM only) 
(9) Sample of Filled Action Plan (CD-ROM only) 

Annex 4 · Monitoring Workshop ·················································································· 59 

(1)  Outline ······································································································· 60 
(2) Sample of Session Plan of Monitoring Workshop ······················································ 63 
(3) Monitoring Form 1: Summary Table of Business Plan ················································ 64 
(4) Monitoring Form 2: Summary Evaluation Sheet of Action Plan ····································· 65 
(5) Monitoring Form 3: Operations Log ····································································· 66 
(6) Monitoring Form 4: Monitoring Sheet of Production and Sales ······································ 68 

Annex 5 · Feedback Workshop ···················································································· 69 

(1)  Outline ······································································································· 70 
(2) Sample of Agenda ·························································································· 72 
(3) Presentation Materials (CD-ROM only) 

Annex 6 · Individual Support to Excellent OVOP ······························································ 73 

(1)  Outline ······································································································· 74 
(2) Sample of Enterprise Profile ·············································································· 76 
(3) Sample of List of Equipment ·············································································· 81 

Annex 7 · Participation in FIDAK ················································································ 82 

(1)  Outline ······································································································· 83 
(2) Sample of Session Plan of Marketing Workshop in the 1st day ······································ 85 
(3) Photos of OVOP Booths in FIDAK ······································································ 86 

Annex 8 · Boutique OVOP ························································································· 87 

(1)  Outline ······································································································· 88 
(2) Management of Boutique OVOP ········································································· 89 
(3) Deposit-sales Contract ····················································································· 91 
(4) Forms of Customers’ Claims ·············································································· 93 

Annex 9 · FRA Certification ······················································································· 94 

(1)  Outline ······································································································· 95 
(2) Sample Letter to the Consumption and Safety Branch for Consumers ······························ 97 
(3) Application for the Certification for Manufacturing and Sales (FRA)······························· 98 

Annex 10 List of Business Service Providers  ································································ 101 

A-3-4



Retention period: Up to the release of the revised version One Village One Product (OVOP) Programme 
Operation Guidelines 

ID Number
Latest Issue :  February 2014  OVOP-G-001

CP-1Previous Issue :  May 2013
 

- 1 - 
 

CHAPTER I: PROGRAMME OUTLINE 

I-1. Overview of “One Village One Product” (OVOP) concept 

 OVOP movements have been promoted in Oita since the 1970’s. Advocated by Dr. Morihiko 
Hiramatsu, then Governor of Oita prefecture in Japan (1979-2003), the OVOP movements are known to 
have contributed to revitalizing rural villages experiencing depopulation, as well as economic and social 
stagnation. The OVOP movements encourage and engender community initiatives to (re)discover and 
add value to local resources, and create a local specialty product (OVOP product) which can be 
considered as a unique local treasure. The OVOP movements have been adopted in a number of 
countries in the world. The Japanese government has been promoting the concept of the OVOP 
movements as a main pillar of its official development assistance directed to Africa. 

 The OVOP movements are founded upon three principles: 

 (1) Under the principle of “local yet global”, emphasis is placed on reinforcing linkages between 
“local link” and “global reach”. “Local link” implies reconsidering the value of resources existing in 
and around a community, while “global reach” suggests a possibility of an OVOP product made of and 
by such resources to attain recognition in urban or overseas markets. People in a community are 
expected to learn to add creativity to improve quality and design of OVOP products, in order to meet 
the needs of urban and overseas markets.  

 (2) “Self-reliance and creativity” reiterates the importance of concerted community initiatives in 
the identification and unitization of local resources, and in the production and marketing of OVOP 
products. By doing so, various sections of a community, including OVOP producers, are expected to 
understand the importance of a community’s self-reliance in the management of these resources for the 
benefit of the community. 

 (3) “Human resource development” is a critical element of OVOP movements. This principle 
underlines the importance of raising capacities of human resources, for them to acquire knowledge and 
skills to reinforce linkages between “local link” and “global reach”. 

I-2. OVOP Programme in Senegal 

 The OVOP Programme in Senegal is implemented on a continual basis. During the period of initial 
36 months, it was implemented in the regions of Fatick and Kaolack by the Secretariat OVOP 
(Direction of Craft Industry), with the technical assistance of JICA (Japan International Cooperation 
Agency) under the Project for the “Promotion of Artisanal Activities through One Village One Product 
Programme (OVOP)”. 

1) Purpose 

 OVOP Programme aims at income improvement of local producers generated by the promotion of 
local resources. 

2) Beneficiaries 

 The OVOP Programme provides support to local products and producer groups to be 
acknowledged as “OVOP products” and “OVOP producers”. The OVOP products and producers are 
identified through a process of selection. 
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CHAPTER II: INSTITUTIONAL FRAMEWORK 

 The institutional framework of the OVOP Programme in Senegal consists of the OVOP Secretariat 
and the OVOP National Committee which are established at the central level, and the OVOP Regional 
Committees at the regional level (see Figure 1).  

 
OVOP SECRETARIAT 

 [Policy / plan setting and management] 
  

 
 

            Supervision 
(set up in the Direction of Craft Industry)  

Consultation                      

OVOP NATIONAL COMMITTEE 

[National level collaboration] 
 
 

   Technical collaboration 

OVOP REGIONAL COMMITTEES 

[Regional level collaboration] 

Chair: Direction of Craft Industry Chair: Governor’s Offices 
Secretariat: Chambers of Craft Industry  

 
 
 
 
 
 

                      
              

 
  

 

     OVOP 
producers 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

           Technical support         
           Feedback              

    
                       

 

Figure 1. Institutional Framework of the OVOP Programme 

II-1. OVOP Secretariat 

 The OVOP Secretariat, established in the Direction of Craft Industry, is responsible for policy 
decisions on the OVOP Programme in Senegal, specifically the following: 

 Formulation of policies, overall principles and implementation plans of the OVOP Programme;  
 Formulation of programme budget;  
 Formulation and revision of OVOP Operation Guidelines;  
 Setting up and updating of OVOP database; and 
 Overall implementation and evaluation of the OVOP Programme, in close collaboration with the 

Chambers of Craft Industry. 

II-2. OVOP National Committee 

 The OVOP National Committee undertakes the following tasks in line with the respective areas of 
technical expertise: 

 Exchange of information and opinions on a regular basis; 
 Advice on the improvement of activities under the OVOP Programme; 
 Technical support to the OVOP Programme, as per the request of the OVOP Secretariat; and  
 Other tasks according to the instruction of the OVOP Secretariat. 
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Members of OVOP National Committee 

 Direction of Craft Industry (chair) 
 National Union for Chamber of Craft Industry 
 Senegal Institute of Agricultural Research (ISRA) 
 Direction of Fisheries 
 Food Technology Institute (ITA) 
 Direction of Water and Forest 
 Direction of Local Units 
 Direction of Livestock 
 Technical and financial partners (as appropriate)  
 Other relevant support and research institutions (as appropriate) 

II-3. OVOP Regional Committees 

 The OVOP Regional Committees, set up in regions, undertakes the following tasks in the regions, 
in line with the respective areas of technical expertise: 

 Exchange of information and opinions concerning the regional level activities under the OVOP 
Programme (through the Chambers of Craft Industry) 

 Advice on the improvement of activities under the OVOP Programme ; 
 Technical support to the OVOP Programme, as per the request of the OVOP Secretariat; and  
 Other tasks according to the instruction of the OVOP Secretariat.  

Members of OVOP Regional Committee 

 The members of the OVOP Regional Committees may vary in respective regions. In addition to the 
Governor’s Office which assumes the role of the chair and the Chamber of Craft Industry which 
coordinates regional level activities as the Secretariat, the members of a Regional Committee may 
include organizations listed in Table 1. 
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Table 1. Sample of Member List of OVOP Regional Committees 

Organization Main sector of potential support 
Products / producers 
to whom support can 
be provided  

Chamber of Commerce - Regional representation of commercial, industrial and agricultural sectors 

- Participation in producer census and registration 

- Capacity building of producers and finance policy 

All products  

National Agricultural and Rural 
Counsel Agency (ANCAR) 

- Support and advice to producers 

- Technical monitoring of products  

- Support for producers mainly in the agricultural sector 

Agricultural products 

Regional Development Agency 
(ARD) 

- Establishment of local development policies with the elaboration of PLD (Local 
Development Plan)  

- Support for local and regional organizations 

- Principal technical organ of the Regional Council 

All products 

Regional Direction of Regional 
Development (DRDR) 

- Ensuring of national agricultural policy at the regional level 

- Monitoring of all the activities / statistical data 

- Training of producers, and monitoring and evaluation of activities 

All agricultural products 

Departmental Department of 
Community Development 

- Support on organizational dynamics 

- Identification of women’s groups 

- Synergy of actions  

Agro-food products 

Regional Department for Support 
to Local Development  

-(Potential) contribution to the identification of potentials of each department or 
rural community 

 

Regional Department of Fishery - Regional representation of the fishery sector  

- Technical support for fishery products 

All halieutic products  

Regional Department of Water 
and Forest 

- Support for producers  

- Training in reforestation technique (mangrove) 

Honey, harvested 
products, cashew nuts, 
syrup and juice, cereals, 
soap, etc. 

Regional Department of 
Environment 

- Regional representation of the environment sector   

- Technical support for the product conservation and its environment 

All products 

Regional Division of Environment 
and Ranked Settlements 

- Assurance of environmental compliance to regulations in effect 

- Mitigation of negative impacts on the environment  

All products  

Regional Centre for Women’s 
Technical Education (CRETEF) 

- Training of girls in craft industry and assistance in the promotion of their 
employment opportunities 

Syrup, juice, cereals, 
cashew nuts, honey, 
soap, garments 

Craft Industry Mutual Saving and 
Trust Funds (MECAF) 

- Decentralized financial system of craftsmen in Fatick 

- Participation in the promotion of craftsmen through funds 

All producers 

Regional Department of Tourism - Ensuring of regional tourism policy especially in the area of eco-tourism 

- Promotion of products and sites 

All products 

Municipality - Provision of space for marketing or production All products 

Agricultural Value Chain Support 
Project (PAFA) 

- Synergy of actions for the development of agricultural network and specific 
products 

Agricultural products 
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CHAPTER III: IMPLEMENTATION 

 The implementation of the OVOP Programme in Senegal follows four main steps: (1) exploration 
of OVOP; (2) identification of OVOP; (3) human resource development of OVOP; and (4) monitoring 
and evaluation (see Figure 2). Attention is drawn to ensure the reinforcement and transfer of skills to 
relevant public, private and research organisations, to undertake support activities in a systematic and 
effective manner. This is to contribute to the sustainable implementation of the OVOP Programme, 
beyond the completion of the initial 36 months under the support of JICA. 
 

STEP ACTIVITIES 
 

EXPLORATION OF 
OVOP 

* Public relations campaign  
* OVOP Promotion Seminar 
* Application 

  

IDENTIFICATION OF 
OVOP 

* Selection 

 

1st selection 
(by form, product) OVOP Candidate (30 per region(1)) 

2nd selection 
(by business plan, site inspection) 

OVOP (15 per region), to be selected from OVOP Candidate 

3rd selection 
(by action plan) Excellent OVOP (5 per region), to be selected from of OVOP 

 

HUMAN RESOURCE 
DEVELOPMENT OF 

OVOP 

Remark - CB: capacity building / M: marketing / PR: public relations 

Excellent OVOP Excellent OVOP / OVOP Excellent OVOP / OVOP / 
OVOP Candidate 

* Individual support including 
equipment, product specified 
training, etc. as appropriate (CB) 
 

* Action plan workshop (CB) 
* Monitoring workshop (CB) 
* Product fair in Dakar (M) 
* Marketing workshop (CB / M) 
* Sales space in Dakar (M) 
* Assistance for FRA certification (M) 
* OVOP leaflet (PR) 

* Feedback workshop (CB) 
* Business plan workshop (CB) 
* Regional product fair (M) 

                                                       
MONITORING & 

EVALUATION 
- Evaluation meeting 
- Revision of OVOP Operation Guidelines 

(1) The number of Candidate OVOP, OVOP and Excellent OVOP products may vary, taking into consideration various factors 
concerning the implementation of the Programme. 

Figure 2. Implementation Matrix 

 The implementation schedule of the OVOP Programme is shown in Figure 3. As shown in the 
figure, one year is required in order to complete one cycle of OVOP Programme. Activities in the 
OVOP Programme are summarized in the following clauses and their details are described in Annex. 
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1 Exploration of OVOP
Public relations campaign
OVOP Promotion Seminar
Collection of application sheets and candidate products

2 Identification of OVOP (OVOP selection)
1st selection
2nd selection
Site inspection
3rd selection

3 Human resource development of OVOP
1) Capacity building
Business plan workshop
Action plan workshop
Monitoring workshop
Feedback workshop
Individual support
2) Marketing
Participation in product fair in Dakar (FIDAK)
Markting workshop
Sales space at Dakar
Assistance for acquisition of FRA certification
3) Public relations
OVOP leaflet (HISTOIRES)

4 Monitoring and evaluation
Follow-up of products and producers
Evaluation meeting
Revision of the OVOP Operation Guidelines

124 5 6 7 8 9Item 21 3 10 11

 

Figure 3. Implementation Schedule of OVOP 

III-1. Exploration of OVOP 

1) Public relations campaign 

 Public relations campaign is launched to raise awareness on the OVOP Programme in Senegal 
among a broad range of general public. Specifically, the public relations campaigns as the first step of 
the implementation of the Programme aim to raise interest among producers of local products to 
participate in the OVOP Promotion Seminar and to involve the following steps of Identification of 
OVOP (see section III-2 below).  

2) OVOP Promotion Seminar 

 The OVOP Promotion Seminar is a venue to disseminate information related to the OVOP 
Programme, particularly the selection of OVOP products, targeting producers of local products. 
Therefore, the Seminar should be held at regional level. The participation is in principle open to all 
interested local producers, who meet the eligibility criteria to participate in the selection of OVOP 
products mentioned below (see section III-2). The set eligibility criteria for inclusion in the selection 
process are shown in the following table: 

A-3-10



Retention period: Up to the release of the revised version One Village One Product (OVOP) Programme 
Operation Guidelines 

ID Number
Latest Issue :  February 2014  OVOP-G-004

CP-3Previous Issue :  May 2013
 

- 7 - 
 

Table 2. Eligibility Criteria of OVOP Programme 

(1) Product  Local resources (natural, human, intellectual, etc.) are predominantly utilized in its production 

 Belongs to one of the following product categories: (1) food and drinks (processed); (2) aromatic / 
hygienic products; (3) fabric /garment; (4) handicrafts (wood, metal, etc.) 

 Limited to one product per producer.  

(2) Location Production site located within the boundary of the respective region. 

(3) Producer  Hold Senegalese nationality. 

 GIE or micro/small enterprise with less than 50 million FCFA annual gross sales. 

 Consist of more than 5 members (GIE) or board members (micro/small enterprises). 

 Registered with the respective Chamber of Craft Industry. 

 Not be a selected Excellent OVOP producer in previous selection cycles. 

 Application forms are distributed among producers who claim to have satisfied the above criteria 
and they are encouraged to participate in the OVOP selection process. 

 Details of the Seminar are described in “Annex 1: OVOP Promotion Seminar”. 

3) Collection of Application Sheet and Candidate Products 

 The local producers who wish to participate in the OVOP selection process are required to submit 
a duly completed application form together with a product sample to the respective Chamber of Craft 
Industry. 

III-2. Identification of OVOP 

 The target of the selection is to identify promising local products and their producers. In the 
selection, utmost attention is drawn to upkeep equal opportunity, transparency and fairness. The 
identification of OVOP products is conducted through three stages of selection (see Annex 2: OVOP 
Selection Criteria and Forms). At the completion of the three stages of the selection, a round of 
discussions is held among judges consisting of the Direction of Craft Industry (OVOP Secretariat) and 
Chambers of Craft Industry of the region concerned. This is the venue of special considerations for the 
ultimate decisions on Excellent OVOP products.   

1) First selection 

 The application forms (see [Application Form] in Annex 1: OVOP Promotion Seminar) and the 
product samples submitted by the producers are scrutinized by a panel of selectors based on a set of 
criteria relating to (1) producer information; (2) product information; (3) sales information; and (4) 
management information (see [Evaluation Forms E-1a to E-1e] in Annex 2: Identification of OVOP). 

Through the first selection, OVOP Candidate products (30 per region) are selected. 

2) Second selection 

 The producers of the OVOP Candidate products chosen at the first selection are invited to the 
second selection, which is based on the review of the business plan prepared by each producer (see 
[Evaluation Form E-2] in Annex 2: Identification of OVOP). At this selection, 15 among the 30 OVOP 
producers of Candidate products (per region) are selected as producers of OVOP products. 
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3) Site inspection 

 The production sites of the OVOP products chosen at the second selection are surveyed in order to 
understand production environment and to verify the information written in the application form, 
business plan and action plan of each producer. The result of this site inspection is summarized in the 
site inspection questionnaire (see [Site Inspection Questionnaire] in Annex 2: Identification of OVOP).  

4) Third selection 

 The producers of the OVOP products chosen at the second selection are invited to the third 
selection based on the result of site inspections (see [Evaluation Form E-3a] in Annex 2: Identification 
of OVOP) and review of the action plans prepared individual producers (see [Evaluation Form E-3b] in 
Annex 2: Identification of OVOP). At this selection, 5 among the 15 OVOP products per region are 
selected as Excellent OVOP products and their producers. 

5) Special considerations 

 A round of discussions is held among judges consisting of the Direction of Craft Industry (OVOP 
Secretariat) and Chambers of Craft Industry of the region concerned. In view of the general objective of 
the OVOP Programme, which is to contribute to the promotion of artisanal activities of the region, the 
judges takes into account the following elements as special considerations for the ultimate decisions on 
Excellent OVOP products. 

 Geographical distribution (i.e. at least one product / producer per department is certified 
as Excellent OVOP); 

 Product variety (i.e. there will not be excessive duplication of products); 
 Any other elements which judges consider essential. 

III-3. Human Resource Development of OVOP 

 Human resource development under the OVOP Programme targets the producers of Excellent 
OVOP, OVOP and OVOP Candidate products selected as per the above process. It consists of (1) 
capacity building; (2) marketing; and (3) public relations.  

1) Capacity building 

 Capacity building support aims to reinforce the capacity of the producers of the selected products 
to generate income through utilisation of local resources. For this purpose, and as deemed appropriate, 
the support may be extended to organisations providing assistance to the producers, and those 
implicated in the value chain (“filières”) related to the OVOP Programme. In order for the sustainability 
of OVOP Programme based on self-reliance of the producers, capacity building is through technical 
support, and does not involve financial support. The contents of support are expanded in accordance 
with the stages of the OVOP selection, as summarized in Table 3. 
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Table 3. Capacity Building Support 

SUPPORT ACTIVITIES OVOP 

CANDIDATE OVOP EXCELLENT 

OVOP 
1 BUSINESS PLAN WORKSHOP to formulate medium to long term business 

development plan (see Annex 3: Business Plan and Action Plan Workshops) 
✓ ✓ ✓ 

2 ACTION PLAN WORKSHOP to formulate detailed one year business development plan 
(see Annex 3: Business Plan and Action Plan Workshops) 

 ✓ ✓ 

3 MONITORING WORKSHOP to enhance business management capacity 
(see Annex 4: Monitoring Workshop) 

 ✓ ✓ 

4 FEEDBACK WORKSHOP to share lessons learnt of OVOP programme 
(see Annex 5: Feedback Workshop) 

✓ ✓ ✓ 

5 INDIVIDUAL SUPPORT to improve product quality and production capacity 
(see Annex 6: Individual Support to Excellent OVOP) 

  ✓ 

2) Marketing 

 Marketing support aims to expand the sales channels of the selected products. Emphasis is placed 
on highlighting the originality and uniqueness of OVOP products as their added value, such as the 
origin of OVOP products and local resources used. The contents of support are expanded in accordance 
with the stages of the OVOP selection, as shown in Table 4. 

Table 4. Marketing Support 

SUPPORT ACTIVITIES OVOP 

CANDIDATE OVOP EXCELLENT 

OVOP 
1 PARTICIPATION IN REGIONAL PRODUCT FAIR 

(Regional product fair is arranged by each regional government. Time and venue should 
be confirmed by Chamber of Craft Industry in each region) 

✓ ✓ ✓ 

2 PARTICIPATION IN PRODUCT FAIR IN DAKAR (FIDAK) 
(see Annex 7: Participation in FIDAK) 

 ✓ ✓ 

3 MARKETING WORKSHOP to cultivate product presentation and sales communication 
skills in order to utilize especially in FIDAK 
(see Annex 7: Participation in FIDAK) 

 ✓ ✓ 

4 SALES SPACE AT DAKAR to expand marketing channels and receive customers’ 
comments on product quality 
(see Annex 8: Boutique OVOP) 

 ✓ ✓ 

5 ASSISTANCE FOR ACQUISITION OF FRA CERTIFICATION to sell processed food 
and drinks officially in Boutique OVOP 
(see Annex 9: FRA Certification) 

 ✓ ✓ 

3) Public relations 

 Public relations aim to raise the interest of the general public in the selected products and their 
producers, as well as the OVOP Programme in Senegal as a whole. While public relations are carried 
out all year long through a range of media, intensive campaigns are undertaken when special events are 
organised such as regional product fairs and product fairs in Dakar. The contents of support are 
expanded in accordance with the stages of the OVOP selection, as follows: 

Table 5. Public Relations Support 

SUPPORT ACTIVITIES OVOP 

CANDIDATE OVOP EXCELLENT 

OVOP 
1 INTRODUCTION OF PRODUCTS AND PRODUCERS IN OVOP LEAFLET 

(HISTOIRES) to introduce products and producers so as to expand marketing channels 
 ✓ ✓ 
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III-4. Monitoring and Evaluation 

1) Follow-up of products and producers 

 Monitoring of producers of Excellent OVOP and OVOP products is conducted based on the 
monitoring plan that these producers are assisted to prepare in line with the business plans and action 
plans formulated respectively. In addition, monitoring of Excellent OVOP and OVOP products is to be 
conducted by means of consumers’ comments and complaints on the products (see Annex 4: Monitoring 
Workshop).  

2) Evaluation meeting 

 The support activities undertaken under the OVOP Programme are reviewed, with particular 
attention to the implementation mechanism; the OVOP selection; capacity building; marketing; and 
public relations. The review focuses on the effectiveness of these activities, in relation to the Overall 
Goal, Project Purpose, and expected Outputs of the Programme. Financial arrangements, including the 
cost-sharing between the Senegalese and Japanese sides, are also discussed.  

3) Revision of the OVOP Operation Guidelines 

 The OVOP Operation Guidelines, including the OVOP selection criteria, are reviewed on an 
annual basis. The Guidelines are revised by incorporating the recommendations from those involved in 
the selection, in such a way as to meet the local realities, and to further improve the effectiveness and 
impacts of the support activities. 
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CHAPTER IV: BUDGETS 

 Required annual budgets for the implementation of the OVOP Programme in 2 regions (Fatick and 
Kaolack) are shown in the Table 5 by steps. In comparison with allocated budgets by the Senegalese 
government, number of target producers and regions, types of support activities should be selected and 
adjusted. 

Table 5. Annual budgets for implementation of full package of OVOP program in the two regions (FCFA) 

  Item Unit price Qty Total  Remarks 
1. Identification of OVOP Products    1,690,000 Fatick and Kaolack 
1 Promotion seminar     510,000
  1) CP allowance 35,000 6 210,000 3 persons x 2 days 
  2) Room arrangement 100,000 2 200,000   
  3) Consumables for promotion seminar 100,000 1 100,000 Paper, ink, etc. 
2 OVOP 1st selection     240,000
  1) CP allowance 35,000 4 140,000 2 persons 2 days 
  2) Consumables for selection 100,000 1 100,000 Paper, ink, etc. 
3 OVOP 2nd selection     240,000
  1) CP allowance 35,000 4 140,000 2 persons 2 days 
  2) Consumables for selection 100,000 1 100,000 Paper, ink, etc. 
4 Site Inspection 35,000 16 560,000 CP allowance: 2 persons x 8 days 
5 OVOP 3rd selection 35,000 4 140,000 CP allowance: 2 persons x 2 days 
2. Capacity Building Support    64,250,000   
1 Business plan workshop     30,200,000 OVOP Candidate, OVOP and Excellent OVOP  
  1) Trainer 50,000 120 6,000,000 2 persons x 2 sites x 3 batches x 10 days 
  2) Room arrangement + Catering 3,000,000 6 18,000,000 2 sites x 3 batches 
  3) Allowance for producers 1,000,000 6 6,000,000 2 times x 3 batches (Transportation and accommodation) 
  4) Consumables 200,000 1 200,000   
2 Action plan workshop     3,300,000 OVOP and Excellent OVOP  
  1) Trainer 50,000 20 1,000,000 2 persons x 2 sites x 5 days 
  2) Room arrangement + Catering 600,000 2 1,200,000 2 sites 
  3) Allowance for producers 500,000 2 1,000,000 2 sites 
  4) Consumables 100,000 1 100,000   
3 Monitoring workshop     5,300,000 OVOP and Excellent OVOP  
  1) Trainer 50,000 16 800,000 2 persons x 2 sites x 2 days x 2 batches 
  2) Room arrangement + Catering 600,000 4 2,400,000 2 sites x 2 batches 
  3) Allowance for producers 500,000 4 2,000,000 2 times x 2 batches 
  4) Consumables 100,000 1 100,000   
4 Feedback workshop     170,000 OVOP and Excellent OVOP  
  1) CP allowance 35,000 2 70,000 2 persons  
  2) Consumables for the workshop 100,000 1 100,000
5 Individual support      25,280,000 Excellent OVOP  
  1) CP allowance 35,000 8 280,000 2 persons x 4 days 
  2) Equipment costs 2,500,000 10 25,000,000 10 producers 
3. Marketing Support    15,940,000   
1 Participation to FIDAK     6,000,000 OVOP and Excellent OVOP  
  1) Booth arrangement 3,000,000 1 3,000,000   
  2) Registration fee 3,000,000 1 3,000,000 including 30 producers and CP 
2 Marketing workshop     300,000 OVOP and Excellent OVOP  
  1) Trainer 50,000 4 200,000 2 persons x 2 days 
  2) Consumables 100,000 1 100,000   
3 Boutique OVOP     8,880,000 OVOP and Excellent OVOP  
  1) Rental fee 4,000,000 1 4,000,000 1 year 
  2) Shop keeper and guardian 80,000 36 2,880,000 3 persons x 12 months 
  3) Maintenance and consumables 2,000,000 1 2,000,000   
4 Support for FRA certification     760,000 10 products (assumption) 
  1) Allowances for inspectors 15,000 8 120,000 4 days x 2 persons 
  2) Sample analysis 50,000 10 500,000   
  3) CP allowance 35,000 4 140,000 4 days x 1 person 
4. Promotion Support ~ HISTOIRES ~ 10,000,000 1 10,000,000 OVOP and Excellent OVOP  
5. Monitoring and Evaluation    440,000 OVOP and Excellent OVOP  

1) Follow-up of products and producers 240,000 1 240,000 Once 
2) Evaluation meeting 200,000 1 200,000   

TOTAL COSTS    92,320,000    
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ANNEX 1  OVOP Promotion Seminar 

(1) Outline 

(2) Sample of Agenda 

(3) Poster for Invitation (in French) 

(4) Sample of Invitation Letter (in French) 

(5) Application Form 

(6) Presentation Materials (CD-ROM only) 
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(1) Outline 
 
 The OVOP Promotion Seminar is a venue to disseminate information related to the OVOP Programme, 
particularly the selection of OVOP products, targeting producers of local products. Therefore, the Seminar should 
be held at regional level. The participation is in principle open to all interested local producers, who meet the 
eligibilities to participate in the selection of OVOP products. 

 
 An application form is also handed at the Seminar to the local producers who meets the set eligibilities, 
conform to the set conditions, and are encouraged to participate in the OVOP selection. 
 

Items Description 

Objective (1) To deepen producers’ understandings on OVOP concept and OVOP Project 
(2) To introduce new OVOP selection system and support plan to be provided OVOP 

Project to the producers 
(3) To motivate the producers to participate in the OVOP selection 

Materials to be 
utilized 

 Agenda including date and venue of OVOP Promotion Seminar 
 Invitation Letter to OVOP Regional Committee 
 Posters of OVOP Promotion Seminar 
 Presentation materials for OVOP Promotion Seminar 
 Application form for OVOP selection 

Beneficiaries “Producer” fulfilling all the following:  
(1) Senegalese nationality; 
(2) GIE or micro and small enterprises (with less than 50 million FCFA of annual gross 

sales);  
(3) Consisting of more than 5 members / board members (in case of micro and small 

enterprise); and 
(4) Registered at the Chamber of Craft Industry. 

Period January to March (3 months including preparation stage which is “Public relations 
campaign”) 

 

Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(1) Drafting 
agenda 

January OVOP 
Secretariat 

As a preparation of the Seminar, dates and venues of the 
Seminar are decided by the OVOP Secretariat in close 
cooperation with Chamber of Craft Industry in the respective 
regions. Reservation of the venues is the responsibility of 
Chamber of Craft Industry. 
Based on the sample of agenda in this Annex (see (2) Sample of 
Agenda), agenda of the Seminar is drafted. 

(2) Poster 
designing 

January- 
February 

OVOP 
Secretariat 

A poster of the Seminar is designed by the OVOP Secretariat. 
Following information should be described in the poster: 

- Eligibilities and conditions to participate in OVOP selection; 
- Dates and venues of the Seminar; 
- Name and phone number of contact persons; and 
- Expected support to the selected producers from OVOP 
Programme. 

Sample of the poster is attached in this Annex (see (3) Poster for 
invitation). The designed poster is printed certain amount (20 
sets per region) to distribute to the OVOP Regional Committee 
with the following invitation letter. 
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Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(3) Sending 
invitation 
letter 

February OVOP 
Secretariat 

Invitation letters to each member of the OVOP Regional 
Committees are prepared and printed by the OVOP Secretariat. 
The letters are signed and delivered to the member through 
Chamber of Craft Industry in the respective regions. 
Sample of the letter is attached in this Annex (see (4) Sample of 
Invitation Letter) 

(4) Finalization 
of agenda 

February OVOP 
Secretariat 

In cooperation with Chamber of Craft Industry in the respective 
regions, agenda of the Seminar is finalized. Expected number of 
participants in each venue is confirmed by the OVOP 
Secretariat. 

(5) Printing 
application 
form 

February OVOP 
Secretariat 

Application form is printed by the OVOP Secretariat. In the past 
experiences, more than 150 sets of the form should be printed in 
each region. Application Form is attached in this Annex (see (5) 
Application Form). 
Numbering of the printed form is recommended to avoid 
confusions at the OVOP 1st selection. 

(6) Reviewing 
presentation 
materials 

March OVOP 
Secretariat 

Presentation materials are reviewed and updated by the OVOP 
Secretariat before the Seminar. Samples of presentation 
materials are included in CD-ROM of this Guideline (see 
Presentation Materials).  

(7) OVOP 
Promotion 
Seminar 

March Chamber of 
Craft Industry 

OVOP Promotion Seminar is organized and managed by 
Chamber of Craft Industry at each department in the region in 
accordance with the agenda. 
Main contents of the Seminar are: 

- Overview of “Programme OVOP”; 
- OVOP selection process and expected support; and  
- How to fill the application form. 

The application form is distributed to the participants in order to 
invite the OVOP selection process. 
In addition, attendance list is filled by the participants. 

(8) Collection of 
application 
forms and 
candidate 
products 

March Chamber of 
Craft Industry 

Encouraged local producers to participate in the OVOP selection 
process fill the application forms and prepare candidate 
products. They deliver their application forms and products to 
respective Chamber of Craft Industry. 
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(2) Sample of Agenda 
 
 

 
 
 
 

Project for 
Promotion of Artisanal Activities through One Village One Product Programme (OVOP) 

 
OVOP PROMOTION SEMINAR 

 
 

1. Overview 
(1) Purpose 

 To disseminate information on “Project OVOP” to producers interested in participating in 
“Programme OVOP” 

 To explain about the selection process of OVOP products (and producers) through: 
 Presentation ( Overview of selection process / “How to fill the form”) 

 
(2) Participants 

- Producers (those having been selected)  
- Direction of Craft Industry 
- Chamber of Craft Industry 

- OVOP Regional Committee 
- JICA Senegal 
- JICA Project Team 

 
(3) Venue 

6 different locations in the regions of Fatick and Kaolack 
 

(4) Date 
July 31 – August 2 
 

2. Agenda 
8:00-8:30 Registration 

8:30-9:00 Opening speech and introduction to promotion seminar 

9:00-9:30 Overview of OVOP Programme 

9:30-10:00 Presentation of the selection process 

10:00-10:30 Questions and answers 

10:30-11:00 Closing remarks 

11:00-12:00 Individual consultation (as necessary) 
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(3) Poster for Invitation 
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(4) Sample of Invitation Letter 
 

Sélections OVOP 2012 
Appel à candidature 

 
A l’attention de tous les groupements de producteurs locaux basés à Fatick ou à Kaolack, 
 

Qu’est ce que le programme OVOP? 

La Direction de l’Artisanat en partenariat avec la JICA (Agence Japonaise de Coopération 
Internationale) a mis en œuvre le « Programme OVOP » dans les régions de Fatick et de Kaolack depuis 
Mars 2011. Le programme a pour but de promouvoir les activités génératrices de revenus des 
groupements / PME de producteurs locaux à travers la valorisation des ressources locales. Les activités 
du programme sont coordonnées au niveau régional par les Chambres de Métiers respectives. 
Dans le cadre du Programme OVOP 2011, 60 produits (et groupements de producteurs) ont été 
sélectionnés comme bénéficiaires directs. Ils ont été catégorisés en 3 classes, après une très minutieuse 
évaluation, basée sur la qualité du produit, le profile des producteurs, leur potentiel de  vente et de 
développement social. C’est ainsi que les producteurs qui ont été classés comme Excellent OVOP ont 
pu bénéficier de services d’appui, entre autres :  

 Une formation en Plan d’actions et en Marketing 
 Des conseils techniques spécifiques selon leur produit et un appui pour l'amélioration des 

produits 

 Des opportunités commerciales à travers la Boutique OVOP qui a été ouverte à Dakar, et la 
participation à de nombreuses foires 

 Parution dans la brochure de promotion « Histoires » 
 

Sélections OVOP 2012 

Nous ciblons les groupements communautaires de producteurs qui fabriquent des produits locaux de 
qualité pour une participation au programme OVOP 2012. La créativité et la volonté de relever des 
défis sont des qualités très appréciées.   
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Eligibilité  (Qualification) 

Tout groupement de producteurs qui remplit les conditions suivantes peut se présenter à la sélection 
OVOP 2012.  
 
 Le site de production doit être basé à Fatick ou à Kaolack. 
 Etre affilié à la Chambre de Métiers comme GIE ou PME et avoir un chiffre d’affaires annuel 

de moins de 50 millions de FCFA.  
 Le produit doit appartenir à l’une de ces catégories.  

o Aliments et boissons  
o Aromes/ Savons et autres produits cosmetiques 
o Tissus/Vêtements 
o Autres produits en bois ou en métal, etc. 

 Le groupement doit être composé de 5 membres ou plus, de nationalité sénégalaise 
 Ne pas faire partie des groupements de producteurs ayant été classés comme Excellent OVOP 

lors de la sélection de 2011  
 

Candidature 

Nous invitons cordialement tous les groupements de producteurs intéressés par la sélection OVOP  
2012 à se rapprocher des Chambres de Métiers et de déposer leurs formulaires dûment remplis, en plus 
d’un échantillon du produit présenté. Tout producteur souhaitant récupérer son produit après évaluation 
devra le signaler au préalable. 
 

Informations complémentaires 

Des informations complémentaires pourront vous être fournies au niveau des Chambres de Métiers. Les 
agents responsables sont disposés à vous assister et vous donner des clarifications au besoin.  

Fatick :  M. Mayacine Gueye  (77-655-2697) 

Kaolack :  M. Cheikh Thiam  (77-515-7934) 

 

Ne ratez pas l’opportunité de participer au programme OVOP et de faire vos preuves dans la sélection 
OVOP!! 
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(5) Application Form 
 

Application ref. # _________1 

 
Before filling out the application, please read the following eligibilities and conditions. Only those who fulfil all the following 
eligibilities and comply with the following conditions may apply. 

<Eligibilities> 

 You are a GIE or a micro and small enterprise (with less than 50 million FCFA of annual gross sales). 

 Your group / company is registered at Chamber of Craft Industry of your region: (If not, register now.) 

 Your group / company consists of more than 5 members / board members (in case of micro and small enterprise) who 
are of Senegalese nationality. 

 Your product was not certified as Excellent OVOP in the previous year. 

 Your production site is in your region. 

<Conditions for application> 

 You may produce a number of different products. Decide one product, presentable as a product on sale, before applying 
for the selection. Only one product per producer can be presented for application. 

 The product to be presented is either: (1) food and drinks; (2) aroma / hygienic products; (3) fabric / garment; (4) 
handicraft (wood, metal, etc.).  

 In the production, local (natural, human, intellectual, etc.) resources are utilized. 

 In order to apply, you need to submit a product sample to the Chamber of Craft Industry at your expense, along with the 
application form. 

 The submitted application is not returnable. 

Do you understand all the eligibilities and conditions? Did you check everything? If so, please answer the following question. 

Question:  Your product presented for the selection can be returned to you at your expense upon the completion of the 
selection. Please select one of the following: 

 I will reclaim the product from Chamber of Craft Industry at my expense within 2 weeks after receiving a phone call from 
the Chamber of Craft Industry. If I don’t take the product accordingly, I surrender the ownership of the product. 

 I surrender the ownership of the product.  

Product name:   

Product category (circle one): (1) food and drinks; (2) aroma / hygienic products; (3) fabric / garment; (4) handicraft (wood, metal, etc.)   

Producer name:   

Production site:   
Village, Town  / Department  / Region 

Chairperson’s name: Mr. / Miss / Mrs.    

Tel:     

Residential address:   
Village, Town  / Department  / Region 

                                                      
1 The “Application ref. #”., as noted on the application form A-1, is used throughout the three stages of the selection. 
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Application ref. # _________ 

A. Basic Information 

(1)  Type (circle one): GIE  /  Micro and small enterprise  /  Others (specify:                    ) 

(2) Number of members / board members (in case of micro and small enterprise) at the time of application:   persons 

(3) Number of non-registered members / employees:  Permanent      persons  /  Part time    persons 

(4) Year of establishment:    

(5) Is at least one member / board member (in case of micro and small enterprise) fully literate in French or Wolof?   Yes  /  No 

B. Product Information 

(1) Why did you start production of the product? Describe here. 

 

(2) What is the principal origin of the main raw material of the product? (circle one):  
 In your region   /    In Senegal (outside the region)  /    Import   /    Unknown 

(3) How is the product produced?   Individually  /  Sometimes collectively  /  Collectively 

(4) What are the special features that distinguish your product from similar products by others? Describe here. 

 

(5) What is the quantity of the product produced in the last year?         per month  /                per year 

(6) The raw materials are (circle one):  Always available  /  More than 8 months  /  Less than 8 months 

(7) Your production is (circle one): Continuous  /  Seasonal  /  Occasional (as per product order, special events) 

C. Sales information 

(1) What is the price of the product?   FCFA 

(2) What is the unit of the above price? (ex. 1 piece, 500 g, 100 ml, etc.)        piece / gram / liter / other (Specify         ) 

(3) Has your group / company kept sales record at least during the previous year? Yes  /  No 

(4) If yes, what were the total sales of the product in the previous year?     FCFA 

(5) How is the product sold? (circle one)  Individually / Sometimes on behalf of group or company / Always on behalf of group or 
company 

(6) To whom or where have you directly sold the product? (circle). 

Neighbours and relatives / (Occasional) visitors to the production site / Traders  / Own shop  /  Other local shops  /  
Shops in Dakar  /  Shops in other regions  /  Shops in foreign countries  /  Others (specify:           ) 

D. Management information 

(1) Does your group / company have an account at a bank or a credit union? Yes  /  No 

(2) If yes, do you regularly carry out transactions?  Yes  /  No 

(3) If yes, how much was the total amount of deposit and withdrawal in the previous year?   FCFA 

(4) Does your group / company make profits from the product sales? Yes  /  No 

(5) If yes, how do you use the profits?  

 - Contribution to community related activities / events (amount contributed in the previous year):   FCFA)  

 - Savings for the revolving fund (amount saved in the previous year):   FCFA)  

 - Distribution among the members / board members (How much per month in the previous year):            FCFA)   

 - Other (specify:         ) 

(6) Any environmental consideration taken? (circle one): Production affecting environment, but some measures taken /  
Production not affecting environment / Production contributing to environmental conservation 

(7) Does your group / company have a product development plan? Yes  /  No 

(8) If yes, describe briefly here. 
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ANNEX 2  Identification of OVOP 

(1) Outline 

(2) Evaluation Form E-1a(Evaluation of filled application form) 

(3) Evaluation Form E-1b (Food, drink) 

(4) Evaluation Form E-1c (Aroma, hygienic product) 

(5) Evaluation Form E-1d (Fabric, garment) 

(6) Evaluation Form E-1e (Other handicraft) 

(7) Evaluation Form E-2 (Evaluation of business plan) 

(8) Site Inspection 

(9) Site Inspection Questionnaire A-3 

(10) Evaluation Form E-3a (Evaluation based on site inspection) 

(11) Evaluation Form E-3b (Evaluation of action plan) 
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(1) Outline  
 
 The identification of OVOP products is conducted through the three stages of selection. The target of the 
selection is a local product and its producer. At the completion of the three stages of the selection, and a round of 
discussions is held among judges consisting of the OVOP Secretariat and Chambers of Craft Industry of the region 
concerned. This is the venue of special considerations for the ultimate decisions on Excellent OVOP products.  
 

Items Description 

Objective To identify and/or select potential local products and producers to promote products, extend 
their market channels and provide technical support for improvement of product quality and 
production 
Principles to select the products and producers are: (1) fairness, (2) transparency, and (3) 
equal opportunities. 

Stages Three stages of selection 
 First selection: selection of OVOP Candidate products (30 products per region) 
 Second selection (targeting OVOP Candidate products above): selection of 15 OVOP 

products per region (15 remaining products per region certified as OVOP Candidate) 
 Third selection (targeting OVOP products above): selection of 5 Excellent OVOP 

products per region (10 remaining products per region certified as OVOP) 

Validity of 
certification since 
the selection 

 Excellent OVOP - two years 
 OVOP and OVOP Candidate - one year 

Eligibility criteria A product with the following attributes: 
 In the production, local (natural, human, intellectual, etc.) resources are utilized. 
 Product belongs to either one of the following categories: (1) food / drinks 

(processed); (2) aroma / hygienic products; (3) fabric / garment; (4) handicraft (wood, 
metal, etc.)  

 One producer can present one product. 
 Production site: in the respective regions 
 “Producer” fulfilling all the following: (1) Senegalese nationality; (2) GIE or micro and 

small enterprises; (3) consisting of more than 5 members; (4) registered at the 
Chamber of Craft Industry of the region concerned; (5) preferably, having at least one 
member / employee fully literate in French or Wolof. 

* Not eligible: (1) a “producer” consisting of less than five members; (2) Excellent OVOP 
products / producers of the previous year. 

Materials to be 
utilized 

First selection 
 Filled application form 
 Product sample 
 Evaluation form E-1a (evaluation of filled application form) 
 Evaluation form E-1b to E1e (evaluation of respective products) 

Second selection 
 Filled business plan 
 Evaluation form E-2 (evaluation of business plan) 

Third selection 
 Site inspection questionnaire 
 Evaluation form E-3a (evaluation based on site inspection) 
 Filled action plan 
 Evaluation form E-3b (evaluation of action plan) 

Period April to August 
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Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(1) First 
selection 

April Chamber of 
Craft Industry 

The first selection is organized at Chamber of Craft Industry in 
the respective regions. 
Based on the evaluation forms (see E-1a to E-1e in this Annex), 
the OVOP Secretariat and Chamber of Craft Industry evaluate 
the application form filled by a local producer (E-1a) and his 
product sample (E-1b to E1e), and give a score in each product. 
Two or more judges per product category fill the evaluation. 
Thirty (30) products in each region are selected as OVOP 
Candidate in the order of the total points attributed (i.e. 
application form and product). 

(2) Business 
plan 
workshop 

April- 
June 

OVOP 
Secretariat 

A series of business plan workshops is arranged by the OVOP 
Secretariat at regional level in order to make a business plan of 
each producer of OVOP Candidate product. Details are referred 
to Annex 4: Business Plan and Action Plan Workshop. 

(3) Second 
selection 

July OVOP 
Secretariat 

Only OVOP Candidate products are eligible to proceed to the 
second selection which is organized at Direction of Craft 
Industry at Dakar. 
Based on the evaluation forms (see E-2 in this Annex), the 
OVOP Secretariat and Chamber of Craft Industry evaluate a 
business plan prepared by a local producer, and give a score in 
each product.  
Fifteen (15) products in each region are selected as OVOP in 
the order of the total points attributed. 

(4) Site 
inspection 

July- 
August 

Chamber of 
Craft Industry 

The production sites of the OVOP products chosen at the 
second selection are surveyed by the Chamber of Craft Industry 
in close cooperation with the OVOP Secretariat in order to 
understand production environment and confirm the information 
written in the application form, business plan and action plan of 
each producer. 
The result of this site inspection is summarized by the Chamber 
of Craft Industry in the site inspection report (see A-3 in this 
Annex) and shared with the OVOP Secretariat. 

(5) Action plan 
workshop 

July- 
August 

OVOP 
Secretariat 

A series of action plan workshops is arranged by the OVOP 
Secretariat at regional level in order to make an action plan of 
each producer of OVOP product. Details are referred to Annex 
4: Business Plan and Action Plan Workshop. 
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Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(6) Third 
selection 

August OVOP 
Secretariat 

Only OVOP products are eligible to proceed to the third 
selection which is organized at Direction of Craft Industry at 
Dakar. 
Based on the evaluation forms (see E-3a and E-3b in this 
Annex), the OVOP Secretariat and Chamber of Craft Industry 
evaluate a result of site inspection and a action plan prepared 
by a local producer, and give a score in each product. 
Five (5) products in each region are selected as Excellent 
OVOP in the order of the total points attributed. 

SSPPEECCIIAALL  CCOONNSSIIDDEERRAATTIIOONN::  
A round of discussions is held among judges as above. The 
judges take into account the following elements as special 
considerations for the ultimate decisions on Excellent OVOP 
products:  
(1) geographical distribution (i.e. at least one product / producer 

per department is certified as Excellent OVOP);  
(2) product variety (i.e. there will not be excessive duplication of 

products); and  
(3) any other elements which judges consider essential. 
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(2) Evaluation Form E-1a (Evaluation of filled application form) 
 

Application ref #: __________  

Product: _______________________________________  Product category _________________________________ 

Producer:  ＿ 

 

TOTAL: ______ / 100 POINTS 
Eligibility 
1.  See first page: Necessary information 

[Continue] Provided 
[Reject]  Not provided 

2.  See first page: Production site 
[Continue] Fatick or Kaolack region 
[Reject]  Other region 

3.  See A (2): Number of members / board members 
[Continue] 5 persons or more  
[Reject]  Less than 5 persons 

4.  See C (4): Total sales  
[Continue] 50 million FCFA or less 
[Reject]  More than 50 million FCFA 

 
A. Producer information [       / 20 points] 

A.1 See A (2) and A (3): Registered members / board members ( points) 
[7 points] No unregistered members / board members 
[5 points]  Number of registered members / board members more than unregistered members / employees 
[3 points] Number of unregistered members / board members same as or less than registered members / employees 

A.2 See A (4): Continuity of production / business ( points) 
[7 points] More than 5 years 
[5 points] More than 3 years 
[3 points] Less than 3 years 

A.3 See A (5): Potential of business planning ( points) 
[6 points] Yes 
[0 point]  No 
 

B. Product information [       / 40 points] 

B.1 See B (1): Story behind product development ( points) 
[7 points] Very unique and attractive (Very unique and attractive for consumers) 
[3 points] Unique and attractive (Similar story by different producers being heard of, but still attractive for consumers) 
[1 point]  Common (Similar to other producers) 

B.2 See B (2): Geographical source of the main raw material ( points) 
[9 points] In the region 
[5 points] In Senegal (outside the region) 
[1 point] Import 
[0 point] Unknown 

B.3 See B (3): Production by group work ( points) 
[5 points] Collectively 
[3 points] Sometimes collectively 
[1 point] Individually 

B.4 See B (4): Uniqueness of product ( points) 
[9 points] Very unique and attractive for consumers 
[5 points] Unique (not very unique) and attractive for consumers 
[1 point]  Typical (no uniqueness) 

B.5 See B (5): Production volume ( points) 
[5 points] Specified and reasonable 
[3 points] Specified but not reasonable 
[0 point] Not specified 
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B.6 See B (6) and B (7): Availability of raw materials and production period ( points) 
[5 points] Production is “continuous” or “seasonal” (in case raw material used is available only seasonally) 
[1 points] Otherwise  

 
C. Sales information [       / 20 points] 

C.1 See C (1) and C (2): Price adequacy ( points) 
[5 points] Adequate  
[1 point]  Too high or too low 

C.2 See C (3) and C (4): Sales record ( points) 
[5 points] Sales record kept, and total sales figure reasonable 
[1 point]  Sales record not kept, or total sales figure not specified or unreasonable 

C.3 See C (5): Sales ( points) 
[5 points] Always on behalf of group / company  
[3 points] Sometimes on behalf of group / company 
[1 point] Individually 

C.4 See C (6): Experiences on trading ( points) 
[5 points] “Shops in foreign countries” checked 
[4 points] “Shops in Dakar” checked 
[3 points] “Shops in other regions” checked 
[2 points] “Other local shops”, “own shop” or “traders” checked. 
[1 points] Only “neighbours and relatives” or “occasional visitors to the production site” checked 

 
D. Management information [       / 20 points] 

D.1 See D (1), D (2) and D (3): Potential for larger markets and funding ( points) 
[3 points] D (1) and D (2) are “yes”, and with the amount of the total transaction in the previous year written and 

reasonable 
[2 points]  D (1) is “yes”, and D (2) is “no”, or the amount of the total transaction in the previous year not written or 

unreasonable 
[0 point]  D (1) is “no” 

D.2 See D (4) and D (5): Financial self-reliance  ( points) 
[5 points] D (4) is “yes”, and the amount of “saving for the revolving fund” and/or “distribution among members / board 

members” are enough vis-à-vis the amount of “contribution to community related activities / events” and/or 
“others” 

[3 points]  D (4) is “yes”, and the amount of “saving for the revolving fund” and/or “distribution among members / board 
members” are too small vis-à-vis the amount of “contribution to community related activities / events” and/or 
“others” 

[0 point]  D (4) is “no” 

D.3 See D (4) and D (5): Contribution to community development ( points) 
[3 points] Profits are used for “contribution to community related activities / events” and/or “distribution among 

members / employees” 
[2 points] D (4) is “yes” and the profits are not used for “contribution to community related activities / events” and/or 

“distribution among members / employees” 
[0 point]  D (4) is “No” 

D.4 See D (6): Environmental consideration ( points) 
[5 points] Production contributing to environmental conservation 
[3 points] Production not affecting environment 
[1 point] Production affecting environment, but some measures taken   

D.5 See D (7) and D (8): Product development plan ( points) 
[4 points] D (7) is “yes” and the development plan well described and reasonable 
[3 points] D (7) is “yes” but the development plan not well described or reasonable 
[0 point] D (7) is “no” 
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(3) Evaluation Form E-1b (Food, drink)   
 

Application ref #: __________ 
Product:                                                           

Producer:                                                            
 

TOTAL: _  _____ / 100 POINTS 
 

A. Product quality        [       / 35 points] 

A.1 Taste and flavour        ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

4 8 12 16 20 

A.2 Presentation (colour, size, weight, smoothness, uniformity, contamination/tampering, etc.)   ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

2 4 6 8 10 

A.3 Uniqueness        ( points) 
Normal  Unique  Very unique 

1  3  5 
 
B. Appearance        [       / 25 points] 

B.1 Package and label design       ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 

B.2 Information on the label (count the number of the following information included)    ( points) 

Product name 
Composition of 

product 
Producer name Producer address 

Product weight or 
volume 

Manufacturing date Expiry date FRA ID number Other certification How to use 

B.3 Package quality (size, material, possibility of contamination, etc.)   ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 

B.4 Uniqueness of appearance and product name     ( points) 
Normal  Unique  Very unique 

1  3  5 
 
C. User friendliness        [       / 30 points] 

C.1 Price (in view of the size, quality, taste, etc.)      ( points) 
Very expensive Expensive Normal Cheap Very cheap 

4 8 12 16 20 

C.2 Portability (easiness to carry) and usability for Senegalese (size, special explanation, etc.)    ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 

C.3 Portability (easiness to carry) and usability for non-Senegalese (size, special explanation, instructions in English, etc.)  
( points)    

Very bad Bad Normal Good Very good 
1 2 3 4 5 

 
D. Special remark on uniqueness (maximum 10 points)    [       / 10 points] 

Specify 
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(4) Evaluation Form E-1c (Aroma, hygienic product)   
 

Application ref #: __________ 

Product:                                                          

Producer:                                                          

TOTAL: _  _____ / 100 POINTS 
 
A. Quality of product        [       / 35 points] 

A.1 Fragrance        ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 

A.2 Product effectiveness       ( points) 

Effectiveness unknown 
and no explanation 

Effectiveness known  
but no explanation 

Effectiveness 
described, but not to 
consumer preference 

Effectiveness 
described, and up to 
consumer preference 

Effectiveness 
described, and very 
much to consumer 

preference 
3 6 9 12 15 

A.3 Presentation (colour, size, weight, smoothness, uniformity, contamination/tampering, etc.)   ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

2 4 6 8 10 

A.4 Uniqueness        ( points) 
Typical  Unique  Very unique 

1  3  5 
 
B. Appearance        [       / 25 points] 

B.1 Package and label design       ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 

B.2 Information on the product label (count the number of the following information included)    (         points) 

Product name 
Composition of 

product 
Producer name Producer address Product weight or 

volume 

Manufacturing date Expiry date How to use Effectiveness Certification and other 
information 

B.3 Package quality (size, material, possibility of contamination, etc.)   ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 

B.4 Uniqueness of appearance and product name     ( points) 
Normal  Unique  Very unique 

1  3  5 
 
C. User friendliness        [       / 30 points] 

C.1 Price (in view of the size, quality, taste, etc.)      ( points) 
Very expensive Expensive Normal Cheap Very cheap 

4 8 12 16 20 

C.2 Portability (easiness to carry around) and usability for Senegalese (size, special explanation, etc.)   ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 

C.3 Portability (easiness to carry around) and usability for non-Senegalese (size, special explanation, instructions in 
English etc.)           ( points) 

Very bad Bad Normal Good Very good 
1 2 3 4 5 

 
D. Special remark on uniqueness (maximum 10 points)     [       / 10 points] 

Specify 
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(5) Evaluation Form E-1d (Fabric, garment) 
 

Application ref #: __________ 

Product:                                                          

Producer:                                                          

TOTAL: _  _____ / 100 POINTS 
 
A. Product design        [       / 55 points] 

A.1 Appearance (colour, shape, finishing, etc.)     ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

4 8 12 16 20 

A.2 Usability (convenience, effectiveness, etc.)     ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

4 8 12 16 20 

A.3 Uniqueness (including materials used)      ( points) 
Normal  Unique  Very unique 

3  9  15 
 
B. Basic requirement [       / 15 points] 

B.1 Durability (including quality of materials used)     ( points) 
Very fragile Fragile Normal Tough Very tough 

2 4 6 8 10 

B.2 Transparency of production process (product label including (1) producer name, (2) contact address)( points) 
Neither information 

provided 
 One of them provided  Both provided 

1  3  5 
 
C. User friendliness        [       / 25 points] 

C.1 Price (in view of the size, design, durability, etc.)      ( points) 
Very expensive Expensive Normal Cheap Very cheap 

3 6 9 12 15 

C.2 Attractiveness for Senegalese       ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 

C.3 Attractiveness for non-Senegalese       ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 
 
D. Special remarks on uniqueness (maximum 5 points)     [       / 5 points] 

Specify 
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(6) Evaluation Form E-1e (Other handicraft) 
 

Application ref #: __________ 

Product:                                                          

Producer:                                                          

TOTAL: _  _____ / 100 POINTS 
 
A. Product design [       / 55 points] 

A.1 Appearance (colour, shape, finishing, etc.) ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

3 6 9 12 15 

A.2 Usability (convenience, effectiveness, etc.) ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

4 8 12 16 20 

A.3 Uniqueness (including materials used) ( points) 
Normal  Unique  Very unique 

3  9  15 

A.4 Safety in usage ( points) 
Dangerous  Normal  Special attention to 

safety 
1  3  5 

 
B. Basic requirement [       / 15 points] 

B.1 Durability (including quality of materials used) ( points) 
Very fragile Fragile Normal Tough Very tough 

2 4 6 8 10 

B.2 Transparency of production process (product label including (1) producer name, (2) contact address) ( points) 
Neither information 

provided 
 One of them provided  Both provided 

1  3  5 
 
C. User friendliness [       / 25 points] 

C.1 Price (in view of the size, design, durability, etc.)  ( points) 
Very expensive Expensive Normal Cheap Very cheap 

3 6 9 12 15 

C.2 Portability (easiness to carry around) and usability for Senegalese  ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 

C.3 Portability (easiness to carry around) and usability for non-Senegalese  ( points) 
Very bad Bad Normal Good Very good 

1 2 3 4 5 
 
D. Special remark on uniqueness (maximum 5 points) [       / 5 points] 

 
Specify 
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(7) Evaluation Form E-2 (Evaluation of business plan) 
 
Application Ref: …………………………………….. .Score     /100 

Product  : …………………………………………………………………………………………………………………………. 

Producer  : …………………………………………………………………………………………………………………………. 

Location  : …………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

A. Presentation of the GIE   [……………….. /8  points] 

A.1 Particulars of the GIE are stated  

Fully Partially Not stated 

1 0.5 0 

A.2 Names and contact information of leaders are stated 

Fully Partially Not stated 

1 0.5 0 

A.3 Project location is stated 

Fully Partially Not stated 

1 0.5 0 

A.4 Project goals/objectives (Vision Statement) 

Well defined and quantitative Defined, but not quantitative Ill defined 

5 2 1 

 

B. Self-diagnosis of Enterprise (SWOT Analysis)    […….……….. /30 points] 

B.1 Strengths High Medium Low 

Administration 2 1 0.5 

Human Resources 2 1 0.5 

Production and Technology 2 1 0.5 

Marketing 2 1 0.5 

Finance 2 1 0.5 
 

B.2 Weaknesses High Medium Low 

Administration 0.5 1 2 

Human Resources 0.5 1 2 

Production and Technology 0.5 1 2 

Marketing 0.5 1 2 

Finance 0.5 1 2 
 

B.3 Opportunities High Medium Low 

5 3 1 
 

B.4 Threats High Medium Low 

1 3 5 
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C. Market Analysis […..……….. /30 points] 

C.1 Proposed product and presentation  

Good Average Poor 

2 1 0 

C.2 Potential market trend  

Progressing Stagnating Declining 

2 1 0 

C.3 Potential market trends  

Well Discussed & Justified Discussed but not justified Not Discussed & Justified 

3 2 0 

C.4 Potential customers for the product  

Clearly Identified Identified but Vague Not Identified 

3 2 0 

C.5 Product competitors 

Clearly Identified Identified but Vague Not Identified 

3 2 0 

C.6 Potential turnover (overall sales) 

Well Estimated Poorly Estimated Not Stated 

3 2 0 

C.7 Sales strategies  

 Clearly Identified Identified Poorly Identified 

7.1  Product 3 2 1 

7.2  Price 4 2 1 

7.3  Place 4 2 1 

7.4  Promotion 3 2 1 

 

D. Financial Analysis [……………….. /32 points] 

  Highly Viable Viable Limited 

D.1 Present Investment 3 2 1 

D.2 Planned Investment 6 4 2 

D.3 Present Annual Operating Account 3 2 1 

D.4 Planned Annual Operating Account 6 4 2 

D.5 Working Capital requirement 6 4 2 

D.6 Capital Requirement 2 1 0 

D.7 Funding Proposal 6 4 2 
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(8) Site Inspection 
 

 Item Description 

1 Objectives ‐ To collect first-hand information from 15 OVOP producers region to verify: 

 present condition of the enterprises, 

 stability and potential to function to manage as viable enterprises, 

 information provided in Application Forms for inclusion in Project OVOP 

‐ To apply the collected information as a criterion in the third selection stage to select the 
5 Excellent OVOP producer groups region) 

‐ To use the data and information to develop Enterprise Profiles of the selected Excellent 
producer groups 

2 Methodology Data and information is collected by means of structured interviews to group nominated 
spokespersons (2 to 4 members) and direct observation of the production facilities by a 
survey team through visits to production sites of all the 15 OVOP producer groups. 

3 Survey Team Survey is conducted by a 3 member team comprising of representatives from OVOP 
Secretariat, Respective Chambers of Craft Industry (Technical Officers) and the Team 
OVOP. 

4 Questionnaire Questionnaire is finalized after pre-testing and covered 12 broad sections. Each 
questionnaire requires approximately 1 hour for completing (see (9) Site Inspection Form in 
this Annex). 

5 Site Visits Prior appointments with the respondents and visit schedules are arranged and coordinated 
by the Technical Officers attached to the Chamber of Craft Industry of the Region. 

6 Evaluation Sheet Evaluation sheet is designed to enable a comparative assessment based on 6 common 
indicator categories.  

Categories 1 – 5 are further divided into a number of specific inquiries and points allocated 
depending on their relative importance (see (10) Evaluation Form E-3a (Evaluation based on 
site inspection) in this Annex). 

7 Evaluation Process Evaluation of the data and information recorded on questionnaires are evaluated by the 
Survey Team.  

The scoring system for valuation is discussed by the Team at a briefing session and 
agreement reached by all members. 

The total score with respect to each of the producer group visited is arrived at by adding up 
the all the points scored.  
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(9) Site Inspection Questionnaire A-3 
 
Name of Producer Group:  …………………………………………………………………………………………………………………. 

Application Ref…………………………..    Date: ……….…………………………    Time of Visit: …………h………………  

 
1. General 

1.1 What is the product presented for selection?  

1.2 What is the name of your organization?  

1.3 What is the type of organization   

(GIE, Enterprise, Union, Association, Federation, etc.) 

 

1.4 Site Address  

1.5 Name of representative responding to the questionnaire  

1.6 Your position in organization  

1.7 Other members participating in the interview.   

 
2. GIE / Enterprise 

2.1 What were the special reasons for establishing this 
organization? 

 

2.2 Who assisted you to establish the organization?  

2.3 When was it established? (Year)  

2.4 What is the Registration No. of the organization in the 
Chamber? 

 

2.5 Is the organization affiliated to a federation or Coop? 
(Name) 

 

2.6 What are the current objectives/goals of the 
organization? 

 

2.7 Are you supported financially or otherwise in the past or 
now by any organization? (give details) 

 

 
3. Governance 

3.1 Are you familiar with the governing rules & regulations of 
your organization? (Probe) 

 

3.2 How many members are represented in the board?  

3.3 How are they assigned? (elected or selected)  

3.4 When was the last election held? (Month/Year)  

3.5 How often does the membership hold meetings?  
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4. Membership 

4.1 How many members do you have in the organization?   

4.2 How members are actively engaged in the production 
tasks of the organization? (male and female) 

 

4.3 What are the membership conditions?  (Monthly fee,  
meeting attendance, etc) 

 

4.4 What about the literacy rate among members? (As %)  

4.5 Do members practice collective purchasing of raw 
materials? (Probe) 

 

4.6 How do you make the product? 

 Individually by each member (%) 

 In small groups of few members (%) 

 Collectively by entire GIE (%) 

 

 

 

4.7 Do members practice collective marketing of the finished 
product? 

 

 
5. Management and Financial Aspects 

5.1 Do you maintain the business record?  

(E.g., Minutes of meetings, book keeping, accounting 
documents etc.) 

 

5.2 Does your commercial activity generate a profit?  

 

 

5.3 Do you share the profit among members? (How?)  

5.4 Do you maintain a bank account?  (State the bank)  

5.5 Are you indebted to a bank or lending agency (Institution 
& how much?) 

 

 

6. Assets and Services 

6.1 What is the extent of built-up and open land area of the 
production site? (m2)  

 

6.2 Do you have a sales outlet to sell your product? (give 
location and m2) 

 

6.3 Do they belong to the organization or is it rented/leased 
form an outside party? (who and the rent paid) 

 

6.4 Do you have separate rooms for office, processing, 
storage (inputs & outputs), meetings, etc.? (If yes, m2) 

 

6.5 What is the condition of the processing area? (Tiling, 
ventilation, space, general cleanliness, etc) 

 

6.6 Do you have access to electricity supply?  

6.7 Do you have access to water supply?  

6.8 How do you dispose waste materials?  

6.9 Is the site easily accessible by an adequate road 
network?  
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7. Machinery, Equipment and Tools (please list according to the utility)  

* Please categorize under production, controlling, storage and marketing. 

No Item Usability 

(%) 

No. of 
Units 

No Item Usability 

(%) 

No. of 
Units 

Processing Controlling 

7.1    7.11    

7.2    7.12    

7.3    7.13    

7.4    7.14    

7.5    7.15    

7.6    Storage 

7.7    7.16    

Marketing 7.17    

7.8    7.18    

7.9    7.19    

7.10    7.20    

 
8. Raw Materials  

8.1 Is the availability of raw materials continuous or 
seasonal? (If seasonal, specify the months) 

 

8.2 Do you stop production during the off season?  

8.3 Do you always depend on a specific variety or type of the 
main raw material? 

 

8.4 Any other problems associated with procuring the raw 
materials? (Probe) 

 

 
9. Ingredients and Process (please describe process in a step-wise manner)  

No. Ingredient Unit Price Quantity* Origin** 

9.1      

9.2      

9.3      

9.4      

9.5      

9.6      

*- Per unit of output   **-Self produced, Department, Regional, Senegal or Imported 
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10. Production process (Please describe in detail) 

10.1 Step 1 

10.2 Step 2 

10.3 Step 3 

10.4 Step 4 

10.5 Step 5 

10.6 Step 6 

10.7 Is the product FRA certified? (For food and beverages)  

10.8 What is the shelf-life of the product? 

(Give conditions: frozen, refrigerated, cool & dry, etc.) 

 

 

 
11. Packing and Pricing 

No Pack 
size 

Packing Material Cost per 
unit 

Labelling Material Cost per 
label 

Selling price/ unit 
of the product 

Quantity 
sold/month 

11.1        

11.2        

11.3        

11.4        

11.5        

11.6        

 
12. Marketing (Please fill in if other methods/points of selling are used) 

No Method of selling % No Main Points of sale  % 

12.1 Individually by members  12.4 Weekly markets  

12.2 Collectively by GIE  12.5 Street vending  

12.3 In small groups  12.6 Shops in town or cities within Region  

12.7 Shops in town or cities outside Region  

12.8 Production site direct to consumers  

12.9 Collectors for reselling  

12.10 Tourists   

12.11 Tourist hotels  

12.13 Other  

 

Time of Finish: …………h……………… 
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(10) Evaluation Form E-3a (Evaluation based on site inspection) 
 
Application Ref: ……………………………………. .Score     /100 

Product  : …………………………………………………………………………………………………………………………. 

Producer  : …………………………………………………………………………………………………………………………. 

Location  : …………………………………………………………………………………………………………………………. 

 

A. General   [……………….. /12  points] 

A.1 Type of Organization (1.3)   A.2 Year Established (2.3) 

GIE 2   > 10 years ago 3  

Union / Federation 3   5 – 9 years ago 2  

Private Enterprise 1   < 4 years ago 1  

Other 1      

 

A.3 Registration (2.4)  A.4 Support from Outside (2.7) 

Yes 3   Yes 1  

Yes, in the past 0   Yes, in the past 2  

    Non 3  

 
B. Governance and Management   [……………….. /24  points] 

B.1 Knowledge of Bylaw (3.1)   B.2 Elections Held (3.4) 

Good 3   Regular 2  

Average 2   Irregular 1  

Poor 1   Never 0  

 
B.3 Frequency of Meetings (3.5)   B.4 Active Members / Organization (4.2) 

Regular 3   > 50% 3  

When needed 2   30 – 49% 2  

Never 0   < 30% 1  

 
B.5 Collective Purchasing (4.5)  B.6 Business Records (5.1) 

Always 3   Always 3  

Sometimes 1   Some operations 2  

Never 0   Never 0  

 
B.7 Operations (5.2)  B.8 Indebtedness (5.5) 

Profitable 4   None 3  

Break-even 2   Manageable 2  

Loss 0   Defaulting 0  
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C. Assets and Services   [……………….. /27  points] 

C.1 Production Area (6.1)   C.2 Ownership (6.3) 

Covered 3   Own 2  

Clean 3   Rented 3  

Adequate 3   Gift 0  

 
C.3 Input Storage (6.4)   C.4 Product Storage (6.4) 

Available 2   Available 2  

Not available 0   Not available 0  

Not required 2   Not required 2  

 
C.5 Electricity (6.6)   C.6 Water Supply (6.7) 

Available 2   Available 2  

Not available 0   Not available 0  

 
C.7 Accessibility (6.9)   C.8 Method of Selling (12.1…) 

Easy 3   Collectively 4  

Average 2   Small groups 2  

Difficult 1   Individually 1  

 
D. Machinery and Equipment   [……………….. /13  points] 

D.1 Processing (7.1…)   D.2 Marketing (7.8) 

Adequate 4   Adequate 3  

Inadequate 2   Inadequate 1  

Basic Equipment 1   None 0  

Not Needed 4   Not Needed 3  

 
D.3 Controlling (7.11…)   D.4 Storage (7.16…) 

Adequate 3   Adequate 3  

Inadequate 1   Inadequate 1  

None 0   None 0  

Not Needed 3   Not Needed 3  
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E. Production   [……………….. /15  points] 

E.1 Processing (4.6)   E.2 Production (8.1) 

Collectively 4   Year round 3  

Small groups 2   Seasonal 1  

Individually 0      

 
E.3 Main Materials (9.1…)   E.4 Certification (10.7) 

Local 4   FRA certified 4  

Regional 2   No FRA 0  

Import 0   No need 4  

 
F. Assessment of the Survey Team   [……………….. /9  points] 

F.1 Strength of the Producer Groups 

High potential 9  

Medium potential 5  

Low potential 1  
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(11) Evaluation Form E-3b (Evaluation of action plan) 
 
Application Ref: …………………………………….. 

Product  : …………………………………………………………………………………………………………………………. 

Producer  : …………………………………………………………………………………………………………………………. 

Location  : …………………………………………………………………………………………………………………………. 

Planning Period: …………………… Quarter Score     /100 

 

A. Goal [……………….. /15  points] 

Well stated (SMART) 15  

Partially stated 8  

Vague 0  

B. Task 1 [……………….. /25  points] 

Identification  Timeline  Responsible persons 

Clearly identified 15   Well timed 5   Stated 5  

Partially identified 8   Average 3   Vaguely stated 3  

Vaguely identified 0   Poorly timed 0   Not stated 0  

C. Others (see Notes on Point Allocation in Evaluation of Action Plans) [……………….. /60  points] 

C.1 Machinery and Equipment […………………./…….points ] 

Items  Costs  Funding 

Highly suitable    Highly acceptable    Credible   

Suitable    Acceptable    Partially credible   

Not suitable    Not acceptable    Not credible   

C.2 Labour and Staffing […………………./…….points ] 

Items  Costs  Funding 

Appropriate    Highly acceptable    Credible   

Partially appropriate    Acceptable    Partially credible   

Not appropriate    Not acceptable    Not credible   

C.3 Raw Materials […………………./…….points ] 

Items  Costs  Funding 

Appropriate    Highly acceptable    Credible   

Partially appropriate    Acceptable    Partially credible   

Not appropriate    Not acceptable    Not credible   

C.4 Land and Buildings […………………./…….points ] 

Items  Costs  Funding 

Appropriate    Highly acceptable    Credible   

Partially appropriate    Acceptable    Partially credible   

Not appropriate    Not acceptable    Not credible   

C.5 Others (Capacity Building, etc.) […………………./…….points ] 

Items  Costs  Funding 

Appropriate    Highly acceptable    Credible   

Partially appropriate    Acceptable    Partially credible   

Not appropriate    Not acceptable    Not credible   
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Notes on Point Allocation in Evaluation of Action Plans 

The evaluation sheet conforming to the Action Plan Form was designed to assess the relative merits of the Action Plans 
formulated by individual producer groups. The one-year planning period of Action Plan was divided into the four quarters, each 
of three month duration. In the evaluation sheet, each quarter was allocated a maximum of 100 points distributed into Goal (15 
points), Task (15 points), Timeline (5 points), Person(s) Responsible (5 points) and the Resources Needs (60 points).  

Five resource needs were identified as a) machinery and equipment, b) labour and staffing, c) Raw materials, d) land and 
buildings, and e) others such as capacity building, etc. Each resource need was further divided into three attributes as 
itemizing, costing and financing. The relative merits of each attribute was then assessed at three levels represented by best, 
average and poor and given full, middle and zero points respectively. The point allocation system is depicted in the Table 1. 

Table 1: Point Allocation 

Goal Task Timeline Person(s) Resource Needs Itemizing Costing Financing Total 

15 15 5 5 

Machinery and Equipment 4 4 4 12 

Labour and Staffing 4 4 4 12 

Raw Materials 4 4 4 12 

Land and Buildings 4 4 4 12 

Others 4 4 4 12 

Total 20 20 20 60 

 

Three common situations that would emerge in the evaluation process was considered and accounted for. These consisted of: 

a) When more than one task is required to be accomplished in order to realize the stated goal, each task was evaluated 
in-terms of timeline, person(s) responsible and resource needs separately. The total point count for each task was 
added together and the grand total is divided by the number of tasks which represented the points scored out of a 
total of 85 points. 

b) Some tasks may not require all the resource needs identified in the evaluation sheet to accomplish in order to 
achieve the stated goal. The maximum point allocation under the situation b) above is presented in the Table 2. 

Table 2: Allocation of Points based on Number of Resource Needs 

 

c) The timeframe to achieve a goal or accomplish a task may require a period of more than one quarter. In such 
instances, the Plan was discussed by the evaluators and a decision on points allocation made by consensus. 

d) To ensure that the activities in the plan are well balanced and distributed over the 4 quarters of the year, each 
quarter was allocated a proportionate weight in the scoring system for the final computation of the individual score. 
Thus, 40%, 30%, 20% and 10% of the point scored for quarters 1, 2, 3 and 4, respectively, were accounted for in 
arriving at the final score. 

 

No. of Resources 
Needed 

Points Allocated to 
each Resource 

Points allocated to 
each Attribute 

Level of relative merits 

good Average Poor 

1 60 20 20 10 0 

2 30 10 10 5 0 

3 20 7 7 4 0 

4 15 5 5 3 0 

5 12 4 4 2 0 
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ANNEX 3  Business Plan and Action Plan Workshops 

(1) Outline 

(2) Business Plan Workshop 

(3) Session Plan of Business Plan Workshop 

(4) Business Plan Template 

(5) Action Plan Workshop 

(6) Session Plan of Action Plan Workshop 

(7) Action Plan Template 

(8) Sample of Filled Business Plan (CD-ROM only) 

(9) Sample of Filled Action Plan (CD-ROM only) 
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(1) Outline  
 
 Running a business successfully requires a business plan to serve as the blueprint of the business. It is 
widely accepted as an essential tool to stay focused on business goals, identify factors of external and internal 
environment, pinpoint needs and resources, and to secure external funding. Action Plan is an extension of the 
Business Plan and is usually an internal document. It helps to prioritize the objectives, lay down specific tasks, 
assign responsibilities and identify funding requirements to achieve the set goals on a realistic timeframe. 
 
 However, as evident from several preparatory field studies carried out in the regions, formulation of 
business and action plans by the producers through their own initiative is beyond their capacity. Producers lacked 
or had very limited knowledge and the skills base needed to undertake such tasks. This highlights the need to train 
the concerned producer groups in planning as a priority activity under the capacity building initiative of OVOP 
Programme. 
 
 On the other hand, business and action planning involves a broad spectrum of subjects which makes a 
comprehensive coverage in a training program neither practical nor realistic. In setting up the norms for training, 
the diversity of the targeted producer groups in terms of their knowledge and skills base, time they could devote for 
training away from worksites and availability of training resources are some factors that need careful consideration. 
Workshops on business planning and action planning designed for the purpose are focused on imparting the 
rudiments of relevant business management aspects in an orderly sequence that would enable the trainees to 
formulate simple plans. A task based participatory approach is adopted as it signifies a cooperate effort of 
individual groups who are gathered to learn, discuss, assimilate and apply practical skills. The learning experience 
of the trainee groups is consolidated and the retention period maximized by application of the acquired knowledge 
and skills for formulation of their own business and action plans under expert facilitation and coaching. All training 
sessions are conducted in Wolof language. 
 
 It is presumed that the organizers and trainers responsible for conducting the Workshops are competent 
in execution of the many tasks in the planning, preparation, implementation, evaluation and reporting stages which 
are common to any training program. This guideline addresses only the key issues in respect of the Workshops on 
Business Planning and Action Planning.  It is presented as workshop profiles where the activities and tasks are 
itemized with explanatory notes and attachments, where necessary. 
 

Items Description 

Objective Business plan workshop 
At the end of the workshop, the trainees will be able to: 
 Acquire the knowledge and skills base required for formulation of business plans 
 Formulate realistic medium-term business plans for respective enterprises for 

presentation to the evaluation panel of the second selection stage. 
Action plan workshop 
At the end of the Workshop the trainees will be able to: 
 List out the components of an action plan  
 Formulate short-term action plans which are realistic in terms of implementation. 

Materials to be 
utilized 

 Business plan template 
 Action plan template 
 Flip chart board and paper, permanent markers 
 Pens, pencils, erasers, calculators 
 Hand-outs such as case studies, exercises for group work, etc. 
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Beneficiaries Business plan workshop 
Producers who are selected in the 1st selection of identification of OVOP (see Annex 2: 
Identification of OVOP) 
Action plan workshop 
Producers who are selected in the 2nd selection of identification of OVOP (see Annex 2: 
Identification of OVOP) 

Period Business plan workshop: April to June 
Action plan workshop: July to August 

 
Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(1) Preparation 
of business 
plan 
workshop 

April OVOP 
Secretariat 

In order to arrange the business plan workshop, the following 
items are identified in close cooperation with Chamber of Craft 
Industry in the respective regions: 
 Number of trainees; 
 Training manner (training approach, training contents; 

session plans); 
 Duration; and 
 Venues. 

The above information is noticed by the OVOP Secretariat 
through the Chamber of Craft Industry to producers who are 
selected in the 1st selection. 
A recommended plan on the workshop is attached in (2) 
Business Plan Workshop in this Annex. 

(2) Arrangement 
of trainers 
on the 
workshop 

April OVOP 
Secretariat 

Qualified and experienced trainers are arranged by the OVOP 
Secretariat. Necessary information of the workshop is 
explained to and agreed by the trainers (see (2) Business Plan 
Workshop as a reference). 

(3) Business 
plan 
workshop 

May- 
June 

Chamber of 
Craft Industry 

In cooperation with the trainers, a series of business plan 
workshops is organized by the Chamber of Craft Industry at 
regional level. The producers draft their business plans (see 
(4) Business Plan Template) through the workshop. 
Attendance of technical officials of the Chamber of Craft 
Industry is recommended for monitoring of the training and 
evaluation of training performance. 
After completion of the workshop, the Chamber of Craft 
Industry reports the result to the OVOP Secretariat. 

(4) Preparation 
of action 
plan 
workshop 

July OVOP 
Secretariat 

In order to arrange the action plan workshop, the following 
items are identified in close cooperation with Chamber of Craft 
Industry in the respective regions: 
 Number of trainees; 
 Training manner (training approach, training contents; 

session plans); 
 Duration; and 
 Venues. 

The above information is noticed by the OVOP Secretariat 
through the Chamber of Craft Industry to producers who are 
selected in the 2nd selection. 
A recommended plan on the workshop is attached in (5) Action 
Plan Workshop in this Annex. 
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Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(5) Arrangement 
of trainers 
on the 
workshop 

July OVOP 
Secretariat 

Qualified and experienced trainers are arranged by the OVOP 
Secretariat. Necessary information of the workshop is 
explained to and agreed by the trainers (see (5) Action Plan 
Workshop as a reference). 

RREEMMAARRKKSS::  
It is strongly recommended that the same trainers who conduct 
the business plan workshop are retained for conducting the 
action plan workshop. Inter-connectedness of the workshop 
contents and awareness of the learning capacities of the 
trainees are a definite advantage. 

(6) Action plan 
workshop 

August Chamber of 
Craft Industry 

In cooperation with the trainers, a series of action plan 
workshops is organized by the Chamber of Craft Industry at 
regional level. The producers draft their action plans (see (7) 
Action Plan Template) through the workshop. 
Attendance of technical officials of the Chamber of Craft 
Industry is recommended for monitoring of the training and 
evaluation of training performance. 
After completion of the workshop, the Chamber of Craft 
Industry reports the result to the OVOP Secretariat. 
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(2) Business Plan Workshop  
 

No Description 

(1) Objectives At the end of the workshop, the trainees will be able to: 
 Acquire the knowledge and skills base required for formulation of business plans 
 Formulate realistic medium-term business plans for respective enterprises for 

presentation to the evaluation panel of the second selection stage. 

(2) Trainees Total of 180 trainees (90 per region) from the 60 producers of candidate OVOP products (30 
per region), each represented by 3 members. 
Active and literate members are nominated by each producer group with the assistance of 
respective Chamber of Craft Industry.  
Nominees in the age group of 30 – 50 years are preferred as they tended to grasp the 
subject matter better and benefit most from the training. 
Inclusion of a decision-making member from among the office bearers in the producer group 
is recommended. 

(3) Number of 
Workshops 

Ideally, 30 trainees from 10 producer groups (each represented by 3 members) participate in 
a single workshop. 
Total number of workshops to train the 180 trainees would therefore be 6 (3 per region).  
However, the number of trainees per producer group to participate and the number of 
Workshops conducted would be determined by the availability of training resources. 

(4) Training 
Content 

Training content of the workshop is arranged under 5 Modules each with interrelated 
subjects: 
 Module 1: Enterprise Diagnosis (SWOT Analysis) 
 Module 2: Market Analysis 
 Module 3: Organizational Analysis 
 Module 4: Financial Analysis 
 Module 5: Formulation of Business Plans 

(5) Session 
Plans 

 

Session plans in respect of each module is prepared to consist of: 
 Subject/Topic 
 Brief Description 
 Training Method 
 Training Tools and Aids 
 Timeframe 

Workshop session plans are attached as (3) Session Plan of Business Plan Workshop. 

(6) Training 
Approach 

A task based participatory approach is adopted in the conduct of the workshops.  
Appropriate training methods are applied for promoting a favourable learning environment. 
These include short interactive lectures, discussions, group activities, case studies, 
simulations, worksite data collection, brainstorming and presentations by trainees. (refer to 
session plans) 
A preformatted common template is used by all participating producer groups to formulate 
their individual business plans. 
Templates for business plan is attached as (4) Business Plan Template. 

(7) Duration The workshops are organized for conducting over a period of 12 to 14 days in 3 segments. 
 Segment 1: Five-day class room training sessions on modules 1 and 2. 
 Segment 2: Two to four-day data collection exercise by trainees at respective worksites. 
 Segment 3: Five-day class room training sessions on modules 3, 4 and 5. 
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No Description 

(8) Venues Suitable venues for conducting the Workshops are selected based on following 
considerations and prior inspection 
 Centrally located easily accessible to trainees 
 Offers a good learning environment 
 Spacious hall to accommodate 40 - 50 persons comfortably 
 Separate area for dining 

(9) Trainers Trainers should be appropriately qualified (business management, marketing, accounting, 
etc.) trained trainers well experienced in working with rural communities. 
Because of the variety of subject matter covered and many producer groups involved, 
services of at least 2 trainers are necessary to conduct each workshop effectively. 
When suitable trainers are not available within the organization, outsourcing to a professional 
training service provider must be considered. 
If outsourcing is the preferred option, most suitable service provider is selected following the 
standard tender procedures applicable under the governing administrative and financial 
regulations of the Direction of Craft Industry. 

(10) Deliverables Business plans prepared by each participating producer group collected at the end of final 
training session. 
Each plan is copied and the original given the respective producer groups. Copy is retained 
for assessment by an Evaluation Panel. 

(11) Workshop 
Evaluation  

Reaction evaluation is carried out through questionnaires administered to each participating 
producer group at the end of business planning workshop to gauge how they liked the 
program in terms of content, method, duration, trainers, facilities, and the general 
management with the objective of improving future programs. 
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(3) Session Plan of Business Plan Workshop 
 
MODULE 1: Self Diagnosis of Enterprise (SWOT Analytical Tool) 

Objective 

At the end of the session, the trainees will be able to carry out a self diagnosis of the enterprise through application 

of the SWOT analysis tool and record the results. 

Duration : 2 Days 

No Topic Content  Duration  Methodology Material 

Day 1 

1 Introduction to 
Enterprise 
Diagnosis  

‐ Definitions of self diagnosis and the 
SWOT Analysis tool  

‐ Relevance and usefulness to the 
enterprise 

1h ‐ Short lectures 
‐ Brainstorming 
‐ Synthesis  

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
markers 

2 SWOT Analytical 
Tool  

‐ Internal analysis of the organization : 
Strengths and Weaknesses (focus)  

‐ External Analysis of the 
organization :Opportunities and 
Threats 

‐ Presentation of the SWOT Analysis 
template 

2h ‐ Short lectures 
‐ Brainstorming 
‐ Syntheses 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
markers 

‐ SWOT 
template 

Day 2 

1  SWOT Analysis 
Reports 

Practical session to finalize the 
self-diagnosis if the enterprise 

3h Preparation of 
SWOT analysis 
on given 
templates  
Facilitation 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
markers 

2 Presentations by 
Groups 

SWOT Analysis outputs by individual 
groups 

3h ‐ Presentation 
of SWOT 
output by 
individual 
groups  

‐ Facilitation by 
trainers 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
markers 
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MODULE 2: Marketing 

Objective 

At the end of the session, the trainees will be able to formulate the sales strategy of the enterprise applying wider 

perception acquired on market intricacies 

Duration : 3 days 

No Topic Content  Duration  Methodology Material 

Day 1 

1 Introduction to 
Marketing  

‐ Definition of marketing  
‐ Marketing in face of demand 
‐ Marketing in face of offer 
‐ Notions of market 
‐ Market needs 

1h ‐ Short lectures 
‐ Brainstorming 
‐ Synthesis 
  

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

2 Market 
Research 

1. Exercise :The Shelling Machine 
2. Synthesis 

‐ Undertaking a market research 
‐ Understanding one’s market  
‐ Structure of the customer base 
‐ Nature of the demand 
‐ Competition and the sales 

3h ‐ Short lectures 
‐ Brainstorming 
‐ Synthesis 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

‐ Exercise 
material 

3  Marketing MIX 
4P- Approach 

Product, Price, Place and Promotion 
 

1h ‐ Short lectures 
‐ Group 

exercises 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

Day 2 

1 Sales Strategy  1. Exercise : Market Simulation 
2. Synthesis 

‐ Product development 
‐ Price strategies 
‐ The strategic location of the 

point of sale 
‐ Distribution channels 

5h ‐ Interactive 
group 
discussion 

‐ Facilitation 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

‐ Exercise 
material 

Day 3 

1 Sales Strategy 
(Contd) 

 3h ‐ Interactive 
group 
discussion 

‐ Facilitation 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

‐ Exercise 
material 

2 Market 
Research Study 
(home-work) 

3. Presentation and explanation of 
the data and information collection 
sheets  

2h Short Lectures ‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

‐ Information 
collection 
sheet 

 

A-3-54



Retention period: Up to the release of the revised version One Village One Product (OVOP) Programme 
Operation Guidelines 

ID Number
Latest Issue :  February 2014  OVOP-G-004

AN-3Previous Issue :  May 2013
 

- 51 - 
 

MODULE 3: Financial Analysis 

Objective 

At the end of the training session, the participants will be able to identify investment requirements, calculate 

operating account and establish funding plan through understanding of the fundamentals of financial analysis.  

Duration : 2 Days 

No Topic Content  Duration  Methodology Material 

Day 1 

1 Investment and 
Operating Costs.  

‐ Explanation and relevance of 
investment and operating costs, and 
method of information collection 

‐ Presentation and explanation of the 
technical information collection sheet 

1h ‐ Short lectures 
‐ Facilitation 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

‐ Information 
collection 
sheet 

2 Production Plan 
and Estimation of 
Investment and 
Operating Costs 

‐ Explanation on estimation of 
investment and operation costs in 
relation to production plan 

‐ Preparation of the technical 
information collection sheet 
(investment and operating costs)  

4h ‐ Short lectures 
‐ Group 

exercises   

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

‐ Information 
collection 
sheet 

Day 2 

1 Investment 
Requirements 
 

1. Case Study : GIE DIAPPO 
2. Synthesis 

‐ Determination of fixed and 
variable costs 

‐ Estimation of depreciation  
‐ Identification of investment 

requirements 
‐ Estimation of investment 

requirements 

4h ‐ Short lectures 
‐ Group 

exercises 
‐ Correction at 

the flipchart 
board 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

‐ Meta card 

2 Annual Operating 
Account 

1. Case Study: GIE DIAPPO 
(continuation) 

2. Synthesis 
‐ Components of the operating 

account 
‐ Determination and Calculation of 

the operating account 

1h ‐ Group 
exercises 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

‐ Meta card 
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MODULE 4: Business plan 

Objective 

At the end of the training session, the trainee producer groups will be able to formulate their own basic business 

plans for the enterprises 

Duration : 3 days 

No Topic Content Duration  Methodology Material 

Day 1 

1 Introduction to 
Business Plan  

‐ Concept of Business Plans 
‐ Notion of project 
‐ Purpose of formulating a Business 

Plan 
‐ Business planning procedure 

1h ‐ Interactive 
lectures 

‐ Brain 
storming 

‐ Flipchart 
board 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

2 Business Plan 
Template 

Presentation and explanation of the 
contents of Business Plan template  

1h Lectures ‐ Flipchart  
board 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 

3 Business Plan 
(an exercise) 

1. Case study : GIE BOCC LIGUEYE 
2. Synthesis 

Identification of specific requirements 
for completing the Business Plan 

3h Each trainee 
group makes a 
trial Business 
Plan using the 
case study as a 
model  

‐ Empty 
business 
plan 
template 

‐ Pencil 
‐ Eraser 
‐ Calculator 

Day 2 

1 Formulation of 
Business Plans 

Practical session by individual producer 
groups under guidance and facilitation 
of trainers 

5h Each GIE fills 
out its own 
Business Plan 
template under 
trainer 
facilitation 

‐ Business 
plan 
template 

‐ Pencil 
‐ Eraser 
‐ Calculator 

Day 3 

1 Formulation of 
Business Plan 
(continuation) 

Finalize the Business Plans  3h Each GIE fills 
out its own 
Business Plan 
template under 
trainer 
facilitation 

‐ Business 
plan 
template 

‐ Pencil 
‐ Eraser 
‐ Calculator 

2 Funding ‐ The purpose and amount of the 
funding request 

‐ The different funding sources 
‐ Loan terms 
‐ Time limits of repayment 
‐  Guarantees 

2h ‐ Interactive 
lectures 

‐ Brain 
storming 

‐ -Synthesis 

‐ Flipchart  
board 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
marker 
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(4) Business Plan Template 
 
PART 1 : Presentation of the Group 

1 Particulars of the Group 

1.1 Group Name  

1.2 Start-up Year  

1.3 Address  

1.4 Number of Members  

1.5 Field of Activity  

 
2 Office-bearers of the Group 

 Official Name Telephone 

2.1 Chairperson   

2.2 Secretary   

2.3 Treasurer   

 
3 Location of Production Site 

 

 
4 Goal of the Group (Vision Statement) 

 

 
PART 2 : SWOT Analysis 

1 Strengths  2 Weakness 

Administrative 
 
 

 Administrative 
 
 

Human Resources 
 
 

 Human Resources 
 
 

Production and Technology 
 
 

 Production and Technology 
 
 

Marketing 
 
 

 Marketing 
 
 

Financial 
 
 

 Financial 
 
 

3 Opportunities  4 Threats 
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PART 3 : Market Analysis 
1 Presentation of the Proposed Product 

 Product Presentation 

1.1  
 

 

1.2  
 

 

1.3  
 

 

1.4  
 

 

 
2 Market Trend 

2.1 Progressing   2.4 Justification 

2.2 Stagnating    

2.3 Declining    

*Tick the column   

 
3 Potential Customers for the Product 

 Customers   Customers 

1)   4)  

2)   5)  

3)   6)  

 
4 Identification of the Main Competitors 

 Competitor   Competitor 

1)   4)  

2)   5)  

3)   6)  

 
5 Estimated Maximum Turn-over (overall sales) of the Group 

1 Per day FCFA 2 Per month FCFA 3 Per year FCFA 

 
6 Sales Strategy 

1 Product  2 Price 

 
 
 

  
 
 

3 Price  4 Promotion 
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PART 4 : Financial Analysis 
1 Investments 

Current Situation  Projected Situation 

Description Quantity Value 
(FCFA) 

 Description Quantity Value 
(FCFA) 

       

       

       

       

Total    Total   

 
2 Annual Operating Account 

Current Situation  Projected Situation 

Description Quantity Value 
(FCFA) 

 Description Quantity Value 
(FCFA) 

Sales    Sales   

       

Expenditure    Expenditure   

       

Total Expenditure    Total Expenditure   

Profit    Profit   

 
3 Working Capital Requirements  4 Capital Requirements 

Item Unit Amount 
(FCFA) 

 Projected Investments  FCFA 

    
Working Capital Requirements  FCFA 

    

    
Total Requirement  FCFA 

Total    

 
5 Source of Funding 

Group’s Input  FCFA 

Credit Sources  FCFA 

Total  FCFA 
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(5) Action Plan Workshop 
 

No Description 

(1) Objectives At the end of the workshop, the trainees will be able to: 
 List out the components of an Action Plan  
 Formulate short-term Action Plans which are realistic in terms of implementation. 

(2) Trainees Total of 90 trainees (45 per Region) from 30 producer groups of OVOP products (15 per 
region), each represented by 3 members.  
Same group members, who were trained in business planning workshops held previously, 
should participate in the workshops on action planning in order to ensure continuity of the 
training program. 

(3) Number of 
Workshops 

1-day Induction session: 45 trainees representing 15 producer groups per region. (2 
sessions) 
1-day Practical session: 15 trainees representing 5 producer groups per region repeated 3 
times per region (6 sessions) 

(4) Session 
Plans 

Session plans in respect of the training Module is analyzed into subject, brief description, 
training method, training tools and aids and timeframe. Session plan is attached as (6) 
Session Plan of Action Plan Workshop. 

(5) Training 
Content 

Training content of the workshop is organized as a separate Module: Formulation of Action 
Plan. It is presented a 2 workshop sessions: Induction session and practical session. 

(6) Training 
Approach 

Task based participatory approach with several training methods are applied.  
A pre-formatted common template is used by all participating producer groups to formulate 
their individual Action Plans. 
Templates for action plan is attached as (7) Action Plan Template. 

(7) Duration The workshops are organized to be conducted over a period of 4 - 7 days per group in 2 
segments. 
 Segment 1: One-day classroom induction session per Region targeting 45 participants 

from 15 OVOP producer groups (total of 2 sessions) 
 Segment 2: 2 to 5- day action plan drafting exercise by trainee groups at respective 

worksites in consultation with the other members of the group 
 Segment 3: One-day classroom practical sessions (3 per Region) each targeting 5 

different producer groups with 15 participants per session. (total 6 sessions) 

(8) Venues Conditions of the venue for induction sessions (Segment 1) are the same as those for 
workshops on business planning. 
The number of trainees in each practical session (Segment 3) is limited to 15 trainees and 
may be conducted in the meeting halls of the respective Chambers of Craft Industry. 

(9) Trainers It is strongly recommended that the same trainers who conduct the workshops on business 
planning are retained for conducting the workshops on action planning. Inter-connectedness 
of the workshop contents and awareness of the learning capacities of the trainees are a 
definite advantage. 

(10) Deliverables Action plans prepared by each participating producer group collected at the conclusion of 
final practical session. 
Plans are copied and the original is handed over to the respective groups. Copy is retained 
for analysis by an Evaluation Team. 

(11) Workshop 
Evaluation 

Simple oral evaluation of the workshop through question-response method and results 
documented for future reference and program improvement. 
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(6) Session Plan of Action Plan Workshop 
 
MODULE: Action Planning 

Objective 
At the end of the training session, the trainees will be able to formulate their own annual action plans by acquiring 
the needed knowledge base and reinforcing skills. 

Duration : 2 Days (per producer) 

No Topic Content  Duration  Methodology Material 

Day 1: Induction (Repeated 2 time: 1 per Region) 

1 Business Plan Brief review of Business Plans and their 
components: stating objectives and 
analyses of market, technical and 
financial. 

0.5h Brainstorming ‐ Flipchart 
board 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
markers 

2 Action Planning Introduction to action planning 
concepts, correlation with key 
components of Business Plan, 
stressing on group’s initiative towards 
self-reliance.  

1h Interactive 
lecture 

‐ Flipchart 
board 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
markers 

3 Components of 
Action Plan 

SMART goals to achieve, tasks to 
accomplish, datelines for completion, 
person(s) responsible, resources 
needed and funding requirements 

2h Interactive 
lecture 

‐ Flipchart 
board 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
markers 

4 Action Plan 
Template 

Presentation and explanation of the 
form with instructions on how to fill it up 
as a home-work exercise. 

2h Interactive 
lecture 

‐ Flipchart 
board 

‐ Flipchart 
paper 

‐ Permanent 
markers 

‐ Action 
Plan 
Template 

Day 2: Practical (Repeated 6 times: 3 per Region) 

1  Formulation of 
action plans by 5 
producer groups 

Review of Action Plans prepared by 
each producer group in home-work 
exercise with necessary guidance for 
finalizing the document 

5h Each trainee 
group finalizes 
Action Plan 
under trainer 
facilitation 

‐ Blank 
template 
of Action 
Plan 

‐ Pencil 
‐ Eraser 
‐ Calculator 
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(7)Action Plan Template 
 

Planning Period:   (First/Second/Third/Fourth Quarter) 

Goal:  (to achieve) during the quarter 

Task 1:  (to accomplish) Reaching the Goal may require several Tasks: Use separate sheets, e.g., 
Task 2, Task 3, etc. 

Timeline:  (to complete the task) 

Responsible 
Person: 

(for the task) 

Necessary Resources: 

Machinery Funding Sources 

Item Quantity Unit Cost Total Cost Group Banks Donors Other(specify) 

        

        

        

Equipment Funding Sources 

Item Quantity Unit Cost Total Cost Group Banks Donors Other(specify) 

        

        

        

Staff and Labor Funding Sources 

Type Quantity Unit Cost Total Cost Group Banks Donors Other(specify) 

        

        

        

Materials Funding Sources 

Item Quantity Unit Cost Total Cost Group Banks Donors Other(specify) 

        

        

        

Land and Buildings Funding Sources 

Item Quantity Unit Cost Total Cost Group Banks Donors Other(specify) 

        

        

        

Others    Funding Sources 

Item Quantity Unit Cost Total Cost Group Banks Donors Other(specify) 
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ANNEX 4  Monitoring Workshop 

(1) Outline 

(2) Sample of Session Plan of Monitoring Workshop 

(3) Monitoring Form 1: Summary Table of Business Plan 

(4) Monitoring Form 2: Summary Evaluation Sheet of Action Plan 

(5) Monitoring Form 3: Operations Log 

(6) Monitoring Form 4: Monitoring Sheet of Production and Sales 
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(1) Outline 
 
 In order for performance monitoring and evaluation of intervention by the OVOP Programme, it is 
inevitable for the OVOP Secretariat to monitor and evaluate producers’ achievements on sales increase and sales 
channel expansion. On the other hand, most of local producers are not familiar with keeping records of sales and 
expenditures in the production. The business plan and action plan (see Annex 3: Business Plan and Action Plan 
Training) are also new for the producers. However, producers’ initiatives based on their plans should be 
emphasized to change their mind-set. 
 
 Therefore, the OVOP Programme provides a series of training opportunities on record keeping and 
activity monitoring by the producers. It is expected that business management capacity of the producers are 
enhanced through these trainings named as monitoring workshop. 
 

Items Description 

Objective (1) To review the progress of the implementation based on the business plan and action 
plan throughout the year, and assess the degree of achievement toward the drawn 
out targets 

(2) To set up necessary action and/or countermeasure in order to improve situation, if 
necessary 

(3) To revise the original target according to the situation 

Components Monitoring workshop is composed by following two components: 
(1) Monitoring based on business plan and action plan 
(2) Monitoring based on annual sales target 

Materials to be 
utilized 

 Business plan 
 Action plan 
 Summary table of business plan 
 Summary evaluation sheet of action plan 
 Operations Log 
 Monitoring sheet of production and sales 

Beneficiaries Producers who are selected in the 1st selection of identification of OVOP (see Annex 2: 
Identification of OVOP) 

Period July to December 

 

Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(1) Preparation of 
session plan 
for monitoring 
workshop 

July OVOP 
Secretariat 
 

The monitoring workshop is a series of training programme, 
which is arranged four times in a year.  
Date and venue of the monitoring workshop are decided by 
the OVOP Secretariat in close cooperation with the 
Chamber of Craft Industry of the respective regions. Based 
on the sample of session plan in this Annex (see Sample of 
Session Plan), a session plan of the workshop is prepared. 

(2) Arrangement 
of trainers on 
monitoring 
workshop 

July OVOP 
Secretariat 

Qualified and experienced trainers on book keeping and 
business management are arranged by the OVOP 
Secretariat. Session plan of the workshop is explained to 
and agreed by the trainers. 
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Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(3) Announce to 
OVOP 
producers 

July OVOP 
Secretariat 

The producers who are certified as OVOP or Excellent 
OVOP are invited to participate in the monitoring workshop 
by the OVOP Secretariat through the Chamber of Craft 
Industry. 
The following things are informed to the producers at same 
time: 
 Draft schedule and venue of the monitoring workshop 
 Preparation of the business plan and action plan 

made by the producers at the 1st monitoring workshop 
 Two persons from each producer’s group who are in 

charge of business management of the group and can 
communicate in French and/or Wolof. 

(4) 1st monitoring 
workshop 

August Chamber of 
Craft Industry 

Before the workshop, the Chamber of Craft Industry 
arranges a room for the training. 
Based on the session plan, the selected trainers conduct 1st 
monitoring workshop to the participants in two days by each 
region. The Chamber of Craft Industry monitors the 
performance of the trainings and reports to the OVOP 
Secretariat after the workshop. 
Main contents of the 1st monitoring workshop are: 

- Purpose, methods of monitoring activities; 
- How to prepare monitoring tools and evaluate the 

achievement level by using monitoring tools; and 
- How to keep records. 

RREEMMAARRKKSS::  
In order to maximize the training performance, it is 

recommended to arrange the feedback workshop (see 
Annex 5: Feedback Workshop) before the 2nd 
monitoring workshop. 

(5) 2nd monitoring 
workshop  

October Chamber of 
Craft Industry 

Before the workshop, the Chamber of Craft Industry 
arranges a room for the training and inform to the producers 
to bring their records of monitoring activities. 
Based on the session plan, the trainers conduct 2nd 
monitoring workshop to the participants in two days by each 
region. The Chamber of Craft Industry monitors the 
performance of the trainings and reports to the OVOP 
Secretariat after the workshop. 
Main contents of the 2nd monitoring workshop are: 

- Follow-up of monitoring activities and record keeping; 
- Updating action plans based on the achievement of 

each producer; and 
- Sharing experiences on production and monitoring 

activities among the participants. 
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Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(6) 3rd monitoring 
workshop 

December Chamber of 
Craft Industry 

Before the workshop, the Chamber of Craft Industry 
arranges a room for the training and inform to the producers 
to bring their records of monitoring activities. 
Based on the session plan, the trainers in close cooperation 
with the Chamber of Craft Industry conduct 3rd monitoring 
workshop to the participants in a day by each region. The 
Chamber of Craft Industry also monitors the performance of 
the trainings and reports to the OVOP Secretariat after the 
workshop. 
Main contents of the 3rd monitoring workshop are: 

- Follow-up of monitoring activities and record keeping; 
and 

- Sharing experiences on production and monitoring 
activities among the participants. 
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(2) Sample of Session Plan 
 

Items Description 

1st Monitoring 
Workshop 
(2 days) 

Session 1: Introduction 
 Purpose, methods of monitoring activities 

Session 2: Presentation of monitoring tools 
 Introduction of monitoring tools 

- Summary table of business plan 
- Summary evaluation sheet of the action plan 

 How to prepare monitoring tools and evaluate the achievement level by using 
monitoring tools 1: Business plan / action plan based monitoring including case study 

Session 3: Record keeping training 
 Introduction of operation logs 
 Introduction of monitoring sheet of production and sales 
 How to prepare monitoring tools and evaluate the achievement level by using 

monitoring tools 2: Annual sales target and evaluation summary and Summary table 
of monitoring based on annual sales target 

Session 4: Closing remarks 
 Confirmation of schedule of the next monitoring workshop 
 Confirmation of homework to producers for the next workshop 

2nd Monitoring 
Workshop 
(2 days) 

Session 1: Introduction 
 Reviewing of the previous monitoring workshop 

Session 2: Follow-up of monitoring activities and record keeping 
 Solving difficulties of monitoring activities and record keeping through consultation 

with the trainers 
 Sharing information on monitoring activities among the participants 

Session 3: Updating action plan 
 Based on the achievement level by using monitoring tools, the action plan of each 

producer is updated to be more realistic. 
 The updated action plan is printed and delivered to each producer for further 

monitoring activities. 
Session 4: Closing remarks 
 Confirmation of schedule of the next monitoring workshop 
 Confirmation of continuation of monitoring activities till the next workshop 

3rd Monitoring 
Workshop 
(Half day) 

Session 1: Follow-up of monitoring activities and record keeping 
 Solving difficulties of monitoring activities and record keeping through consultation 

with the trainers 
 Sharing information on monitoring activities among the participants 

Session 2: Closing remarks by the OVOP Secretariat 
 Importance of continuation of planning, monitoring and record keeping 
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(3) Monitoring Form 1: Summary Table of Business Plan 
 

Name of GIE :  

 

1. Overall Goal :   

  

2. Sales Strategy :  

Product 

 

 

 

 

 

 

Price 

 

 

 

 

 

 

Place 

 

 

 

 

 

 

Promotion 
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(4) Monitoring Form 2: Summary Evaluation Sheet of Action Plan 
 

Planned Activities Implemented Activities Comments 

Description Date Description  Date  
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(5) Monitoring Form 3: Operations Log 
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(6) Monitoring Form 4: Monitoring Sheet of Production and Sales 
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ANNEX 5  Feedback Workshop 

(1) Outline 

(2) Sample of Agenda 

(3) Presentation Materials (CD-ROM only) 
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(1) Outline 
 
 The feedback workshop in the OVOP Programme is an opportunity for local producers to find ideas for 
improvement of their product quality and added values through information sharing. Lessons learnt of OVOP 
Programme, especially on the OVOP selection and operation of the Boutique OVOP, are explained to them and 
some solutions to settle common issues which most of local producers face are introduced. Furthermore, necessity 
of business plan and action plan is reconfirmed and importance of producers’ initiatives based on these plans is 
emphasized to improve their business. 
  
 In order to maximize training performance such as necessity of book keeping and business 
management, the monitoring workshop (see Annex 4: Monitoring Workshop) is recommended to be arranged in 
addition to this feedback workshop.  
 

Items Description 

Objective (1) To share information and lessons learnt accumulated through the OVOP Programme 
(2) To find ideas for improvement of product quality and added value 
(3) To understand the necessity of planning for improving business 
(4) To motivate the producers to take actions by their initiatives 

Materials to be 
utilized 

 Agenda including date and venue of feedback workshop 
 Presentation materials for feedback workshop 
 Flip charts and markers 

Participants Producers who are selected in the 1st selection of identification of OVOP (see Annex 2: 
Identification of OVOP) 

Period July to August (once in a year) 

 

Steps Responsibility Actions to be taken 

(1) Preparation 
of agenda 

OVOP 
Secretariat 

Dates and venues of the workshop are decided by the OVOP Secretariat in 
close cooperation with Chamber of Craft Industry in the respective regions. 
Reservation of the venues is the responsibility of Chamber of Craft Industry. 
Based on the sample of agenda in this Annex (see Sample of Agenda), 
agenda of the Seminar is finalized. 

(2) Reviewing 
presentation 
materials 

OVOP 
Secretariat 

Presentation materials are reviewed and updated by the OVOP Secretariat 
before the workshop. Samples of presentation materials are included in 
CD-ROM of this Guideline (see (3) Presentation Materials). 
Especially, participants are keen to know lessons learnt from product sales 
in the Boutique OVOP. These lessons should be updated day to day based 
on customer’s comments at the Boutique OVOP. 
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Steps Responsibility Actions to be taken 

(3) Feedback 
workshop 

Chamber of 
Craft Industry 

Feedback workshop is organized and managed by Chamber of Craft 
Industry in accordance with the agenda. 
Main contents of the workshop are: 

- Presentation on feedback of experiences in the OVOP Programme; 
- Group discussion to find ideas to improve management and products (A 

blank flip chart and a marker are distributed to each group); and  
- Presentation of the discussion results by participants. 

RREEMMAARRKKSS::  
Awarding ceremony of the OVOP selection can be accommodated in this 
workshop. In this case, a certificate of each producer with status in the 
OVOP Programme such as OVOP Candidate, OVOP and Excellent 
OVOP should be printed by the OVOP Secretariat and delivered to the 
participants at the workshop. 
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(2) Sample of Agenda 
 

 
 
 

Projet pour la  
Promotion de l’Artisanat à travers le Programme One Village One Product/ Un Village Un Produit (OVOP) 

  
OVOP FEEDBACK WORKSHOP 

 
3 July2013 

Fatick and Kaolack 
 

[PROGRAMME] 
 

09 :00 – 09 :30 Registration  

09 :30 – 10 :00 Opening remarks OVOP Secretariat 

10 :00 – 10 :30 Awarding ceremony 

(Excellent, OVOP, Candidate) 

OVOP Secretariat 

10 :30 – 11 :30 Presentation : Feedback of experiences in the 
OVOP Programme 

OVOP Secretariat 

11 :30 – 12 :00 Coffee break  

12 :00 – 13 :30 Group Discussion and Presentation : 

How to improve your business by yourself 

Producers 

(Chaired by Chambre de Métiers) 

13 :30 – 14 :00 Closing remarks Chamber of Craft Industry 

14 :00 – 15 :00 Lunch  

Number of producers : 30 persons in each region 

Number of groups to be arranged : 5 groups 

Presentation by groups : 5 min. 
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ANNEX 6  Individual Support to Excellent OVOP 

(1) Outline 

(2) Sample of Enterprise Profile 

(3) Sample of List of Equipment 
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(1) Outline 
 
 As a nature of handicraft production and agro-processing, drastic change of production and product 
quality require not only improvement of processing techniques but also innovation of equipment. On the other hand, 
almost all micro and small producer’s groups who expect to be involved in the OVOP Programme face financial 
shortage especially for upgrading of the equipment. In this situation, it cannot be expected to improve their 
production and business. Therefore, the OVOP Programme provides equipment only to the producers certified as 
Excellent OVOP based on their action plans.  
 
 This Annex shows the procedure of equipment procurement. But, similar process is applicable to provide 
technical trainings on product improvement to producers.  
 

Items Description 

Objective (1) To identify problems on production and prioritize the producer’s needs in order to 
improve product quality and production 

(2) To procure equipment and provide trainings on how to operate and maintain the 
equipment 

Materials to be 
utilized 

 Action plan 
 Enterprise profile 
 List of equipment to be procured 

Beneficiaries Producers who are selected in the 3rd selection of identification of OVOP (see Annex 2: 
Identification of OVOP) 

Period September to December (4 months) 

 

Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(1) Making draft 
list of 
equipment to 
be procured 

September OVOP 
Secretariat 
 

The list of equipment is drafted by the OVOP Secretariat 
based on the action plan of each producer who is certified 
as Excellent OVOP. 
The list includes the producer’s name with the equipment 
name. 

(2) Site inspection September OVOP 
Secretariat 

In collaboration with the Head of the technical division of the 
Direction of Craft Industry and the technical staff of the 
Chamber of Craft industry in the respective regions, 
production sites of Excellent OVOP products are surveyed 
with the following objectives: 
 To understand the present production capacity and 

environment; 
 To assess the relevance and feasibility of equipment 

required by the producers; and 
 To prioritize their needs based on opinion exchanges. 

After the site inspection, enterprise profiles are prepared. 
These profiles are served as base documents for future 
impact or result evaluations on the outcome of the OVOP 
Programme (see (2) Sample of Group Profile in this Annex). 

(3) Survey of 
equipment 
prices 

September- 
October 

OVOP 
Secretariat 

In parallel with the preparation of technical specifications, 
the OVOP Secretariat in cooperation with producers and 
Chamber of Craft Industry survey the equipment prices. 
Based on the results of this survey and the site inspection, 
and in taken into consideration the available budgets, the 
equipment to be procured to the producers is decided by 
the OVOP Secretariat. 
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Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(4) Preparation of 
technical 
specifications 
of equipment 

October OVOP 
Secretariat 

In collaboration with the Head of the technical division of the 
Direction of Craft Industry, the OVOP Secretariat prepares 
technical specifications of equipment. The specifications are 
added in the list of equipment (see (3) Sample of List of 
Equipment in this Annex). 

(5) Price quotation November OVOP 
Secretariat 

In accordance with the government norm, an official letter of 
request for quotation with the above list is delivered to 
suppliers who can produce or supply the equipment. 
Price quotations from the suppliers are evaluated and the 
winner of this tender is decided. 

RREEMMAARRKKSS::  
It should be clearly mentioned in the letter of request for 
quotation that quotation price shall includes any expenses 
such as delivery of equipment, insurances, tax, training 
costs on how to operate equipment, etc. 

(6) Agreement of 
purchase 
contract 

November OVOP 
Secretariat 

In accordance with the government norm, purchase contract 
are made between the selected supplier and the OVOP 
Secretariat. The copy of signed contract is shared with the 
Chamber of Craft Industry. 

RREEMMAARRKKSS::  
Indemnity period of the equipment after delivery shall be 
specified in the contract. 

(7) Delivery of 
equipment to 
the production 
sites 

December Chamber of 
Craft Industry 

After receiving the information of equipment delivery from 
the OVOP Secretariat, the Chamber of Craft Industry 
informs the date of delivery to each producer. 
At the delivery date, the Chamber of Craft Industry monitors 
the delivery status and confirms receiving of equipment 
through communication with the producers. 

(8) Training to 
operation and 
maintenance 
of equipment 

December Chamber of 
Craft Industry 

Some producers may require instruction on how to use and 
maintain the equipment. Based on the contract, such 
training opportunities are arranged by Chamber of Craft 
Industry. The supplier dispatch trainers, if required. 
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(2) Sample of Enterprise Profile 
 
Producer group : GIE Ngodane  

Product  : Murex 

1. Organization and Management 

Backed by the local office of the Fisheries Department, Ministry of Fishery and inspired by Niamane, the first GIE in 

the locality to start fish processing, GIE Ngodane was established in 1994 with the objective of promoting women’s 

entrepreneurship as means of poverty alleviation and community development. Located in the island of Dionewar 

of the Arrondissement of Niodior, Department of Foundiougne in Fatick Region, the GIE is registered with of the 

Chamber of Craft Industry, Fatick and is affiliated to Federations of Fish Processors at the local level in Dionewar 

(FELOGIE) and at National level (FENATRAMS).  

The GIE has a membership of 20 women of which 6 serve as members of the management board under the 

chairpersonship of Ms. Mariama Thior. The board was elected at the time of the formation of the GIE in 1994 and 

continues to function to date with the consensus of members. Literacy rate among the members is around 55 

percent and membership conditions are not defined.  General meetings are held whenever there is a necessity, 

but not on a regular basis.  

The GIE has never received any direct support, either financial or material, from outside organizations such as 

donor agencies and NGOs. However, the Federation in which the GIE is holds membership, has been the recipient 

of an ample processing facility with buildings, machinery and equipment which is shared by all member GIEs, 

including Ngodane, for processing murex and other fish products.  

Current goals of the GIE are to enhance the income level and improve the living conditions of its members. It also 

desires to penetrate foreign markets for sell their product. 

The Chairperson claimed that business records are maintained and the operations are profitable. Besides 

processing of raw murex, the GIE is also engaged in processing of other fish products and during off-seasons 

(biological rest periods for mollusks) in farming activities. Members are divided into small groups and their 

participation in production activities is made compulsory. Fines are imposed on members who failed to report to 

work without valid reason.  

Proceeds from sale of processed murex are shared by the members after portion of the profit is retained by the 

GIE to cater to collective obligations such as membership fee to the Federation. The GIE is not indebted to any 

lending agency and maintains a current account with TEOPA, a micro credit lending agency established with 

contributions of GIEs in Dionewar and Niodior. It employs 2 persons and operates a sub-office in Niodior. TEOPA 

grants loans to the needy at an interest rate of 10%. 

2. Assets and Services 

For processing of murex, the GIE uses the fish processing complex constructed by the European Union and 

donated to the Federation (FELOGIE) in 2001. The facilities in the complex are shared by the 18 GIEs who are 

members of the Federation. It consists of spacious buildings for administration, processing, product storage and 

marketing as well as fish smoke houses and a large paved drying area. The Federation owned equipment, tools 
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and work clothes are accessible to all member GIEs for processing their products on an agreed rotation basis. GIE 

Gnassemane de Dionewar, a 2011 Excellent OVOP producer group and a member of the Federation, uses the 

facility for producing dried ark shell and ark shell preserve.  

  
Administrative Building Processing Facility 

  

Some Utensils for Processing Weekly Marketing Place 

The facility has electricity supply but lacks fresh water for processing. Water is purchased from neighboring villages 

in the interior of the island.  

3. Raw Materials 

The only raw material used in processing, the fresh murex shells, is either collected by members of the GIE 

themselves or purchased from fishermen who harvest the shells.  It is harvested off the shows and shallow 

waters in the sea in and around Dionewar. If GIE members go out to sea for murex harvesting, a motorized fishing 

boat belonging to the Federation is rented at the rate of 500 CFA per person. Harvesting is done in 3 ways. The 

most common method is to use nylon netting attached to a rectangular metal frame. The frames are planted in 

shallow areas subject to low and high tides. The murex moved along with the tidal waves gets trapped in the nets 

from which they are collected. In the second method, murex exposed on the sand surface at low tide is simply 

picked up. Murex is also found buried in the muddy sands in shallow water. In this case, the harvester uses a spear 

to detect the presence of buried murex in the mud by hand feel. When purchased, the transaction is made in lots of 

40 kg basins of fresh murex shells, each basin priced at 5,000 CFA.  
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Small Motorized Fishing Boats Murex Shell 

Fresh murex harvesting is seasonal as a biological rest policy of the Government is applied for its spawning and 

growth during the months of July to September. This has helped to maintain the eco-balance and stabilize the 

population assuring the availability of well grown murex for harvesting in the other months of the year.  

4. Processing 

 

4.1 Extraction 

The fresh wet murex brought to the production site are first weighed, washed to remove sand and other debris on 

the shell surface, and cracked open using a metal rod to extract the flesh. 40 kg basin of fresh murex in shells 

yields about 5 – 6 kg of de-shelled wet murex (without shells).  

4.2 Gutting  

Wet murex sans the shells are spread on a tarpaulin to dry, gutted to remove the interiors using a knife and 

washed clean with lukewarm water.  

4.3 Maturing 

 Cleaned wet murex is placed in open plastic bags and allowed to sour or develop acidity overnight.  

4.4 Chlorination 

The matured murex is washed in lukewarm water and dried on a tarpaulin before washing again in chlorine water 

to disinfect against harmful organisms. 
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4.5 Drying 

The disinfected murex placed on plastic meshed 

drying tables covered with nylon netting and 

subjected to final drying in the sun until the product is 

fully dried.  

4.6 Packing 

The product is packed in plastic bags in 2 sizes, 250g 

and 500g, labelled and made ready for the market. 

The 250g plastic bag cost 6 cfa per bag and the 500g 

bag 25 cfa. Once the bags are filled, they are sealed 

using a sealer machine. A common label is used for both packs and costs 15f. 

  
Processed Murex Ready for Packing 

5. Marketing 

Plastic bags for packing murex and the labels are bought from the Federation which intern make bulk purchases to 

serve all the GIEs.  All producers of fish based products use the same label for all products and since the 

Federation has been FRA certified many years ago, the label caries the FRA certification.  

Murex is offered in 2 package sizes, 250g and 500g, priced at 1000 cfa and 2,000 cfa respectively. It is estimated 

that about 200 bags of the 250g packets and 150 bags of the 500g packets are sold per month. 

Selling the product by individual members is the most common method used by the group which accounts for 80 

percent of the sales while relatively small quantities are sold by members working in small groups (15 percent) and 

collectively by the GIE (5 percent). 

The main points of selling are shops outside the Region and the weekly markets, the latter including the market 

place established within the processing facility totalling to about 70 percent of the sales. Lesser quantities are sold 

directly to the consumers (20 percent) and miscellaneous points such as fairs and exhibitions (10 percent). 

 
Packed Murex for Market (250g) 
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6. Observations 

6.1 Excellent Producer group in 2001 selection, GIE Gnassemane de Dionewar making dried arc-shell and 

ark-shell preserve as their main product and a co-member of the Federation highlighted the difficulty they face 

in harvesting ark-shell due to non-availability of a small fishing boat for small groups to operate. The boats 

belonging to the Federation rented it out at full capacity level of 30 persons at 500 cfa per person per day. 

This made small harvesting by small groups of 4 – 5 persons uneconomical and often resulted in long waits 

before sufficient numbers could be assembled. In order to overcome this obstacle, purchase and supply of 

small capacity boats to the federation for shared use by the member GIEs was recommended. The notion 

was based on the presumption that the Federation owned facilities, including the boat, could serve all GIEs 

under its umbrella, and therefore, the community at large. However, since the GIE Gnassemane made the 

application for OVOP program and was subsequently selected as an Excellent producer group through its 

own efforts, it persisted and finally obtained the right of ownership of the boat to the GIE and not the 

Federation. Apparently, the situation has led to some animosity between the GIE Gnassemane and the 

Federation. 

6.2 Unlike the GIE Gnassemane, GIE Ngodane has been working in cooperation with the Board members of the 

Federation. This may have been one of the main reasons for it to succeed in being selected as an Excellent 

producer group in the 2012 selections, topping the listing for Fatick Region in the final Technical Evaluation. 

The GIE – Federation collaboration could be used to the benefit of all GIEs sharing the facilities of the 

Federation. 

6.3 The FRA certification of the Federation used by the all the GIE may not be valid anymore as it had been 

granted to the Federation years ago. Further, a common label is used by all the GIEs producing a variety of 

fish products. Action is already under way to obtain authentic FRA certification of the Directorate of Interior 

Commerce for murex produced by GIEs in the Federation, for which site visits by the inspectors of Regional 

Office have been made under OVOP initiative, and recommendation has already been issued for its 

certification.  Though the OVOP sticker on murex packs of GIE Ngodane would augment the product 

specialty, it will not be able to reap full benefits of competitive market advantage by carrying the renewed 

common FRA certification. A special label highlighting the GIE could be considered. 

6.4 The practice eliminates the competitive market advantage the GIE may enjoy in promoting its product. It may 

be negated to some extent by adding the OVOP label on the label.  

The end product, dried murex, is packed in plastic bags for the market. The medium and up market sales outlets, 
including the Boutique OVOP, shunned stocking of murex, and for that matter most fish products, packed in plastic 
containers. The products tended emit a disagreeable odour creating an unpleasant environment, especially inside 
shop areas with little or no ventilation. To get over this market disadvantage permeability of the plastic used for 
making the bags and the quality of sealing should be examined. Laminated plastic such as those used to for milk 
powder packaging may not be suitable as they are opaque and the consumer cannot see the product. Unlike 
products from well-established large manufactures, where the product trust has been established, the consumer 
will always want to see what he is paying for particularly when it comes to products originating from little known 
small scale producers. It is therefore necessary to look into possible alternatives such as vacuum packing where 
air is removed from inside the packing thereby minimizing the emission of obnoxious odors. 
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(3) Sample of List of Equipment 
 

 
 

 Désignations 

Spécifications 

Toutes les pièces jointes et/ou pièces de 
rechange de chaque article devront être fournies 

(s’il y en a). 

Quantité Bénéficiaire 

Formation 
sur le 
mode 

d’emploi 

1 
Machine-à-coudre 
brodeuse 

De marque Brother, PFAFF, Singer, Bernina, 
Janome ; fonctionnant à 220v ;  

1 
GIE Sope    

Nabi 
--- 

2 
Machine à coudre 
surjeteuse/surfileuse 
à 3 fils 

De marque Brother, PFAFF, Singer, Bernina, 
Janome ; fonctionnant à 220v ; Surjet de 3 fils 
avec enfilage simple. 

1 GIE Sope Nabi --- 

3 
Machine-à-coudre 
Piqueuse tapissier  

De marque Brother, PFAFF, Singer, Bernina, 
Janome ; fonctionnant à 220v ; 

1 
GIE Espace 

Beauté Yagora 
--- 

4 
Kit complet 
accessoires de 
couture 

Comprenant enfileuse, dé de protection, ciseaux, 
pelote à épingles, aiguilles et divers accessoires 
de couture. 

1 
GIE Espace 

Beauté Yagora 
--- 

5 
Pirogue artisanale de 
12 m) 

Pirogue en bois de construction artisanale de 12 
m 

1 GIE Ngodane --- 

6 Moteur hors-bord  Moteur pour pirogue d’une puissance de 15 CV. 1 GIE Ngodane --- 

7 
Groupe électrogène Groupe électrogène à moteur Diesel avec une 

puissance de 7 KVA. 
1 GIE UCF Oui 

8 

Moto tricycle  Tricycle motorisé à corps ouvert ; destiné au 
transport de marchandises ; équipé d’un moteur 
d’une puissance de 125 à 200 cc; charge 
minimale requise 250 kg. 

1 GIE Katama --- 

9 
Congélateur vertical  La contenance minimale requise sera comprise 

entre 600 et 700 litres. 
2 

GIE UGAO et 
GIE UCF 

--- 

11 
Kit Refractomètre 
Sucre et PH-mètre  

Appareils électroniques de laboratoire utilisés 
respectivement pour contrôler le taux de sucre et 
l’acidité dans la préparation de sirops. 

1 GIE UCF Oui 

12 
Balance Electronique Balance agroalimentaire ou balance de cuisine 

5kg-1g 
1 

GIE Baboc 
Pressing 

--- 

13 
Glacière de 100 litres Glacière isotherme d’une contenance de 100 

litres 
2   GIE UGAO --- 

14 
Cageot En plastique dur et perforé ; capacité  minimale 

requise 20 kg 
15 GIE Ngodane --- 

15 

Marmite double-fond Marmite à fond large et plat ; En acier 
inoxydable avec couvercle ; résistant à tout type 
de feu ; d’une contenance comprise entre 20 et 
30 litres ;  

2 GIE UGAO --- 

16 
Extincteur de classe A Extincteur mobile à poudre (classe B) ; muni d’un 

dispositif de fixation à un mur.  
1 GIE UCF Oui 

17 
Réservoir d’eau de 
1000 

En plastique ; à fond plat ; muni de sorties pour 
être raccordé à un branchement domestique. 

1 
GIE Baboc 
Pressing 

--- 

18 
Fût Fût en plastique  avec couvercle ; d’une 

contenance de 100 l.  
4 GIE Daan Doolé ---- 
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ANNEX 7  Participation in FIDAK 

(1) Outline 

(2) Sample of Session Plan of Marketing Workshop in the 1st day 

(3) Photos of OVOP Booths in FIDAK 
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(1) Outline 
 
 FIDAK (Foire Internationale de Dakar) is the international product fair organized at Dakar during two 
weeks on December. Producers who certified as OVOP and Excellent OVOP are able to participate in this event as 
a part of marketing support under the OVOP Programme. The objectives of this participation are to provide 
marketing opportunities of their products such as selling the products, exchange opinions on the products with 
customers directly, finding business partners in order to expand marketing channels. In parallel, the OVOP 
Secretariat organizes three-day marketing training including marketing theory and on-site training on how to 
display and sell products.  
  

Items Description 

Objective 1) To provide producers with the opportunity of training on product presentation 
2) To utilize FIDAK as a venue for potential matching between producers, consumers and 

buyers, through the presentation of OVOP products and their producers to the visitors 
3) To provide the producers with an opportunity to communicate with consumers and 

buyers, with a view to enhancing their awareness on product improvement 

Materials to be 
utilized 

Participation in FIDAK 
 Products and business card of producers 
 Customer comment sheets 

Marketing training 
 It is recommended that marketing training be conducted by qualified experienced trainers. 

Beneficiaries Producers who are selected in the 2nd selection of identification of OVOP (see Annex 2: 
Identification of OVOP) 

Period November to December 

 
Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(1) Preparation 
of session 
plan for 
marketing 
workshop 

November OVOP 
Secretariat 

After confirmation of the period of FIDAK through its website, 
date and venue of the marketing workshop are decided by the 
OVOP Secretariat. Based on the sample of session plan in 
this Annex (see Sample of Session Plan), a session plan of 
the workshop is prepared. 

(2) Arrangement 
of trainers on 
marketing 
workshop 

November OVOP 
Secretariat 

Qualified and experienced trainers on marketing are arranged 
by the OVOP Secretariat. Session plan of the marketing 
training is explained to and agreed by the trainers. 

(3) Announce to 
OVOP 
producers 

November OVOP 
Secretariat 

Immediate after the second selection of identification of 
OVOP (see Annex 2: OVOP Selection Criteria and Forms), 
the producers who are certified as OVOP are invited to 
participate in FIDAK by the OVOP Secretariat through the 
Chamber of Craft Industry in the respective regions. 
The following things are informed to the producers at same 
time: 
 Date and venue of marketing workshop 
 Preparation of products, business card, etc. to be 

displayed in FIDAK 
 Schedule of FIDAK 
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Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(4) Booth 
arrangement 

November OVOP 
Secretariat 

In cooperation with Chamber of Craft Industry, products are 
displayed in booth stands. Chamber’s booth stands can be 
utilized in order to minimize the expenditures. 
If tasting session is planned in some products, following 
materials are useful: 
 Plastic cups and plates 
 Refrigerator 
 Forks, spoons, tooth picks, etc. 

(5) Marketing 
workshop 

November- 
December 

OVOP 
Secretariat 

Based on the agenda, the marketing workshop is arranged by 
the OVOP Secretariat. Main contents of the workshop are: 

- Theoretical session 
(Especially on marketing mix, key factors and method of 
promotion, how to utilize events for marketing); 

- On the job training session at FIDAK 
(How to display and sell products, how to promote 
products, how to communicate with customers); and 

- Evaluation session 
(Collected comments from customers, conclusion, and 
evaluation of the workshop). 

(6) Participation 
in FIDAK 

December OVOP 
Secretariat 

At the beginning day of FIDAK, the producers are reminded to 
keep records of: (1) sales amount and quality by types of 
products, and (2) customers’ advices and comments to 
improve the products. 
The producers take initiatives to all the activities on sales and 
communication with the customers. The OVOP Secretariat 
and Chamber of Craft Industry monitor their activities and 
sales day to day, and give some advices to improve their 
communication with customers. 

(7) Wrap up December OVOP 
Secretariat 

At the final day of FIDAK, the producers share their records 
with the OVOP Secretariat and Chamber of Craft Industry. 
This information is utilized in the performance evaluation of 
the participation. 
In addition, following points are briefly discussed among all 
the participants:  

- Producers’ behaviours to customers; 
- Impressive comments from customers; 
- Actions to be taken after FIDAK, etc. 
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(2) Sample of Session Plan of Marketing Workshop in the 1st day 
 

No Theme Content Methodology 

1 Introduction to the basic 
notions of marketing 
(1 hour) 

-Definition of marketing 
-Marketing in the face of demand 
-Marketing in the face of offer  
-The notion of market 
-The need 

-Brainstorming 
-Trainers’ presentations 

2 Market Study 
(2 hours) 

1. Exercise : Selling machine (sample) 
2. Synthesis 

-How to conduct a market study 
-To know one’s market  
-To know the structure of one’s customers 
-To know the nature of the demand 
-To know the competition and sale 

- Brainstorming 
- Trainers’ presentations 

3  Marketing Mix /  
4P-Approach 
(1 hour) 

-Product  
-Price  
- Place  
-Promotion 

- Group work 

4 Sales strategy 
(4 hours) 

1. Exercise: Market simulation   
2. Synthesis 

-Product development 
-Price strategies 
-Strategic location of the point of sale 
-Distribution channels 

3. Presentation of the information collection 
sheet for the market study 

4. Exploitation of information from the 
collection sheet 

- Group work 

 
*Training Materials to be used: 
 - Flipchart (board and paper) 
 - Permanent markers 
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(3) Photos of OVOP Booths in FIDAK 
 

OVOP booth (full view) 
OVOP presentation “roll-up” on the left side, and the OVOP 
table for tasting on the right 

OVOP booth (inside) 
The panels presenting the selected Excellent OVOP products 
and their producers. 

Producers presenting Excellent OVOP products 
In order to avoid the booth to be overcrowded by the producers, the two shift system was adopted. The producers presented 
and sold the products from their regions as representatives of the respective regions.  

Questionnaire survey by the Direction of Craft Industry 
The personnel of the Direction of Craft Industry was 
requested to be in charge mainly of conducting a 
questionnaire survey, and communicating the outcomes to 
the producers.  

Tasting corner 
Tasting of food (shellfish, cashew nut) and drinks (hibiscus 
juice, yogurt) attracted many visitors. Overall, OVOP 
products were highly appreciated. 
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ANNEX 8  Boutique OVOP 

(1) Outline 

(2) Management of Boutique OVOP 

(3) Deposit-sales Contract 

(4) Forms of Customers’ Claims 
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(1) Outline 
 
 Most of all local producers are suffering from a lack of opportunities for hearing consumer’s preferences 
and matching with business partners. Therefore, they cannot analyze and identify needs of potential customers on 
their products. 
 
 On the other hand, a lot of visitors appreciated the local products selected in the OVOP Programme and 
the sales of the products reached a remarkable level at the international exhibition “FIDAK”. According to the 
marketing survey conducted in the booth, there were many inquiries concerning a shop carrying OVOP products in 
Dakar. In view of the absence of such a shop, it was considered necessary to set up a shop under the Programme, 
as a means to expand sales channels, which can serve as a venue for the exhibition of the products and, when 
necessary, for discussions with major buyers. It was also considered that participating in the existing exhibitions 
and organizing workshops and product fairs under the Programme would not suffice to disseminate the OVOP 
concept and promote its recognition. 
 
 Accordingly, an OVOP antenna shop (Boutique OVOP) was established at Dakar in June 15, 2012, as a 
base for public relations and sales. 
  

Items Description 

Objective 1) To promote selected local products in order to provide marketing and matching opportunities 
to local producers 

2) To disseminate OVOP Programme to Senegal so as to involve more external partners 
3) To develop capacity of government officials on marketing and public relations through 

experiencing actual trade and sales 

Beneficiaries Producers who are selected in the 2nd selection of identification of OVOP (see Annex 2: 
Identification of OVOP) 

Period All year round 

Name of Shop Boutique OVOP 

Location Gueule Tapée Rue 16×16 bis-Dakar Sénégal 
 
 
 
 
 
 

 
Interior view of the Boutique OVOP at the Opening 

Tel +221 33 822 62 27 

Floor area 73 m2 (Sales and PR space, meeting and working room) 

Operating hour Monday – Saturday (09:00 – 20:00) 
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(2) Management of Boutique OVOP 
 

 Activity Frequency Description of the sub-activity 

1 Administrative Management   

1.1 Weekly report Weekly The weekly report is a summary of weekly activities of 
Boutique OVOP. It includes the weekly sales, the 
number of customers, the best product sales, orders and 
customers’ feedbacks. 

1.2 Weekly meeting with the 
salespersons  

Weekly Salespersons inform the manager about customers’ 
feedback on products or their suggestions for the 
effective operation of the boutique. After receiving the 
customers’ feedbacks, the manager shared those 
comments with other members of the OVOP Secretariat 
in the weekly meeting.  
Based on the comments by members of the OVOP 
Secretariat, the manager takes concrete actions. 

1.3 Checking database of the 
Boutique OVOP (files of loyal 
customers, sales register, number 
of customers) 

Weekly These data imply a lot of information to improve the 
operation and sales of the Boutique OVOP. The 
manager checks the database once a week if the data 
are updated appropriately and timely. 

1.4 Making the staff’s receipt Monthly At the end of each month, the manager prepares 
receipts for the salary of the shop staff (sales and 
sanitation-lady) based on their working records. 

1.5 Supervision of the Boutique 
OVOP 

Every two 
days 

In order to monitor the present situation of the Boutique, 
staff and products, it is strongly recommended that the 
manager visit the Boutique every two days at least. 

1.6 Making the purchase order By each 
order 

For each order of product, the manager makes an order 
sheet which is to be archived. 

2 Financial Management   

2.1 Receiving daily sales Every two 
days 

The manager collects the daily sales of the Boutique 
from the salespersons every two days. The manager 
provides the change (coins and small notes) to facilitate 
their work. 

2.2 Payment of staff’s salaries Monthly Based on the working records of the shop staff, the 
manager pays their salaries on monthly basis. 

2.3 Administrative payment (Security 
company, rental fee, telephone 
and internet and electricity) 

Monthly Based on the invoices from respective companies on 
administrative costs such as security guard, rental fee, 
telephone, internet and electricity, the manager pays the 
set amount and receives the receipts. 

2.4 Monitoring of deposit sales Monthly Some products are sold in the retailers at Dakar based 
on the contracts as shown in (3) Deposit-sales Contract 
of this Annex. The manager calls to the retailers to 
monitor the sales and stock of products on monthly 
basis. 

2.5 Payment of insurances  Once a 
year 

Insurance fees of the Boutique is prepared and paid on 
annual basis. 
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 Activity Frequency Description of the sub-activity 

3 Order   

3.1 Sending and receiving order By each 
order 

The manager informs the producers about the details of 
the order (products name, quantity, prices, and delivery 
date). The producers send the set amount of products to 
the delivery place in Dakar. 

3.2 Payment of order Immediately 
after 
delivery of 
ordered 
products 

Increasingly, the payment of orders is made at the bank 
(producers have bank account in micro financial 
institute) or through money transfer (the sending fees 
are deducted from the total amount of the order). 

3.3 Sending the claims of customers 
to producers through Chamber of 
Craft Industry 

Within 1 
week after 
receiving 
claims 

The forms of customers’ claims (see (4) Forms of 
Customers’ Claims of this Annex) are filled by the 
salespersons. The manager sends them to the Chamber 
of Craft Industry in the respective regions so that the 
claims are transferred to respective producers. 

3.4 Selection of new products Once a 
year 

New products are always selected through the OVOP 
selection (see Annex 2: Identification of OVOP). After 
the 2nd selection in the OVOP selection, the manager 
identifies new products to be sold in the Boutique. 

RREEMMAARRKKSS::  
If some new products are categorized as food and drink, 
FRA certification is always required to sell them at the 
Boutique. The details are described in Annex 9: FRA 
Certification. 

4 Public Relations   

4.1 Advertisement board Daily The advertisement board is displayed every day at the 
frontage of the shop to attract customers' attention. It is 
important to renew information on the board regularly. 

4.2 Flyers Monthly Flyers are monthly prepared and distributed to 
passers-by outside the shop or displayed in 
local-partners premises (Directorate of Craft Industry, 
Ministry, deposit sales partners ...) 

4.3 Sending SMS to loyal customers Monthly This activity aims to deliver new information on the 
Boutique to loyal customers. The information includes 
arrival of new products, events at the Boutique, greeting, 
etc. It helps building a strong relationship with the client. 

4.4 Outdoor sales  Monthly This activity involves organizing exhibition and sale at 
the frontage of the shop. It is very lucrative especially on 
Wednesdays (weekly market) as well as a good 
opportunity of inviting more visitors inside the shop. 

4.5 Events Days of 
national 
festival 

This activity involves inviting producers to the boutique 
for exhibition-sales or holding commercial campaigns in 
front of boutique for events such as Tabaski, Tamkharit 
and Korité (where local products are highly appreciated). 
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(3) Deposit-sales Contract 
 
Corporate: Boutique OVOP 
Address: Médina Rue 16×16 Bis Dakar 
Telephone: 33.822.62.27 
Mobile: 77.525.95.73  / 77.778.41.25 
E-mail: senegal.ovop@gmail.com 
Website: www.ovop.sn 

 
 

 
 

One Village One Product/ Un Village Un Produit 
(OVOP) 

Deposit-sales contract 
Deposit-sale form 

Deposit date    /        /   

Corporate name  

Name  

Forenames  

Address  

Telephone  

E-mail  

Deposit duration  Minimum days    /      maximum months 

Commission of the bailee % 

 

Product name Unit price 
Number of 
products 

Net price to be 
paid to the 
depositor 

Signature and date 

(If paid) 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

Total price to be paid to 
the depositor 

FCFA
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Terms and Conditions of the deposit-sale contract 

 

1 The bailee has the right to accept, reject or cancel any deposit. In such cases, the depositor shall come 
and withdraw its deposited products without delay. 

2 The deposited product can be withdrawn at any moment by the depositor (however, the bailee can 
request minimum deposit duration). 

3 The depositor is responsible of the quality of the product to be sold. In case of defect or quality issues, 
the depositor will have to pay back or at least compensate the buyer or the bailee. 

4 The depositor is responsible for keeping abreast of the current state of its deposit. 

5 The depositor has no fee or deposit (money) to pay to the bailee. Only transportation cost shall be 
covered by the depositor. 

6 The price to be paid to the depositor is jointly set by the depositor and the bailee. The total amount is 
shown on the deposit-sale form under the heading “Net price to be paid to the depositor”. 

7 The depositor must be paid by the bailee through the handing over of the deposit-sale form which is in 
its possession, within one month period at the latest after the depositing. 

8 If not removed, the products remain acquired to the bailee for its cost in return and the corresponding 
deposit-sale form is kept in the archives. 

9 If incident happened on a deposited product (theft, breakage, fire…) the bailee pays back the amount 
shown in the deposit-sale form under the heading “Net price to be paid to the depositor”. 

10 The bailee undertakes the payment of sold products without delays, at the latest at the end of the 
current month. 

11 The bailee undertakes to give back the unsold products in perfect conditions. 

12 The bailee undertakes that the deposited products are actually displayed. 

 

Date:  dd mm 2013 

 

 

 

  

Depositor 

Directorate of Craft Industry 

Mr Moctar DIAKHATE 

 

 Bailee 

Name of the retailer 

Name and Position of the responsible person 
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(4) Forms of Customers’ Claims 
 

Statut OVOP

Catégorie
du problème

Ces infos ont-elles été partagées avec le producteur?
Ces infos ont-elles été partagées avec la Chambre de Métiers?
Ces infos ont-elles été partagées avec la Direction?

□Oui
□Oui
□Oui

Réf  : _____________

Date: _____________

Fiche sur les réclamations, les Problèmes, etc.

(4) Propositon pour la prévention par □Direction □Chambre de Métiers □Client lui-même □Vendeuses de la Boutique
OVOP　□Autres

(3) Cause possible du problème

(2) Brève description du problème

Producteur

Produit

Client

(5) Contre mesure ou Action prise
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　Problème résolu?　□Oui

(1) Date de signalement du problème

□Qualité     □Quantité    □Emballage    □Autre (Préciser) :____________________
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ANNEX 9  FRA Certification 

(1) Outline 

(2) Sample Letter to the Consumption and Safety Branch for 

 Consumers (in French) 

(3) Application for the Certification for Manufacturing and Sales 

 (FRA)
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(1) Outline 
 
 The FRA number certifies the manufacturing, processing, conditioning and sales of all products intended 
for human or animal alimentation in Senegal. This authorization is issued by the Ministry of Commerce and more 
precisely by the Direction of Interior Commerce through the Division of Consumption and Consumer Safety 
(DCSC). Details are described (3) Application for the Certification for Manufacturing and Sales (FRA) in this Annex. 
 
 In fact, a large number of local producers do not pay attention of FRA certification and many products do 
not have FRA number even though the products are sold to and appreciated by their neighbours. On the other 
hand, each of the products in the Boutique OVOP shall have a unique FRA number in order to promote and sell 
OVOP certified products because the Boutique is officially operated by the government organization.  
 
 This annex shows the procedure to support acquisition of FRA certification for selected local producers 
under the OVOP Programme. 
 

Items Description 

Objective To assist the selected producers to acquire FRA certification in order to promote and sell 
their products 

Materials to be 
utilized 

 Application to acquire FRA certification 
 Product samples (4 sets) 
 Model of the label and/or package 

Beneficiaries Producers who are selected in the 2nd selection of identification of OVOP (see Annex 2: 
Identification of OVOP), whose products are food/drink and do not have FRA number 

Period September to December 

 

Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(1) Identification 
of products 

September Chamber of 
Craft Industry 

Within the OVOP and Excellent OVOP products, Chamber of 
Craft Industry in the respective regions identifies the products 
which are categorized as food and drink and do not have FRA 
number. 
After the identification, list of the products are sent to the 
OVOP Secretariat. 

(2) Request for 
preparation 
of product 
samples 

September Chamber of 
Craft Industry 

In order to acquire the FRA certification, four (4) samples are 
required to be tested in an authorized laboratory. The 
Chamber of Craft Industry requests to the producers to 
prepare the samples with a product label. 
The label shall include the following information: 
 Product name 
 Composition of the product 
 Name and address of producers’ group 
 Weight or volume 
 Logo or brand mark (if available) 
 Manufacturing date 
 Expiry date 

After preparation of the samples, they are delivered by the 
producers to the OVOP Secretariat through Chamber of Craft 
Industry. 
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Steps Month Responsibility Actions to be taken 

(3) Sending 
samples to 
the Ministry 
of Commerce 

September OVOP 
Secretariat 

The collected four samples with official request letter are 
submitted to the Head of the Consumption and Safety Branch 
for Consumers under Ministry of Commerce. The sample of 
the letter is attached in (2) Sample Letter to the Branch of this 
Annex. 

(4) Site 
inspection 

October 
 

Chamber of 
Craft Industry 

The inspection of production sites is arranged by the 
Chamber of Craft Industry in cooperation with the inspector in 
the Regional Department of Commerce. The schedule of the 
site inspection is informed to the OVOP Secretariat and the 
producers respectively. 
At this inspection, following aspects are evaluated in order to 
ensure acceptable hygiene level: 
 The storage conditions of the raw material (respecting 

the storage scales, the layout of products, etc.); 
 The working methods in line with the food standards 

(respect of the forward going principle, respect of 
preparations scales, etc.); 

 Workers conditions (working clothes, hands washing, 
health condition, etc.); 

 Equipment for the production (name, function, 
maintenance condition, etc.); and 

 Working environment in line with the standards (working 
space, water quality, contamination-free, etc.). 

If the production achieves at the satisfactory level, the 
inspection gives his approval and the official report is sent to 
the Consumption and Safety Branch for Consumers. 

RREEMMAARRKKSS::  
Before the site inspection, the producer must have the 
registration certificate in the Trade and Personal Property 
Credit Register in order to receive the final approval. 

(5) Monitoring of 
samples’ 
analysis 

October- 
December 

OVOP 
Secretariat 

Progress of sample analysis is monitored by the OVOP 
Secretariat through phone calls to the Consumption and 
Safety Branch for Consumers every two to three weeks in 
order to collect the analysis results. 
After the analysis, the Branch gives the analysis results and 
issues the invoice for the analysis to the OVOP Secretariat 
even though the analysis result shows the product is not 
compliant with the food standards. Based on the invoice, the 
OVOP Secretariat pays the analysis fees. 

RREEMMAARRKKSS::  
If the product is not compliant with the food standards, the 
OVOP Secretariat in collaboration with the Chamber of Craft 
Industry informs the result to the producer. 
The producer can take specific countermeasures to improve 
the quality of the product, and send four samples of the 
product again for the laboratory analysis. 

(6) Delivery of 
FRA 
certification 

December OVOP 
Secretariat 

One to two weeks after payment, the Branch delivers the 
official paper of FRA certification to the OVOP Secretariat. 
The certification is handed to the producers through the 
Chamber of Craft Industry. 
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(2) Sample Letter to the Consumption and Safety Branch for Consumers 
 

 
          

Projet pour la Promotion de l’Artisanat à travers le Programme One Village One Product (OVOP) / Un 

Village Un Produit 
 

 
Projet OVOP (Un Village Un Produit) 
Direction de l’Artisanat/JICA (Agence Japonaise de Coopération Internationale) 
 Dakar, le 18/09/2013 
 

Objet : Demande d’attribution Autorisation FRA 

 
Monsieur le Responsable, 

Dans le cadre de la mise en œuvre du Projet OVOP (One Village One Product (OVOP)/ Un 
Village Un Produit) avec l’appui de la Coopération Japonaise (JICA), des GIE de la région de Fatick et 
de Kaolack ont été sélectionnés. 

A cet effet pour les soutenir dans la promotion de leurs produits, le Projet a décidé de faciliter 
l’obtention de l’Autorisation FRA pour les GIE ainsi mentionnés :  

- GIE Youm Thiossane dans la région de Fatick pour le Miel de Mangrove, 
- GIE des Femmes Travailleuses de Sokone dans la région de Fatick pour la Poudre de 

Gingembre, 
- GIE Suxali Jigeen dans la région de Kaolack pour les Poudres de Niébé et de Bouye, 
- GIE Wack Ngouna II dans la région de Kaolack pour l’Huile d’Arachide et le Mbouraké, 
- GIE Nekh Té Sell dans la région de Kaolack pour le Sirop de Soump, 
- GIE Book Diom de Ngane Alassane dans la région de Kaolack pour le Ngourbane, 
- GIE KATAMA dans la région de Kaolack pour le Kinkéliba et la Poudre de Nététou. 

Nous vous saurons gré des dispositions que vous voudrez bien prendre pour leur faciliter cette 
acquisition de l’Autorisation FRA. 

Veuillez croire, Monsieur le Responsable, à l’assurance de notre considération distinguée. 

A 
Monsieur le Chef de Service de la 
Division de la Consommation et de la Sécurité des Consommateurs 
-DAKAR- 
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(3) Application for the Certification for Manufacturing and Sales (FRA) 
 
 The FRA number certifies the manufacturing, processing, conditioning and sales of all products intended 
for human or animal alimentation in Senegal. This authorization is issued by the Ministry of Commerce and more 
precisely by the Direction of Interior Commerce through the Division of Consumption and Consumer Safety 
(DCSC). 
 
Documents required for application 
 The application for the certification of manufacturing and consumption needs to be submitted to the 
Administration section of the Ministry of Commerce, addressed to the Head of the Division. The nature of the 
product, the type of package and various methods of packaging and conditioning used should be specified in the 
application. The application letter must be accompanied by: 

- 4 product samples for the purpose of analysis 
- Model of the label and / or package 
- Certificate of the product 
- Certificate of Register of Commerce and Personal Property Transactions 
- Description of manufacturing process, if the need arises 

 
 The application needs to be submitted to: 
 Division of Consumption and Consumer Security - Mermoz Sud VDN, Lotissement Ecole Police - 
 Tel: 33 825 32 48  
 
Examination of Application 
 The application for the certification of manufacturing and sales will be subject to the following 
procedures:  
 
 Analysis of samples by a laboratory accredited by the Ministry; 

- An examination of the model of label and package accompanying the application, in order to the 
conformity to the descriptions as per the regulations 

- An analysis phase of samples by a laboratory approved by the Ministry 
- An inspection of production site by the DCSC agents located throughout the territory 

 
 The certification is issued only when: 

- The product meets the harmlessness criteria (satisfactory microbiological and chemical quality) 
- The labelling and packaging of the product conform to the regulatory requirements 
- The manufacturing site and employees meet the hygiene and healthiness standards 

 
 The certification is issued in the form of a code. Example: 999/2007/FRA 
 
Validity of FRA certification 
 The FRA certification is valid in Senegal and, if necessary, constitutes a requirement for obtaining the 
certificate of origin for export. 
 
 The FRA certification becomes subject to re-examination if there is a report questioning the product’s 
harmlessness, or its non-compliance with registered specifications.  
 
 Any changes in the composition of the product require the submission of a new application for 
certification. 
 
 The administration must be informed of any changes in the labelling or conditioning of the product. 
Same requirement applies to the case of changes in the address of the manufacturing site or the transfer of the 
production unit to a new owner. 
 
Cost of FRA Certification 
 The applicant for the certification must pay some fees related exclusively to the microbiological and / or 
chemical analysis of the product. The costs of these analyses vary according to the fees set by the laboratory, the 
nature of the product and the complexity of the required analyses. 
 
 The payment of the analysis fee is done either upon submission of the application or upon release of the 
results of the analysis and issuance of the bill by the laboratory certifying the amount to be paid. 
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Prerequisites 
1 To ensure acceptable hygiene and healthiness level, the enterprise must focus on 5 elements: 
 The storage conditions of the raw material (respect for the scales of preservation, orderly storage 

of products, etc.) 
 The work methods must conform to the food standards (respect for the fore-going principles, 

scales of preparation, etc.) 
 The good hygiene of the workers (work uniforms, hand washing, good health, etc.) 
 The material suitable for the activity (nature and condition of maintenance, etc.) 
 The working environment needing to meet the standards (spacious, water available, 

contaminant-free). 
 

The respect for these principles allows the applicants to obtain the following two certificates which can 
be attached to the application on its submission, in order to facilitate the procedure.  
 The certificate of healthiness issued by the Direction of Public Hygiene (DHP) which proves the 

conformity of the sites of business or inspected product 
 The medical certificate of employees working in the units which can be obtained from any doctor.  

 
2 The respect of labelling standards 
The package of the product or the label affixed on it should mention the following information in a visible 
and legible manner: 
 the nature of the product 
 the composition of the product 
 the name and address of the manufacturer 
 the weight or volume 
 the brand (possibly) 
 the date of manufacturing and expiry date 
 the FRA Certification number (ex: Cert___/2007/FRA) 

 
 NB: Any indication which may create confusion to buyers on the nature, volume or weight, substantial 
qualities of the product to be sold, or origin of the product (Article 7 Decree 68-507) is prohibited.  
 
Reference document 
 The main reference document is the law 66/48 of 27 May 1966, relating to the control of food products 
and fraud prevention. This is the basic law. It is complemented with the following decrees in application: 

 Decree 68 507 of 7 May 1968, on the regulation of the control of products intended for human and 
animal alimentation 

 Decree 68 508 of 7 May 1968 setting the conditions of research and ascertainment of breaches 
under the aforementioned law which has been complemented by Article 3 of Decree 80-287 of 13 
March 1980 

 Decree 69-891 of 25 July 1969 on the naming and labelling 
 Decree 2005-913 of 12 October 2005 by which the general codex standard for labelling of 

pre-packaged foodstuff. 
 
Main assessments on FRA certificates in Senegal 
 
 90% of the applications for FRA certification is for hand-crafted processed products: juice, syrups, and 
local cereals. The products most likely of non-compliance, which can lead to the cancellation of FRA certification, 
are: water, curdled milk and “sankal” (broken millet) 
 
Terminologies and definition 
 Codex alimentarius: it was created in 1963 by the Food and Agriculture Organization and the World 
Health Organization to develop a set of standards, code of practice, guidelines and other recommendations aiming 
to secure food health safety and consumer protection. 
 
 Manufacturing date: the date on which the product becomes conform to the description made. 
Expiry date for consumption (DLC): the date on the completion of which the product is likely to affect human health 
(perishable products) 
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 Deadline of optimum use (DLUO): (recommended consumption expiry date, expiration date), the 
estimated expiry date of the deadline after which, in the specified storage conditions, the product will not probably 
ensure the quality that the consumer is entitled to expect. After this date, the product should no more be 
considered as marketable 
 
 Label: any sheet, brand, picture or other descriptive matter, written, printed, stencilled, marked, 
engraved or applied on the package of a commodity or attached to it 
 
 Labelling: any written or printed text or graphic representation on the labelling, accompanying the 
product or is placed nearby in order to promote the sale. 
 
 Hygiene: a set of measures intended to prevent infections and outbreak of infectious diseases. It is 
mainly based on three actions: 

 cleaning 
 disinfection 
 preservation 

 
 Harmlessness: quality of a product whose toxicity is not hazardous to the consumer and environment 
 
 Healthiness: lack of risks that can compromise the consumer’s health 
 
 
Process of obtaining FRA Certification in Senegal 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
  

 
 

 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

Final issuance of the certification for manufacturing and sales 

Presentation of the finished product 

Approval of the conformity of 
the production sites and 
material 

Approval of the conformity of 
the product to the certificate of 
analysis 

Approval of the model of the 
label 

Inspection of production sites Sending samples to accredited 
laboratories 

Study of compliance of the 
labeling 

Submit the application for certification to the Division of 
Consumption and Consumer Safety 

Conform to the prerequisite in terms of hygiene and labeling 

Tentative issuance of FRA Certification for the definite making of the packaging. 

NB : It is not equivalent to actual FRA Certification 
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ANNEX 10  List of Business Service Providers 
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List of Business Service Providers in Project OVOP 
 

Type of 
service 

Relationship with OVOP Programme Name Contact 

Survey Conducting survey on rural industries in 
Fatick and Kaolack regions 

CADDEL Consulting Moustapha DIAGNE (M.) 
33 941 23 69 
caddcons@orange.sn 

Business 
Training 

Conducting following business trainings: 
1. Business plan and action plan 

workshops 
2. Book keeping and monitoring 

workshop 
3. Marketing training by using FIDAK 

RESAMPE Papa Samba NDOYE (M.) 
77 113 70 39 
psndoye2000@yahoo.fr 

Technical 
Advices 

Providing technical advices especially on 
equipment 

Institut de 
Technologie 
Alimentaire (I.T.A.)  

Amadou POUYE (M.) 
77 564 01 74 
papouye2003@yahoo.fr 

Equipment 
Supply 

Supplying equipment on craft industry Mamie Distribution Amadou KEITA (M.) 
77 907 81 95 

Equipment 
Supply 

Supplying equipment on craft industry CAR2MG Ibrahima DIOP (M.) 
77 573 88 96 
diopamec2@yahoo.fr 

Equipment 
Supply 

Supplying equipment on craft industry World Services Adja Aby BA (Mme) 
77 546 39 42 

Equipment 
Supply 

Supplying equipment on craft industry EGEREB SUARL Elimane MBAYE (M.) 
77 510 81 04  
egerebsuarlsn@yahoo.fr 

FRA 
Certification 

FRA control office to provide following 
services: 

1. Arrangement of laboratory test for 
quality check of sample products 

2. Issuing of FRA number 

Direction du 
Commerce Interieur, 
Division de la 
Consommation et de 
la Sécurité des 
Consommateurs 

Sow (M.) 
77 565 28 32 
pasowth@hotmail.fr 

FRA 
Certification 

FRA control office to conduct site inspection 
to check production environment in Fatick 
region 

Service Régional du 
Commerce de Fatick 

Samba NDAO (M.) 
77 640 99 04 
fonfano@hotmail.com 

FRA 
Certification 

FRA control office to conduct site inspection 
to check production environment in Kaolack 
region 

Service Régional du 
Commerce de 
Kaolack 

Samb (M.) 
33 938 43 43/ 77 641 15 77 

Retailing Selling local products in cooperation with 
OVOP Programme 

My Shop, Point E, 
Rondpoint Fass 

- 

Retailing Selling local products in cooperation with 
OVOP Programme 

Aloha, Mermoz Landing (M.) 
77 632 77 00/77 938 61 75 

Brokering Brokering of salt export to foreign country CGFE (Centre de 
Groupage Fret 
Express) 

Amadou GUEYE (M.) 
77 508 93 93 
cgfe@orange.sn 
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Type of 
service 

Relationship with OVOP Programme Name Contact 

Designing Designing of following items: 
1. OVOP logo 
2. Product logos and labels 
3. Poster of OVOP Promotion Seminar 

Studio Graphique 
Tagoor 

Malick DIENE (M.) 
77 661 74 32 
map.tagoor@gmail.com 

Designing 
and printing 

Designing and printing of OVOP promotion 
booklet “Histoires” including taking 
photographs 

Blue Line Marc LECOEUR (M.) 
77 782 63 26 
blueline.senegal@gmail.com 

Interior 
designing 

Designing of following items: 
1. Boutique OVOP 
2. OVOP booths in FIDAK 

Madeleine 
BOMBOTE (Mme) 

Madeleine BOMBOTE (Mme) 
77 646 30 38 
madeleinebombote@yahoo.fr 

Printing Printing of following items: 
1. OVOP logo sticker 
2. Business card 
3. Poster of OVOP Promotion Seminar 
4. OVOP newsletter 

IMSA 
(Imprimerie Sam) 

Omar SAM (M.) 
77 632 4432 / 70 106 6044 
imprimeriesam@live.fr 

Packaging Selling quality bottles Centrale d’achat 
AND NDOO 

Mendy (Mme) 
77 435 09 91 

Web 
hosting 

Hosting of OVOP website Kheweul.com Bakary Aynény Sané (M.) 
33 821 29 39 
bakary.sane@kheweul.com 
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付属資料-4 
消費者からのフィードバックと 

生産者グループの対応 
 



消費者からのフィードバックと生産者の対応一覧 

Réf. 

No 
商品名 GIE 内容 生産者の対応 クレーム日

日/月/年 

001 ヨーグル

ト 

Directoire 
Régional des 

Femmes 
Eleveuses 

前回購入時のほうが質

がよかった。 

この時期の注文対応は新しい技術

者によって実施されたことが原因

であったが、グループの責任者と

グループのオフィスは、乳製品の

加工について、（その新しい技術

者を）再度きちんと指導すること

とした。 

20/06/2012

002 ヨーグル

ト 

Directoire 
Régional des 

Femmes 
Eleveuses 

ヨーグルトがよく濃縮

していなかった。 

グループには、OVOPプロジェク

トから、頻繁に起きる停電への対

策として発電機が供与された。 
20/06/2012

003 
シリア

ル ・アラ

ウ 

Takku Liguey 
de Thioffack 

シリアルの中に砂が混

じっていた。 

グループメンバーらは、ミル（粟）

をきちんとふるいにかけ、洗浄を

し、乾燥の際にミル（粟）にカバ

ーをかけるようにした。 

20/06/2012

004 

シロップ

（ビサッ

プ/ジン

ジャー/
タマラ

ン） 

Sine Zénith 

・量/パッケージ：ラベル

には容量1Lと表記があ

るが、750mlボトルが使

われている。 
・質：シロップの濃度が

薄すぎる。 

ガラス瓶のラベルを"750ml"と記

載変更した。またグループは、（1L）
で売るために別の1Lのプラスチッ

ク容器も利用することとした。 

20/06/2012

005 石鹸（ニ

ーム） 
Daan Dolé de 

Sibassor 

・パッケージ：プラスチ

ック容器が石鹸の容器

として適さない。 
・質：石鹸の中に砂が混

じっていた。 

グループは、技術研修を受けたと

ともに、その技術を実践するため

の資機材がOVOPプロジェクトか

ら供与され、それらを使用してい

る。 

20/07/2012

006 石鹸（ゴ

ーヤ） 
Daan Dolé de 

Sibassor 
石鹸がよく凝固してい

なかった。 

グループには、技術研修を受けた

とともに、その技術を実践するた

めの資機材がOVOPプロジェクト

から供与され、それらを使用して

いる。 

20/07/2012

007 カシュー

ナッツ 
Bokk Jomm 

・質：個包装の中に砂が

混ざっていた。 
・値段：値段が一般市場

で売られているものよ

り高い。 

グループには、オーブンと選別用

テーブルがOVOPプロジェクトか

ら供与され、加工のプロセスも室

外ではなく、風や埃から守られた

室内で実施するように変更した。 

20/07/2012

008 石鹸（ゴ

ーヤ） 
Daan Dolé de 

Sibassor 

皮膚疾患に当石鹸が良

く効いた。が、2回目に

購入時、石鹸がよく凝固

していなかった。 

グループは、技術研修を受けたと

ともに、その技術を実践するため

の資機材がOVOPプロジェクトか

ら供与され、それらを使用してい

る。 

20/08/2012

009 干し魚/
干貝 

Niasse Mane 干し魚と干貝の塩分が

強すぎた。 

グループは、今後は製品を海水で

洗浄をするのみにとどめ、その上

に塩を追加することをやめるよう

にした。 

18/08/2012

010 ビサップ

（乾燥） 

Quality 
Agricultural 

Biology 
Cooperative 

個包装の中に砂が入っ

ていた。 

グループは、異物混入を防ぐため、

ビサップを乾燥させる際に蚊帳を

使用するようにした。 
18/08/2012
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011 

ビサップ

（乾燥） 
& ビサ

ップ粉末

（無糖） 

Quality 
Agricultural 

Biology 
Cooperative 

・量：ラベル表記の量と

実際の量が違っていた。

・値段：一般市場で売ら

れているものより値段

が 高い。 

グループは、数量がラベル通りと

なるよう、きちんと計量器を使用

して量るようにした。 
18/08/2012

012 ヨーグル

ト 

Directoire 
Régional des 

Femmes 
Eleveuses 

・パッケージ：パッケー

ジが密閉されていなか

った。 
・質：味が苦かった。 

グループの責任者が、メンバーに、

パッケージの密閉について再度指

導し、メンバーは指導に従った。 
03/09/2012

013 
バオバブ

粉末（無

糖） 
Sine Zenith 個包装の中に砂が混ざ

っていた。 

グループは、（次の注文があるま

で）バオバブ粉末の生産を中止す

ることとしたため、特に対応策は

取られていない。 

07/09/2012

014 
ピーナッ

ツペース

ト（無糖） 

Wack Ngouna 
III 

・パッケージ：パッケー

ジのフタの小穴からア

リが入ってきた。 
・質：ピーナッツが十分

に挽かれていなかった。

グループは、パッケージ製造業者

に問題点について連絡し、蓋の穴

は修正された。粉砕器具について

は、OVOPプロジェクトから供与

された。 

03/09/2012

015 
石鹸（小） 
（カリ

テ） 

Case 
Populaire du 

Sine 

石鹸の中に砂が混ざっ

ていた。 
異物混入のない、質の高いシアバ

ターを選別するようにした。 
21/09/2012

016 ビサップ

ティー 
KATAMA 

ティーバックにひもが

ついていると、もっと使

い易い。 
引き続き検討中 21/09/2012

017 モリンガ

オイル 

Baboc 
Pressing Multi 

Services 
オイルに臭いがあった。

手工業で加工をしている点にも問

題があり、オイルを絞り、きちん

と精製するためには専用の資機材

が必要である。そのため、対応策

はとれていない。 

21/10/2012

018 モリンガ

粉末 

Baboc 
Pressing Multi 

Services 

容器をビンではなく、箱

づめに変えたほうがよ

い。（少量ずつ紙パック

に入れてその後箱づめ）

グループは、顧客の意見に基づき、

プラスチック袋のパッケージも作

って販売を開始した。 
15/11/2012

019 干し貝 Niasse Mane 干し貝の包装の中に砂

が混ざっていた。 

干し貝の洗浄について良く留意す

るとともに、乾燥時には、砂や異

物混入を防ぐようプロテクトする

ようにした。 

19/06/2012

020 

オクラ粉

末&カッ

ト乾燥オ

クラ 

Thiamène 
Bambara 

パッケージに表示され

ている賞味期限が切れ

ていた。 

グループは、ラベルを印刷する前

と後に、きちんとそのラベル上の

情報について、確認することとし

た。 

20/11/2012

021 

シリアル 
Sankhal(s
emoule 
de mil) 

Takku Liguey 
de Thioffack 

シリアルの包装の中に

虫が入っていた。 

乾燥時には、良い状態の蚊帳をか

ぶせ、蠅から製品を守るようにし

た。同時に、乾燥用のすのこも購

入し、対応している。 

02/12/2012

022 石鹸（ハ

チミツ） 

Daan Dolé du 
Village 

Artisanal 

石鹸の中に砂が混ざっ

ていた。 

グループは、OVOPプロジェクト

の石鹸技術研修に参加し、それ以

降、品質は改善された。 
10/12/2012
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023 石鹸（ゴ

ーヤ） 
Daan Dolé de 

Sibassor 

石鹸の入っているプラ

スチックパッケージが

弱すぎて割れやすい。 

OVOPプロジェクトから供与され

た機材を使用し、グループは、石

鹸のパッケージには（容器ではな

く、）プラスチックのシートを利

用するようになった。 

28/12/2012

024 クスクス 
（mil） 

Takku Liguey 
de Thioffack 

1キログラムのクスクス

のパックに、実際は900
グラムしか入っていな

かった。 

今は、NGOから供与された新しい

パッケージを使用している。この

パッケージは、1キロ入れて密閉す

るのに問題のないサイズになって

いる。 

06/01/2013

025 クスクス 
（mil） 

Takku Liguey 
de Thioffack 

クスクスの包装の中に

砂が混ざっていた。 

グループメンバーらは、ミル（粟）

をきちんとふるいにかけ、洗浄を

し、乾燥の際にミル（粟）にカバ

ーをかけるようにした。 

06/01/2013

026 塩 
Entente des 
Producteurs 

de Sel  

塩の包装の中に異物（砂

や小さなゴミ）が混ざっ

ていた。 

グループは、塩専用のふるいを使

ってきちんとふるいにかけるよう

にした。また、OVOPプロジェク

トは塩の品質を改善するために洗

浄用の機材を供与した。 

19/01/2013

027 
シロップ 
（ビサッ

プ） 
Safna III シロップの酸味が強す

ぎる。 

グループの責任者は、配合のミス

であることを認め、今後はきちん

と配合を確認することにした。 
22/01/2013

028 
シロップ 
（ジンジ

ャー） 
Waag Passil  短期で製品の色が変わ

り、ボトルがゆがんだ。

ブティックOVOPのクレームに基

づき、加工プロセスを見直したと

ころ、シロップがまだ熱いうちに

プラスチックボトルに注入してい

たことが原因であることが分かっ

たので、ボトルに入れる際に、温

度が下がってから入れるようにし

た。また、カオラックのシロップ

生産者が当グループに対してアド

バイスも行った。 

18/01/2013

029 
シロップ 
（スン

プ） 

Diagook 
Yacine 

数週間後、シロップが既

に濃縮状態じゃなくな

っていた。ボトルも変形

した。 

ブティックOVOPのクレームに基

づき、加工プロセスを見直したと

ころ、シロップがまだ熱いうちに

プラスチックボトルに注入してい

たことが原因であることが分かっ

たので、ボトルに入れる際に、温

度が下がってから入れるようにし

た。また、カオラックのシロップ

生産者が当グループに対してアド

バイスも行った。 

22/01/2013

030 

シリアル

＆干魚ミ

ックスス

ナック 

Diamono 
Takku Liguey 

包装の質がよくなく、そ

のために中身がこぼれ

出てしまった。 

グループは、クレームを受け、よ

り質の良いパッケージを使用して

いる。 
29/01/2013

031 バオバブ

ガレット 
Suxali Jiggen 

バオバブガレットを食

べている時に、中に砂が

混ざっていることに気

付いた。 

グループは、目の細かいふるいを

購入し、粉末に混入する異物がな

いようにしている。 
19/02/2013
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032 
貝

（Murex
） 

Ngodane 

製品からかなり強い臭

いがした。貝がよく乾燥

されていても臭いは残

るためパッケージに臭

いを閉じ込めるために

よい質のものを使うべ

き。 

この問題への対策には、技術的な

研修が必要であるが、グループは、

きちんと乾燥することと、しっか

りしたパッケージを使用すること

にした。 
また、グループは、ブティック

OVOPに対し、貝を冷蔵保管する

よう依頼があった。 

28/02/2013

033 
ビサップ

顆粒（加

糖） 
Sante Yalla ビサップ顆粒に味がな

かった。 
顆粒に味がきちんとつくよう、十

分に原料を使用することとした。 
17/03/2013

034 カシュナ

ッツ 

Comité 
Reserve 

Naturelle de 
Sokone 

カシュナッツによく火

が通っていなかったせ

いで、酸味があった。 

グループの責任者は、カシュナッ

ツの加工プロセスについてメンバ

ーに対する再教育を始めた。 
30/03/2013

035 

ピーナツ

バター

（ピーナ

ッツペー

スト（加

糖）） 

Groupement 
des Inter 

villageois des 
Producteurs 
d’Arachide 

買った商品は、ピーナツ

ペーストに砂糖を加え

たものだった。 

カナダの支援で受けた研修の通り

に加工をしており、現在でもそれ

は変更していない。 
16/04/2013

036 

ビサップ

/バオバ

ブ/ジン

ジャー顆

粒（加糖） 

Fédération des 
Femmes 

Travailleuses 
de Sokone 

顆粒に味がなかった。プ

ラスチック容器が弱く、

よく閉まっていなかっ

たため、空気が入り品質

が損なわれた。 

フルーツの加工手順を見直し、問

題は解決されたが、バオバブ顆粒

については、良い味を出すのが難

しいことから、製造を中止するこ

ととした。また、購入者は、ラベ

ルに記載のあるシロップの作成方

法についてきちんと確認してほし

いと希望する。 

23/04/2013

037 
ケンケリ

バ・ティ

ー 
KATAMA 

パッケージ：ビサップテ

ィーのように、ティーバ

ッグ20個箱入りに変え

たらどうか。 
量：原料の茶葉の量が少

なかった。 

グループは、顧客の意見に基づき、

ケンケリバティについても、ビサ

プティ同様、10個の箱入りティー

バッグでの提供を開始した。 

02/05/2013

038 
ジンジャ

ー・シロ

ップ 

Union 
Communale 
des Femmes 

de 
Foundiougne 

ジンジャーシロップの

味が甘すぎる。 

グループは、OVOPプロジェクト

から糖度計を供与され、砂糖の正

確な配合量を今後は計量すること

ができる。 

10/07/2013

039 レモン・

シロップ 
Nekh Na Jus シロップのレモン（原

料）の量が少ない。 
グループは、シロップに十分な量

の原料を使用することとした。 
05/09/2013

040 
ジュート

バック

（PC用） 

Espace Beauté 
Yagora 

バックの縫製がしっか

りしていない。 

グループは、OVOPプロジェクト

から、かばんの品質を上げること

のできるミシンを供与されたの

で、これを使用して改善が実施さ

れている。 

28/09/2013
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